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プログラム実施の背景 
 

趣旨と目的 
スポーツ基本法(平成 23年法律第 78号)第 9条に基づく第 2期スポーツ基本計画(平成 29年 3月 24日文

部科学省)においては、「国は、女性特有の課題に着目した調査研究や医・科学サポート等の支援プログラム、戦

略的な強化プログラムやエリートコーチの育成プログラム等を実施し、得られた知見を中央競技団体等に展開す

ることにより、女性トップアスリートの競技力向上を支援する」ことが謳われ、女性アスリートに対するさらなる支援の

充実を図ることが求められている。また、女性アスリートの強化・育成を充実させる視点からも、女性特有の視点や

観点をもった女性コーチの普及が重要な側面を担うこととなる。 

そこで、本事業では、各中央競技団体や関係する団体において今後、ナショナルチームクラスで活躍が期待さ

れる女性コーチ（将来コーチを目指す現役アスリートを含む）を対象に、ハイパフォーマンス領域で強みとなるコ

ーチングスキル向上のプログラムを提供し、戦略的に女性エリートコーチ育成を目指す。志の高い女性アスリート

およびコーチのコーチングスキルを確実に高め、エリートコーチとしてのキャリアを歩み始める支援ができれば、

後に続く女性アスリートやコーチのロールモデルになることが期待できる。ロールモデルとなる人物を増やすこと

が今後の女性コーチ普及の鍵になり、女性アスリートが安心して競技に打ち込むことができる環境の整備に繋が

ると考えられる。 

 

現場と課題 
女性コーチの育成が望まれるのには様々な理由がある。1986 年に男女雇用機会均等法が施行され、性別を

理由に職業の選択に差別があってはならないとされた。コーチの採用においても、同様のことがあてはまり、職業

コーチであろうがボランティアコーチであろうが、性別を理由とした採用時の差別があってはならない。しかし、現

状をみると多くの種目で女性コーチに比して男性コーチの数が圧倒的に多い現状が見受けられる。2016 年に行

われたリオデジャネイロ・オリンピックに派遣された選手は男性が 174 名、女性が 164 名で男女比はほぼ同じで

あったにも関わらず、派遣された監督・コーチに占める女性の割合は 14%（22 名）であった。一方、日本スポーツ

協会の公認スポーツ指導者資格保有者の女性の割合は 29.7%で、これも低い水準にとどまっている（日本体育

協会, 2013）。日本スポーツ協会公認スポーツ指導者資格保有者に占める女性の割合が低いことも課題であると

いえるが、ナショナルチームクラスになると、女性の比率がさらに約半分に減少することも見過ごすことができない。 

スポーツのインテグリティの側面からも女性コーチの増加が望まれる。女性アスリートの発育発達に関わること

や、月経に関する問題を相談するのに、同性のコーチであるほうが相談しやすい場合が少なくない。また、指導

において身体接触がある場合なども、セクシュアル・ハラスメントの問題がつきまとう。もちろん、同性間でもこのよ

うな問題は起こりえるため、同性であれば問題がないということにはならないが、確率的には異性間で問題が発生

する可能性が高いことが考えられる。女性パラリンピックアスリートを対象に行われた最近の研究 (Alexander, 

Bloom, & Taylor, 2020)で、女性パラリンピックアスリートが男性コーチからお尻を平手打ちしたり体重を人前で公

開するなどといった不適切な振る舞いをうけ、不快な思いをし、女性のコーチと一緒に活動したいという願望を持

っていたことが報告されている。また、女性が男性よりも差別や排除、ハラスメントを経験しやすい (Kirby, 

Demers, & Parent, 2008; Tomlinson & Yorganci, 1997; Wachsmuth, Jowett, & Harwood, 2017)とも言われ

ている。女性アスリートやチームの遠征時にも男性スタッフのみが引率することも危機管理という意味では注意が

必要である。女性アスリートに対するハラスメントを減らすためにも女性コーチの増加は喫緊の課題だといえる

(Alexander, Bloom, & Taylor, 2020 Alexander, Bloom, & Taylor, 2020; Fasting & Brackenridge, 2009)。 
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ビジネス界では、リーダーシップに必要とされる共感力やコミュニケーションスキルは、男性よりも女性の方が優

れている場合が多いという研究が少なからず存在する。共感力やコミュニケーションスキルはコーチにも必要とさ

れるものとして、コーチングのモデル・コア・カリキュラム(日本体育協会, 2015, 2016)においても言及されている。

女性コーチが増えることで、現在日本のスポーツ界が抱えている虐待の課題（Human Rights Watch レポート, 

2020）解決が加速化される可能性がある。 

このように、女性コーチが増えていくことには多くの利点が考えられる。しかし、上述のデータから分かるように

女性コーチの数が男性コーチに比して少なく、女性エリートコーチに至ってはさらに状況は悪化する。女性コー

チが少ないことの原因として、女性アスリートが教わるコーチの多くが男性コーチであり、女性コーチを目にする機

会が少なく、自らの将来の選択肢としてコーチという発想が起こらない可能性がある(Bruening, Dixon, Burton, & 

Madsen, 2013)。少なからぬ文献が、スポーツのリーダーシップにおける女性の存在感を高めるための重要な戦

略として、女性選手のためのコーチ育成機会を増加させたり、女性のロールモデルの認知度を高めることをスポ

ーツ管理者やコーチらが行っていく必要があることに言及している (Pastore & Meacci, 1992; Wasend & LaVoi, 

2019)。高等学校や大学レベルで女性コーチに教わった女性アスリートはコーチとしてのキャリアに興味を示しや

すく(Everhart & Chelladurai, 1998; Moran-Miller & Flores, 2011)、より高いレベルでコーチしたいという気持ち

を持つ傾向にある(Lirgg, Dibrezzo, & Smith, 1994)という。このような現象をロールモデル効果と呼び、スポーツ

以外の分野でも数多く報告されている（例：Campbell and Wolbrecht, 2006; Nixon and Robinson, 1999; Marx 

and Roman, 2002）。ロールモデルの影響については、Bandura（1977, 1986）の社会的認知理論から説明され

ており、ある個人がモデルとの類似性を認識すると、そのモデルから学ぶ可能性が高くなるという。今後、女性コ

ーチの数を増やしていくためには、ロールモデルを増やしていくことが戦略として考えられるが、そのロールモデ

ルをどのように育成していくかが課題となる。 

ビジネス界を初めとする様々な領域で、女性のキャリアアップには様々な壁が存在することが報告されている。

世の中が男性社会であること（金谷, 2015）、伝統的な女性らしさの存在（内閣府, 2014）、偏見による女性コーチ

に対する評価の低さ（荒木ら, 2011）、女性が自分の気持ちや考えを表現することを控えてしまうこと（アサーティ

ブさの欠如）、出産や育児とコーチングの両立の困難さ(Kilty, 2006)などがコーチとしてのキャリアアップを妨げる

原因の例として考えられる。 

女性コーチ、エリートコーチの数が少ないという現状がある一方で、今後に期待が持てるデータも存在する。

2012年のロンドンオリンピックに出場した日本の女性アスリート 156 名を対象とした調査では、4 割以上もの女性

アスリートが引退後に指導者になりたいと回答している（順天堂大学, 2013）。これらの女性アスリートがコーチとし

てキャリアを具体的に思い浮かべることができるロールモデルが多く登場し、コーチとしてのスキルを磨いていくこ

とができるプログラムが存在すれば、エリートコーチを含む女性コーチの数を増やしていくことができ、日本のスポ

ーツ界に多くの好影響をもたらすことができると考えられる。 

 

女性エリートコーチの定義 
女性エリートコーチを女性アスリートや女性コーチにとってのロールモデルとなり得る、高い競技レベルで指導

をおこなう女性コーチ(日本スポーツ振興センター, 2020)と定義する。 
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女性エリートコーチ育成プログラムの策定 
 

3ポリシーの設定 
（ディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシー） 
文部科学省中央教育審議会は各大学において「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育

課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）、及び「入学者受入れの方針」（アドミッション・ポリシー）の 3 つの

ポリシーを設定することを求めている(中央教育審議会大学分科会大学教育部会, 2016)。本研究で開発を目指

す女性エリートコーチ育成プログラムは、ハイパフォーマンス領域で活躍するコーチの育成を目指しており、プロ

グラムの水準も高等教育以上のものが求められると考えられる。したがって、本プログラムの開発にあたっては、

中央教育審議会の提言を援用しディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、アドミッション・ポリシーの 3 ポリシ

ーを設定することとした。 

 

ディプロマ・ポリシー 
 本プログラムでは、各種ナショナルチームクラスのコーチングスタッフとして、所属する組織においてリーダーシ

ップを発揮し、当該競技の国際的競技力向上に貢献できるだけでなく、競技横断的に女性アスリートや女性コー

チのロールモデルとなれる人材の育成を目指す。女性エリートコーチとして必要な資質能力を国際基準

（International Sport Coaching Framework）で重要性が認められているコーチの 6 つの職務（ビジョンと戦略の

設定、環境の整備、人間関係の構築、練習の実施と試合への準備、現場の理解と対応、学習と内省）に基づき

次の通り設定する。 

 

①ビジョンと戦略の設定 

自身の指導現場を取り巻く全体像を把握し、個々のニーズを満たした包括的なビジョンを設定するとともに、実現

に向けた戦略を中長期的視点から論理的かつ先見性をもって策定できる。また、ビジョンと戦略をチーム、ステー

クホルダーに浸透させ、共通の信念を醸成することができる。 

 

②環境の整備 

ビジョンと戦略に応じた、人的資源、物的資源、経済的資源、システムを整備するとともに、一貫して選手とスタッ

フの安全を確保している。また、組織として継続的に成長していくため、選手とスタッフが互いに学び、支援しあえ

る文化や環境を構築することができる。 

 

③人間関係の構築 

他者の文脈を読み取る高い能力を有し、状況に合わせて行動を調整することができる。選手、チーム関係者及び

選手やチームを支援する関係者と互いに信頼、尊重できる関係性を構築しており、自身の振る舞いが他者へ与

える影響を理解するとともに倫理的配慮や法的基準を遵守する規範として立ち振る舞うことができる。また、ビジョ

ン達成に向け協力を仰ぐべきステークホルダーや専門家を分析し、協力を取り付けるとともに互いに支援し合える

関係性を築くことができる。 

 

④練習の実施と試合への準備 

達成すべきビジョンに基づき、アウトカムベースで中長期計画やセッションを計画・運営・評価し、状況に応じて柔

軟に修正することができる。練習やコンディショニングはスポーツ医・科学分野の専門家と連携し、根拠に基づく
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実践を行うとともに、選手の学習を最適化するため個々の文脈に合わせた練習方法や教授方法を選択すること

ができる。 

 

⑤現場の理解と対応 

チームを取り巻く関係者の権利や尊厳、人格を尊重した行動ができ、有事に備えた安全管理の体制を整えてい

る。選手育成強化に関わる専門家と連携することで、多角的にパフォーマンスの観察・分析・評価を可能にしてお

り、根拠に基づいて競技力向上へアプローチすることができる。また、意思決定は一貫してビジョンと戦略に基づ

いており、常に説明責任を果たす準備ができている。 

 

⑥学習と内省 

客観的な視点で自身のコーチングを振り返ることができ、根拠に基づいて評価し、解決策を選択する。コーチン

グに関連する最新の情報を収集するとともに実践コミュニティに参加し、他者から学ぶ姿勢を示している。常に変

化を受け入れる柔軟な思考を持ち、挑戦的に自身の実践を変化させることができる。 

 

 本プログラムでは女性エリートコーチとして歩み始める土台形成を想定し、修得すべき資質能力を設定しており、

対象コーチにはプログラム終了後も継続した研鑽を望む。本プログラムを一通過点と捉え、プログラム終了後も継

続的成長を目指す指標として 4 つの発達段階を設定（1. スタンダード、2. アドバンス、3. エリート、4. イノベー

ター）した。なお、上記内容は 3.エリートに該当する（各段階達成を目指す時期および具体的なコンピテンシー、

前後関係は別紙 1を参照）。 

 

カリキュラム・ポリシー 
本プログラムではディプロマ・ポリシーに掲げるコーチとして必要な資質能力を修得させるため、オンライン及び

集合研修会、オン・ザ・ジョブトレーニング、メンタリング、海外研修、国際ショーケースカンファレンス、実践コミュ

ニティの形成と活用からプログラムを編成し実施する。各プログラムの内容や方針は以下の通りである。 

 

①オンライン及び集合研修会 

l 女性エリートコーチとして必要な資質能力修得のため、国際基準（ISCF）で重要性が認められているコーチ

が担うべき 6 つの職務（ビジョンと戦略の設定、環境整備、人間関係の構築、練習の実施と試合の準備、現

場の理解と対応、学習と内省）に関連する知識・スキルを体系的に身につけられるようプログラムを編成し、

各年度 4 回、計 8 回の研修会を実施する。各回の内容案を別紙に示した。実際の内容は参加する対象コ

ーチらの知識やスキルレベル等によって柔軟に修正する。 

l プログラムは知識伝達のみならず、問題基盤型学習、実践コミュニティをはじめ、学習者が能動的学習手法

を用いることで、共創的かつ創造的な発想ができる人材を育成する。 

l 研修会を通して学んだ知識やスキルを一般的な理解に留まらず、実践力へとつなげていくためには実践的

な学びの場が欠かせない。各研修会は下記のオン・ザ・ジョブトレーニング（OJT）と関連を持たせて実施す

る。 

l プログラムは各回とも「1.OJT の省察」、「2.新たな知識・スキル」、「3.新たな知識・スキル活用に向けた OJT

計画の立案」の 3 つから編成される。「1.OJTの省察」では研修会の間で実施した OJT 内容を他者と共有、

省察することで自己認識や課題発見能力を高めつつ、実践コミュニティの活用方法を涵養する。「2.新たな

知識・スキル」では 6 つの職務に関連した知識・スキルを獲得する。そして、「3.新たな知識・スキル活用に向

けた OJT 計画の立案」では研修会を通じて学んだ知識やスキルを実践で活用する方法や実際の計画への
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変換方法を養い、OJTの準備を整える。 

l 各回とも対象コーチのニーズに合わせたテーマを実施する機会を設定し、主体的に専門的知識や自身のス

キルを向上させる機会を設ける。 

l 各研修会はオンラインでの参加を可能にするとともに、映像やログを記録し、受講者が後日内容を把握でき

る環境や事業室スタッフがフォローアップする体制を整え、対象コーチのいかなる事情においても確実に学

習機会を確保できる環境を整備する。 

 

②オン・ザ・ジョブトレーニング（OJT） 

l 各研修会で学んだ内容を自身のコーチングスキルに転換していくためには実践的な学びの場が欠かせな

い。対象コーチは OJT機会を確保し、実践を通して省察を繰り返し、継続的に専門能力を向上させるアクシ

ョンラーニングの方法論を獲得する。 

l 対象コーチ自身の OJT 機会に加え、他の対象コーチの OJT を観察する機会を積極的に設け、プロフェッ

ショナル・ディスカッション（コーチングの専門家としてのクリティカルなディスカッション）を通して学び合うこと

で、コーチングパフォーマンスの観察・分析・評価の視点を養うとともに、本プログラム参加者の実践コミュニ

ティを醸成する。 

l OJT は下記のメンタリングと組み合わせて実施することで実践を通じた課題の整理や新たな気づきを得る支

援をし、実践の円滑化を図る。 

 

③メンタリングの実施 

 『メンタリング』とは人材育成の手法の１つで、豊富な経験・知識・スキル・見識を持つ人（メンター）が、他者（メン

ティ）の成長のためにアドバイス・情報・ガイダンス・サポート・チャンスを提供し、メンティの課題解決や個人の成

長を支えるという関係性をさす。 

l 対象コーチの課題解決や個人の成長を促し、OJT を円滑化していくため、各対象コーチにメンターを設定

し、OJT中や必要に応じてメンタリング機会を提供する。 

l メンターの設定は本プログラムが定めるメンター認定基準に基づき、対象コーチに合わせてマッチングを行う。 

 

④海外研修 

l ナショナルレベルのコーチは国際的な場で活動することが求められる。女性エリートコーチのロールモデル

が多く活躍する国を各年度 1 回、計 2 回訪問し、対象コーチの国際的なネットワーク作り及び、英語によるコ

ミュニケーション能力と国際感覚を養う機会を整備する。 

l 訪問先は、女性エリートコーチのロールモデルが多く得られ、英語のよるコミュニケーションが可能なカナダ、

ニュージーランド、イギリスの内から各年度 1 カ所を選択し、それぞれ、カナダコーチング協会、スポーツニュ

ージーランド、英国スポーツ研究所と連携して研修を実施する。 

 

⑤国際ショーケース・カンファレンス 

l 各年度 1 回、計 2 回の国際ショーケース・カンファレンスを開催し、対象コーチが獲得したスキルやプログラ

ムの成果を発表することで、女性エリートコーチ活躍を妨げている各種障壁をなくしていくためのムーブメント

推進、社会の意識改革、および女性エリートコーチのロールモデルとしての役割を果たす。 

l 本プログラム対象コーチのロールモデルとなり得る女性エリートコーチ等を国内外から登壇者として招聘し、

ネットワーク作りおよび女性エリートコーチとしての意識を醸成する。 

l 外部に向け、対象コーチがプレゼンテーションおよびファシリテーションを実践する場を提供し、各スキルを
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養う。 

 

⑥実践コミュニティの形成と活用 

 実践コミュニティー（Community of Practice：CoP）とはさまざまなスキルレベルの同業者が集まり、お互いの実

践力を、相互作用を通して高め合っていくコミュニティーのことをいう。 

l コーチとしての学びを深めていくには他者からの受動的な学びのみでなく、自分自身が学びを主導する学

習を取り入れることが重要であり、近年特に効果が期待される方法として実践コミュニティが挙げられる。本プ

ログラムで研修会等を通じて実践コミュニティを積極的に活用し、対象コーチ自身が学びを主導する機会を

整備するとともに、実践コミュニティ形成と活用の方法論を涵養する。 

l プログラムを経て実践コミュニティのノウハウを身につけることで、女性コーチから女性エリートコーチへとキャ

リアパスをつなげていく実践コミュニティーの形成と発展をリードできる人材を育成する。 

 

アドミッション・ポリシー 
本プログラムは日本オリンピック委員会、日本パラリンピック委員会、日本スポーツ協会、日本障がい者スポー

ツ協会のいずれかに加盟する競技団体、およびその競技種目のプロ／実業団チーム、大学チーム、クラブチー

ムに所属し、将来女性エリートコーチとして活躍が期待される女性コーチ（将来コーチを目指す現役アスリートを

含む）を対象とする。主な対象者は、 

l 2 年間のプログラムを経て、ディプロマ・ポリシー記載の「エリートコーチ」としてのスタートラインに立てるだけ

の事前知識を有していること 

l 国際大会レベルでの競技経験を有すること 

l 将来的に女性エリートコーチとして、女性アスリートおよび女性コーチのロールモデルとなることが期待できる

こと 

l 応募者自身がナショナルチームのコーチングスタッフとして当該競技の競技力向上を牽引していく強い意思

を有していること 

l プログラム内の海外研修で多くの学びを得るため、また、今後の海外遠征帯同に備えて自身の語学力向上

に努める意欲を有すること 

l 原則として事業に関連する全てのプログラムに参加できること 

l コーチング実践の場が確保でき、推薦母体からオン・ジョブ・トレーニングに関する協力が得られること 

以上の条件に見合う者を募る。なお、募集定員は 12 名とした。 
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プログラムの構成 
学習者中心のプログラムであるためには、本来であれば、受講するコーチのニーズに合わせて内容を構成してい

く必要がある。ここではアドミッション・ポリシーに示したコーチが受講するものと想定し、カリキュラム・ポリシーおよ

びディプロマ・ポリシーに基づき、研修会、海外研修、国際ショーケース・カンファレンス、メンタリング、オン・ザ・ジ

ョブ・トレーニング、実践コミュニティーを組み合わせたブレンド型学習プログラムにより構成していくこととした。 

 

 
 

プログラムの評価方法 
本プログラムでは、各種ナショナルチームクラスのコーチングスタッフとして、所属する組織においてリーダーシ

ップを発揮し、当該競技の国際的競技力向上に貢献できるだけでなく、競技横断的に女性アスリートや女性コー

チのロールモデルとなれる人材の育成を目指す。これらが達成できたかについては、ディプロマポリシーで設定

するコンピテンシー獲得度合いの評価を指標とし、形成的評価、及び総括的評価の 2点から判断する。 

評価は、各プログラムの記録として収集した映像やログ、各種提出物、OJT 観察結果を根拠資料としプログラ

ム実施期間を通じて継続的に情報を収集し、コンピテンシーを基に作成したコンピテンシーチェックシート

（P.107-108 参照）を用いて 2 ヵ年のプログラム中に計 2 回の実施を予定する。評価を実施する期間は、1 回目

は令和 2 年度末、2 回目は令和 3 年度末、いずれも 3 月とする。なお、実際の評価は、様々な角度から確認す

るため、対象コーチの自己評価、コーチング学を専門とする事業スタッフ、及び各対象コーチ推薦者の客観的評

価、3 つの側面からコンピテンシーの獲得度合いに関する評価を取得し、事業スタッフが精査した結果、最終的

な評価を行うものとする。 

本プログラムが目指す人材育成を確実に進めていくため、提供するプログラムは様々な角度から常に評価され、

改善していく必要がある。各プログラムが修得を目指す資質能力に見合った内容であるかについては、令和 2年

度末、及び令和 3年度末に外部有識者に評価を依頼し、判断する。 
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プログラム実施体制及び対象者 
 

プログラム実施体制 
本事業を円滑に運営する為に、以下の実施体制を整備した。 

 

 
 

【事業スタッフの所属及び役職】 

コーチ育成プログラム運営 

伊藤雅充（日本体育大学体育学部、教授、ｺｰﾁﾝｸﾞｴｸｾﾚﾝｽｾﾝﾀｰ長、実施責任者） 

岩原文彦（日本体育大学体育学部、准教授、副実施責任者） 

古川佑生（日本体育大学総合スポーツ科学研究センター、特別研究員） 

新川咲季（日本体育大学総合スポーツ科学研究センター、専門職アルバイト） 

矢野広明（日本体育大学ｺｰﾁﾝｸﾞｴｸｾﾚﾝｽｾﾝﾀｰ、助教） 

富永梨紗子（日本体育大学ｺｰﾁﾝｸﾞｴｸｾﾚﾝｽｾﾝﾀｰ、助教） 

女性エリートコーチ 

瀬尾京子（日本体育大学体育学部、教授、体操競技研究室） 

新里知佳野（日本体育大学スポーツ文化学部、助教、剣道研究室） 

村田由香里（日本体育大学体育学部、准教授、表現運動研究室） 

実施責任者 伊藤雅充 （副）岩原文彦

伊藤雅充
岩原文彦
古川佑生
新川咲季
矢野広明
富永梨紗子

コーチ育成
プログラム運営 女性エリートコーチ

瀬尾京子
木下佳子
新里知佳野
村田由香里

スポーツ科学支援
須永美歌子
野村由実

研
修
会
開
発
・
運
営
協
力

総合スポーツ科学研究センター
藤田真樹子、本多香織

事務

日本体育大学 女性エリートコーチ育成プログラム事業実施体制

事業推進委員会

伊藤雅充
岩原文彦
松井陽子
金沢敬
萩原美樹子
浅見敬子

プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
・
検
証 外部有識者

Pauline Harrison
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木下佳子（日本体育大学体育学部、助教、ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ研究室） 

スポーツ科学支援 

須永美歌子（日本体育大学児童スポーツ教育学部、教授、運動生理学研究室、ｽﾎﾟｰﾂ科学支援） 

野村由実（日本体育大学大学院体育科学研究科コーチン学専攻、助教） 

事務担当 

藤田真樹子（日本体育大学総合スポーツ科学研究センター、職員） 
本多香織（日本体育大学総合スポーツ科学研究センター、職員） 

事業推進委員会 

伊藤雅充（日本体育大学体育学部、教授、ｺｰﾁﾝｸﾞｴｸｾﾚﾝｽｾﾝﾀｰ長、実施責任者） 

岩原文彦（日本体育大学体育学部、准教授、副実施責任者） 

松井陽子（日本スポーツ振興センター） 

金沢敬（日本スポーツ協会） 

萩原美樹子（日本バスケットボール協会） 

浅見敬子（日本ラグビー協会） 

外部有識者 

Pauline Harrison（国際コーチングエクセレンス評議会 Women in Coachingワークグループリーダー） 
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本プログラム対象コーチ 
本プログラムでは、日本オリンピック委員会、日本パラリンピック委員会、日本スポーツ協会、日本障がい者スポー

ツ協会のいずれかに加盟する中央競技団体、およびその競技種目の実業団チーム、大学チーム、クラブチーム

等に所属し、将来的に女性エリートコーチとして、女性アスリートや女性コーチのロールモデルとして活躍が期待

される者（将来コーチを目指す現役アスリートを含む）を対象とし、本プログラム対象コーチの公募を行った。公募

の結果、アドミッションポリシーに見合う 12 名の女性を本プログラム対象コーチとした。 

 

本プログラム対象コーチ 
氏名 競技種目 所属 

栄徳 美沙季 ボッチャ 一般社団法人 日本ボッチャ協会 

岡田 真佑子 水泳（競泳） 東洋大学 

小林 可奈子 自転車（MTB） 公益財団法人 日本自転車競技連盟 

白鳥 歩 ビーチバレーボール  株式会社パソナグループ 

清澤 恵美子 スキー 東京都スキー連盟 

武友 綾巳 トライアスロン 福岡県トライアスロン連合 

冨部 柚三子 セーリング 日本セーリング連盟 

奈良 梨央 水泳（競泳） 新潟医療福祉大学 

原口 聖羅 ボート 公益社団法人 日本ボート協会 

藤岡 麻菜美 バスケットボール 千葉英和高等学校 

前野 香苗 ボッチャ 一般社団法人 日本ボッチャ協会 

山下 昭子 テコンドー ライツテコンドークラブ 
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プログラム実施内容 
 

研修会 
令和 2年度内の研修会プログラムは対象コーチが、国際コーチングエクセレンス評議会（ICCE）や国際的なコ

ーチング学研究等で認められている 3 つの知識（専門的知識、対他者の知識、対自己の知識）を身につけ、6 つ

の職務（ビジョンと戦略の設定、環境整備、人間関係の構築、練習の実施と試合の準備、現場の理解と対応、学

習と内省）を高い水準で遂行できることを目的に計 4 回実施した。各回の研修会は新型コロナウィルス感染防止

の観点から、4 回ともにオンライン会議システム（ZOOM）を用いて実施した。プログラムの展開は成人学習理論に

基づいたアクティブ・ラーニング形式を採用し、講師と各対象コーチがインタラクティブに学びを進められる方法を

とった。各回の研修会ではプログラムの学習を経て到達を目指すアウトカムを設定し、それらの達成度を可視化

するため各回研修会終了後にアンケート調査を実施した。アンケート内容は設定したアウトカムに合わせ、自由

記述式の振り返り、または 10段階尺度による自己評価を採用した。 

なお、各研修会を欠席した者についても、研修会に参加した者と同等の知識やスキル獲得ができるよう記録し

た研修会映像を視聴したり、研修会の活動ログを閲覧して内容を把握するとともに、事業スタッフによるフォローア

ップを実施した。実施方法や実施日程については、フォローアップ該当者と調整し行った。 

 
第1回研修会 
開催期間：令和 2年 8月 31日〜9月 4日 

 

第1回研修会のアウトカム 
第 1回研修会を終えるとき対象コーチは、以下のアウトカムを達成することを目的にプログラムを実施した。 

 

!
"
#
$
% 

日程 内容詳細 

1
日
目 

同僚となるコーチたちへ理解を深め、心理的な安心を感じられている 

自身のプレゼンテーションスキルの強みと課題を理解している 

2

日
目 

コーチとして果たすべき職務と持ち合わせるべき知識が明確になっている 

3

日
目 

アスリートセンタードコーチングの理論への理解を深め、アスリートセンタードコーチングに関するプレゼンがで

きる 

自身の現時点でのコーチング哲学を文章で表現できる 

4

日
目 

女性コーチを取り巻く課題および自身の成長課題が整理できている 

5

日
目 

成長計画が策定され、自己成長に向けた次の一歩が明確になっている 

プレゼンテーションスキルに関する強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まっている 
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第1回研修会日程表 
各日程の実施内容及びスケジュールは以下の通りであった。 

 
日付 時間 セッション 

8 月 31 日(月) 

09:00-09:15 

09:15-09:35 

09:35-10:00 

10:00-10:20 

10:20-10:25 

10:25-11:05 

11:05-11:10 

11:10-11:15 

プログラム趣旨、第 1 回研修会概要説明 

自己紹介＆質問エクササイズ 

他者紹介 

自己紹介と他者紹介の振り返り 

休憩 

プレゼンテーション実践（自身のキャリアについて）  

スポーツ庁挨拶 競技スポーツ課 成瀬様 

事務連絡 

9 月 1 日(火) 

09:00-09:15 

09:15-09:25 

09:25-09:55 

09:55-10:00 

10:00-10:55 

10:55-11:05 

エナジャイズ 

到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

コーチの役割と機能 

休憩 

コーチが身につけるべき知識 

振り返りと事務連絡 

9 月 2 日(水) 

09:00-09:05 

09:05-09:10 

09:10-10:05 

10:05-10:15 

10:15-10:55 

10:55-11:05 

エナジャイズ 

到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

アスリートセンタードなコーチング 

休憩 

コーチング哲学の構築 

振り返りと事務連絡 

9 月 3 日(木) 

10:00-10:10 

10:10-10:15 

10:15-10:35 

10:35-11:15 

11:15-11:20 

11:20-11: 55 

11:55-12:00 

エナジャイズ 

到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

Pauline Harrison 氏との自己紹介アクティビティ 

女性コーチを取り巻く課題 

休憩 

自身の成長課題を明確にする 

振り返りと事務連絡 

9 月 4 日(金) 

10:00-10:10 

10:10-10:15 

10:15-10:20 

10:20-11:00 

11:00-11:10 

11:10-12:35 

12:35-12:50 

12:50-13:00 

エナジャイズ 

到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

成長計画作成の説明 

成長計画の作成 

プレゼンテーション準備 

プレゼンテーション実践 

第 1 回研修会振り返り 

事務連絡 

 

1日目 
【実施内容】 

初日となる 8月 31日(月)は以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 同僚となるコーチたちへ理解を深め、心理的な安心を感じられている 

l 自身のプレゼンテーションスキルの強みと課題を理解している 

プログラムの冒頭には 5日間の概要と、研修会 1日目の内容及び到達目標を説明し、各対象コーチには到達

目標を達成していくため研修中に心がける目標（パーソナルゴール）の設定をしてもらった。到達目標とパーソナ

ルゴールの設定はこの後、全ての日程、そして全ての研修会で同様の手続きをとった。対象コーチが互いに理解

を深めるアクティビティとして、それぞれの自己紹介をしてもらった上で、互いに理解を深められるような質問をし

てもらった他、自己紹介を通じて収集した情報をもとに自分以外のコーチをグループ間で紹介し合う他者紹介も

行った。その後はプレゼンテーション実践として、それぞれの対象コーチが事前に準備してきた自身のこれまでの

キャリアとプログラム受講後のキャリアビジョンに関するプレゼンテーションを持ち時間 3 分で発表してもらった。プ

レゼンテーション実践は 3 人 1 組で実施し、それぞれ発表後にはプレゼンテーション内容に関して、「よかった
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点」、「改善、変化させられる点」、「発表者本人が次回プレゼンテーション時に意識したいこと」3 つの観点から振

り返りを行い、個人のプレゼンテーションスキルの強みや改善点を明確にした他、効果的なプレゼンテーションを

行うコツについてもグループごとにリストアップを行い、全体で成果物の共有をした。1 日目の最後にはスポーツ

庁、競技スポーツ課の成瀬様より女性エリートコーチ育成プログラムの趣旨や期待する成果などを説明していた

だいた。 

 

【成果】 

対象コーチ間のラポール形成とプログラムを通じて共に学び合う仲間として互いに心理的な安心を感じられる

関係性構築を主たる狙いとし、自己紹介、キャリアに関するプレゼンテーションなどのアクティビティを行った。1日

の振り返り時には「同じ志をもつ仲間がこんなにいるんだという安心感と嬉しさを感じました」、「チームメイトのお人

柄の良さに感動し、これからの 2 年間の学びがとても楽しみであると感じた」、「とても緊張していましたが、皆さん

話しやすい雰囲気で、どんどん引き込まれていきました」などの感想が寄せられた。実際にディスカッション時など

意見交換の場では終始和やかな雰囲気で展開され、それぞれが積極的に発言する姿も確認できたことから、対

象コーチが互いに理解を深めるだけでなく心理的な安全を感じられる場を作れていたと言える。また、プレゼンテ

ーション実践の振り返りを通じて、各対象コーチから自身のプレゼンテーションスキルに対する強みと課題および

課題解決に向けた具体的な取り組みについても分析できていた。 

 

2日目 
【実施内容】 

研修会 2日目は、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l コーチとして果たすべき職務と持ち合わせるべき知識が明確になっている 

この日は研修会後に控えるオン・ザ・ジョブ・トレーニングでの課題抽出に向けて、「コーチの役割と機能（コー

チの職務）」、「コーチが身につけるべき知識」2 点の整理を行った。対象コーチは 4 人もしくは 3 人 1 組になり、

それぞれの内容について、ブレインストーミング形式のグループディスカッションで意見を出し合い、挙げられた

意見は似たものどうしでカテゴライズも実施した。 

 

【成果】 

グループディスカッションの成果物として「コーチの役割と機能（コーチの職務）」、「コーチが身につけるべき知

識」それぞれを 1 枚絵として描き出すことができた。各グループの成果物は全体で共有を行うことで、自分たちが

議論した内容の整理を促すとともに、自分たちのグループでは出なかった意見を知るなど、視野の拡大にも繋が

っていた。 
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3日目 
【実施内容】 

研修会 3日目には、以下 2点のアウトカム達成を目的に実施した。 

l アスリートセンタードコーチングの理論への理解を深め、アスリートセンタードコーチングに関するプレゼン

ができる 

l 自身の現時点でのコーチング哲学を文章で表現できる 

この日は本プログラムの中心的な概念である「アスリートセンタードコーチング」を中心に取り扱った。コーチン

グにおいて選手の主体性の向上や自律支援に重きを置く重要性を自己決定理論を交えて解説した後、グルー

プワークとしてアスリートセンタードコーチングを実現していく上で必要となるコンセプトやコーチ行動について意

見をまとめ、以下のシチュエーションを想定してプレゼンテーションをしてもらった。 

【プレゼンテーションのシチュエーション】 

ある中央競技団体でナショナルコーチングスタッフの公募が行われています。3〜4名で構成されるコーチングチームを選ぼうとし

ています。みなさんはこの公募に応募することになりました。審査はコーチングに関する考え方のプレゼン（2分間）で行われます。

募集先はどうもアスリート・センタード・コーチング（ACC）のエキスパートを採用したいと思っているようです。魅力ある２分間のプレ

ゼンを作って下さい。 

この日の最後には各対象コーチがコーチングをする上で大切にしたい価値とコーチングする上で指針となるコ

ーチング哲学を言葉で書き出してもらい、内容の共有を行った。 

 

【成果】 

プレゼンテーション実践では、対象コーチたちはグループごとにアスリート・センタード・コーチングの考えにつ

いてキャッチフレーズを設定しながら簡潔にまとめるとともに、具体的なコーチング行動について発表できていた。

また、コーチング哲学についても事業スタッフの説明や支援を通じて全ての対象コーチが言葉で書き出せていた。

ほとんどの対象コーチは自身のコーチング哲学を言葉で表現することが初めての経験であり、一貫性のあるコー

チングを実践していく上で、自身の価値観や大切にしたいことを明確にする重要性を認識していた。 

 

4日目 
【実施内容】 

研修会 4日は以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 女性コーチを取り巻く課題および自身の成長課題が整理できている 

この日はゲストとして、国際的な女性コーチ普及活動をリードするポーリーン・ハリソン氏（国際コーチングエクセ

レンス評議会Women in Coachingプロジェクトリーダー）をお招きすることができた。プログラムはハリソン氏に向

けた各対象コーチの英語による自己紹介から始まった。対象コーチから 30 秒程度の簡潔な自己紹介を終えた
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後、この日のメインテーマである「女性コーチを取り巻く課題」についてディスカッションベースで考えていった。こ

のセッションでは 3 人〜4 人組のグループに分かれて自分自身が直面している課題は何なのか、自身の競技や

国内スポーツ現場が抱えている女性を取り巻く課題にはどのようなものがあるのか意見を共有するとともに、グル

ープ内で挙がった課題を Controllable（自身でコントロールできる）、Influenceable（影響は与えられる）、

Uncontrollable（自分自身ではコントロールできない）の 3 つに分類し、なおかつ重要度の高さについても考察す

ることで自分たちが優先的に解決に取り組んでいくべき課題を特定した。なお、ハリソンさんにも 1 つのグループ

のディスカッションに参加していただき、このグループでは英語によって議論を展開した。 

 

【成果】 

1 日を通じて、女性コーチを取り巻く課題を整理できたとともに、列挙した課題を Controllable（自身でコントロ

ールできる）、Influenceable（影響は与えられる）、Uncontrollable（自分自身ではコントロールできない）の 3 つに

分類したことで、対象コーチそれぞれが優先的に取り組むべき成長課題を特定することができた。またハリソン氏

とコミュニケーションを取る中で、世界を舞台に活躍を目指す自分たちにとって語学力を向上させる重要性が再

認識され、国際的な感覚を養うはじめの一歩となった。 

   

 

5日目 
【実施内容】 

第 1 回研修会最終日は以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 成長計画が策定され、自己成長に向けた次の一歩が明確になっている 

l プレゼンテーションスキルに関する強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まっている 

2 年間の学びを開始する準備として、対象コーチそれぞれがワークシートに基づいて 2 年間の成長計画を長

期（2 年間）・中期（令和 2 年度）・短期（次回研修会まで）の期分けから立案した。スタッフ支援のもと、個別で成

長計画を作成した後には、実際に作成した内容を 3 分間のプレゼンテーションとして発表してもらった。プレゼン

テーションは 1.プレゼン時に心がけるポイントの宣言、2.発表、3.プレゼン内容の振り返り、の流れで実施した。振

り返りはプレゼンスキルに関する振り返り、成長計画に関する振り返りの 2 点の観点から行われ、発表者のプレゼ

ンスキルの課題と成長計画の修正できる点を浮き彫りにしていった。その後、第 1 回研修会全体の振り返りを行

い、参加した対象コーチから 5日間の研修で得た学びや感想を発表してもらい、第 1 回目の研修会を終了した。

なお、5日間のプログラムには各日程とも対象コーチ 11 名が参加した。 

 

【成果】 

対象コーチはワークシートに基づき、2年間にわたる自身の成長計画を長期（2年間）・中期（令和 2年度）・短

期（次回研修会まで）、それぞれの期分けから策定できていた。短期についてはパフォーマンス・プロファイリング

の枠組みを使って目標設定を行い、自身の成長課題達成に向けて改善または獲得が必要となる要素を特定す
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るとともに、具体策や評価の指標についても設定を行ったことでそれぞれ即時性のある計画を練れていた。また、

プレゼンテーションを通じて、自身の成長計画を他者に発表、及び内容評価に関する振り返りを行ったことで他

者の意見を交えて成長計画を修正することができていた。プレゼンテーションスキルについても自身の課題や課

題解決に向けた次の一歩をそれぞれが宣言できていた。 
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第1回研修会参加者の振り返り 
 

栄徳氏 

自身の意見を伝えることがやはり苦手だなと感じました。プレゼンの機会をとおして、他の参加者のいいところやアドバイスを聞き

ながら、少し整理しながら伝えることができるようになりました。 

 

清澤氏 

今回の研修会では、自分を飾らずそのままの自分を表現することを目標に臨みました。そのことでありのままを表現できたことが自

分の中の目標設定をクリアし、個人的に目標をクリアしたことが嬉しいスタートでした。 またファシリテーターの皆様の温かさやチ

ームメイトのお人柄の良さにいちいち感動し、これからの 2年間の学びがとても楽しみであると感じました。 勉強することを自ら見

つけ出さなくてはいけないということ自体は、正直わかっていた事でもあるので、やはりここの部分ではなあなあに生きることや楽し

て生きることは『ないよな』と再確認。 その気づきはずっしりと大きいものでした。 頑張らねばです！ 

 

 

前野氏 

同じ志をもつ受講生の方々やサポートして下さる先生方との関わりの中で、仲間がこんなにいるんだという安心感と嬉しさを感じま

した。そのおかげで、失敗を恐れず、積極的に自分の意見や考えを伝えていく姿勢を少しずつ持つことができました。また、女性コ

ーチという自分の固定概念に気づくことができ、まずはそこを打破していくことで、コーチングの技術や知識の習得、コミュニケーシ

ョンの向上にもつながっていくのではないかと思いました。 

 

武友氏 

とても緊張していましたが、皆さん話しやすい雰囲気で、どんどん引き込まれていきました。私は伝えたいことや思い付きが多くて

要点がまとまらず、順序立てて考えることが苦手だと気づきました。参加コーチから、話し方や視覚的な見せ方などを工夫すること

で、伝わり方がグッと変わることを学びました。このプログラムを通して、新たな実践をしていくことが楽しみです！ 

 

奈良氏 

他競技のコーチの話を聞くことで、視野が広がった。インプットするだけでなく、アウトプットもできた。 

 

冨部氏 

女性・コーチという境遇の方々と課題を話し合い、意見を共有できたことが良い経験となった。その一方で自分のプレゼンテーショ

ンのまとめ方など、もっと改善できる部分が見えて今後のスキル向上が必要だと感じた。 

 

白鳥氏 

多種目の女性コーチの方たちと話せることができて、今までには無かった出会いがたくさんありました。皆さんの大切にしている事

を聞けたことで、自分自身の思考の枠を広げることができました。価値観について変化が合ったことはとても大きな気づきでした。 

 

小林氏 

自分がとても小さな箱の中で考え、行動しようとしていたことを知り、多くの人の意見や体験を聞くことで、多面的に考える必要性を

学びました。また何かを変えたいと思ったとき、まず先にしなければならないのは、自分改革であるということがわかり、常に変わり

続けることの必要性、重要性を実感しています。 
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山下氏 

初日・2 日目は緊張して冷汗をかきながらあっと言う間に時間が過ぎてました。そして、パソコンを使うこと・人の前で話すことが苦

手でしんどかったのですが 3 日目・4 日目と流れがわかったのと先生方のサポート（パソコンの使用方法指導をしていただき）のお

かげで慣れてきて楽しさがでてきました。 

 

原口氏 

不慣れなことが多く(オンライン上でのアプリ等の操作方法、初対面の方との会話、プレゼンなど)頭がパンクしそうな研修会でした。

しかし、受講者の方々と共感できたり、受講者の方々からの新しい発見や学びがあり、非常に充実した学びの場でした。私自身、

なかなか発言ができなかったり、失敗が多かったりといい経験をさせて頂いたので、ここから改善策を見出し、次に繋げていきたい

と思います。 

 

岡田氏 

まずは初めてのことに挑戦する勇気を持てたことと、相手を理解し、そこから学ぶということができました。そして自身に足りないス

キルや見えていない課題を発見することができ視野が少し広がった気がします。また最初は皆さんとディスカッションするだけで緊

張していましたが、だんだんチームの皆さんの話を聞くことや自分が話すことが楽しみになりました。次はプレゼンスキルをもっとあ

げ、自身の頭の中のことを言語化できるようにしたいです。 
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第2回研修会 
開催期間：令和 2年 10月 19日〜10月 23日 

 

第2回研修会のアウトカム 
第 2回研修会を終えるとき対象コーチは、以下のアウトカムを達成することを目的にプログラムを実施した。 

 

!
"
#
$
% 

日程 内容詳細 

1

日
目 

実践コミュニティを通じて、自身が抱える課題解決に向けたいくつかのオプションを持てている 

実践コミュニティを用いた課題解決方法（ケースクリニック）を理解している 

2

日
目 

安全で安心な環境を整備するため、考慮すべき内容と具体的な対処方法について整理できている 

3

日
目 

コーチング環境充実に向け、協力を取り付けるべきステークホルダーを整理できている 

自身のコーチング現場が持つ組織文化を 3 つの階層（人工の産物、信奉された信条と価値観、基本的な深い

ところに保たれている前提認識）から書き出すことができる 

自身のコーチング現場が持つ前提認識を理解している 

4

日
目 

良好なコーチ・アスリート関係を判断する 3Cs +1 の概念に理解を深め、4 つの要素を促進 or 阻害するコーチ

の言動について整理できている 

良好なコーチ・アスリート関係を築いていくためのコミュニケーションスキルについて、自身の置かれた状況に

おけるプラス・マイナス要因と、自分自身の強み・弱みが整理され、良好なコーチ・アスリート関係を築いていく

具体的な方策を立案する考え方（SWOT分析）を理解している 

5

日
目 

他者とのコミュニケーションに関する課題が明確になっている 

ロールプレイを通じて、自身のコミュニケーションに関する課題解決に向けた次の一歩が決まっている 

第 2 回 OJT実践計画が策定され、具体的な取り組み内容が明確になっている 

 

 

  



 20 

第2回研修会日程表 
日付 時間 セッション 

10 月 19 日(月) 

09:00-09:15 

09:15-09:20 

09:20-10:10 

10:10-10:30 

10:30-11:20 

11:20-11:30 

11:30-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

第 1 回 OJT実践報告（ケースクリニック）実施方法説明 

ケースクリニック① 

休憩 

ケースクリニック② 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

10 月 20 日(火) 

09:00-09:15 

09:15-09:20 

09:20-09:50 

09:50-10:00 

10:00-10:25 

10:25-10:35 

10:35-10:50 

10:50-11:20 

11:20-11:30 

11:30-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

安全で安心なスポーツ環境の整備（ケーススタディ）内容説明 

ケーススタディ① 

休憩 

ケーススタディ② 

全体共有 

休憩 

ケーススタディ③ 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

10 月 21 日(水) 

09:00-09:15 

09:15-10:15 

10:15-10:30 

10:30-11:30 

11:30-11:40 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認トパーソナルゴール設定 

チームを取り巻く関係者に理解を深める（ステークホルダー分析） 

休憩 

コーチング現場の文化を読み解く 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

10 月 22 日(木) 

09:00-09:15 

09:15-10:15 

10:15-10:30 

10:30-11:05 

11:05-11:20 

11:20-11:30 

11:30-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

コーチ・アスリート関係を構築する 

休憩 

コミュニケーションスキルに関する SWOT分析 

プレゼンテーション実践 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

10 月 23 日(金) 

09:00-09:15 

09:15-10:20 

10:20-10:35 

10:35-11:10 

11:10-11:30 

11:30-11:45 

11:45-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

コーチ・アスリート関係を構築する（ロールプレイ） 

休憩 

第 2 回 OJT実践計画立案 

プレゼンテーション実践 

第 2 回研修会振り返り、事務連絡 

対象コーチ交流 

 

1日目 
【実施内容】 
研修会 1日目は 10 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 実践コミュニティを通じて、自身が抱える課題解決に向けたいくつかのオプションを持てている 

l 実践コミュニティを用いた課題解決方法（ケースクリニック）を理解している 

この日は第 1 回研修会後にそれぞれの対象コーチが実践してきた OJT 内容の報告をしてもらった。セッション

はケースクリニック形式によって実施し、対象コーチは 3人〜4人グループに分かれ、1人ずつ OJT実践で生起

した、または OJT で取り組んだが未解決の課題を提供し、グループメンバーとのディスカッションを通じて解決策

の模索を行った。 

 

【成果】 

ケースクリニックのグループ分けはあえて、競技種目が被らない形を取ったことで、新たな視点を得ることに繋

がっていた。1 日の振り返りでは実際に「色々な視点での意見も聞けた」、「自分の課題解決策が見えてきた」など
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の感想があり、それぞれが課題に対する解決策を見い出せていた。また、ワークの実施は対象コーチたちにファ

シリテーターやタイムキーパーなどの役割を分担し行ったことで、対象コーチたち自ら円滑にワークを進めようとす

る姿勢が見られるとともに、各グループとも積極的な議論が展開されており、対象コーチどうしの関係性構築が順

調に進んでいる一端を確認することができた。なお、アンケート調査結果では全ての参加者が設定したアウトカム

に対して「どちらかというとあてはまる」以上の達成度を示していた。 

 

第2回研修会1日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

2日目 
【実施内容】 

2日目は 10 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 安全で安心な環境を整備するため、考慮すべき内容と具体的な対処方法について整理できている 

この日のテーマは「安全で安心なスポーツ環境の整備」であった。対象コーチはそれぞれスポーツ実践現場の

倫理、安全管理、人権などを題材とした時事ネタを持ち寄り、それぞれの内容のどこに課題があるのか、そして課

題解決に向けてコーチに必要とされる予防、対処法にどのような選択肢があるのか、グループワークを通じて解

決策を導出した。 

 

【成果】 

3〜4 人組 3 グループによってケーススタディ形式のワークを実施した結果、この日題材とした 10 の内容に対

して、複数の観点から課題が同定されるとともに対処に向けた具体策についても導き出すことができた。アンケー

ト調査結果でもアウトカムの達成について「あてはまる」と回答したものが最も多く（50%）、全ての参加者が「どちら

かというとあてはまる」以上の達成度を示していた。 

 

実践コミュニティを通じて、自身が抱える課題解決に向けたいくつかのオプションを持てている

非常に当てはまる 2

あてはまる 5

どちらかというとあてはまる 3

あまりあてはまらない 0

全くあてはまらない 0
10合計

0 0 0 0 1 2

5 6 7 8

3 2 2

20.0%

50.0%

30.0%

0.0%

0.0%

評価
9 10

全くあてはまらない あまりあてはまらない どちらかというとあてはまる あてはまる 非常に当てはまる

1 2 3 4

件数 0

30.0% 50.0% 20.0%

平均 7.4±1.6

非常に当てはまる 4

あてはまる 6

どちらかというとあてはまる 0

あまりあてはまらない 0

全くあてはまらない 0
10

8

合計

3 1 3件数 0 0 0 0 0 0

1 2 3 4

3

5 6 7

実践コミュニティを用いた課題解決方法（ケースクリニック）を理解している

評価

40.0%

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

9 10

全くあてはまらない あまりあてはまらない どちらかというとあてはまる あてはまる 非常に当てはまる

60.0% 40.0%

平均 8.4±1.2



 22 

第2回研修会2日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 
 

3日目 
【実施内容】 

3日目は 10 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l コーチング環境充実に向け、協力を取り付けるべきステークホルダーを整理できている 

l 自身のコーチング現場が持つ組織文化を 3 つの階層（人工の産物、信奉された信条と価値観、基本的な深

いところに保たれている前提認識）から書き出すことができる 

l 自身のコーチング現場が持つ前提認識を理解している 

この日のセッションは「チームを取り巻く関係者に理解を深める」ことを目的にステークホルダー分析をすること

から始まった。自身の活動するコーチング現場に関わる人や組織の分析に加え、ナショナルレベルのチームにお

いて理想的なコーチング環境整備のため協力を取り付けるステークホルダーとはどういったものがあるのか、思考

の幅を広げ議論を展開した。次にコーチング環境をより深い視点から捉えることを目的にそれぞれの対象コーチ

が日常的に活動を行う現場の組織文化の分析を行った。分析はエドガー・シャインが提示する枠組みに基づき、

「人工の産物」、「信奉された信条と価値観」、「基本的な深いところに保たれている前提認識」の 3 つの階層から

行うことで、コーチング現場で直面する課題を表面的な観点だけでなく、組織の文化や風土のレベルから洞察す

る必要性に気付く機会を提供した。 

 

【成果】 

グループワークを通じて、各競技種目に共通する協力を取り付けるべきステークホルダーを分析し、図示するこ

とができたとともに、アンケート調査結果からもこの内容について一定の理解が得られていることが確認できた。 

    
また、対象コーチそれぞれのコーチング現場が持つ組織文化や前提認識についても分析を経て、自身の言葉で

書き出すことができたが、アンケート調査結果でもこの内容に該当するアウトカム達成度の評価には「あまりあては

まらない」、「全くあてはまらない」との回答が見られ、自由記述では「組織文化に関する部分は、とても難しかった」
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との感想もあった。研修会の限られた時間でそれぞれの組織が持つ文化の本質を見抜くことは難しく、2 ヵ年のプ

ログラムを通じて洞察を深めていく必要がある。 

 

第2回研修会3日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 

 
 

4日目 
【実施内容】 

4日目は 11 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 良好なコーチ・アスリート関係を判断する 3Cs +1 の概念に理解を深め、4 つの要素を促進 or 阻害するコー

チの言動について整理できている 

l 良好なコーチ・アスリート関係を築いていくためのコミュニケーションスキルについて、自身の置かれた状況

におけるプラス・マイナス要因と、自分自身の強み・弱みが整理され、良好なコーチ・アスリート関係を築い

ていく具体的な方策を立案する考え方（SWOT 分析）を理解している 
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効果的なコーチングを考えていく上で、コーチとアスリートの関係性の構築は重要な観点となる。この日は良好

なコーチ・アスリート関係を説明する Jowett の 3Cs+1 モデルを紹介し、Closeness、Commitment、

Complementarity、Co-orientation のそれぞれをより良い形に導くためのコーチング行動について、4 グループ

に分かれて議論を行った。次に良好なコーチ・アスリート関係を築く望ましいコーチング行動に関する学習を踏ま

え、自身のコミュニケーションスキルに関する課題を明確化するために SWOT 分析を行った。 

 

【成果】 

対象コーチたちは 3Cs +1それぞれの内容に基づき、良好なコーチ・アスリート関係を促進、阻害するコーチの

言動を列挙することができており、内容を整理する過程で自身のコミュニケーションスキルに対する課題について

も明確化するとともに、SWOT 分析を通じて、それぞれの課題への自身の強みや弱み、そして改善に向けたアク

ションについても具体化することができた。アンケート調査結果からも参加者の大半が、 

l 良好なコーチ・アスリート関係を判断する 3Cs +1の概念に理解を深め、4 つの要素を促進 or阻害するコー

チの言動について整理できている 

l 良好なコーチ・アスリート関係を築いていくためのコミュニケーションスキルについて、自身の置かれた状況

におけるプラス・マイナス要因と、自分自身の強み・弱みが整理され、良好なコーチ・アスリート関係を築いて

いく具体的な方策を立案する考え方（SWOT 分析）を理解している 

それぞれのアウトカムに対して内容を整理できていたことが確認できた。 
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第 2回研修会4日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

5日目 
【実施内容】 

5日目は昨日同様 11 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 他者とのコミュニケーションに関する課題が明確になっている 

l ロールプレイを通じて、自身のコミュニケーションに関する課題解決に向けた次の一歩が決まっている 

l 第 2 回 OJT 実践計画が策定され、具体的な取り組み内容が明確になっている 

この日はじめのセッションとして、研修会 4 日目に実施した SWOT 分析を通じて具体化したコミュニケーション

スキルの改善に向けたロールプレイを実施した。各対象コーチは自身の改善したいスキルを練習できる状況と必

要な登場人物を設定した上でロールプレイを開始し、ロールプレイ終了後には振り返りとして、コーチとしての振

る舞いのよかった点、改善できる点について、コーチ自身の主観と第三者的視点から評価を行った。次に第 3 回

非常に当てはまる 1

あてはまる 7

どちらかというとあてはまる 3

あまりあてはまらない 0

全くあてはまらない 0
11

8

合計

3 1 0件数 0 0 0 0 2 1

1 2 3 4

4

5 6 7

良好なコーチ・アスリート関係を判断する3Cs +1の概念に理解を深め、4つの要素を促進or阻害するコー
チの言動について整理できている

評価

9.1%

63.6%

27.3%

0.0%

0.0%

9 10

全くあてはまらない あまりあてはまらない どちらかというとあてはまる あてはまる 非常に当てはまる

63.6% 9.1%27.3%

平均 7.0±1.2

非常に当てはまる 1

あてはまる 6

どちらかというとあてはまる 3

あまりあてはまらない 1

全くあてはまらない 0
11

8

合計

3 0 1件数 0 0 0 1 2 1

1 2 3 4

3

5 6 7

良好なコーチ・アスリート関係を築いていくためのコミュニケーションスキルについて、自身の置かれた
状況におけるプラス・マイナス要因と、自分自身の強み・弱みが整理され、良好なコーチ・アスリート関
係を築いていく具体的な方策を立案する考え方（SWOT分析）を理解している

評価

9.1%

54.5%

27.3%

9.1%

0.0%

9 10

全くあてはまらない あまりあてはまらない どちらかというとあてはまる あてはまる 非常に当てはまる

54.5% 9.1%27.3%9.1%

平均 6.8±1.6



 26 

研修会までの OJT 実践計画を作成し、次回研修会までの OJT 目標や具体的内容を設定した。最後に第 2 回

研修会全体を振り返り、どのような学びを得られたのか個別で発表してもらい、5日間のプログラムを終了した。 

 

【成果】 

各自課題として設定したコミュニケーションスキルに対するロールプレイを経て、それぞれの課題は一層明確化

し、振り返りを通じて改善に向けたアクションプランも宣言されていた。アンケート調査結果では各アウトカムとも

「あてはまる」と回答した割合が最も高く、全体の 90%以上が「どちらかというとあてはまる」以上の達成度を示して

いた。OJT 実践計画については各日程でそれぞれの課題を明確化するアクティビティがあったこと、そして第 1

回研修会に続き、2 回目の作成であったこともあり、比較的スムーズかつ、実効性の部分も意識しながら計画を作

成できていた。 

第2回研修会5日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 
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参加者振り返り 
 

冨部氏 

第 1 回の時よりも時間が足りない！と思うことが少なくなりました。やることを整理する力がついてきたこと、皆さんと打ち解けて会

話がスムーズになってきたことが理由だと思いました。今回の研修会でのプレゼンを通して、私は「うまくやろう」としすぎて、自分を

取り繕ってしまっているなということに気付きました。自分の想いを乗せられるようにプレゼンに山場を作って相手に伝えることがで

きるように、これからの OJTでトレーニングしていきたいと思います。 

 

奈良氏 

前回に比べて、気持ちに余裕を持ちながら取り組めた。しかし、まだ課題解決に繋がるところに行けていない点もあり、個人的に課

題の残る会だったと思う。文字に書き出すことの大切さを知った 

 

栄徳氏 

様々なツールを使って、自身の課題およびチームの課題が見えやすくなりました。OJT現場で活用できるように、振り返りをおこな

っていきたいと思います。自身の課題分析、プレゼン時や会話の中で配慮する点、課題分析方法 

 

前野氏 

一人で考えているとなかなか整理ができなかったり、課題解決が具体的でない部分がありましたが、皆さんにお話しディスカッショ

ンする中で、自分を客観的に理解できたり、次回に向けての課題を明確にすることができ、とても充実した研修でした。困ったとき

や悩んだ時は、仲間やスタッフの方々に相談させて頂くことで、良い方向に進んでいくことを改めて感じました。研修外でも皆さんと

のつながりに助けていただきながら、頑張りたいなと思います。 

 

岡田氏 

ステークホルダーを作成したのは初めてですが、一度では満足いくものはできなかったのでまたどこかで再度作成してみたいと思

います。またロールプレイを通じて実際に自分に必要不可欠なコミュニケーションスキルを明確にすることができて良かったです。

またコーチの皆さんが優しくとても楽しかったです。自身の問題を相手と共有することで他競技など関係なく、解決へ何歩も近づくこ

とができました。 

 

清澤氏 

前半は少々物足りなさがあったのであえて退屈な↑というものに書かせて頂きました。（退屈という表現はちょっと違いますが、快

適ではなかったので、、）自分の中での気づきとしては時間は刻々とすぎるということを改めて気がつきました。自分がどうなりたい

か明確にしてやるべきことを更に掘り下げて実行していきたい 

 

武友氏 

新しいフレームワークを学び、一通り書き出して可視化することで、新しく見えてくるものがありました。今回経験したことを、自分の

コーチング現場でも活用しようと思っています。OJTを普段と違う現場で行えていない(＝目標や課題が不明瞭)ことで、自分の考え

をしっかり言葉にして発することが出来ませんでした。グループワークをする時に、ファシリテーター、タイムキーパー、観察者と役

割分担することで議論がスムーズに進むと、改めて実感しました。自分の中でもやもやして言葉になっていないものを、あぶり出し

ている感覚です。可視化する、言語化することで、初めて相手に知ってもらえることを感じた。 
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小林氏 

自分を取り巻く環境がどんなものでも、それを理解することで、歩み寄ってより良いものへと導けたり、小さな力が大きなものへと変

えられるということが学べてことは、今後の活動にも大きな励みとなりました。一方で、新しい状況の判断に時間が掛かり、理解で

きた時には置いて行かれたような状況になりました。新しいシステムや新しい言葉、柔軟に対応できるよう、いろいろと準備が必要

に思えました。衝撃的だったのは、価値観の気づきです。現場で今最も苦しんでいるのが、叱られたことのない選手への声がけで

すが、私が「親にも叱られたことのない選手」という表現をしたところ、「今の子育てには、叱るということはないので、そもそもそこは

ゼロとして考えて」と教えていただきました。「叱る」と「怒る」の違いではなく、「叱る」がそもそもない？これはまた新しい気づきで

す。この点について理解を深めるための研究をしたいと思いました。 

 

原口氏 

第一回目のパニックからは挑戦に変化した。少しずつ場に慣れることができ、意見交換の場に混じることができたため。しかし、ま

だ改善すべき点・積極的に参加すべき点など課題が残った。SWOT分析を初めて行ったが苦戦した。今後再度チャレンジしてみ

る。 

 

山下氏 

安全な環境を作る事が大切だと再認識できました。OJTで視察している中でも目に付き改善することができると視察していたので

気づきました。私が指導していたらおそらく私も気づかずになっている事だと感じたので視察できて良かったです。 

 

白鳥氏 

今回は一日目に、実際の現場での悩みを相談する時間があり、そこで色んな視点からのアドバイスを頂けたことが、とても助かり

ました。組織文化に関する部分は、とても難しかったですが、重要な部分だと感じました。まだ深い所まで今いる環境の文化を読み

とくことができていないので、引き続きそこは取り組んでいきたいと思っています。 
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第3回研修会 
開催期間：令和 2年 12月 14日〜12月 18日 

 

第3回研修会のアウトカム 
第 3回研修会を終えるとき対象コーチは、以下のアウトカムを達成することを目的にプログラムを実施した。 

!
"
#
$
% 

日程 内容詳細 

1

日
目 

実践コミュニティを通じて、自身が抱える課題解決に向けたいくつかのオプションを持てている 

実践コミュニティを用いた課題解決方法（ケースクリニック）を理解している 

2

日
目 

アスリートの強化計画に盛り込むべき要素と各要素を考えていくチェックポイントが整理されている 

自身の持つ強化計画をより良いものにしていくため、今後自身が学びとっていくべき要素が明らかになってい

る 

自身の競技のパフォーマンス要素を分析する観点が整理できている 

3

日
目 

効果的な練習メニューを考えていくためのチェックポイントが整理できている 

自分たちで作成したチェックリストに基づいて、実際に練習メニューを評価することができる 

4

日
目 

指定のシチュエーションに沿った強化計画のプレゼン資料を作成することができている 

プレゼンテーションスキルに関する自身の強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まっている 

5

日
目 

第 3 回 OJT実践計画が策定され、具体的な取り組み内容が明確になっている 
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第3回研修会日程表 
日付 時間 セッション 

12 月 14 日(月) 

09:00-09:25 

09:25-09:30 

09:30-10:20 

10:20-10:30 

10:30-11:20 

11:20-11:30 

11:30-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

第 2 回 OJT実践報告（ケースクリニック）実施方法説明 

ケースクリニック① 

休憩 

ケースクリニック② 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

12 月 15 日(火) 

09:00-09:20 

09:20-10:25 

10:25-10:35 

10:35-11:30 

11:30-11:40 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

強化計画作成チェックリストの整理 

休憩 

パフォーマンス特性要因分析 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

12 月 16日(水) 

09:00-09:15 

09:15-10:25 

10:25-10:35 

10:35-11:10 

11:10-11:30 

11:30-11:40 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

効果的な練習メニューチェックリストの作成 

休憩 

チェックリストに基づく練習メニューの評価と修正 

パフォーマンス特性要因分析 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

12 月 17日(木) 

09:00-09:15 

09:15-10:10 

10:10-11:00 

11:00-11:10 

11:10-11:30 

11:30-11:40 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

プレゼンテーション準備（強化計画作成） 

プレゼンテーション実践① 

休憩 

プレゼンテーション実践 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

12 月 18 日(金) 

09:00-09:15 

09:15-10:10 

10:10-10:25 

10:25-11:05 

11:05-11:10 

11:10-11:40 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

第 3 回 OJT実践計画立案 

休憩 

プレゼンテーション実践 

第 3 回 OJT実践計画の修正 

第 3 回研修会振り返り、事務連絡 

対象コーチ交流 

 

 

1日目 
【実施内容】 
研修会 1日目は 8 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 実践コミュニティを通じて、自身が抱える課題解決に向けたいくつかのオプションを持てている 

l 実践コミュニティを用いた課題解決方法（ケースクリニック）を理解している 

この日は第 2 回研修会後から約 2か月にわたって実践したOJT 内容の報告をしてもらった。セッションの展開

は第 2 回研修会 1日目同様にケースクリニック形式によって行った。方法論に慣れが生じていることを加味し、セ

ッション中は他者の意見を引き出す質問を意識的に使うことをお題とした。対象コーチは 2 つのグループに分か

れ、1人ずつ OJT実践で直面している課題を提供し、グループメンバーとのディスカッションを通じて解決策の模

索を行った。 

 

【成果】 

1 日の振り返りでは、「一人で抱え込んでいた問題が他者と共有することで解決方法を考える余裕を持てた」、

「他の皆さんの課題や解決方法を聞いて自分の解決方法のオプションがさらに見つかった」などのコメントがあり、
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グループワークを通じて対象コーチそれぞれが課題解決に向けた糸口を発見できていた。また、「ファシリテーシ

ョンがもう少しうまくできれば、皆さんから新たな視点をもっと引き出せたかも」など対象コーチ間の学びをより充実

させる視点からの気づきも発表されていた。アンケート調査結果からもそれぞれのアウトカムに対して「あまりあて

はまらない」以下の回答はなく、実践コミュニティを活用した課題解決方法に対する対象コーチたちの理解度が

向上していることが確認できた。 

 

第3回研修会1日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

2日目 
【実施内容】 

2日目は 8 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l アスリートの強化計画に盛り込むべき要素と各要素を考えていくチェックポイントが整理されている 

l 自身の持つ強化計画をより良いものにしていくため、今後自身が学びとっていくべき要素が明らかになって

いる 

l 自身の競技のパフォーマンス要素を分析する観点が整理できている 

アスリートの強化計画作成時のチェックリスト作成、及び各競技種目に共通するパフォーマンス特性要因分析

を 2グループに分かれて行った。アスリートの強化計画作成時のチェックリスト作成時には対象コーチがそれぞれ

のコーチング現場向けに作成した強化計画を持ち寄り、各自が効果的にパフォーマンス向上を狙っていくため盛

り込んでいた要素について共有するとともに、挙げられた意見を集約し、チェックリストとして図示するとともに作成

したチェックリストと自身の強化計画を照らし合わせ、より効果的な計画を立案するために取り入れていくべき内容

を特定した。パフォーマンス特性要因分析では各競技種目に共通するアスリートのパフォーマンスに影響を与え

る要因について意見交換を行い、各グループ 1枚絵としてまとめた。 
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【成果】 

1 日の成果物としてアスリートの強化計画チェックリスト、パフォーマンス特性要因分析結果それぞれを図示す

ることができたとともに、評価アンケート調査結果において全ての参加者が各アウトカムに対して「どちらかというと

あてはまる」以上の回答を得られ、設定されたアウトカムの達成が確認できた。また、パフォーマンス特性要因分

析に関する振り返りで得た「個人競技、団体競技の違い、一人で戦う、対戦型、の違いも気づきがあった」のコメン

トから、専門種目以外のコーチと議論を交わすことで、アスリートのパフォーマンスへ影響を与える要因について

より広い視野から思考できていたことが読み取れた。 
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第3回研修会2日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 

 
 

3日目 
【実施内容】 

3日目は 6 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 効果的な練習メニューを考えていくためのチェックポイントが整理できている 

l 自分たちで作成したチェックリストに基づいて、実際に練習メニューを評価することができる 

この日は効果的な練習メニューを作成するためのチェックリストを作ることから始まった。各対象コーチは 2 つの

グループに分かれ、選手として、またはコーチとしての経験をもとに効果的な練習メニューに必要な要素について

意見交換を行った。このセッションの後には練習メニューチェックリスト作成の発展として、作成されたチェックリス

トに基づいて練習メニューの評価と修正も行った。対象コーチが実際に取り組んでいる練習メニューを提供し、事

例検討としてチェックリストをもとに評価と修正を行うことでより現場に根差した視点で効果的な練習メニューにつ

いて洞察が行われていた。1 日の終わりには前日に行ったパフォーマンス特性要因分析を自身の競技に焦点を
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当てて行った。 

 

【成果】 

グループワークを通じて、効果的な練習メニューを作成するためのチェックリストを作成することができた。実際

のチェックリストの内容には「エビデンスベースであること」、「目的が明確であること」、「安全に考慮されていること」

をはじめ、グループで集まったメンバーの視点や種目特性を活かして多角的な要素が盛り込まれていた。また、

効果的な練習メニューチェックリスト作成の発展として、実際に対象コーチが取り組んでいる練習メニューをチェッ

クリストに基づき、評価と修正を行うことでより現場に根差した視点で効果的な練習メニューについての洞察を行う

ことができた。アンケート調査でも参加者の大半がアウトカムの達成に対して「どちらかというとあてはまる」以上の

評価をしていた。 
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第3回研修会3日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

 

4日目 
【実施内容】 

4日目は 6 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 指定のシチュエーションに沿った強化計画のプレゼン資料を作成することができている 

l プレゼンテーションスキルに関する自身の強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まってい

る 

この日は研修会 1日目から 3日目までの学習内容をまとめる形で、アスリートの強化計画を立案し、プレゼンテ

ーションとして発表してもらった。強化計画に盛り込むべき内容として、1.ビジョン、目的、目標、2.現状分析、3.具

体策の 3 点を提示し、対象コーチはそれぞれのプランをパワーポイントにて作成した。プレゼンテーション後は、

発表内容をプレゼンテーションのスキルに関する部分と強化計画の内容について、2点から振り返りを行い、それ

ぞれ改善できるポイントを指摘し合うことで客観的な視点から修正ポイントに関する意見が得られるとともに、他者

の発表を評価することで自分自身の課題発見にも繋がっていた。 

 

【成果】 

これまで各回研修会の中で繰り返し、プレゼンテーション実践を行ってきたことで対象コーチたちも自身の課題

が明確になってきており、効果的に自身の発表内容を相手に伝えるため「感情を乗せて話す」、「話し方のテン

ポ・スピード（特に伝えたいところはゆっくりはっきり）」など、具体的なポイントを意識しながら発表できていた。また、

第 1 回、第 2 回の研修会を通じて、効果的なプレゼンテーションに繋がる要素や実際の振る舞いを整理してきた

ことにより、他者のプレゼンテーションを評価する観点が養われ、他者への助言もよりクリティカルなものとなってい

た。アウトカム達成度合いに関するアンケート調査では回答者の大半が「あてはまる」を選択しており、この日設定
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された 2 つのアウトカムの達成も確認できた。 

 

第3回研修会4日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

5日目 
【実施内容】 

研修会 5日目は対象コーチ 7 名の参加し、以下のアウトカム達成を目的としてプログラムを実施した。 

l 第 3 回 OJT 実践計画が策定され、具体的な取り組み内容が明確になっている 

この日は第 3 回目となる OJT の実践計画を立案し、自身の OJT 内容を持ち時間 2 分間のプレゼンテーショ

ンを行った。プレゼンテーション後には発表内容の振り返りを実施し、SMART（Specific：具体的か、

Measurable：目標達成の有無は客観的に測定可能か、Action oriented：行動がイメージできるような目標である

か、Realistic：現実的か、Timed：達成までの期間が設定されているか）の枠組みを使って OJT 実践内容を評価

し、他者の意見を取り入れながら実効性の高い計画へと洗練した。プログラムの最後には、第 3 回研修会全体の

振り返りとして、参加した対象コーチから 5日間の研修で得た学びや感想を発表してもらい、研修会を終了した。 

 

【成果】 

本研修会から SMART の枠組みを用いて OJT 実践計画を作成、評価した。1 日の振り返り「計画が高望みに

ならないように作成できるようになってきたことが実感できた」など各自、計画の実効性を意識して各自プランを作

成できていたことが確認できるコメントがあった。また、2 日目にアスリートの効果的な強化計画に必要な要素を考

えたことで、整理された内容を自身のコーチとしての成長計画にも落とし込むことができていた。アンケート調査に

よるアウトカムに対する自己評価も全体の 85.7%が 6点（どちらかというとあてはまる） 以上を示していた。 
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第3回研修会5日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 
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参加者振り返り 
 

前野氏 

強化計画チェックリストではのきちんとしたイメージがつかないまま参加となってしまったのですが、皆で図式していくうちに頭の中

も整理されていく感じがあり、とてもよかったです。これを実際の計画に落とし込む作業の中でよりクリアになっていくのかなと思い

ます。4 日目の研修内容は「挑戦」と「パニック」の間くらいでした。前日夜に課題を確認したのですが、なかなか考えがまとまらず夢

の中にもでてきたくらいでした（笑）当日なんとかまとめ上げることができましたが、プレゼンでは自分が弱みと思っているところを、

バッチリご指摘いただいたので、自身の課題と向き合い次回研修に備えたいです。感想となってしまいました。OJT実践計画は以

前に比べ課題設定が行いやすくなってきました。第 2 回の OJT計画・報告書の際にかなりの時間を割いて考えたことが少し身に

ついてきたのかなと感じます。 

今回の研修は自分が課題とおもっている内容であり、わからないことが多い部分であったので、研修が始まるまではかなり緊張で

ストレスを感じていました。毎回研修が始まると、皆同じ気持ちなんだと安心します。4 日目のプレゼンスキルは課題がとても浮彫

になり、良い機会を頂いたなと感じます。 

 

栄徳氏 

OJTについては振り返りをおこなうことで、自身がやっていたことを他者につたえる練習もできた。また新たな課題もみつけることが

できた。練習メニューの作成について、2 日目に作成したチェックリストを参考に実践していていきたいと思います。苦手なことにチ

ェレンジできた 5 日間になりました。 

 

小林氏 

プレゼントは自分の意見を述べるだけのものではなく、相手の求めていることに応えるものでもある、ということを学びました。相手

に寄り添う、選手に寄り添うように、組織に対しても常に心掛けたいと思いました。 

 

冨部氏 

強化計画のチェックリストでは、書き出した内容全てのチェックポイントまでは考えきれなかったので、さらに深めていきたいと思う。

効果的な練習の修正案は考えることができたが、チェックリストに基づいて考えることはできなかった。4 日目のプレゼン実践では

プレゼンテーションスキルにも反映されるような自分の課題が見つかった。成長計画の作成について、OJT期間中に定期的に相

談する機会を設けたいと思った。5 日間を通じて、自己分析とアウトプットはどちらかが不足していても相手に伝えたいことが伝わら

ないと感じた。同時に両方を高めていきたいと思う。 

 

武友氏 

1 日目、提供する課題の事前準備をしている段階で、自分の課題をコミュニケーションと組織関連の２つから絞ることができず、うま

く要点をまとめることができませんでした。自分のことをしっかり見つめるのは難しいけれど、他の方だけで解決策を考えてくれるこ

とで、自分では思いつかないような角度からの意見をいただけると感じた。このようなディスカッションをたくさんやっていきたいで

す。2 日目では前半のチェックリストを作成する段階の時に、その先の細かい分析をしてしまって、要素をたくさん出すことが出来な

かった。その時に何をするべきか整理しておかなければいけなかった。競技が違うと必要な要素も変わり、トライアスロンもすごくた

くさんの要素がパフォーマンスに繋がっていると気づきました。5 日間を通じて、違う視点から物事を考えることの重要性を、改めて

感じています。自分１人では出来ることが少なすぎて、トップで戦うためには仲間が必要だと気づきました。 
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岡田氏 

久しぶりに皆さんとの研修に参加ができとても刺激的でした。やはりプレゼンテーションの練習ができることは普段の練習現場でも

役に立つのでとても重要だなと感じます。また、研修会でのプレゼンテーション実践が現場でもいきていると感じました。第三者の

方から改善点の指摘を受けるということも新たな発見ばかりでとても学びになりました。自分のたても目標を見直すことができまし

た。 

 

白鳥氏 

2 日目と 3 日目、マインドマップがどんどん出来上がっていくのがすごく面白かったです。競技の強化を考える時に、作成したマップ

がすごく役立っています。また、実際に自分がメニューで試行錯誤しているので、リアルタイムにとても勉強になりました。プレゼン

練習は、何回やってもたくさんできないことが見つかってしまいます。エレベーターピッチでは、私の感覚にはない発見ができまし

た。5 日目の計画作りでは、計画が高望みにならないように作成できるようになってきたことが実感できた。自分の感覚では、これ

じゃ設定が簡単かなと思うくらいが、実際の現場では適当な目標になっていることが、２回目の OJTで気づけました。それを参考

に作成することで、比較的困らずにできました。アドバイスももらえる状況で作れるのがよかったです。今回の研修では、強化計画

作成のチェックポイントがとても学びになりました。実際の環境で活用して行けるものであったのと、今まで頭の中で考えていたもの

を、たくさんの人の視点を入れて考えることができて、「見える化」までいけたことが良かったと感じています。 

 

山下氏 

私が考えていた計画は単純すぎた。今回の計画作りが良い勉強になりました。 

 

清澤氏  

3 回目の研修会となるので、リラックスした状態で挑むことができた！！初めのエナジャイズだけパニックになりました。また、2 日

目の実施内容として、冨部さん（他競技）の計画に対して考える作業はとても勉強になりました。3 日目には効果的な練習メニュー

を考える上で必要な目的の優先順位がやはり大切と理解した。4 日目のプレゼン実践では時間がない中での取捨選択はできたと

思うがまだまだ短時間にまとめる能力が欲しいと感じた。5 日間を通じて短時間でまとめるスキルや時間の有効活用はコーチとし

て必要なスキルだと感じた。いかにスマートに考えていき、よい指導ができるかまた築きを得た。 
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第4回研修会 
開催期間：令和 3年 2月 1日〜2月 5日 

 

第4回研修会のアウトカム 
第 4回研修会を終えるとき対象コーチは、以下のアウトカムを達成することを目的にプログラムを実施した。 

 

!
"
#
$
% 

日程 内容詳細 

1

日
目 

本研修から新たに参加したメンバー（藤岡さん）への理解を深め、心理的な安全を感じられている ※藤岡さん

本人「他のメンバーへの理解を深め、心理的な安全を感じられている」 

自身が抱える課題（提供した話題）の解決に向けて、いくつかのオプションを持てている 

2

日
目 

エリートコーチが身につけるべき資質能力を 6つの職務および各職務を構成する要素から整理し、各要素に対

する 2年間のプログラム終了時点の到達目標が明確になっている 

3

日
目 

Tell, sell, ask, delegate の 4 つのアプローチの違いを理解し、自身が得意な方法、今後意識的に伸ばしていくべ

きアプローチを特定できている 

クローズドクエスチョンとオープンクエスチョンの違い、さらにはオープンクエスチョンの上位、下位の質問を理

解し、自分が多用している内容（癖）に気付くとともに、今後練習すべき内容が明確になっている 

4

日
目 

自身が指導で活用できそうなスポーツ医・科学的データまたはツールを一つは見つけられている 

次回 OJTでデータを取得、活用する準備ができている 

5

日
目 

今後新たに自身のコーチング実践で活用するデータの活用方法が決定し、プレゼンすることができる 

指定のシチュエーションに沿ったデータ活用計画のプレゼンを作成し、自身の設定する留意点に沿ったプレゼ

ンテーションができる 

プレゼンテーションスキルに関する自身の強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まっている 
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第4回研修会日程表 
日付 時間 セッション 

2 月 1 日(月) 

09:00-09:25 

09:25-09:30 

09:30-10:35 

10:35-10:50 

10:50-11:20 

11:20-11:30 

11:30-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

第 3 回 OJT実践報告（ケースクリニック）実施方法説明 

ケースクリニック① 

休憩 

ケースクリニック② 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

2 月 2 日(火) 

09:00-09:20 

09:20-10:30 

10:30-10:40 

10:40-11:20 

11:20-11:30 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

エリートコーチに必要な資質能力をまとめる① 

休憩 

エリートコーチに必要な資質能力をまとめる② 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

2 月 3 日(水) 

09:00-09:15 

09:15-10:20 

 

10:20-10:35 

10:35-11:25 

 

11:25-11:35 

11:35-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

状況に合わせたコーチングスタイルを選択する 

マイクロコーチング①（4 つのアプローチを使い分ける） 

休憩 

状況に合わせたコーチングスタイルを選択する 

マイクロコーチング②（質問に焦点をあてる） 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

2 月 4 日(木) 

09:00-09:15 

09:15-10:00 

10:00-10:15 

10:15-11:15 

11:15-11:30 

11:40-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

アスリートのパフォーマンス向上をサポートするデータリストの作成 

休憩 

現場でのデータ活用例 

振り返りと事務連絡 

対象コーチ交流 

2 月 5 日(金) 

09:00-09:15 

09:15-09:50 

09:50-10:45 

10:45-11:00 

11:00-11:30 

11:30-11:55 

11:55-12:00 

エナジャイズ、到達目標の確認とパーソナルゴール設定 

スポーツ医・科学データ・ツール活用計画プレゼン（準備） 

プレゼンテーション実践① 

休憩 

プレゼンテーション実践② 

第 4 回研修会及び令和 2年度研修会の振り返り、事務連絡 

対象コーチ交流 

  

1日目 
【実施内容】 

研修会 1日目は 9 名の対象コーチの参加し、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 本研修から新たに参加したメンバー（藤岡さん）への理解を深め、心理的な安全を感じられている ※藤岡

さん本人「他のメンバーへの理解を深め、心理的な安全を感じられている」 

l 自身が抱える課題（提供した話題）の解決に向けて、いくつかのオプションを持てている 

プログラムの始めには本研修会からプログラムに合流した藤岡さんと他の対象コーチたちとの相互理解を促す

アクティビティとして、藤岡さん本人に 1 つ嘘を織り交ぜた自己紹介をしてもらい、質問によって嘘を見抜くことに

挑戦した。各対象コーチは前後に投げかけられた質問内容を加味しながら、より的確な情報を引き出すため思考

を凝らしつつも、冗談も織り交ぜながら和やかな雰囲気で研修会がスタートした。この日は主たる内容として第 3

回研修会後からそれぞれが実践してきた OJT 内容の報告をしてもらった。セッションの展開は第 2 回、第 3 回研

修会同様にケースクリニック形式によって行われた。 

 

【成果】 

OJT 報告ではそれぞれから提供される課題に対して、各対象コーチは意図的に視点を変える意見を出したり、
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質問を行っており、解決に向けた糸口を多角的な視点から探ることができていた。1 日の振り返りではすべての対

象コーチから一様に課題への解決策を導くことができたことが読み取れる感想が述べられていた。また、藤岡さん

本人からも「初めての参加に緊張していたが、みんなが話しやすい雰囲気を作ってくれて、すぐ溶け込むことがで

きた」との感想をもらい、他のコーチとの関係性を深める良いスタートが切れたことが確認できた。アンケート調査

結果では全員が各アウトカム達成度について、「どちらかというとあてはまる」、「あてはまる」、「非常にあてはまる」

と回答し 2 つのアウトカム達成が確認できた。 

 

第4回研修会1日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

2日目 
【実施内容】 

2日目は 9 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l エリートコーチが身につけるべき資質能力を 6 つの職務および各職務を構成する要素から整理し、各要素

に対する 2年間のプログラム終了時点の到達目標が明確になっている 

1 日を通じて「エリートコーチに必要な資質能力をまとめる」ことを焦点にプログラムを展開した。女性エリートコ

ーチ育成プログラムではビジョンと戦略の設定、環境の整備、人間関係の構築、練習の実施と試合への準備、現

場の理解と対応、学習と内省の 6 つのコーチの職務から成るコンピテンシーを定めている。この日は 6 つの職務

に対し、どのような構成要素が含まれるか意見交換をもとに整理したとともに、挙げられた構成要素について 2 年

間のプログラム修了時点で自分たちが達成したい到達目標を設定した。 

 

【成果】 

エリートコーチに必要な資質能力をまとめるワークでは、「とても内容が難しかった」、「自身の考えを絞り出すの
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に苦労した」との振り返りコメントもあったが、1 日を通じた成果物として 6 つの職務の構成要素が整理され、それ

ぞれの達成目標を設定することができた。アンケート調査でも設定されたアウトカムに対して全体の約 9 割が「ど

ちらかというとあてはまる」以上の自己評価をし、「あてはまる」と答えた割合が最も高かった。エリートコーチに必

要な資質能力については今後も引き続き、内容を整理する機会を設定し、2 年間のプログラムをかけて一つの成

果物を作り上げていく。 

 
第4回研修会2日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 

3日目 
【実施内容】 

3日目は 7 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l Tell, Sell, Ask, Delegateの 4 つのアプローチの違いを理解し、自身が得意な方法、今後意識的に伸ばして

いくべきアプローチを特定できている 

l クローズドクエスチョンとオープンクエスチョンの違い、さらにはオープンクエスチョンの上位、下位の質問を

理解し、自分が多用している内容（癖）に気付くとともに、今後練習すべき内容が明確になっている 

この日は「状況に合わせたコーチングスタイルを選択する」をテーマにマイクロコーチングを実施した。マイクロ

コーチングとは、コーチ役、アスリート役、観察者役などを設定し、心理的に安全な環境の中で新しいコーチング

スキルを練習するメソッドである。アスリートとのコミュニケーション方法の一例として Tell：指示・説明、Sell：提案、

非常に当てはまる 1

あてはまる 6

どちらかというとあてはまる 1

あまりあてはまらない 1

全くあてはまらない 0
9

11.1%

66.7%

11.1%

11.1%

0.0%

10

非常に当てはまる

2

5 6 7

エリートコーチが身につけるべき資質能力を6つの職務および各職務を構成する要素から整理し、各要素
に対する2年間のプログラム終了時点の到達目標が明確になっている

評価
9

全くあてはまらない あまりあてはまらない どちらかというとあてはまる あてはまる

0 1

1 2 3 4

件数 0 0 0 1

8

合計

4 1 0

11.1% 66.7% 11.1%11.1%

平均 7.2±1.4



 45 

Ask：質問、Delegate：委譲の 4 つのアプローチを紹介した上で、「３分間のペン回し指導において、Tell, Sell, 

Ask, Delegate の全てを使う」ことを 1 回目のマイクロコーチング共通目標として 2 つのグループに分かれてメン

バーが 1 回ずつ実践した。各回のマイクロコーチング終了後は観察者リードのもと、コーチ役、アスリート役それ

ぞれから実際のコーチングに関する評価を行い、よかった点や改善できる点、4 つのアプローチそれぞれが適し

た状況や自分の得意不得意についても確認していった。2 回目のマイクロコーチングは「状況に合わせて様々な

Ask（質問）を使い分ける」ことに焦点をあてるという内容であった。コーチングで用いる質問はクローズド・クエスチ

ョンとオープン・クエスチョンに大別できる他、オープン・クエスチョンの中でも上位、下位があることを説明した上

で 1 回目と同様の手順で実践へと移った。 

 

【成果】 

アンケート調査結果、対象コーチ全員が 2 項目のアウトカムに対して「どちらかというとあてはまる」、「あてはま

る」、「非常にあてはまる」と回答していた。実際に計 2 回のマイクロコーチングを経て、「苦手やクセも見つかった」、

「オープン・クエスチョンの下位の質問が苦手だということが分かったので、これから噛み砕いた質問をする練習を

したい」など、4 つのアプローチそれぞれに対する自身の課題が明確化し、改善に向けた具体的なアクションも宣

言され、2 つのアウトカム達成が確認できた。 
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第4回研修会3日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 

 

4日目 
【実施内容】 

研修会 4日目は 7 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 自身が指導で活用できそうなスポーツ医・科学的データまたはツールを一つは見つけられている 

l 次回 OJT でデータを取得、活用する準備ができている 

この日はスポーツ実践現場におけるスポーツ医・科学の活用方法について学びを深めていった。はじめのセッ

ションでは対象コーチが普段のコーチング実践に取り入れている、または知識として持ち合わせているスポーツ
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会社ユーフォリアの折笠愛氏が担当し、スポーツ実践現場での医・科学的データの活用例やデータを活用する

意義について、情報提供していただいた。2 つのセッションを終えた後、振り返りとして 1 日の気づきや今後新た

に活用していきたいスポーツ医・科学的データについて書き出してもらった。 

 

【成果】 

アスリートのパフォーマンス向上をサポートするためスポーツ医・科学に基づくデータの活用方法について、対象

コーチ間で紹介し合うとともに、専門家からの情報提供を経て、新たな情報や実際に活用してみたい内容を発見

することに繋がっていた。実際に 1 日の振り返りでは、「ツールをたくさん知ることができ、興味が湧いた」、「具体

的に試してみたいツールを見つけることが出来た」などのコメントが寄せられるとともに、対象コーチそれぞれが今

後活用していきたいデータやツールを特定し、活用に向けた課題やアクションプランについても宣言された。アン
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ケート調査結果では、 

l 自身が指導で活用できそうなスポーツ医・科学的データまたはツールを一つは見つけられている 

l 次回 OJT でデータを取得、活用する準備ができている 

2 項目のアウトカムに対して 8 割以上が「どちらかというとあてはまる」、「あてはまる」、「非常にあてはまる」と回答

していた。エリートコーチを目指していく上でスポーツ医・科学の活用は必須のスキルになる。この内容について

は各種プログラムを通して引き続き取り扱っていく。 

 

第4回研修会4日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 

 

 
 

5日目 
【実施内容】 

研修会最終日は 8 名の対象コーチが参加し、以下のアウトカム達成を目的に実施した。 

l 今後新たに自身のコーチング実践で活用するデータの活用方法が決定し、プレゼンすることができる 

l 指定のシチュエーションに沿ったデータ活用計画のプレゼンを作成し、自身の設定する留意点に沿ったプレ

ゼンテーションができる 

l プレゼンテーションスキルに関する自身の強みと弱みを理解し、改善に向けた具体的な行動が決まってい

る 

前日に実施した内容の発展として、対象コーチそれぞれが今後活用していきたいスポーツ医・科学に基づくデ

ータ及びツールについての活用計画を練り、実際にアスリートたちとのミーティングにおける説明を想定してプレ

ゼンテーションをしてもらった。各対象コーチたちはアスリートたち自身が納得し、必要性を感じられるようなプレ

ゼンテーションを行うことを目標に話し方や提示する情報や資料に工夫を凝らし発表が行われた。1日の終わりに

は令和 2年度中に行われた計 4 回の研修会内容を振り返り、研修会を終了した。 
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【成果】 

アンケート調査結果、対象コーチ全員が 3 項目のアウトカムに対して「どちらかというとあてはまる」、「あてはま

る」、「非常にあてはまる」と回答していた。プレゼンテーション後の振り返りでは「伝わりやすい言葉を選べた」、

「相手の気持ちに沿いながらもセールスポイントをとりいれたプレゼンができた」のように多くの対象コーチたちが

自身の意図するプレゼンテーションができており、各回研修会での経験を通じてプレゼンテーションスキルが着実

に向上してきていることが確認できた。 

 

第4回研修会5日目のアウトカム達成度合いに対するアンケート結果 
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参加者振り返り 
 
前野氏 

OJTのケースクリニックの形式については少しずつ慣れてきて、どんなことを仲間から聞き出したいかテーマをもって参加できるよ

うになりました。藤岡さんと同じグループで、たくさんお話できたことも良かったです。2 日目、6つの職務をしっかりと理解し、それを

言葉にすることはとても難しかったです。またファシリテーターとして議論を進行させまとめあげることはさらに難しかったです。4 日

目、バイメカやコンディショニング領域のデータ測定・活用についてはここ数年課題として NFで取り組んできていたので、理解しや

すい内容でした。また新たな知識を得られたので今後活かしていきたいと思います。5 日目、これまでのプレゼンで助言いただいて

いた、情報量の詰め込みすぎ、話すスピードが速い、という点に気を付けながら、自分自身ではなくあくまでも選手主体となるよう

意識をもって実施しました。聞いていただいたみなさんにもうまく伝わっている感覚があり、とても達成感がありました。5 日間を通じ

てディスカッションやファシリテーションなど周囲とのコミュニケーションがスムーズになってきており、短時間で多くの知識を得られ

たり、自分の中で整理できるようになってきていることに気づけました。 

 

武友氏 

OJT報告では今回やっと、自分の中での課題整理をしっかりまとめてケースクリニックに臨むことができて、今までの研修会より引

き出しを増やすことが出来たと感じられました。2 日目、それぞれの職務について考察を深め、自分だけでは思いつかなかった要

素を見つけることが出来ました。ひとつひとつに理解を深めるのは、今後の課題だと思っています。3 日目のマイクロコーチングで

は、１回目は４つとも使う、２回目は Askに焦点を当てる、メンバーチェンジしながらロールプレイすることで、自分の弱み、頭の中

でわかっていても言葉にする時にすり替えてしまうなど、クセに気づくことが出来ました。自分のコーチング現場でも質問の内容を

意識してみると、同じクセが出ていることに気づいたので、改善していきたいと思っています。4 日目で整理したスポーツ医・科学的

なデータなど、名前は知ってしても活用方法まで理解していないものが多く、トップレベルまで引き上げるコーチング現場では必要

不可欠だと感じました。まず 1 つ、実際に現場で活用するツール(ワンタップ)を決めたので、実際にチームに導入する準備を進めて

いきます。5 日目のプレゼン実践ではグループでプレゼンテーション実践を行うことで、「これはマネしたい！」と感じるテクニックを

たくさん学ばせてもらえました。私は内容にこだわって最初の掴みやインパクトが足りなず、普段のコーチングでも同じことが課題と

感じています。まず、最初の掴みの言葉やトーンをいくつか試してみて、良いパターンを見つけます。 

過去の研修会では流れについていくのが大変(ZOOMや PCの使い方で・・・)のが、やっと落ち着いてディスカッションに取り組めた

気がします。職務について到達目標を考え深めたり、医・科学の知識の活用等、トップレベルコーチに必要な能力を改めて考えさ

せられています。マイクロコーチング等、競技団体の他のコーチとも取り組んでみたい！と思う内容もあり、緊急事態宣言下で活動

制限があっても出来ることを実践していきます。 

 

冨部氏 

可能であれば同じメンバーばかりでなく、他のメンバーともケースクリニックを行いたいと思いました。マイクロコーチングでは実践を

通してコーチングスタイルの学びを深めることができてとても面白かったです。ロールプレイとはまた違った発見が多くありました。4

日目にはツールの説明を専門の方から伺えて、とても興味深かったです。5 日目に行われたプレゼンテーション実践では今までの

研修会とは違う、新しいプレゼンテーションの内容だったので、今までに得た視点を盛り込みプレゼンテーションスキルの改善を図

れたと思う。5 日間を通じてファシリテーションで必要な質問のスキルを実践を踏まえてトレーニングすることができた。クローズドク

エスチョン、オープンクエスチョンの上位、下位の使い分けをさらにトレーニングしていきたい。 

 

小林氏 

プレゼントは自分の意見を述べるだけのものではなく、相手の求めていることに応えるものでもある、ということを学びました。相手

に寄り添う、選手に寄り添うように、組織に対しても常に心掛けたいと思いました。 
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冨部氏 

強化計画のチェックリストでは、書き出した内容全てのチェックポイントまでは考えきれなかったので、さらに深めていきたいと思う。

効果的な練習の修正案は考えることができたが、チェックリストに基づいて考えることはできなかった。4 日目のプレゼン実践では

プレゼンテーションスキルにも反映されるような自分の課題が見つかった。成長計画の作成について、OJT期間中に定期的に相

談する機会を設けたいと思った。5 日間を通じて、自己分析とアウトプットはどちらかが不足していても相手に伝えたいことが伝わら

ないと感じた。同時に両方を高めていきたいと思う。 

 

藤岡氏 

初めての参加になりましたが、とても雰囲気がよく取り組みやすかったです。まだお会いできていない方もいるので、これからも楽し

みです。マイクロコーチングでは発見がありすぎ逆にパニックです。4 日目には一つ一つの用語を理解できず、ついていけないとこ

ろがあるので専門用語も含め勉強していきたいです。そこまで手が回せていなかったので、少しずつ取り入れていきたいです！今

回の研修を通じて自分が経験してきた世界や考え方はものすごくちっぽけだと感じました。全く知らないことを知ることで、自分に取

り入れていきたいです。 

 

岡田氏 

久しぶりに皆さんとの研修に参加ができとても刺激的でした。やはりプレゼンテーションの練習ができることは普段の練習現場でも

役に立つのでとても重要だなと感じます。また、研修会でのプレゼンテーション実践が現場でもいきていると感じました。第三者の

方から改善点の指摘を受けるということも新たな発見ばかりでとても学びになりました。自分のたても目標を見直すことができまし

た。 

 

栄徳氏 

医科学などの情報を上手く活用しながら、アプローチをしていきたいと思います。 

 

山下氏 

私が考えていた計画は単純すぎた。今回の計画作りが良い勉強になりました。 

 

奈良氏 

久しぶりに皆さんにお会いできて、楽しかったです！自由な時間の会話も楽しめました。藤岡さんとお会いできたことがすごく良か

ったです。とくに 2 日間とも同じグループだったので、藤岡さんが話しやすいような雰囲気や会話に心掛けられ、初対面の人とでも

うまくやれるコミュニケーション能力を高められるチャンスを活かせたと思います。 

 

白鳥氏  

2 日目の資質能力をまとめる内容は最初は難しいと感じていましたが、やっていくうちにみんなで意見を出し合える環境が作れて

行ったことがとてもいい学びを促進したと感じています。今回のセッションで、同期の皆さんとの関係性が良くなってきていることを

感じました。同調するだけでなく、自分の意見も発言出来て、それを受け入れるということがお互いに出来てきました。内容に関して

は、すでに自分のイメージはあることだったので、他の人の意見を聞きながら自身を振り返るきっかけに出来ました。5 日目ではプ

レゼン作成の回数をこなしてきているので、自分の課題と癖みたいなのがわかってきました。色々なパターンでプレゼンができるよ

うになる為にも、他の人のプレゼンをみながら勉強しています。プレゼンの練習はやればやるほど良くなっていく実感があるので、

負荷は高いですが頑張って挑戦し続けたいと思います。研修会は最初から受講していないとついていくのに大変でした。それだけ

の内容で学んでいるんだということに気づけました。今回は 3 日も出席できなかったので、早くこの分を学んでついて行きたいと思
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っています。 

 

原口氏 

久しぶりのプレゼン実践であったが、前回までの反省を生かしたものを導入できた。また、他の受講者や先生方からのアドバイスも

いただくことができ、また、他の方々の工夫されものから学ぶことができ、今後につながるものであった。 

 

岡田氏 

他競技のみなさんとの交流で、自分が課題に思っていたことへの取り組みについて予想以上のご提案をいただけてスッキリしまし

た。それぞれ生活スタイルが違うコーチ陣が集まるため、時間のやりくりの仕方がとても参考になりました。 

 

山下氏 

マイクロコーチングのお題だったペン回し、想像していなかった事をして新たな発見へと繋がりました。 

 

小林氏 

コーチとしての実践能力をさらに高めることが出来た 5 日間でした。他者の意見から学びことに注力できた。はじめて「わかった！」

っていう講習会でした。 
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国際ショーケース・カンファレンス 
 

令和 3年 2月 6日(土)にオンライン（ZOOM ウェビナー）にて女性エリートコーチ育成プログラム国際ショーケ

ース・カンファレンス「Creating a Supportive Environment for Female Coaches（女性コーチの支援環境を作

る）」が開催された。 
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国際ショーケース・カンファレンス 
テーマ：女性コーチの支援環境を作る 
 

今回のカンファレンスでは、女性エリートコーチ育成事業の広報、対象コーチのプレゼンテーションスキルのト

レーニング、女性エリートコーチ活躍を妨げている各種障壁をなくしていくためのムーブメント推進、社会の意識

改革、および女性エリートコーチ予備軍の養成を目的とした。参加者は 147 名だった。 

はじめに女性エリートコーチ育成プログラム実施責任者の伊藤雅充教授（日本体育大学）から開会の挨拶と女

性エリートコーチ育成プログラムの概要説明を行なった。その後、プログラム第 1部としてポーリーン・ハリソン氏

（国際コーチング・エクセレンス評議会）、ヘレン・ウィルソン氏（ニュージーランド北部ミスティス・ネットボールチー

ム）、ケイティ・サドラー氏（ワールドラグビー）の 3 名によるパネル・ディスカッションを行った。議論はハリソン氏の

ファシリテートのもと 3 名それぞれの視点から女性コーチを勇気づけ、支援する環境構築に向けて必要となる内

容について議論を行った。議論の導入として国際的に女性コーチ普及を牽引するハリソン氏から女性コーチ普

及に向けた課題や国際コーチング・エクセレンス評議会（ICCE）の取り組みについて情報提供がされた。その後

はそれぞれの組織で女性コーチ普及のリーダーシップをとり、コーチとしても国際的に活躍しているウィルソン氏、

サドラー氏からこれまでに直面した課題や克服に向けた道のりが語られた。女性コーチ普及を取り巻く課題とし

て、サドラー氏からは女性にはコーチができないといった固定概念が浸透していること、ロールモデルの欠如が挙

げられ、ウィルソン氏からは出産や子育てとコーチ業との両立の困難さが指摘されるとともに、コーチング現場で

の託児所の整備など子どもを持つ女性コーチの育児支援環境を整えることがスポーツ現場へ女性の参画を促す

重要な側面になることについても語られた。また、両氏共通の意見としてメンターなどコーチ自身の学びを支援す

る者の存在や女性コーチ同士の学びのコミュニティ形成の重要性が指摘されていた。 

第 2部では三宮恵利子氏（日本自転車競技連盟）と村上光輝氏（日本ボッチャ協会）がパネリストとして登壇

し、それぞれの領域で感じている女性コーチ普及に関する課題や解決に向けた取り組みが語られた。三宮氏か

らは自転車競技界が男性社会であることが説明され、解決に向けて女性コーチのロールモデルとなる人物が必

要となることが強調された。村上氏からはボッチャ種目が他のパラ種目に比べ、重度の障がいを持つ選手が多い

ことから特性上、コーチには競技指導のみならず生活面での介助も職務の一端として求められること、そして実際

に女性選手から同性のコーチが求められていることから競技現場において女性スタッフが不可欠となることが説

明された。また、近年のオリンピックで複数個のメダルを獲得できた要因としてナショナルチームのスタッフの男女

比のバランスが取れていること、多様なスタッフが互いに学び合う環境を構築できていることを挙げ、他の競技種

目においても女性コーチの普及が実践現場を一層充実させることに繋がる可能性を語った。 

第 3部では「女性エリートコーチを目指す私たちの挑戦」と題し、本プログラム対象コーチがプログラム内での

学びや自己成長に向けて取り組んできた内容の発表を行った。発表を行ったのは栄徳美沙季氏（ボッチャ ）、小

林可奈子氏（マウンテンバイク）、白鳥歩氏（ビーチバレーボール ）、冨部柚三子氏（セーリング）、前野香苗氏

（ボッチャ）、山下昭子氏（テコンドー）の 6 名であった。 

プログラムの最後には伊藤教授から今後のプログラムの展望についての説明と閉会の挨拶を行い、プログラム

を終了した。 

なお、参加者にはアンケートを通じてカンファレンスに対するコメントをいただいた。「子育てを中央競技団体で

行う発想が芽生えた。男・女ではなく大人が行えばよい」、「このような事業があるということをほとんどの人は知ら

ないので、こんな素晴らしい取り組みがあるということを知ってもらう必要がある」、「実際にプログラムに参加してみ

たいです」など、ポジティブな感想が多く寄せられていた。また、「まだまだ、少ない女性のコーチを増やす為の基

礎を作り上げてください」、環境を変えられるように、男性側への働きかけもお願いしたい」といった本プログラムの

活動の励みになる言葉もいただけた。なお、カンファレンス全容は別紙 2を参照。 
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カンファレンスプログラム 
時間 内容 登壇者 

09:00-09:10 開会の挨拶・女性エリートコーチ育成プログラムの概要説明 ・伊藤 雅充（日本体育大学） 

09:10-10:00 
第 1部パネルディスカッション 

「女性コーチの支援環境を作る」海外の支援から 

・ポーリーン・ハリソン 

（ICCE Women in Coaching プロジェクトリーダー） 

・ヘレン・ウィルソン 

（NZ北部ミスティクス・ネットボールチーム監督） 

・ケイティ・サドラー 

（ワールドラグビー Women’s Rugby GM） 

10:10-10:15 休憩 

10:15-11:00 
第 2部パネルディスカッション 

「女性コーチの支援環境を作る」国内の視点から 

司会：伊藤 雅充（日本体育大学） 

・三宮 恵利子 

（公益財団法人日本自転車競技連盟理事、女子育成部副会長） 

・村上 光暉 

（一般社団法人日本ボッチャ協会 強化指導部長） 

11:00-11:05 休憩 

11:05-11:55 

第 3部 プログラム対象コーチプレゼンテーション 

「女性エリートコーチを目指す私たちの挑戦」 

 

司会：古川 佑生（日本体育大学） 

・栄徳 美沙季（ボッチャ） 

・山下 昭子（テコンドー） 

・白鳥 歩（ビーチバレーボール） 

・小林 可奈子（自転車・MTB） 

・冨部 柚三子（セーリング） 

・前野 香苗（ボッチャ） 

11:55-12:00 総括と閉会の挨拶 ・伊藤 雅充（日本体育大学） 
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海外研修 
 

ナショナルチームクラスのコーチは国際的な場で活動することが求められる。本プログラムは諸外国において、

女性コーチ普及活動の最前線で活躍する人物や女性エリートコーチのロールモデルとなる人物に出会う機会を

創出し、国際的なネットワーク作りと国際人としての意識を醸成することを目的に開催した。 

なお、コロナ禍における当初の研修候補地（カナダ、ニュージーランド、イギリス、オーストラリア）と国内の情勢

を考慮し、直接海外に研修へ出向くことは中止とし、オンライン（ZOOM）にて代替イベントを実施した。なお、参

加する対象コーチの内容理解を促すため各日程とも逐次通訳を導入した。 

 

開催日時：令和 3年 2月 16日（火）、17日（水）、18日(木)、3月 2日（火） 

全日程共通テーマ：「諸外国の事例から学ぶ女性コーチのキャリア形成」 

 

1日目 2月 16日（火）10:00~11:30 
講師 

ポーリーン・ハリソン氏（ニュージーランド） ICCE Women in Coachingプロジェクトリーダー 

 

1 日目には国際的に女性コーチ普及活動を牽引しているポーリーン・ハリソン氏をお招きし、女性コーチを取り

巻く様々な課題についてグローバルな視点から考えた。この日のセッションはハリソン氏からの「なぜ女性コーチ

が必要なのか」、「男性優位の中で仕事をしていくため、どのようなスキルを身につける必要があるのか」という質

問から始まった。対象コーチたちは通訳に頼らず自らの言葉でそれぞれの質問に対して、自身の置かれている

状況や直面している課題の説明を交えて、自身の考えを語っていた。その後はハリソン氏から諸外国で取り組ま

れている女性コーチ育成プログラムについて情報提供がなされ、自分たちのプログラムとの類似点やコーチ育成

プログラム参加者の視点からコーチの学びを促す重要なポイントについて考察を行った。プログラムの最後には

ハリソン氏から「もしも何でも実現させられるスーパーパワーがあったら何をするか」といった質問が投げかけられ

た。対象コーチたちからは「女性がリーダーシップを取ることが当たり前の環境にする」、「男女平等に、能力を高

めている人が力を発揮できる組織(システム)を作る」など女性コーチを取り巻く環境の改善に焦点を当てた内容が

多く宣言された。 

 

2日目 2月 17日（水）10:00~11:30 
講師 

ダイアン・カルヴァー氏（カナダ） オタワ大学 准教授 

ペニー・ワースナー氏（カナダ） カルガリー大学体育学部学部長、元陸上競技オリンピアン 

クリスティン・ビグス氏 カルガリー大学女子バレーボール監督、カナダ・シッティングバレーボールチームコーチ 

 

2 日目にはカナダからペニー・ワースナー氏、クリスティン・ビグス氏、ダイアン・カルバー氏の 3 名を講師として

招くことができた。 2 度目のオリンピック出場をボイコットという形で失ったワースナー氏から、競技と並行しておこ

なっていたスポーツ心理学の勉強がオリンピック出場を逃し、落胆する自分にとって支えになっていたとともに今

のキャリアに役立っているという話があった。また、人生全体の中にスポーツをどのように位置づけて実践していく

かということ、男性中心のスポーツ心理学領域の中で仕事をしていくために博士号取得を決意したことなどについ

ても触れられ、語られる内容からオリンピック出場からカルガリー大学の体育学部学部長にまでキャリアを進めて

きたワースナー氏の人並みならぬ努力を垣間見ることができた。 
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ビグス氏からは自身のキャリアパスにおいて信頼できる、先を歩んだ女性コーチの存在と支援が自分の歩む道

と歩み続ける勇気を与えてくれたことが語られ、コーチのキャリア支援におけるロールモデルとメンターの重要性

を指摘していた。カルバー氏からは、女性コーチにとっての実践コミュニティーの重要性について語られた。本プ

ログラムの一部でもある実践コミュニティでの学びが自分たちにとってどのような影響を与えているか振り返るととも

に、エリートコーチを目指す自分たちにとって今後コミュニティに巻き込むべき人物やステークホルダーについて

も考察した。最後にカルバー氏から本プログラムの実践コミュニティを「コーチや同業種だけのコミュニティではな

く、自分たちのビジョン達成に向けて様々なステークホルダーを巻き込んだものへと発展させて欲しい」とのメッセ

ージを受け、2日目のプログラムを終了した。 

 

3日目 2月 18日(木) 10:00~11:30 
講師 

ナディーン・デュビナ氏（アメリカ）アメリカオリンピック・パラリンピック委員会、コーチ育成マネージャー 

伊奈恭子氏（アメリカ）フィギュアスケートコーチ、元オリンピアン、世界大会銅メダリスト 

 

3日目はアメリカのナディーン・デュビナ氏と伊奈恭子氏が講師を務めた。  

デュビナ氏は日本体育大学がスポーツ庁委託事業として、実施している日本体育大学コーチデベロッパーア

カデミー修了者でもある。体操競技選手だったデュビナ氏は怪我によってアスリートとしてのキャリアを断念せざる

をえず、その後コーチングの道に入り、大学院でスポーツ心理学を学んだ後、アメリカオリンピック・パラリンピック

委員会（USOPC）で仕事をする傍ら、日本体育大学でコーチデベロッパーとしての学びを得た経歴を持つ。デュ

ビナ氏からは女性初のスーパーボール出場ナショナル・フットボール・リーグ（NFL）チームコーチやメジャーリー

グベースボール（MLB）初の女性ジェネラルマネージャーなど困難と言われてきた道のりを成し遂げた女性たちの

例が紹介され、いかなる困難に直面した時も勇気を持ってチャレンジし続ける重要性や、勇気を持つとはどういう

ことなのか、自身の経験をもとに語った。デュビナ氏の話に対し、対象コーチたちからは「諦めかけていたことにチ

ャレンジしようと思った」などの感想が述べられ、自分の心に嘘偽りをもたない、真の勇気とは何か深く考える機会

が得られていた。  

伊奈氏は東京生まれの日系アメリカ人で、ジュニア時代には日本代表として大会に出場していた。しかし、アメ

リカ育ちで流暢とは言えない日本語のアクセントや振る舞いなどから日本人らしくないという、心ない言葉に晒さ

れていた。その後は国籍をアメリカに移し、3 度のオリンピックを経験し、引退後はコーチとしての道を歩み始めた。

コーチとしての経験を踏まえて、コーチが持つべき重要な姿勢として、選手時代のプライドやエゴを捨て、オープ

ンマインドに他のコーチや選手と接すること、常に周囲から学びを得るスタンスを取ることを挙げた。プログラムの

結びには、「わからないことがあればすぐ助けを求めて欲しい。成長するためにはこれが必要。チームとなることが

重要。チームジャパンを作りましょう」との対象コーチたちを勇気づけるコメントをいただき、3 日目のプログラムを

終了した。 

 
4 日目 3月 2日(火) 9:30~11:30 
講師 

ミッシェル・デ・ハイデン（オーストラリア）オーストラリア体操協会 

 

本プログラム最終日となるこの日は、本プログラム対象コーチとオーストラリア体操協会「NextGEN Program」

に参加する女性コーチたちとの交流を目的に実施された。冒頭に本プログラム実施責任者である伊藤雅充教授

とNextGEN Programのリーダーであるミッシェル・デ・ハイデン氏からそれぞれのプログラムの概要説明がされた
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後、各プログラムコーチたちのディスカッションを開始した。ディスカッションでは参加したコーチたちを 2グループ

に分け「プログラムで得られている自信」、「視認性の重要性とは」、「女性コーチを支援するため必要な環境とは」

の 3 つのテーマについて考えていった。「プログラムで得られている自信」について、多くのコーチから共通の意

見として挙げられたのが、プログラムで同僚となる仲間との学び合いであり、互いが抱える課題を共有し、解決策

を共に紐解き、支え合うことが彼女たちの学びに貢献し、自信を持つことや課題に立ち向かう勇気を持つことに繋

がっていることが語られた。「視認性の重要性とは」の議論では、「困難な課題に先立って挑戦する者の存在が他

者に勇気を与える」との意見があり、女性コーチを取り巻く様々な障壁を乗り越えていく上でのロールモデルの存

在が重要になることも指摘されていた。「女性コーチを支援するため必要な環境とは」の議論ではコーチ育成プロ

グラムやコーチの学びのコミュニティの存在の必要性について、コーチたちのプログラム内での経験をもとに語ら

れ、2 つのプログラムが彼女たちの成長にとって重要な役割を果たしていることが確認できた。この日の最後には

伊藤氏、ハイデン氏から国際的な女性コーチ普及に向け、学びのコミュニティを拡大していく重要性が語られると

ともに、今後の展望として世界中で展開されている展開する女性コーチ育成プログラムとの連携を図り、より強化

な国際的により強固なコミュニティを形成していくことが示された。 
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海外研修代替イベント4日目成果物 
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EMPO;ERING FEMALE :OICE - NI\XGEN & JAPAN
Made rQkh a cheakQqe fhe[wt

1ICHELLE DE HIGHDE2 21/03/01 23:25

C32F-DE2CE

HOW MQTSVXaRX LaW XLMW TVSKVaQ (WS JaV)
FIIR MR FYMPHMRK ]SYV GSRƼHIRGI aW a
GSaGL?

EPaYYI[OIi rQkP ][YQ[I E][[IEkQ][ Ҍ 

iaNI eYaEI k] iPahI QGIai a[G kP]lOPki Ҍ 

GQiEliiQ][i YIaG k] Q[EhIaiIG E][xGI[EI Q[ t]lh ]r[ E]aEPQ[O
I[qQh][ZI[k Ҍ 

FIIYi YlEXt k] DI iIYIEkIG ai a eahk ]N kPQi eh]OhaZ rPQEP kPI[
QZeh]qIi Zt E][xGI[EI Q[ Zt aDQYQkt Ҍ 

kPI eh]OhaZ OQqIi ZI E][xGI[EI kPak rI ahI khtQ[O k] DlQYG
r]ZI[ Q[ ie]hk Ҍ 

MaXQ[O ZI hIaYQiI I G] X[]r Y]ki a[G Qi Ise]iQ[O ZI k] Y]ki ]N
GQNNIhI[k ahIai k] Isea[G X[]rYIGOI Ҍ 

BhIaXQ[O kPI ikIhI]kteI kPak NIZaYIi ahI Q[NIhQ]h k] ZI[© kPQi
eh]OhaZ Pai OQqI[ ZI kPI E][xGI[EI k] DI a eahk ]N DhIaXQ[O kPQi

Ҍ 

PahkQEQeakQ[O Q[ kPQi eh]OhaZ QkiIYN Pai OQqI[ ZI E][xGI[EI� Dt
DIQ[O eahk ]N kPQi r][GIhNlY Oh]le� Ҍ 

Zt C][xGI[EI Qi Oh]rQ[O DIEaliI I aYi] kP]lOPk kPak eahaYtZeQEi
rai Q[NIhQ]h k] OYtZeQE ie]hki Dlk hIaYQiI kPak rI PaqI iQZQYah

eh]DYIZi a[G eh]OhaZZQ[O DIkrII[ ie]hki Ҍ 

WPt G] t]l kPQ[X kPQi eh]OhaZ Pai OQqI[ t]l E][xGI[EI� H]r�
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

FQ[GQ[O kPak ]kPIhi PaqI iQZQYah QiilIi� Ҍ 

I PaG GIqIY]eIG Zt iXQYYi k] GQikQ[OlQiP kPI eh]DYIZi I Ea[[]k i]YqI
Dt ZtiIYN� Dt YQikI[Q[O k] ]kPIh eI]eYI³i qQIri a[G P]r kPIt ahI

GIaYQ[O rQkP kP]iI eh]DYIZi� PhIEQ]li ]ee]hkl[Qkt a[G PIYei ZI k]
Oh]r Q[ Zt E][xGI[EI Ҍ 

WI Ea[³k EPa[OI a[tkPQ[O Dt rQiPQ[O N]h EPa[OI Ҍ 

Za[t eI]eYI Ҍ 

GQG[k X[]r P]r k] EPa[OI Qk� i] W]Q[Q[O kPQi eh]OhaZ Pai OQqI[ ZI
E][xGI[EI kPak I Ea[ PIYe EPa[OI i]EQIkt� kPQi eh]OhaZ ZaGI ZI

NIIY kPak I rai aiXIG k] ZaXI i]ZI aEkQ][i a[G NIYk I[E]lhaOIG�
X[]rQ[O kPak kPIhI ahI Za[t ]kPIh NIZaYI E]aEPIi r]hXQ[O

k]rahGi kPI iaZI O]aYi Ҍ 

I[qQh][ZI[k rPIhI eI]eYI hIE]O[QiI t]lh e]kI[kQaY PIYei OaQ[
E][xGI[EI Ҍ 

TPQi Pai DII[ a[ I[qQh][ZI[k rPIhI eI]eYI hIE]O[QiI ZI ai a[
akPYIkI a[G E]aEP ak kPI iaZI kQZI a[G qaYlI ZI

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

ZaXQ[O E][[IEkQ][i rQkP eI]eYI Nh]Z ]kPIh ie]hki OQqIi
E][xGI[EI aYi] Ҍ 

Ik³i [QEI k] DI Oh]leIG rQkP NIZaYIi rQkP iQZQYah O]aYi a[G qQiQ][
Ҍ 

I PaqI DII[ aDYI k] OaQ[ X[]rYIGOI a[G QGIai Nh]Z ]kPIh ie]hki ©
OaqI ZI E][xGI[EI� BIN]hI W]Q[Q[O kPI eh]OhaZ Q rai []k aDYI k]
ZIIk ]kPIh E]aEPIi� TPQi Pai PIYeIG ZI iPahI QGIai a[G kP]lOPki
a[G OaQ[ Z]hI X[]rYIGOI a[G E][xGI[EI Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

Ik Qi O]]G k] X[]r kPak Za[t ]N kPI AlikhaYQa[ E]aEPIi ahI
DaYa[EQ[O a NaZQYt a[G E]aEPQ[O k]]���� TPQi OQqIi ZI E][xGI[EI

k]] Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

kaYXQ[O k] a ZI[k]h aD]lk kPI NlklhI a[G DIQ[O eliPIG Dt kPIZ
OQqIi E][xGI[EI k] iII Zt eakP a[G rPak XQ[G ]N a E]aEP I E]lYG

DI Ҍ 

J]Q[Q[O kPQi eh]OhaZ Q[EhIaiIG Zt qQiQ][i a[G kaYXQ[O k] ]kPIh
eI]eYI aD]lk kPIQh qQiQ][i Pai Q[EhIaiIG Zt E][xGI[EI Ҍ 

Ai a NIZaYI E]aEP I PaG [] EPa[EIi k] ZIIk a[G PaqI
E][qIhiakQ][i rQkP ]kPIh NIZaYI E]aEPIi� TaYXQ[O k] a ZI[k]h ©

Pai PIYeIG ZI Y]]X k] kPI NlklhI a[G PIYei ZI Y]]X ak a EahIIh
eakP� Ik OQqIi ZI E][xGI[EI k] Y]]X ak kPQi © a[G I Ea[ Y]]X ak rPak
kteI ]N rPak I ra[k k] DI���� a[G rPak kteI ]N NIZaYI E]aEP I Ea[ DI�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

I PaqI [IqIh DII[ E][xGI[k aD]lk Zt EahIIh� Dlk Dt eahkQEQeakQ[O
Q[ kPI eh]OhaZ� I rai aDYI k] OaQ[ GQqIhiI eIhieIEkQqIi a[G OaQ[

E][xGI[EI Q[ ZtiIYN� Ҍ 

DQiEliiQ][ EI[kIhIG ah]l[G kPI Q[ylI[EI ]N ElYklhI ][ kPIQh
E]aEPQ[O� HaqQ[O a EPQYG a[G PliDa[G Pai OQqI[ ZI a eIhieIEkQqI

][ kPI ZaYI qQIr a[G I PaqI Z]hI arahI[Iii
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

TPI ]hOa[QiakQ][ N]h kPI OYtZeQE C]ZZQkkII Pai DII[ DlQYG Dt
ZaYIi © a[G Qk []r Pai a EPa[OI k] NIZaYI YIaGIhiPQe� TPI

Nl[GaZI[kaY ]hOa[QiakQ][ Pai []k EPa[OIG © WE PaqI k] EPa[OI
kPI eIhEIekQ][ i]ZIP]r� TPQi Qi a EPaYYI[OI� TPI PQik]hQEaY h]YIi ]N
kPI r]ZI[ ak P]ZI Pai a DQO Q[ylI[EI © ai E]aEPIi rI [IIG k] iII

P]r Qk E]lYG DI GQNNIhI[k� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

C]aEPIi Nh]Z GQNNIhI[k E][kIski ahI aiXQ[O glIikQ][i ]N IaEP ]kPIh
a[G PIYeQ[O IaEP ]kPIh Oh]r� Ik Zat DI GQNxElYk N]h r]ZI[ k] IsIhk

kPI ZliEYI ikhI[OkP kPak ZI[ PaqI� Dlk E]aEPQ[O Qi []k kPI ][Yt
rat� WI Ea[ x[G a rat k] GIZ][ikhakI ]lh aDQYQkQIi rQkP ]lh

eIIhi� Ҍ 
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7I P<G < GQiEliiQ][ <h]l[G kPI NIZ<YI E]<EPIi <[G kPIQh <DQYQkt
r]hX rQkP <kPYIkIi k] DlQYG < hIilYk rPIhI kPI <kPYIkIi NIIY e]iQkQqI

<[G E][xGI[k © []k Wlik < E]ZeIkQkQ][ hIilYk
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

DlQYGQ[O < GQNNIhI[k E]<EPQ[O iktYI Nh]Z kPI Z<YIi <[G P<qQ[O <
yIsQDYI <eeh]<EP Ҍ 

I <Z r]hXQ[O P<hG k] l[GIhik<[G kPI Z<YI eIhieIEkQqI © <[G <k kPI
i<ZI kQZI DIQ[O yIsQDYI <[G []k k]] IZ]kQ][<Y

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

P<qQ[O <[ �IZ]kQ][<Y� NIZ<YI eIhieIEkQqI E<[ DI <[ <Gq<[k<OI N]h
< E]<EP []k i]ZIkPQ[O kP<k P]YGi t]l D<EX Ҍ 

7I r<[k k] PIYe ]lhiIYqIi DIE]ZI OYtZeQE E]<EPIi <[G iII kP<k
kPQi E<[ P<eeI[� BIQ[O e<hk ]N kPQi eh]Oh<Z <[G ]kPIh eh]Oh<Zi <k

AIS P<qI PIYeIG rQkP kPQi� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

P<qQ[O ilee]hk Nh]Z kPI AIS <[G ]kPIh E]<EPIi DlQYGi E][xGI[EI
N]h NIZ<YI <[G Z<YI E]<EPIi Ҍ 

M<YI ]h NIZ<YI� t]l ikQYY P<qI lei <[G G]r[i <[G EP<YYI[OIi� 7I
iP]lYG <YY iP<hI <[G Z<XI E][[IEkQ][i k] PIYe ilee]hk I<EP ]kPIh�

Ҍ 

BIQ[O e<hk ]N <[ AIS eh]Oh<Z ][Yt � ]N ~| E]<EPIi rIhI NIZ<YI� I
r<i <DYI k] iP<hI <[G DlQYG E][[IEkQ][i © kPI[ ilee]hk I<EP ]kPIh

� tI<hi Y<kIh� H<qQq[O <[ l[GIhik<[GQ[O <[G E]ZZl[QE<kIG
ehIqQ]liYt P<i PIYeIG� BhQ[Oi li k]OIkPIh © NO JlGOIZI[k <[G

Slee]hk Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

I e<hkQEQe<kIG Q[ < NIZ<YI ][Yt eh]Oh<Z © <[G rI GQiEliiIG kPI
W]Q[k EP<YYI[OIi <Eh]ii ie]hki © BlQYGQ[O E][[IEkQ][i <[G

l[GIhik<[GQ[O kPI EP<YYI[OIi <hI kPI i<ZI PIYeIG ZI
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

:I7IBILI8=

HS[ IMPORTANT MW ZMWMFMPMX]? "IJ ]SY GER
WII MX ]SY GER FI MX" WHY?
Add c]mmenki hehe

Bt Y]]XQ[O <k Qk� t]l E<[ G] Qk l[E][iEQ]liYt� Ҍ 

M<[t NIZ<YIi Q[ OtZ[<ikQEi E<[³k iII < e<kPr<t k] < PQOPIh YIqIY
GlI k] i] Z<[t Z<YIi DIQ[O PQOP eIhN]hZ<[EI E]<EPIi© P]eINlYYt

kPQi eh]Oh<Z PIYei li iP]r ]kPIh Wl[Q]h E]<EPIi kP<k Qk E<[ DI
G][I Ҍ 

I k<YXIG rQkP Zt ZI[k]h <D]lk kPI e<kPr<t © <D]lk ZtiIYN� SPI
r<i <DYI k] k<YX k] ]kPIhi <[G x[G PIh ikhI[OkP Q[ PIhiIYN����<[G kPQi

PIYeIG GIx[I kPI NlklhI e<kPr<t Q[ < Z]hI ]DWIEkQqI r<t�
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

7I []r P<qI < hIie][iQDQYQkt <i < Oh]le ]N Q[GQqQGl<Yi k] kht k]
e]iQkQqIYt Q[ylI[EI Z<[t NIZ<YI E]<EPIi rPQEP rQYY P]eINlYYt
IZe]rIh NIZ<YI YI<GIhi <[G DlQYG Z]hI N]h kPI NlklhI Ҍ 

7I P<qI < hIie][iQDQYQkt <i < Oh]le <[G <i Q[GQqQGl<Yi k] DI h]YI
Z]GIYi N]h NlklhI OI[Ih<kQ][i k] EhI<kI < e]iQkQqI ElYklhI� Ҍ 

I r<i YlEXt k] P<qI M<i< <i < MI[k]h <[G PQi X[]rYIGOI P<i
PIYeIG ZI rQkP E][xGI[EI� Mt ]kPIh ZI[k]h r<i < NIZ<YI <[G iPI

iP<hIG rQkP ZI kPI EP<YYI[OIi <i < NIZ<YI E]<EP� 0PQi P<i PIYeIG
ZI l[GIhik<[G kP<k h<QiQ[O < EPQYG Qi YQXI <[ IseIhQZI[k © <[G kPQi

Qi kPI i<ZI <i E]<EPQ[O���� 9Ol E<[ k<XI kPQi <i < EP<YYI[OI � khQ<Y
� [IO<kQqI © ]h k<XI kPQi <i < e]iQkQqI IseIhQI[EI�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

I[EYlGI MEN Q[ kPQi Z]qIZI[k� Ҍ 

Ph]qI kP<k rI E<[ G] Qk Ҍ 

A Oh]le ]N eI]eYI E<[ OI[Ih<kI Z]hI e]rIh kP<[ <[ Q[GQqQGl<Y�
Ҍ 

Mt ZI[k]h r<i <DYI k] E][[IEk ZI rQkP <[]kPIh HI<G C]<EP Nh]Z
RlODt © <[G kPI[ kPQi eIhi][ E][[IEkIG ZI rQkP <[]kPIh Oh]le ]N
E]<EPIi kP<k kPI[ Dh]<GI[IG Zt [Ikr]hX� 0PQi P<i P<G < e]iQkQqI

INNIEk ][ ZI� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

Ik Qi O]]G k] iII NIZ<YI h]YI Z]GIYi rI E<[ iII���� <[G E<[ ilee]hk
I<EP ]kPIh Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

P<hk ]N kPI NIskGEN eh]Oh<Z r<i DIQ[O <DYI k] ZIIk <[G YQikI[ k]
]kPIh NIZ<YI YI<GIhi� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

HI<hQ[O Nh]Z ]kPIh NIZ<YI E]<EPIi PIYei t]l NIIY YIii Qi]Y<kIG <[G
[]k <Y][I� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

S]ZIkQZIi Qki e]iQkQqI ¥YQikI[Q[O k] ]kPIh NIZ<YI YI<GIhi¦ <[G ]kPIh
kQZIi Qk Z<XIi t]l NIIY <ehIPI[iQqI <i rIYY © X[]rQ[O rP<k kPIt

rI[k kPh]lOP� Blk P<qQ[O < Oh]le ]N E]<EPIi k] ilee]hk li Qi O]]G�
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

k] EhI<kI <[ I[qQh][ZI[k kP<k E<[ QZeh]qI qQiQDQYQkt� Ҍ 

MQ[QZ<Y r]ZI[ Q[ E]<EPQ[O Q[ J<e<[ © Q[ S<QYQ[O <[G AeYQ[I
iXQQQ[O kPIhI <hI [] NIZ<YI E]<EPIi ][ kPI N<kQ][<Y kI<Z�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

SrQZZQ[O © ~|}� <[G ~|}� [] NIZ<YI E]<EPIi � I[ ~|~| Q[
Hl[O<ht © [] NIZ<YI E]<EPIi IQkPIh� J]Q[Q[O kPQi eh]Oh<Z P<i

h<QiIG kPI q]QEIi <D]lk [IIGQ[O NIZ<YI E]<EPIi� 0PIhI r<i <
NIZ<YI E]<EP DIN]hI © < qIht Y][O kQZI <O]����� Dlk < Y][O kQZI

DIN]hI� N] OI[Ih<kQ][i ]N E]<EPIi Q[ DIkrII[�
Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

0PI NIZ<YI <[G Z<YI E]<EPIi P<qI E]ZI k] YI<h[ <D]lk kPI FIZ<YI
eh]Oh<Z Q[ J<e<[ <[G kPQi rQYY k<XI kQZI N]h kPQi QGI< k] iehI<G�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

EN:IRONMEN8

WLEX GLERKIW SV EHNYWXQIRXW GSYPH SV
WLSYPH FI QEHI MR XLI ENVIRONMENT XS
WYTTSVX JIQEPI GSEGLIW QSVI?
Add c]mmenki hehe

H<qQ[O ZI[k]hi Ҍ 
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Ik Qi dQNxclYk k] bI IglaY © blk I kPQ[X Qk Qi []k bIcaliI kPIt ahI
ZaYI� MI[ kI[d k] bI cP]iI[ ai a YIadIh © kPIhI ahI Z]hI ]N kPIZ�

I[ i]cQIkt ai a OI[IhaY hlYI © kPI ZI[ ahI cP]iI[ ai YIadIhi���
WHY� WPak Qi bIPQ[d ]lh eIhcIekQ][ � WPt d] rI cP]]iI ZaYI
hakPIh kPa[ NIZaYI � WI [IId k] QdI[kQNt kPI hIai][ a[d Nack]hi

bIPQ[d kPQi dIcQiQ][� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

OQqQ[O NIZaYIi Z]hI ]ee]hkl[QkQIi k] akkI[d caZei ]h khaqIY
Q[kIh[akQ][aYYt Ҍ 

Ik Qi QZe]hka[k k] d] rPak t]l ca[ Q[ t]lh I[qQh][ZI[k bt OaQ[Q[O
Z]hI X[]rYIdOI� Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

Ik Qi QZe]hka[k k] d] rPak rI CAN d]����dIqIY]e X[]rYIdOI k]
a[irIh glIikQ][i Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

WI [IId k] chIakI a PATH © a[d QdI[kNt kP]iI rP] ca[ ilee]hk li�
NIId k] blQYd a qQiQ][ k] iP]r ZtiIYN a[d ]kPIhi�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

HaqI a NhII ieacI N]h t]lhiIYN k] kPQ[X ai rIYY a[d a iaNI i]acI
Ҍ 

TPIhI ahI dQNNIhI[cIi Q[ clYklhI bIkrII[ AlikhaYQa a[d Jaea[ © blk
kPI eIhcI[kaOI ]N NIZaYI c]acPIi Qi iQZQYah��� WPt�

Ҍ 1ICHELLE DE HIGHDE2

r[c]lhaOQ[O kPI ]hOa[QiakQ][ k] QZeYIZI[k a h]YI N]h NIZaYIi N]h
Q[kIh[akQ][aY khaqIY Ҍ 

]h a ZI[k]h NIZaYI h]YI Ҍ 

TPQi XQ[d ]N eh]OhaZ Qi QZe]hka[k k] eh]Z]kI kPI Z]qIZI[k�
Ҍ 

2E8;36K

;LEX MHIEW ERH WXVEXIKMIW GER [I YWI XS
IRLERGI JIQEPI RIX[SVOW? ;ITHIN JETER SV
AUSTRALIA - OR - BIX[IIR CSYRXVMIW?

E2:I632ME28 I2FL9E2CE

;LEX VSPI HS ]SY LEZI XS MRƽYIRGI GLERKI
MR =OUR IRZMVSRQIRX? HO;?
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オン・ザ・ジョブ・トレーニング 
 

対象コーチは、各研修会をはじめとした各種プログラムを通じて学んだ内容等について自分自身のコーチング

実践の場にて、実践を通して省察を繰り返しながらコーチングスキルを向上させるアクションラーニング（実践を通

して省察を繰り返しながらコーチングスキルを向上させる取り組みをいう）によるオン・ザ・ジョブ・トレーニング

（OJT）を実施した。 

 

OJT実施期間 
第 1 回：令和 2年 9月 5日〜10月 18日 

第 2 回：令和 2年 10月 24日〜12月 13日 

第 3 回：令和 2年 12月 19日〜令和 3年 1月 31日 

第 4 回：令和 3年 2月 7日〜3月 31日 

 

本プログラムのオン・ザ・ジョブ・トレーニング内容 
本プログラムが定める OJT とはそれぞれの対象コーチがエリートコーチを目指していく上で適切な学びやコー

チングスキル向上が得られる現場、または方法でのコーチング実践を指す。各対象コーチが実践した OJT 内容

は以下の通りであった。 

l 本事業採択段階ですでにコーチとして活動している現場以外でのアクションラーニング（実践を通して省察

を繰り返しながらコーチングスキルを向上させる取り組みをいう）を取り入れたコーチング実践 

l コーチングメンターや本事業スタッフ、または本事業の同僚となる他の対象コーチの観察、評価、及びプロ

フェッショナル・ディスカッション（コーチングの専門家としてのクリティカルなディスカッション）が伴うコーチン

グ実践 

なお、コーチング実践にプロフェッショナル・ディスカッションが伴う場合は、指導対象の競技レベルは必ずし

もハイパフォーマンス領域に達している必要はなく、本事業採択段階ですでにコーチとして活動していた現

場での実践も OJT と認めた 

l コーチング実践に関するプロフェッショナル・ディスカッションが伴う本事業の同僚となる他の対象コーチの

OJT 観察機会 

l 推薦母体や中央競技団体（以下、NF という）が提供する普段の OJT 実施場所と異なる環境下（より高い競

技水準を有する他チーム等）でのコーチング実践 

l ハイパフォーマンス領域コーチとのコーチングに関するディスカッション機会（競技種目は問わない） 

l 以上のような活動が伴う試合や合宿等での遠征帯同 
なお、OJT実践の準備を整える手続きとして、各研修会の最終日または研修会後に、OJTで実施する対象コ
ーチ自身のスキルアップに関する目標設定とアクションプランを作成した。研修会の限られた時間内で計画が明

確化できなかった場合は必要に応じて個別で面談等の支援も行った。各回の OJT終了後は研修会の場を使っ

て OJT実践内容の報告を行った。各対象コーチは OJTで生起した、または実際に取り組んでいる課題を持ち

寄りグループワークで解決策を模索することで、本プログラムで同僚となる対象コーチの OJT 内容へ理解を深め

るとともに、学び合う共同体としての意識の向上、そして各対象コーチが直面する課題対処に向け多角的なアプ

ローチ方法を考察することを狙いとした。 
 

対象コーチOJT観察 
研修会などフォーマルな学びの場では読み取れない対象コーチらの成長課題を見出すことを目的に、コーチ

ング学を専門とする事業スタッフが実際の指導現場を訪問し、指導内容の観察と振り返りの支援を行った。コロナ

禍で直接各対象コーチたちの OJT 現場を訪問することができない状況下においても本事業スタッフや同僚とな
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るコーチ間でそれぞれの OJT 内容を観察し、他者評価を導入できるようオンライン（ZOOM）による OJT 観察も

行った。方法は観察対象となる者が事前にコーチング実践の映像を撮影し、映像をもとにディスカッションをする

という内容であった。 

 

OJT観察実績 
   （敬称略） 

観察対象者 実施日 実施方法 観察者（事業スタッフ） 
藤岡 ⿇菜美 2020/10/29 現場訪問 伊藤 雅充、古川 佑⽣ 

⽩⿃ 歩 2020/12/25 現場訪問 古川 佑⽣ 

⼩林 可奈⼦ 2021/2/12 オンライン 伊藤 雅充、岩原 ⽂彦、古川 佑⽣ 

原⼝ 聖羅 2021/2/19 オンライン 伊藤 雅充、岩原 ⽂彦、古川 佑⽣ 

武友 綾⺒ 2021/2/22 オンライン 伊藤 雅充、岩原 ⽂彦、古川 佑⽣ 

⽩⿃ 歩 2021/2/24 オンライン 伊藤 雅充、岩原 ⽂彦、古川 佑⽣ 

奈良 梨央 2021/2/25 オンライン 古川 佑⽣ 

藤岡 ⿇菜美 2021/2/26 オンライン 古川 佑⽣ 

冨部 柚三⼦ 2021/2/26 オンライン 伊藤 雅充、岩原 ⽂彦、古川 佑⽣ 

栄徳 美沙季 2021/3/5 オンライン 伊藤 雅充、古川 佑⽣ 

前野 ⾹苗 2021/3/5 オンライン 伊藤 雅充、古川 佑⽣ 

⼭下 昭⼦ 2021/3/11 オンライン 古川 佑⽣ 

⼩林 可奈⼦ 2021/3/11 オンライン 古川 佑⽣ 
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対象コーチのOJT実績 

 

令和 2年度内に各対象コーチが実施した OJT 内容を以下は以下に記した通りであった。第 4 回 OJT実践

については令和 3年 3月 31日までの実施を予定し、各対象コーチからの報告は 4月以降に行われるため、本

報告書での記載は割愛する。なお、それぞれの OJT実践内容は「公式 OJT」と「非公式 OJT」の 2 つに大別さ

れた。「公式 OJT」とは、前述した本プログラムが定める OJT 内容に合致する内容を指し、「非公式 OJT」は例え

ば、本プログラム採択段階ですでにコーチとして活動している現場でのコーチングなど、本プログラムが定める

OJT現場または内容には合致しないが、対象コーチそれぞれがエリートコーチを目指すためにコーチングスキル

向上を目的に実施された内容であった。 

 

栄徳 美沙季 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

9/18-20 NF 強化事業（合宿）での指導 

10/2-4 NF 強化事業（合宿）での指導 

9/7-10/18 推薦母体が OJT 機会として設定する選手へのオンライントレーニング（3 回/週） 

非公式 9/7-10/18 クラス別オンラインナショナルスタッフミーティング（不定期） 

成長目標 成果 

自分の強み・弱みを書き出すことができる 

（自己認識をし、チーム内での役割を把握するため） 
内面的自己認識と外面的自己認識を書き出し整理したことで、自

分が今取り組まなければいけないことが明確になった。 
チーム内での自分の強み・弱みを書き出すことができる 

（自己認識をし、チーム内での役割を把握するため） 

オープンクエスションができる（相手の思いを引き出せる質問がで

きるため） 

会話の中でオープンクエスチョンを意識することで、会話の内容

が少し違ってきた。強化合宿の中では、選手との 1 回あたりのコミ

ュニケーション時間が以前よりも長くなった。 

伝えるための事前準備ができる（対象選手に合わせたコーチング

ができるため） 

課題（指導案）作成・フィードバックを実施。また伝える為の事前準

備項目を書き、資料作成時には伝わりやすいように心がけた（資

料の中で伝えたいところにラインを引く、読む練習をおこなう）。課

題（指導案）を作成することで、何を伝えたいか明確になったうえ

で、練習に入ることができた。 

用具の理解、競技特性について書き出すことができる（専門種目

の知識獲得のため） 

理学療法士としての視点で競技を見ていたが、今回コーチや専門

スタッフからボールや競技特性について話を聞くと違った視点も

あった。またコーチとしてボールの導入の仕方などを聞くことがで

きた。（マニュアル等はなく、選手に合わせてボール選択をおこな

っていく） 

ボッチャに関する専門用語を英語で書きだすことができる。プラス

英会話（中期目標に向けて） 

自身の語学レベルを理解できた。英会話を始めることで、受け身

だったコミュニケーションの課題が発見できた。 
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第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

10/30-11/1 NF 強化事業（合宿） での指導 

11/6-8 NF 強化事業（合宿）での指導 

11/27-29 NF 強化事業（合宿）での指導 

10/19-12/20 推薦母体が OJT 機会として設定する選手へのオンライントレーニング（3 回/週） 

非公式 10/19-12/20 クラス別オンラインナショナルスタッフミーティング（不定期）  

成長目標 成果 

自分なりの「リーダーシップ」をみつけ、書き出すことができる。 

自己学習のための本を読み、オンライントレーニングの中で各選

手やスタッフの役割を把握しながら、自身も発言する機会を意識

した。各選手やスタッフの役割（コーチ・選手・トレーナー）だけで

はなく、チームにとってどんな存在なのか、どんな立ち位置なのか

を少し把握することができた。 

他業種や社会的動向を学習することができる。 

女性コーチに求められること、求められるスキルについて書き出

す。女性特有の長所を踏まえながら、スキルについて学習するこ

とができた。 

伝えるための事前準備ができる。 

11月 18日より週 1 回オンラインでコーチミーティングが開始。選

手のことやコーチングについて NFヘッドコーチや前野さん（本プ

ログラムの同僚コーチ）とミーティングを実施することができた。疑

問に思っていることを間違えても伝える努力ができた。わからない

ことを聞ける場を設けることができた。 

課題練習における、指導案を助言を受けながら作成することがで

きる。 

合宿に参加した際、オンラインを繋いで、指導場面を NFヘッドコ

ーチや前野さん（本プログラムの同僚コーチ）から助言を頂いた

り、一緒に考える機会を得ることができた。自分自身の指導案だ

けでは気づくことができなかったことを共有したことで、新たな視

点を気づくことができた。 

英会話の中でボッチャの内容について会話ができる。 

週 6-7日オンライン英会話を実施し、イントロダクションの中でボ

ッチャの内容を伝えるために、事前に伝えたい内容を整理し、伝

えることができた。ボッチャを知らない人にわかりやすく伝えるた

めの努力ができた。 

第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 
12/21-2/7 推薦母体が OJT 機会として設定する選手へのオンライントレーニング（3 回/週） 

12/21-2/7 クラス別オンラインナショナルスタッフミーティング（不定期） 

成長目標 成果 

リーダーシップについての本を読み、自身の考えと照らし合わせな

がら言語化できる。 

シェアド・リーダーシップについての本を読んだ。リーダーシップは

誰でも発揮できるし、誰でも発揮しなければいけないという考え方

については、組織おける一人として大切なことだと感じた。また組

織の中での自分の強みや弱みを見つめるきっかけになった。 

伝えるための事前準備ができる 

オンラインミーティングの中でも５W１Hに沿って準備を進めていく

ことで、伝えたいことがはっきりしてきた。伝え方など上手くいかな

かったことについても相談することができた。 

選手のパフォーマンスを引き出すための役割分担ができる（選手・

スタッフ） 
年内にステークホルダーを作成することができた。 

課題練習における、指導案を助言を受けながら作成することがで

きる。 

コロナ渦のため、練習がなくオンラインミーティングに変更。指導

案の作成には至らなかった。 

ボッチャの競技について英語で説明することができる。 

ボッチャについての専門用語を書き出すとともに、オンライン英会

話で週 3 回伝える機会を設定した。オンラインの中でボッチャに

ついて説明する機会を設けることができた。 
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第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

ステークホルダーを共有し作成することで、自分の立場を知ること

ができる。 
- 

伝えるための事前準備ができる。 - 

選手のパフォーマンスを引き出すための役割分担ができる（選手・

スタッフ） 
- 

選手やスタッフ間での共通認識をもつことができる 

（チームの目標、選手・スタッフ間での現状把握、悩み） 
- 

ボッチャに関する専門的知識を伝えることができる。 - 

 
 
令和 2年度OJTの振り返り 

OJT開始前、組織の中でトレーナー兼アシスタントとしての立場

からコーチとして一歩を踏み出すうえで、「今の自分にできることは

あるだろうか」、「自身の学びを選手や組織にどう還元すればいい

のか」と漠然な不安がありました。OJTをとおして、自身の大切にし

たい価値やコーチング哲学の設定、目標設定（長期・短期）、パフ

ォーマンス・プロファイリングを行いながら、自身の課題を細分化

し、課題解決に向けてのチャレンジができたと思います。次年度の

OJT目標として、より実践的内容に取り組めるようパフォーマンス

目標を設定していきたいと思っています。また今年度コロナ渦で経験してきたことを踏まえ、今できることに目を向

けながら、いくつのパターンをもって実践していきたいと思います。 
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岡田 真佑子 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 

9/7、10/5 第 4 回・5回競泳委員会 参加 

10/1-4 第 96回日本学生選手権水泳競技大会 帯同 

10/16-18 日本短水路選手権水泳競技大会 帯同 

9/5-10/18 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

自分の考えをその場で簡潔にまとめて話すことができる。良いこと

悪いことをその場で簡潔に選手にフィードバックできるようにする。 
簡潔に改善点などを伝えることができた。 

時間内でミーティングの内容を濃く収めることができるようにする。 

競泳委員会への初めての参加で、日本水泳連盟強化事業等へ

の打ち合わせ現場を拝見することができた。初めての参加で状況

を把握するだけになってしまった。 

否定的な言葉を減らし、主に肯定的な言葉で選手との対話を行え

るようにする。 
感情的に言葉をかけてしまう機会を減らすことができた。 

コーチの方から積極的なコミュニケーションをはかり、次第に選手

の自主性が芽生えるように促す。 

学生との対話の際に、学生の考え・主張を聞いた上で、簡潔に改

善点などを伝えることができた。 

選手の体調・精神面での変化観察を常に行い、競技会までディス

カッションを続ける。 

日本短水路選手権水泳競技大会において、会場に入館できない

トレーナーと選手のコンディションなどを連絡を取り合いながら、選

手のボディケアを行いコロナ禍ならではのチームの動きができ

た。 

    

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 
10/29-11/7 NF 強化事業（インターナショナル合宿）での指導 

12/7-20 NF 強化事業（インターナショナル合宿）での指導 

非公式 

11/20-21 所属先でのコーチング実践（東京スイミングセンター優秀選手招待記録会 帯同） 

12/2-6 所属先でのコーチング実践（日本選手権水泳競技大会 帯同） 

10/24-12/1 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

相手の意見や考えをひきだすことができる。 
クローズクエスチョンからどんどんオープンクエスチョンに切り替え

質問を掘り下げることができた。 

その場で相手(コーチ・選手)の話を傾聴し、理解することができ

る。 

女性特有問題などについて女性選手を抱えるコーチに質問し各

項目でまとめることができた。選手のアンガーコントロールについ

て聞くことができた。傾聴の姿勢により選手との距離感がつながっ

ていることに気がついた。 

その場で瞬時に考えを整理し、簡潔に話すことができる。 
選手に対して事前に予想したリストをもとに余裕を持った状態でレ

ースに向かわせる意識をした。事前に用意したリストで、競技会期

間中少しだけ余裕を持って行動することができた。レースを見るこ

と、選手とレースのことを話すこと、ウォーミングアップを見ること

上手に時間を使って行動することができた。 

感情を常にコントロールし、冷静な状態で選手に対応することがで

きる。 
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第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 12/21-27 NF 強化事業（インターナショナル合宿）での指導 

非公式 

1/21-24 所属先でのコーチング実践（KITAJIMA CUP 帯同） 

2/3-7 所属先でのコーチング実践（JAPAN OPEN 帯同） 

12/21-2/7 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

自己コントロール/常に冷静に応答することができる。 

KOSUKE KITAJIMA CUPにおいて、指導者側の精神的な余裕を

持って選手と話すことを意識した。事前準備のおかげで焦り・忙し

さがなかったため選手に自分の意見を落ち着いて述べることがで

きた。 

自学/強化トレーニングについて的確な自論を話すことができる。 

選手に対して大きすぎでもなく、小さすぎでもない負荷を設定でき

たため、あまりストレスなく選手とトレーニング効果について話し合

うことができた。 

情報収集/質問型の会話で選手の意見を引き出すことができる。 
個々の選手の状態を確認して適切な負荷を設定した。トレーニン

グの効果について毎朝コンディションとともに確認した。 

発信能力/的確に相手に意見を伝えることができる。 

試合期間で 4月までの課題を明確に指摘する。確認することを意

識した結果、選考会前残り 2 回の試合のうちで内容の良い結果

の選手が多かった。 

第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

自己コントロール/常に冷静に応答することができる。 - 

自己コントロール/相手の感情に流されず対応することができる。 - 

自己コントロール/自分の感情の高低差を少なくする。 - 

発信能力/適切で簡潔な指示を瞬時に出すことができる。 - 

 
令和 2年度OJTの振り返り 
2014 年-2017 年まで東洋大学のマネジャー兼学生コーチとして

活動を行い、卒業後は大学に就職をしてコーチを専任としてコー

チングにあたっています。学生コーチからコーチに就任した初年度

はコーチングとしての立場がわからず自分自身のコーチングを確

立するのに時間がかかりました。まだ、完全にコーチングビジョンが

確立できているわけではありませんが少しずつ、私のできるコーチ

ングを模索しながら指導に当たっています。私のコーチングスキル

の強みは、人間性・内面性に向き合いコーチングを行うことです。

反面、レースへ向けた強化計画・指導実績がまだまだ浅いことが OJT実施前の課題としてあげられた。 

主に、OJT で取り組んだことは自身のコーチングを見つめ直したことや、コミュニケーションスキルのアップにつ

いて特化して取り組みました。研修会で他競技の他のコーチの皆さまより現場での指導の現実を教えていただき、

自身の現場に持ち込むことができるスキル(質問・指示・意見を引き出すスキルなど)を実践することができました。

今までは、自身の感情に任せて指導してしまう場面も多かったのですが、まずは自己コントロール、そして次にコ

ミュニケーションスキルの幅が増えて来たと思われます。 

次年度の OJTでは、まずは、一人のコーチとしてのビジョンの作成・確立を目標として競泳ナショナルチームの

活動を本プログラム同僚コーチの奈良さんと参加できる回数を増やせるようにしていきたいと思います。そのため

にも今年度の研修会等で学んだ内容を全てをきちんと整理して、次年度の内容へ繋げられるように準備しておき

ます。  
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小林 可奈子 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 
OJT 種類 期間 内容 

公式 9/27-10/8 ワールドカップ（チェコ、オーストリア）ナショナルチーム帯同 

成長目標 成果 

選手の命を守れる 

選手の安全のために、まずやれることを見つけ、ナショナルチームに「体調

チェックシート」を提案できた。刻一刻と変わる世界情勢に耳を傾け、最善

を尽くすよう、冷静に判断し、チームの中で話し合いができた。コロナ禍の

中のヨーロッパ、その中での大会運営や World Cycling Centeｒチームのサ

ポート体制を学べた。 

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 11/6-8、12/4-6 
全日本選手権 XCO.DHI大会視察およびナショナルチームスタッフとのコーチングに関

する意見交換 

非公式 10/24-12/19 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

各カテゴリーの選手の現状を把握する 連盟スタッフと現状を見ながらレースの視察が出来た。レース直後のミーテ

ィングでヘッドコーチはじめとするナショナルチームのコーチ陣と強化方針

やコーチングに関する意見交換を行うことができた。 強化スタッフと情報を共有する 

次年度のナショナルチーム合宿計画を立てる 
ナショナルチームの合宿計画を作成し、連盟に提出、提案することができ

た 

第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 
12/21-23 日本自転車競技連盟指導者研修会参加およびコーチとの意見交換 

12/20-2/7 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

コロナ禍において選手やスタッフの安全を守れる合宿の

在り方を学ぶ（安全で効率的な合宿にするため） 

他種目自転車競技のコーチからそれぞれの強化方法、現場でのリスクマ

ネジメントが学べた。連盟スタッフとのコミュニケーションが図れた。 

コーディネーターとしてのノウハウを学ぶ（自身で安全な

合宿の計画が出来るようになるため） 

他種目コーチと視点を共有できる（競技をまたいだ合宿で

強化の狙いを共有し刺激し合いながら国力を上げるた

め） 

第4

回 
実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

ナショナルチームの年間活動計画を作成・提案（日本自

転車競技連盟：連盟出張型若手育成プロジェクト）できる 
- 

ナショナルチームの年間合宿計画を作成・提案できる - 

 
令和 2年度OJTの振り返り 

2018年、国際自転車競技連合コーチの資格を取得した際に、「とても

自然な感じがいい」と加点を頂いたことがありました。今では 10年以上

のキャリアと人生を重ねてきた経験値だけがその評価だったように思えま

す。「コーチング」とは？それぞれに異なるゴールの違いを理解し、その

ための小さなゴールを設定できていただろうか？それは SMARTであっ

たろうか？そして何より自分の周りの人達との「すり合わせ」は出来ていた

ろうか？あえて評価するならば 23点。何かを伝えることだけがコーチで
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はないことを知りました。次年度の目標は新しい形で新しい強化の形を作り上げる。より実践的な現場でのコーチ

ングをしながら、様々な方々とのすり合わせを、ドラフトで行っていく。それが将来的に持続可能な形になるよう、メ

ンティとなりながらコーチ、スタッフを育てていく。  
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白鳥 歩 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 
9/5・6 全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会 

9/5-10/18 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

大学の強化プラン計画を作成、自身が持っている価値

観やビジョンを選手に伝えることができる 

私が抱えていた思いや今持っているビジョンを選手と共有することができた。

強化プランは見やすいフォーマットで作成したことで、図の見方でのつまづきが

無かった。説明する際は書いてある順番ではなく、選手が理解しやすい順番を

意識し、自身のビジョンからチームのビジョン、そこから目標という風に説明で

きた。 

選手が何を私たちに伝えたいのか、どうしたいのかを

理解できるようにすることと、話しやすい雰囲気を作る 

選手とのミーティングにおいて、選手たちが何をしたいと考えているかを理解す

ることができた。わからない所は、質問をすることで聞き出した。 

各スタッフがチームのサポートに集中できる環境づくり

をする 

全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会において、各スタッフがチー

ムのサポートに集中できる環境づくりを意識した。試合中でもスタッフ陣とのコ

ミュニケーションは積極的に取れていた。また、技術的なコメントはしないで、

風などの状況を気づかせるような質問ができた。常に選手の体調面を優先し

て気にかけることが出来ていたので、試合後のリカバリーなどに対する行動は

良く出来ていた。事前に何度も行なったスタッフミーティングがあったおかげ

で、現場での共通言語ができていて、コミュニケーションがスムーズだった。 

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 11/21・22 NF 強化事業（ビーチバレーボール競技別体力測定）での指導 

非公式 10/24-12/13 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

ナショナルチーム若年層組織の現状把握をする ビーチバレーボール競技別体力測定でのサポートを通して、今後コーチを務め

るチームスタッフとの関係構築を狙い、コミュニケーションを積極的に取った。

話したことのないスタッフと交流できたり、実際の現場で起きてる課題や問題な

どを、その場で感じることができた。 
ナショナルチーム若年層組織のスタッフとの信頼関係

を築く（NF） 

第3

回 
実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 12/25 事業スタッフ OJT観察が伴うコーチング実践 

非公式 

12/23 ユニバス指導者研修会でのプレゼンテーション実践 

12/26 
日本体育大学主催「バーチャルコーチングカンファレンス」でのプレゼンテーション実践

およびコーチングに関する情報交換 

1/6-31 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

聞き手に伝わるプレゼンを意識して実施できる 

12月 23日ユニバス指導者研修会、12月 26 日バーチャルコーチングカンファ

レンスにおいて自身のキャリアやコーチング実践に関するプレゼンテーション

実践を行った。いずれの機会でも作られた文章を読み上げるのではなく、その

場の空気を感じて自分の言葉で発表するように心がけ、実際にゆっくりと話す

ことができ、単に自分の言葉で伝えることができた。また、使用するスライド内

容が相手にわかりやすくなるように、一言簡潔な説明をつけることも意識でき

た。 

練習のアウトカムを適切に設定できる 

課題にあった練習内容、負荷かどうか。定期的に振り返りを実施した。選手や

他のスタッフからも課題に沿った練習内容および負荷を設定できたことが確認

できた。 
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第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

今年度学んだ内容や発見したことをスタッフに共有し

ている 
- 

アスリートやスタッフがポジティブに取り組める課題設

定ができている 
- 

Delegateが効果的に使用できる - 

一番伝えたいことが伝わるプレゼンができる - 

自身の経験や思いと、客観的なデータの双方をバラン

ス良く使用したプレゼンが作成できる 
- 

 
 
令和2年度OJTの振り返り 
選手とコーチのダブルキャリアを行っている為、自身のコーチン

グスタイルといったものが確立されていない状況でした。その為プ

ログラム内で自身のコーチングスタイルを確立していきながらも、癖

や傾向などを知る所から始めようと目標を設定しています。OJTを

実施してから気づいたことは、自分の受けてきたコーチングでマイ

ナスイメージのことはしたくないという強い固定概念が強くあるとい

うことでした。されて嫌なことはしたくないという考えで、偏った声か

けをしているということが多くありました。相手に不快な思いをさせる声かけは良くありませんが、相手に合わせたコ

ーチングを行うことも必要なスキルだということを理解してコーチングの内容が変化してきたと感じています。特に

「Tell」を怖がって使っていませんでしたが、ディスカッションを通して「Tell」の効果的な使い方や、他の部分と一

緒に使うというスキルも発見しました。またこれを発見したことによって、来年度の OJTでは Tell、Sell、Ask、

Delegateを組み合わせて使えるスキルを練習したいという目標もできました。良かった点は、競技レベル関係な

く選手を尊重、リスペクトするという姿勢です。これは実際に現場でコーチングを行っていても自然とできることでし

た。選手からコーチへトランジションする上で多くの人が当たる壁だと捉えていた部分の一つでもあったので課題

と捉えていましたが、OJTを通してクリアできていると評価しています。 

次年度は指導者へとキャリアトランジションを行う時期になります。全て新しい環境、役割での OJTになると思う

ので、失敗を恐れずに色々なことに挑戦していきたいです。その中で、コーチとしての価値観をしっかりと持ちな

がら、さらにそれを伝えられるような準備を心がけていきたいと考えています。仕事としてはできないことや、わから

ないことが多くありますが、コーチとしての自分の価値観という部分はどんな状況でも持つことができて、実践に繋

げられると考えています。 

具体的に挑戦したいことは、このプログラムで自身の課題に掲げていた「ビジョンと戦略の設定」「環境の整備」

の２点です。日本代表ジュニアのビジョンを掲げ、達成する為の環境の整備を取り組んでいきたいです。そのため

にも、多くの人とコミュニケーションを取り、全員でポジティブに挑戦していけるようなチーム・組織を形成する立役

者になりたいと考えています。ここでは主に組織内、スタッフ同士の良好な関係性の構築を目指したいです。 

 そしてアスリートに対しては、コーチでもありメンターとしても関係性を築いていける、女性エリートコーチのロ

ールモデルへの一歩を踏み出したいです。スキル面へのアドバイスも的確に行い、キャリアについても相談できる

コーチになれるように頑張っていきます。 
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清澤 恵美子 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 

9/5 
東京都スキー連盟オンラインセミナーにて、勝つためのメンタル&ウォームアップ、試合前の行

動整理、下半身ムービングアップについて選手に指導を実施 

9/12 
東京都スキー連盟オンラインセミナーにて、勝つためのメンタル&ウォームアップ、試合前の思

考整理、全身ムービングアップについて選手に指導を実施 

9/23・30 日本スキー連盟 U16-19 マインドフルネスセミナーにて指導を実施 

10/3 
東京都スキー連盟オンラインセミナーにて、スキー前のメンタル&ウォームアップについて選手

に指導を実施 

10/11 東京都スキー連盟オンラインセミナーにて、スキー技術について指導を実施 

成長目標 成果 

相手に伝わる伝え方ができる 

オンラインによる指導機会において、研修会で学んだプレゼン方法を

活用し、伝えたいことの取捨選択、プレゼン資料の選定がしっかりと

できた。質問を投げかけながら聞き手の意見を引き出すことも意識で

きた。また、9月 30日の日本スキー連盟 U16-19 マインドフルネスセ

ミナーにおいては、あえてプレゼン資料を準備せずに行い、選手にと

って感じられるものだけをキャッチできるようにしてもらった結果、9月

23日に実施した回よりもメモを取っている選手が多かったことに気づ

いた。今後は伝える内容によって資料の使い分けも意識していく。10

月 11日には東京都スキー連盟オンラインセミナーにて技術セミナー

を行った。技術の理論をオンラインで扱うことが初めてだったため、

準備に戸惑ったが、伝えたいことが８割伝えられたと感じている。実

際に NF関係者や受講者から課題が明確になったとの声があった。

途中、自身の体を使って表現をしたり、みんなでやってみましょう！と

座っているだけではなく、体を動かすこともできたので退屈を免れた

のでは？と思っています。 

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 11/2 NF オンラインミーティング 

成長目標 成果 

コミュニケーションにおいて、相手の理解を促す言葉を選ぶこと

ができる 

NF でのオンラインミーティングにおいて、ジュニア期の試合数の制限

についてするべきか否かの議論を行った。他のコーチたちに女性特

有の身体的知識、ホルモンバランスの生理の時の身体の変化などを

の事実を伝え、女性としての意見を伝えることに注力した。事実のみ

を伝えることによって理解を得ることができた。提案した内容にコーチ

たちが賛同してくれ、そもそもの試合スケジュールを組む側の改善も

必要だと言うような議論も行うことができた。 

第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 2/5-8 NF 強化事業（U16合宿）での指導 

非公式 - - 

成長目標 成果 

アスリートの動機づけができる 

NFU16合宿において、アシスタントコーチとしてサポートを行った。コ

ロナで様々な試合がキャンセルとなりモチベーションが下がっている

選手に対して目標設定をテーマにメンタルトレーニングや自己分析

のセッションを担当した。ナショナルヘッドコーチから依頼された「目

標設定」のテーマに沿って、選手たちとセッションを行え、それぞれの

目標を明確化することができた。また、意識的に簡潔な話し方をする

こともできた。 

完結な話し方ができる 
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第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

アスリートの精神的なケアができる - 

他コーチとのコミュニケーションを経て、女性コーチとして認め

られている 
- 

完結な話し方ができる - 

コーチ間でリーダーシップをとることができる - 

  - 

 

 

令和2年度OJTの振り返り 
OJT 開始前までは自身のコーチングに対しての目標設定・ゴー

ルを設定することがなかったので、評価に値することもなかったの

で、コーチとしての目指すべき道に不安や迷いが生じることもあった

が、このようなプログラムでの勉強機会を得ることによって、どの様に

なりたいのかが少しずつ明確になるとともに、ゴールに向かってプラ

ンを練ることができ、選手たちへの伝え方が変わってきたと感じてい

る。結果としてジュニア選手の成績に直結したとは言い難いが、ス

キー技術選大会でサポートした女子選手の優勝につながった。 

次年度は、ユース世代の心技体サポート、女性ならではの悩みに寄り添いつつ、世界で戦うためのマインドセ

ットを選手たちにできる様にしたい。 
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武友 綾巳 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 

9/20-22 福岡県強化合宿での指導 

9/24-10/5 所属チームスタッフとのステークホルダー整理に関するミーティング 

10/10 日本体育大学主催ウェビナーパネリスト 

10/16-18 日本 U15 トライアスロン選手権 帯同 

9/5-18 JSC アスリートパスウェイ事業における指導(毎週日曜) 

9/5-10/18 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

コーチングと家庭のバランスがとれる 

所属先のチームを共同運営している夫とトライアスロン選手育成・強

化に対する、ステークホルダーを一緒に整理した。チームと関わる相

手を一通り書き出し、どちらが主要の窓口となるか、どのような関わ

りがあるかを書き出せた。二人で作業が重複しないように役割分担

できた。 

トレーニング環境を整える 
9月 20〜22日の福岡県強化合宿には選手権に出場できる選手・で

きない選手が混在していたが、種目毎にパート分けをして、各個人が

自分の目標を決めてトレーニングに取り組んでいたと感じられた。ス

タッフにも協力してもらい、グループワークを通して選手・スタッフとの

相互理解も深まったと感じた。 
目標に沿った練習計画を立てることができる 

相手の話しを引き出すことができる 
9月 20〜22日の福岡県強化合宿において、全体ミーティングを行う

時など、先にアジェンダを説明し、以前より要点をまとめて話すことが

できた。選手の方から、“今度こんな練習がしたい”と相談してくること

が増えた。また、日本体育大学主催ウェビナー（10月 10日）では自

分の想いを素直に言葉にして表現することができた。 

結論を先に述べることができる（インパクトのあるプレゼンテー

ション） 

第2
回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

- 

11/19 日本トライアスロン連合コーチ委員会ミーティング 

10/24-12/13 JSC アスリートパスウェイ事業における指導(毎週日曜) 

10/24-12/13 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

相手に伝わる言葉を選ぶことができる 

初めて日本トライアスロン連合コーチ委員会会議に出席した。結論を

先に述べ、自分の意見を伝えることを意識した。自分が提案した議

案(今、解決したい問題)は、他の出席者の方にとっては想像していな

かった内容のものだった。現場の意見として上層部(中央競技団体)

に提案していただけた。 

目標に沿った練習計画を立てることができる 所属先のジュニア選手１人１人とじっくり話すことで、来年の目標や

希望だけでなく、裏側の本音(不安や競技以外のこと)も聞くことが出

来た。 
相手の話しを引き出すことができる 

トレーニング環境を整える 
今まで口頭でトレーニング方法を伝えていたが、短時間でも一緒に

行うことで、吸収力がアップしたように感じる。 
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第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 
12/17-19 NF 強化事業（男子ナショナル合宿）での指導およびコーチングに関する意見交換の実施 

12/24-29 NF 強化事業（U23 強化合宿）での指導 

非公式 
12/19-1/31 JSC アスリートパスウェイ事業における指導(毎週日曜) 

12/19-1/31 所属先でのコーチング実践での指導 

成長目標 成果 

新しい角度からの提案をできる 

U２３ナショナル強化合宿にスタッフ(アシスタント)として参加。メニュ

ー作成する立場ではなかったが、客観的な立場からアドバイスを伝

えるよう意識した。初めて会う選手が多数だったので、まずは選手の

話しを引き出すこと、自分のことも話すことから始めた。トレーニング

中に目的を見失う選手が多かったので、落ち付いたトーンで話すこと

を心掛けることができた 

相手に伝わる言葉を選ぶことができる 

相手の話しを引き出すことができる 

男子ナショナル合宿に視察として参加。選手やスタッフの方とコミュニ

ケーションをとること。トレーニング以外の時間にも、外国人監督と積

極的に話すことを心がけた。外国人監督と直接会話をしたくて、英会

話を二か月程勉強して合宿に臨みました。英語を聞き取 れる量は

増えたものの、ほとんど話すことが出来ず、もっと実践を経験しなけ

ればならないと感じています。東京でメダル獲得を目指して真剣に取

り組む選手と、本気で携わるスタッフ皆様の熱い想いと、世界 で戦う

ための技術やテクニック（乳酸カーブ測定方法、スイムの技術、セル

フケア方法、高地トレーニングなど）を学ぶことができました。 

第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

新しい角度からの提案をできる - 

目標に沿った練習計画を立てることができる - 

トレーニング環境を整える - 

相手に伝わる言葉を選ぶことができる - 

結論を先に述べることができる - 

 
令和2年度OJTの振り返り 
私はこのプログラムを受講する前から、ナショナルチームに携わ

れる指導者になりたい、選手が誇りを持って戦えるチームジャパン

をサポートしたい、という目標を持っていました。私は選手だった

頃、オリンピックでメダルを獲りたいけれど、ナショナルチームを心か

ら信頼できておらず、オリンピアンの人達でも何かイメージと違うも

のを漠然と感じていたからです。本当にメダルを獲るためには、この

違和感をクリアしなければならないのではないかと思っていました。

現在は主に福岡でジュニア育成に携わり「選手に寄り添い・成長を

促すコーチング」を大事にしています。今の自分に足りないコーチングスキルは、持っている知識や情報量の少

なさだと思っていました。私自身は現役時にコーチングを受けていた期間が短く、コーチングとは何か？を身をも

って理解できず、指導者として成長できるのか不安でもありました。一方的に自分の想いや経験を伝えるようなコ

ーチングになってしまうことがあり、高いレベルへ選手を導ける力が足りないと感じていました。 

今年度の OJTでは、男子ナショナルチーム合宿でナショナルチームが目指すものを間近で見ることができ、

U23 合宿ではナショナルとのギャップや課題はどこにあるのかを、私なりの視点でいくつか見つけることが出来ま

した。日本のトライアスロンを強くしたいという想いは共通するものの、見ているゴール・やり方にギャップがあるよう

に感じています。 
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次年度の OJTでは、日本のトライアスロン強化指定選手が信頼を寄せるチーム JAPANをサポートすることを

目標とします。日本トライアスロン連合が 2024パリに向けた新体制を構築していく活動に携わるため、ナショナル

現場のコーチ同士、コーチと選手間の考えのギャップを埋めるようなシステム作りやアクションプランを提案してい

きます。また、私自身のコーチングスキルを高めるため、質問の使い分けや話し方のパターンを増やしたいです。

現在の指導現場から、ジュニア日本代表選手を輩出することも目標としています。 

プログラムでの研修会と OTJで学びを繰り返し、女性コーチのロールモデルとなる活動を目指します。 
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冨部 柚三子 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

9/3・13・26 
推薦母体代表者が提供する OJT 機会での指導 

（和歌山県選抜チームでの OJT環境の整備） 

9/19-21 
推薦母体代表者が提供する OJT 機会での指導 

（福井高校生新人戦大会・ヨット体験会） 

9/22 
推薦母体代表者が提供する OJT 機会での指導 

（福井県高校選抜チームでの OJT環境の整備） 

10/17・18 推薦母体代表者が提供する OJT 機会（福井県高校生練習会）での指導 

非公式 9/5-10/18 選手としてのセルフコーチング 

成長目標 成果 

フレームに基づいたプレゼンデーションができるようになるた

め、「誰に、何を、どんな思いで、どのように、どう行動して」を明

確にして、1 つの説明に複数の理由を加えて説明することがで

きる 

相手の理解を促すため、「どうすれば良いのか」ではなく、「なぜそう

するのか」を説明し、応用できる考え方を教示するよう意識できた 

他者からの協力を得られる計画が作成できるようになるため、

今回の OJT の計画書を作成する 

自分の行っていきたいことを整理して表にまとめてプレゼンを行えた 

相手が求めていることについて、対話から聞き出すことができた 

他者との会話からいろいろな情報を引き出せるようになるた

め、質問のスキル(チャンクダウン：5W2H、スライドアウト)が活

用できる 

選手のその人らしさと意思決定を尊重し、自己効力感と自己肯定感

を高め、楽しいと思える、新しい視点や挑戦を受け入れる気持ちを大

切にするというコーチング哲学を実践していくために、出来ている部

分を明確にして褒め、次のステップのための挑戦的なアドバイスをす

ることができた 

 

 

目的・目標設定の意識を常に持って意見を述べることができる

ようになるため、目的を目標を目につく形にしておく 

進みたい方向を明確にして人と共有することがとても大切だというこ

とが分かった。目的を共有し、そのために立てた目標に向かってどの

ように互いの専門性を生かしてくかを考えることができるようになっ

た。時には思いが共有できなくても、目的を共有することが大切とい

うことも理解した 

第2
回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 11/14-15 推薦母体代表者が提供する OJT 機会（福井県高校生練習会）での指導 

非公式 

11/12 女性エリートコーチ育成プログラム同僚コーチとの実践コミュニティでの学び 

11/29 福井県ジュニアアカデミー講習会サポート 

10/24-12/13 選手としてのセルフコーチング 

成長目標 成果 

自分の意見を言葉にしてまとめることができる 
福井県練習会において、ティーチングとコーチングを必要に応じて使

い分け、選手への説明を目的を明確にするとともに、分かりやすく簡

潔にまとめるように意識した。選手から積極的に疑問を引き出し、そ

れに対して、回答するように心掛けた。プレゼンテーション(説明)の際

には本質を説明し、「なぜ」「どうして」を伝えるように意識することが

できた。 

他者との会話からいろいろな情報を引き出せる 

フレームに基づいたプレゼンデーションができる 

客観的な意見を交換できる相手と話す機会を定期的に設ける 

女性エリートコーチ育成プログラム同僚コーチとの実践コミュニティで

の学びの場において、自分の持つ課題を明確にして、課題解決に向

けて、色々な意見をもらえるような会話を意識した。みなさんがとても

傾聴してくれたので、自分の話したいことを自分のペースで話すこと

ができた。 
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第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

12/30 
推薦母体代表者が提供する OJT 機会（福井県高校生チーム OJT冬季計画打ち合わせ）

での指導 

1/17 
推薦母体代表者が提供する OJT 機会（福井県高校選抜選手とのオンラインミーティング）

での指導 

1/28 メンターの指導現場観察（ラグビー女子 15 人生代表合宿） 

非公式 1/7・9・10 日本スポーツ協会コーチ３専門科目講習会（補佐） 

成長目標 成果 

他のコーチの哲学や大切にしたい価値をまとめている 

メンタリングプログラムのコーチングメンターの指導現場観察（ラグビ

ー女子 15 人生代表合宿）を行い、代表チーム外国人ヘッドコーチが

どのような価値観を持ってコーチングを行っているのか、質問のスキ

ルを活用して聞き出すことを意識した。指導上の哲学観や大切にし

ている価値について聞き出すことができた。とても共感できる内容

で、自分のコーチングにも生かしたいと思得る気づきを得た。 

自分の前提認識を理解している 

12月 30日に実施した福井県高校生チーム OJT冬季計画打ち合わ

せにおいて、冬季の強化計画について、悪天候やコロナの影響で練

習会を実施することが難しいため、オンラインでのコーチングを行う

ための打ち合わせを行った。相手に理解してもらえるプレゼンテーシ

ョンを意識した結果、事前に確認しておくポイントを書き出したこと

で、意図した情報を聞き出すことができた。相手の言葉を代弁する言

葉を入れる、「これだけは伝えよう」ということを自分の中で一つ決め

て言う：相手の状況を踏まえ、負担にならない方法を提案できた。 

プレゼンデーションの山を作ることができる 

質問のスキルを活用して、他者との会話からいろいろな情報を

引き出す 

1月 28日に実施した福井県高校選抜選手とのオンラインミーティン

グにおいて、対象の選手がセーリング競技を通じてどこに向かってい

きたいか、質問のスキルを活用して引き出すことを意識した結果、セ

ーリング競技でどんな目標があるのか、聞き出すことができたととも

に、現在持っている疑問について確認し、話し合うことができた。 

第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

 セルフコーチングに必要なスキルをまとめている - 

 自分の前提認識を理解している - 

 ステークホルダーの前提認識の確認ができる - 

 ステークホルダーから情報を得るための場が設定できる - 

 他のコーチの哲学や大切にしたい価値をまとめている - 

 
令和2年度OJTの振り返り 
本プログラムに参加する前は自分のコーチングスキルについての

評価を「どの程度、実際にコーチとして活躍している人たちに近い行

動が取れているか」ということで見ていたと、今になって感じていま

す。私は競技者としての軸を持ち続けているため、どうしてもコーチと

して選手に完全に関わることが不可能で、中途半端な関わり方しか

できないことに後ろめたさを感じていました。また、プログラムの参加

についても参加することで現役選手というアイデンティティを失ってし

まうのではないか、という不安を持っていました。 

現役選手として活動している中で唯一コーチとしても活動していた 2016-2017年に、選手の行きたい方向を導

き出し、そこへ辿り着くことをサポートするという仕事にとても魅力を感じ、将来コーチとして自分の経験を活かして

いきたいと考えるようになりました。当時の私は、自分が選手として受けたいと思っているようなコーチングを具現

化することを意識しており、選手への共感と寄り添いの姿勢が強かったと思います。それは今でも変わらないこと

です。当時の対象は国内のユース〜U-21 までのトップ選手だったのですが、スポットコーチングで、環境は周り
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に準備された状況でした。対選手のコミュニケーションが得意だったこともあり、この時のコーチングでは自分の強

みを活かすことができていたと考えています。 

今年度の OJT では、選手に具体的なノウハウを伝えるとき、どうしても「教える」「指示する」と言った教師のよう

な伝え方しかできず、選手を導くような指導をするにはどのようにすればよいか悩んでいました。そんな時、研修

会で「質問のスキル」を用いたトレーニングを行いました。このスキルを用いてミーティングを行い、自分の持つ知

識をただ教示して与えるのではなく、選手が選手自身の中で答えを見つけるサポートをすることを意識しました。

その後、プログラムスタッフと対象コーチとともにその時の映像を振り返り、プロフェッショナルディスカッションを行

って、自分のコーチングスタイルを客観的に見ることができました。 

具体的にコーチに必要なスキルが何か、自分の強みをどう伸ばすかということを考え、実践の場で意識して取り

組み、プロフェッショナルディスカッションで振り返り評価する、という一連の流れは、今まで「コーチのように振る舞

うこと」を成長の評価のポイントと思っていた自分にとって大きな変化でした。 

次年度の OJT では、他者の自身の課題分析や他者への伝え方に関するスキル向上を目標にしたいと思いま

す。 
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奈良 梨央 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 

9/7、10/5 競泳委員会出席 

9/24-28 所属先でのコーチング実践（合宿） 

10/1-4 所属先でのコーチング実践（第 96回日本学生選手権） 

10/16-18 所属先でのコーチング実践（第 62 回短水路日本選手権） 

9/5-10/18 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

相手の理解を得る説明をすることができる 

9月 24日〜28日行われた所属先での合宿中に、インカレに向けて

の行程などを説明する機会があり、そこで言葉だけでなく LINE やネ

ットを活用して事前に資料や要点を伝えていたことで理解が深められ

ていた。 

選手やスタッフからの信頼を得ることができる 

9月 24日〜28日行われた所属先での合宿中、必要に応じて選手と

面談を行い、不安要素を取り除けるように努力できた。この OJTだ

けで信頼を得られているわけではなく、これまでの継続的な関係作り

があると思う。また、10月 16 日〜18日に行われた短水路日本選手

権では、監督やマネージャーとの連携を取り、選手がレースに臨み

やすい環境作りを心がけた。また、マネージャーとも情報を共有し合

うことで、信頼関係を築き、選手だけでなくスタッフへの安心感を与え

られるよう心掛けた。 

多くのコーチと情報交換ができる 

10月 1日〜4日のインカレで様々なコーチと会い、話す機会があっ

た。コロナの影響の中、どのように組織を動かしていたかなど聞くこと

が出来た。10月 16 日〜18日に行われた短水路日本選手権ではコ

ーチだけでなく、大会運営や会場運営にも目を向け、このようなコロ

ナ禍の中、選手の安全管理のため、どのように試合が運営されてい

るか確認することができた。 

選手がチャレンジできる支援ができる 
競技会で思うような結果が出なかった選手に対して、次に控えるレー

スへ向けて心を整え直す支援ができた。 

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 12/7-13 NF 強化事業（インターナショナル強化選手合宿）での指導 

非公式 10/24-12/6 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

組織全体の業務状況を把握することができる 

インターナショナル強化選手合宿において、ナショナルチームの総

務、トレーナーと話す機会を設けた。ナショナルチームで活躍していく

ためには、何がコーチとして必要かなど聞けた。トレーナーの方から

は、自身のチームがどう見えているか客観的な意見をもらえた。 

安全管理を学び、組織の安全を確保することができる 

インターナショナル強化選手合宿期間中、コロナウイルス感染予防

に必要な情報（安全管理）について、どのように考えているか情報を

得ることができた。 

チャレンジすることができる 

インターナショナル強化選手合宿期間中、積極的に自分から他コー

チに声をかけに行った。これまであいさつ程度だったコーチとも、多く

の話が出来るようになってきた。 

多くのコーチと情報交換ができる 

インターナショナル強化選手合宿期間中、所属チームの練習時間以

外に、他チームの練習の様子や指導の様子を見学させてもらい、練

習の目的などを聞くことができた。 

選手やスタッフからの信頼を得ることができる 
選手からコーチングに関する情報をこちらから声をかけなくとも、話を

してくれた。 

指導方法を増やすことができる多くのコーチから指導方法を学

ぶ 

インターナショナル強化選手合宿期間中、他チームの練習を見学を

して、指導の様子を見学した。特にオリンピック出場経験のある選

手、オリンピック代表選手を輩出経験のあるコーチのもと見学がで

き、トップコーチがどのようなことを考えているかについて聞けた。 
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第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 12/14-20 NF 強化事業（インターナショナル強化選手合宿）での指導 

非公式 

1/3-9 所属先でのコーチング実践（合宿） 

1/11 競泳委員会出席 

12/21-1/31 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

小さな芽のうちから問題を発見していく 

所属先の選手との会話を大切にし、1月末や 2月頭の試合に向けて

不安解消、問題解決に取り組んだ。12月末から年始にかけて、合宿

で不在にしていた分、大学に残っている多くの選手やマネージャーと

話す機会を意図的に設け、チームの現状を把握することができた。 

尊重や共感、調和の取れたコミュニケーションを取る 

所属先の選手と、今後のレース戦略（タイムの確認、技術の確認）を

局面ごとで確認した。 

自分の考えていることと選手本人が考えていることを共有できた。相

槌も打つことで本人も話したいことを話せる雰囲気を出せたとは思

う。 

情報を共有できる関係を築く 

チームスタッフに自分が立てた練習の意図を説明する機会を設け、

なぜこのようにメニューを立てたかを伝え、共通認識を持つことがで

きた。 

第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

問題解決能力を身に付けることができる - 

寄り添う力を身に付ける - 

連携をとることができる - 

人間関係を配慮することができる - 

 
令和2年度OJTの振り返り 
これまで科学的根拠に基づいた指導および自身の経験や監督

の経験談を元に、指導を行ってきた。今現在もそれは変わりない

が、OJTが始まって大きく変化があったのは「自分の指導スタンス

や自分の立場を理解できたこと」さらに「自分の強みのポイントが違

う相手とのコミュニケーションに意識を向けるきっかけを得られたこ

と」の 2 つである。 

1 つ目は、OJTを通して多くの指導者と関わりを持てたことで、こ

れまでに持っていなかった指導言語や指導方法が身につき始め、

それを普段の所属現場で実践することで自分自身の指導スタンスが少しずつ明確となってきた。指導言語や指

導方法が増えることで、引き出しが増えてはきたが、他コーチの見よう見まねだけではなく、今後は私の指導スタ

ンスに落とし込むことで、コーチングスタイルを確立させていきたい。また、OJTを通して様々なコーチ・スタッフと

関わることができ、今いる自分の立ち位置を理解することができたため、今後ナショナルチームに入って活躍する

ためにも必要な道標が少しずつ見えてきたように感じている。 

 2 つ目について、OJTが始まるまでは、なぜこの選手は上手くいかないのだろうと考えた際に、修正をするこ

とばかりに目を向けていた。しかし、OJTやメンタリングを繰り返すことで、その選手の強みをさらに引き延ばすこと

にも力を注ぐことが重要である事に気づけた。私は自ら問いを立て、修正をしながら改善していくことが 1 つの強

みであるが、誰しもがそれに当てはまるわけではない。多くの選手がいる中で、修正しながら改善していくだけが

強化ではなく、長所を引き延ばしてあげることも重要であるという発想の展開も持てるようになった。 

 以上のような、気づきが私のコーチングスキルに磨きをかけ、コーチとしての資質も上がったのではないかと
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感じている。今年度の実践を通して、自分のビジョンが少しずつ明確になってきたように思う。さらに、多くの同僚

となる仲間と学び合うことで、自然にコミュニケーション能力も高まったように感じた。将来のビジョンを想像しなが

ら、研修会などの発表の場でそれらをより明確にできるよう取り組みたい。そして、そのビジョンに向かっていく中

で、コーチング現場においては、理論と実践を大切にし、自身の成長とともに、他者（選手や学生コーチなど）に

対しても実践してもらえるような良い影響力を与えられるようにしていきたいと考えている。 

次年度は今回の気づきの 1 つである、修正しながら強化することだけではなく、対象者自身の長所を引き延ば

してあげることにも力を注げるようにしていきたい。これまでは、弱点をどうしたら克服できるのか、どのようにしたら

修正ができ改善されていくのかという点ばかりに目を向けていたと感じた。しかし、メンターと話していく中で、その

人自身のストロングポイントは何だろうかと考える重要性や、ストロングポイントを伸ばしていくことに力を注ぐことも

必要なのではないかと気づいた。よって、弱点だけに目を向けるのではなく、多角的な視野を持ち、様々なベクト

ルの方向から対象者へアプローチしていきたい。 
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原口 聖羅 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 

10/6・7・8・10 
ナショナルクラスコーチ（U23以下）の指導現場観察およびコーチングに関す

る意見交換 

10/8・9 
他競技種目のナショナルクラスコーチの指導現場観察およびコーチングに

関する意見交換 

非公式 9/5-10/18 所属先でのコーチング実践（JOCエリートアカデミー選手）  

成長目標 成果 

選手の特徴に応じた指導ができる 
ナショナルクラスコーチの指導現場観察を通じて、 

・選手の特徴に応じた艇やオールのセッティングを学ぶことが

できた 

・海外と日本チームのテクニカル面の違いについて情報共有

できた 

・様々なクルーを見て、そのクルーの特徴を見抜き、良さや課

題を共有できた 

他競技種目のナショナルクラスコーチの現場観察を通じて、 

・世界でのメダリストを輩出されているコーチの指導法を間近

で見学し、様々な動きを取り入れたトレーニングについて、学

びを得ることができた 

瞬時に情報を整理することができる 

端的に正確な情報を伝えることができる 

必要な情報を得る、伝えることができる 

第2

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 

10/25・26 

ナショナルクラスコーチ（シニア）の指導現場観察およびコーチングに関する

意見交換 

11/16-18 

11/21-26 

12/9・10 

非公式 10/24-12/13 所属先でのコーチング実践（JOCエリートアカデミー選手） 

成長目標 成果 

選手の特徴に応じた指導ができる 

シニア代表コーチの指導現場観察およびコーチとの意見交

換を通じて、 

・選手の特徴に応じた艇やオールのセッティングを学び、所

属先の選手へのコーチングで意識して実践することができ

た。 

・様々なクルーを見て、そのクルーの特徴を見抜き、良さや課

題を共有できたとともに、普段見ている選手を別の角度から

見ることの必要性に気づいた。 

・基礎基本の重要性を再確認した。選手が上達するにつれ、

細かいところに目が行きがちであるが、再度基礎基本を徹底

することが重要であると感じ、所属先の選手へのコーチング

で意識して実践することができた。 

・競技以外の場面での選手への声掛け、トレーニングの雰囲

気づくりについて学び、疲れがピークに達するときの、チーム

への声掛けの重要性に気づいた。 

 
 様々な視点を手に入れる 

第3

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 1/20-28 
ナショナルクラスコーチ（U23・シニア）の指導現場観察およびコーチングに関

する意見交換 

非公式 12/19-1/31 所属先でのコーチング実践（JOCエリートアカデミー選手）  

成長目標 成果 

選手の特徴に応じた指導ができる 

シニアおよび U23代表コーチの指導現場観察およびコーチ

との意見交換を通じて、日頃指導している選手（JOCエリート

アカデミー選手）に対して、 

・多角的な視点から動作分析や課題抽出することを意識する

ことができた 

・一つの課題に対して複数の視点からアドバイスすることを意

識できた 

・セッティングについて、学び、コーチングの中で実践できた 

様々な視点を手に入れる 
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第4

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

選手の特徴に応じた指導ができる - 

様々な視点を手に入れる - 

  - 

  - 

  - 

 
 
令和2年度OJTの振り返り 

2年前より現在の仕事を開始し、今までとは選手のレベル・育成

環境が大きく変わる場所での指導となった。ゼロからのスタートで

あったが、様々な経験をさせて頂き、少しの知識と経験値は手に

入れることができた。しかし、選手のレベルにあった競技に関する

知識や経験値は不足しており、全く自信がない状態であった。加

えて、人見知りな性格から、あまり人の輪を広げようとせず、居心地

の良いところに意見を求める傾向にあった。 

開始前の自身の評価にあるように、「知識・経験値の不足」を埋

めようと、まずは様々なコーチの現場観察を積極的に行った。今年度はコロナ禍となり、幸いにもシニアチームの

国内での合宿が続いたため、空いた時間を使って積極的に足を運ぶことにした。また、シニアチームの合宿に選

手を混ぜてもらう新たな試みも実現できた。結果、競技面における指導はもちろん、選手との関わり・コミュニケー

ションの取り方など、間近で学ぶことが多かった。今までとは違う視点で見ることができたり、様々なスキルを手に

入れたり、コーチングに関する引き出しを大幅に増やすことができた。最終的には、重要なオリンピック選考直前

のトレーニングや選考レース場面にも携わるができ、選手からもコーチからも多くのことを学ぶことができた。総じ

て、自身の課題であった「知識・経験値の不足」「人との関わりの少なさ」に対して、積極的に改善を求め、実行で

きたことは大きな成長だと感じる。 

今年度、「知識・経験値の不足」「人との関わりの少なさ」の課題改善にアプローチした結果、今までとは違う視

点で見ることができたり、様々なスキルを手に入れたり、コーチングに関する引き出しを大幅に増やすことができ

た。次年度は、そこで手に入れたものを自身のコーチング現場で「実践、改善を繰り返し、自分のものにしていく」

ことを目標に実行していきたい。 
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藤岡 麻菜美 
 
※第 2 回 OJT実践よりプログラムに参加したため、第 1 回 OJT実践は未実施 

OJT実施概要 

第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 10/29 事業スタッフ OJT観察が伴うコーチング実践 

非公式 10/24-12/13 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

Game Sense理論に基づく練習メニューが実践できる 

Game Sense理論に基づき、オフェンス時のスペースを見つけるス

キルを身につけられるよう、ルールや環境設定をしたメニューを作

成し、実施した。内容は 2 グループ対抗のボールタッチによる鬼ご

っこ。パスを受けた人は移動できない中で、いかに相手を捕まえら

れるか、スペースの見つけ方を意識すると言う内容だった。選手た

ちは練習メニューの意図に沿って、仲間同士で協力しながら相手

を捕まえられるようなパスを受ける位置取りを探し、鬼ごっこを実

践できていた。パフォーマンスに必要なスキルを口やドリルで細か

く説明せずとも、練習メニューの作り方によって自然と獲得できるこ

とを学んだ。 

第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 12/19-1/31 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

選手とのコミュニケーションツールを開発できる（最低一つ） 

選手との個別オンラインミーティングにおいて、選手が話す時間が

長くなるように意識して取り組んだ結果、 

・選手一人一人に理解を深めることができた。 

・体育館（練習）では話せないことも個別ミーティングの場では話し

てくれた選手もいた。 

指導中、ask を多く使えるようになる 選手に対して ask を多く使い、選手からの発言が多くなるように意

識した。そのため下位のオープンクエスチョンをできるようにも意識

した。質問することで、一つ一つのプレーに意図を持ってやるよう

になった。以前よりも選手の発言量は増えた。 
クローズドクエスチョン・オープンクエスチョンの上位と下位を明確

に理解し、選手のレベルによって使い分けることができる 

抑揚をつけて、伝えたいことを明確に伝えることができる 

練習後の集合で、その日の振り返りの要点をまとめ簡潔に明確に

伝えることを意識した。ダラダラと話すのではなく、要点をまとめて

話すことができた。次の練習に向けての課題も伝えることができ

た。 

何事もポジティブに捉えるマインドセットの方法を知り、実践する

ことができる、選手たちに指導することができる 

選手たちにいつもとは異なる状況の中でもポジティブに取り組める

よう声かけやメニュー作りの工夫をした結果、 

・選手たちが声を掛け合いながら練習に取り組めていた。 

・選手たちのコンディションを考慮したことで、その後のメニューへ

の取り組み方がよかった。 

第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

セーフティーチェックリストを手に入れている - 

選手とのコミュニケーションツールを開発できる（最低一つ） - 

指導中、ask を多く使えるようになる - 

クローズドクエスチョン・オープンクエスチョンの上位と下位を明確

に理解し、選手のレベルによって使い分けることができる 
- 

抑揚をつけて、伝えたいことを明確に伝えることができる - 

何事もポジティブに捉えるマインドセットの方法を知り、実践する

ことができる、選手たちに指導することができる 
- 
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令和2年度OJTの振り返り 
2020年 5月に現役引退をし、6月から指導者になりました。コー

チとして右も左もわからない状態からのスタートだったので、選手と

しての財産を正論だと思い込み、経験を伝えることしか出来ません

でした。高校生に自分のような経験をすれば成功すると押し付け、

競技に関することも自分の都合の良いようなチームにしようとしてい

ました。このプログラムに参加する前の自身のコーチングスキル、コ

ーチとしての評価は０点です。 

研修会において、他者の話を聞き、意見を引き出すことの大切さ

や難しさも学びました。実際に選手全員と１on１meeting を行う中

で、選手の話を聞き、意見や考えを引き出そうと思っていても、自分の発言量が多くなっていました。選手の思考

の間を我慢して、選手からの言葉を大切にしていきたいです。また選手たちの表情を観察し、声に耳を傾け、選

手からの考えを引き出すためにコート外での選手とのコミュニケーションを取ることで、自然と選手からの発信や質

問が増え、選手たちとの共通認識を作れてきたので続けていきたいです。 

次年度の OJT では常に学びをアップデートし、選手たちの主体性を引き出せるようなコーチングスキルを身に

つけることを目標とする。また、女子バスケット界初の選手とコーチのデュアルキャリアを歩むロールモデルとなり、

選手たちにポジティブな影響を与えていきたい。 
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前野 香苗 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

9/12・19・26、 

10/10・17・ 
推薦母体が OJT 機会として設定する選手へ個人練習での指導 

10/2-4 NF 強化事業（強化合宿）での指導 

非公式 

9/14 自己分析シート作成 

9/28、10/12 選手・スタッフプロフィールシート作成 

9/5-10/18 選手へのオンライントレーニング指導（週 2-3 回程度） 

9/5-10/18 ナショナルチームスタッフとのミーティング実施（週 1 回程度） 

成長目標 成果 

自分の長所・短所を知る、チーム内での役割を理解する 

SWOT 分析をもちいた自己分析の実施し、自分自身、置かれた環境

などとしっかり向き合い、客観的に評価した。自分のことをただ振り

返るだけでなく、言葉に表すことで、自分の長所・短所や今おかれて

いる環境を把握でき、これから何を実施していくかが明確になった。 

NF スタッフとの意見交換、選手とのコミュニケーションを図る 

定期的に選手・スタッフと話す機会を作る。トレーニングでは、参加者

に１回に１つは質問（会話のキャッチボール）ができるように意識し

た。オープンクエスチョンをすることで、相手が話をする機会を作るこ

とができた。 

選手、スタッフについて知る（性格、競技環境、目標、長所・短

所…など） 

担当クラスの選手・スタッフからプロフィルシートの作成を開始した。

まずは知っていることを書き出し、相手の個性や自分との関係性な

どを把握した。これまでの選手・スタッフとの関わりの中で、色々なこ

とを共有できていると実感したが、こんなことを知らなかった？という

ことがあったり、こういう部分がすごいなぁと尊敬する部分に改めて

気づいたり発見があった。 

積極的に自分の意見を伝える（伝え方の選択、語学力） 

理論的な説明が納得しやすいが、難しすぎると話をスルーしやすい。

コーチ陣で連携し、伝えることの方向性を統一し反復して伝えていく

ことが大切であり、NFヘッドコーチと相談しながら実践できた。 

競技特性、競技用具について知識を増やす 

10月 10日の個人週では、ナショナルヘッドコーチと競技用具（車椅

子）の作製打ち合わせ・調整評価を実施した。体の機能的な部分だ

けでなく、選手の戦術特性や長所を引き出せるような車椅子調整の

方向性についてディスカッションできた。 

戦術（試合分析）、指導法について知識を増やす 

強化合宿において、ボール調整の知識習得を目的に他のコーチ、ボ

ール業者と意見交換を行った。上投げ・下投げ選手のボール特性、

重量調整や革の調整について知ることができた。 

 
 現場での実践準備 

強化合宿ではコーチ陣で練習の目的を共有した上で、チーム練習の

メンバー割り振りや、指導内容の確認をし実施できた。練習目的も達

成。事前準備の大切さを実感した。 
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第2

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 

11/6-8 NF 強化事業（強化合宿）での指導 

10/28、11/3 推薦母体が OJT 機会として設定する選手へ個人練習での指導 

10/24-12/13 推薦母体が OJT 機会として設定する選手とのオンラインミーティング（週 1 回程度） 

12/6 ナショナル強化合宿での指導（オンライン） 

非公式 

11/27-29 育成選手練習会（オンライン）での指導 

12/11 選手プロフィールシート作成 

10/24-12/13 選手へのオンライントレーニング指導（週 2-3 回程度） 

10/24-12/13 ナショナルチームスタッフとのミーティング実施（週 1 回程度） 

成長目標 成果 

自分の長所・短所を知る、チーム内での役割を理解する   

NF スタッフとの意見交換、選手とのコミュニケーションを図る 

ミーティングや練習に参加しているメンバー全体の雰囲気、会話の流

れを観察し、自ら話を振るだけでなく、あえて自分からは発言せずに

待つ姿勢を意識した。私が発言しないことで、選手から質問があがっ

たり、選手間での会話のキャッチボールが生まれたり、選手が主体

に進められる場面がみられた。 

選手、スタッフについて知る（性格、競技環境、目標、長所・短

所…など） 

11月 25 日の選手とのオンラインミーティングでは、選手が考えてく

れた練習再開マニュアル（体調不良からの復帰）に沿って、選手自身

が納得して考えをまとめていけるように導いた。選手の提案内容が

何を狙っているのか、掘り下げて質問することで、選手の根本的な課

題に気づくことができた。選手自身が自ら言葉にすることで、悩んで

いた部分が少しずつクリアになってきたとミーティングの感想をもらっ

た。 

選手のプロフィールシートを作成し、理解を深めた。プロフィールシー

トをまとめることで、私自身が選手やスタッフの知っていること、知ら

ないことが明らかになった。 

競技特性、競技用具について知識を増やす 

11月 6日〜8日の強化合宿において、他のコーチやボール業者と

ボール調整に関するディスカッションを設定し、ボールの劣化の評

価、今後のボール調整スケジュールについて学んだ。 

コーチングの実践と振り返り 

選手へのかかわり方や、自分の立ち位置など、監督やクラスコーチ

と適宜確認ができ、自分が不安なくコーチングできる環境を整えるこ

とができた。 

第3

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 
12/19、1/9・23 推薦母体が OJT 機会として設定する選手とのオンラインミーティング（週 1 回程度） 

1/14・21・28 推薦母体が OJT 機会として設定する選手へ個人練習での指導（オンライン） 

非公式 
12/19-1/31 選手へのオンライントレーニング指導（週 2-3 回程度） 

12/19-1/31 ナショナルチームスタッフとのミーティング実施（週 1 回程度） 

成長目標 成果 

対象選手の成長計画(強化計画)を選手と共に作成する。個人

練習の指導案を作成する。 

選手が挙げてくれた目標に沿った強化計画（サポートの流れ）を完成

させられた。 

指導の様子を動画撮影しパフォーマンスを評価できる。他コー

チからフィードバックをもらい指導案を修正できる 

リモートの形ではあるが、選手の体の状況、投球フォーム、パフォー

マンスなどの評価ができ、他者からも評価内容に賛同をもらえた。 

競技特性や競技用具の知識を得る 
地元スタッフ、協会スタッフ（コーチ、アナリスト、トレーナー）との連携

の場を作りファシリテーションを実施できた。 

選手・スタッフから意見を引き出す、自分の意見を簡潔に伝え

る。発言のタイミングを見極める 

自分自身がトレーニングにあえて参加せず、選手のみで遂行する時

間を作った。後で選手から報告があがり、選手の主体性・選手間のコ

ミュニケーション向上を感じた 
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第4

回 

実施期間 

OJT 種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

対象選手の成長計画(強化計画)を元に、選手と各月の目標を

考える。個人練習の指導案を作成する 
- 

指導の様子を動画に撮影。 

他コーチとディスカッションの場を設定し、フィードバックをもら

い指導案の修正を重ねる。 

- 

相手に伝わるプレゼンテーションを意識して取り組む。オンライ

ン英会話で自分の仕事について説明できるようにする。 
- 

オンラインの場で、選手・スタッフから意見を引き出す。チーム

内での自分の役割を把握し、適切な関わり方ができる。 
- 

家族について知る（主人と将来について話す機会を作る） - 

戦術や指導法についてコーチやアナリストに助言・意見を求め

知識を増やす。継続したコーチミーティングを実施。 
- 

コーチや選手から競技特性や競技用具の知識を聞き出す、調

整などを経験する。 

車椅子調整を実施（動作分析スタッフと連携）。 

- 

東京パラリンピックに向けて情報をアップデートする。ヘッドコー

チや事務局スタッフから情報を得る。HPなどの確認。 
- 

 
 
令和2年度OJTの振り返り 

OJT開始前は、自身のスキルのなさを自覚しているからこそ、コ

ーチとしてのチャレンジができていなかったように思います。それ

は、自分がコーチとして何か失敗してしまうことで、これまでトレーナ

ーとして築き上げてきた自身のポジションや、選手との関係性が崩

れてしまうのではないかという怖さがあったからです。失敗を恐れて

なかなか一歩を踏み出せず、そこを自分自身で後押しできるような

自信も持ち合わせていなかったのだと思います。 

また、男性スタッフに負けたくないという私自身の固定概念もあっ

たことから、周りに弱みを見せたり頼ったりすることが苦手な部分があり、それが周囲との関係作りや、選手と共に

成長していく姿勢の阻害因子となっていたように思います。今年度は、「コーチとしての信念や人間性」という基礎

となる部分を OJT課題として掲げてきましたが、次年度はさらに具体的な現場での実践課題へとつなげていきた

いと考えています。 

例えば、実践コミュニティでは現場指導の準備・実施・修正・振り返りの中から自身の課題を抽出し、課題解決

に向けた試行錯誤の過程を通して、コーチとしてのスキルを高めていきたいと思います。また、研修終了後もキャ

リア形成と学びを継続していける環境を作るために、NFスタッフや周囲の方々へ自ら発信していき、環境を整え

ていくと共に仲間を増やしていくことを目標としたいと思います。 
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山下 昭子 
 
OJT実施概要 

第1

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 

10/11-18 
シニア代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチ

ングに関する意見交換 

10/16-18 
パラ代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチン

グに関する意見交換 

非公式 9/5-10/18 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

シニア代表チーム強化合宿に参加しスタッフ、選手との

関係性を構築する 

選手やナショナルチームスタッフとコミュニケーションをとるこ

とができ、選手からは強化に関する要望を聞くことができた。

視察やコーチとのディスカッションを通じて代表クラスの選手

が実施する練習方法について理解を深めることができた。私

自身に強みが何か考えそれをいかした指導をしたいと感じ

た。今後は代表選手の要望に答えられるような行動ができる

ように務める。 

パラ代表チーム強化合宿に参加しスタッフ、選手との関

係性を構築する 

選手やナショナルチームスタッフとコミュニケーションをとるこ

とができた。視察やコーチとのディスカッションを通じて代表ク

ラスの選手が実施する練習方法について理解を深めること

ができた。選手各々に障害が違うので一人一人の分析を踏

まえた指導が重要であること、ルール等についても勉強をす

ることが重要だと感じた。 

第2

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 

11/16-22 
シニア代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチ

ングに関する意見交換 

12/19-22 
パラ代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチン

グに関する意見交換 

非公式 10/24-12/13 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

シニア代表チーム強化合宿に参加しスタッフ、選手との

関係性を構築する 

参加するメンバー全員と必ず一度は話をし、相手への理解を

深めたとともに、選手に至っては個別の課題についても把握

することができた。次回は選手と話した内容について、的確

なアドバイスできるような材料を準備してコミュニケーションを

図る。 

パラ代表チーム強化合宿に参加しスタッフ、選手との関

係性を構築する 

参加する選手全員と必ず一度は話しをし、相手への理解と課

題の把握に努めた。チームや個人が抱える課題について発

見があった。 
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第3

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 

1/11-17 
シニア代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチ

ングに関する意見交換 

1/15-17 
パラ代表チーム強化合宿視察およびナショナルチームスタッフとのコーチン

グに関する意見交換 

非公式 12/19-1/31 所属先でのコーチング実践 

成長目標 成果 

コーチ、選手と沢山話す機会を作り、それぞれの考えや

具体的な計画に理解を深め、自身の考えや思いを伝え

ることができる 

シニア代表合宿では、選手が自身の強み・弱みを把握してい

るか確認するとともに、強みを生かした練習できるようにアド

バイスできるよう意識した。実際に選手個別に相談に乗り、

現場を把握するとともに課題解決の支援を行うことができ、

選手自身も前向きな姿勢を示していた。 

パラ代表合宿では、以前よりコーチ・トレーナーともコミュニケ

ーションが取れる機会が増えた。また、他のコーチが技術面

で悩んでいる事に関してもアドバイスができた。 

選手が相談しやすい環境をつくる 

シニア代表合宿において、外国人コーチと選手間のコミュニ

ケーションを促進できるよう、必要に応じて通訳を行い、関係

性の構築を支援した。選手から「もっとあのコーチの話が聞き

たい」との発言があり、実際に選手から外国人コーチに質問

をする機会が増えていた。 

第4

回 

実施期間 

OJT種類 期間 内容 

公式 - - 

非公式 - - 

成長目標 成果 

コロナ禍で 1年以上開いた試合が始まり選手はもちろ

ん久しぶりの試合に緊張が今まで以上あると思うので

パフォーマンスに支障のないくらいの緊張感で試合に臨

めるサポートをする 

- 

他種目のコーチから学ぶ機会を作り、新たな視点を得る

ことができる 
- 

  - 

  - 

  - 

 
 
令和2年度OJTの振り返り 
本プログラム受講をきっかけに、指導を初めて行った時（22歳当時は選手をしながら指導を始めた頃です）の

自分を遡り振り返りました。私は自身ができることを基準に指導を行い、いつも選手を『ダメだダメだ！』と怒ること

ばかりでした。そして、指導者は怖いイメージだと思い込み、いつも偉そうにしていました。しかし、プログラムでの

学びを通じて、私は私、選手は選手と言うことに気づきました。OJTを通して、どのように指導をすることでわかり

やすくまた丁寧にできるのかと言うことを考え、指導を行うことができました。 

指導を行う環境の安全についても学びがありました。指導中に選手の怪我に直面した際、以前の私であれば

『怪我をする選手のせいだ』で終わっていたと思います。しかし、そこでの対応の仕方に私も振り返り成長したと思

いました。判断力・対応の仕方、なぜその怪我が起きてしまったのか、そして怪我をした選手以外の選手のケア等

についてまで考え、行動できるようになりました。このような事もこのプログラムを通し学んだことです。 

来年 1年成長できるよう楽しく無理せず頑張りたいと思います。 
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メンタリング 
 

対象コーチがエリートコーチへとキャリアを歩むにあたり、直面する課題（例えば、コーチングスキル、結婚や出

産・育児、介護等のライフイベントとの両立等）を整理し、OJT実践の円滑化を図ることを目的にメンタリングプログ

ラムを実施した。対象コーチ（メンティ）には「コーチングメンター」と「キャリアメンター」2 種のメンターを配置した。

コーチングメンターは、対象コーチの OJT に関する相談やコーチングスキルに関する助言・アドバイスをし、OJT

が円滑に進むように支援した。一方、キャリアメンターは、女性特有のライフイベントとの両立や、男性社会の中で

どのようにエリートコーチとしてのキャリアを築いていくのかといった、キャリア形成の側面から支援を行なった。 

キャリアメンターについては株式会社 MANABICIAが提供する社外メンタープログラム「Mentor For」に派遣依

頼を行うとともに、メンタリングプログラムの運営についても共同で行った。なお、メンタリングの進捗や成果を確認

するため、アンケート調査を事前（令和 2 年 8 月）、中間（令和 2 年 11 月）および事後（令和 3 年 2 月末から 3

月上旬）に分けて実施した。以下、「Mentor For」が取りまとめた各アンケート結果をもとにメンタリングプログラム

の成果概要を報告する。 

 

実施実績 
期間：令和 2年 9月〜令和 3年 3月 

方法：オンラインにて、1 回につき 1時間程度 

  

■ メンタリングセッション （敬称略）

コーチングメンター(⽇体⼤) 

キャリアメンター(MentorFor) 1回 2回 3回 4回 5回 6回 

萩原 美樹⼦ 2020/9/14 2020/10/15 2020/11/17 2020/12/24 2021/1/18 2021/2/25

安藤 知⼦ 2020/12/21 2021/1/18 ― ― ― ― 

古川 佑⽣ 2020/9/15 2020/10/28 2020/12/23 2021/2/24 ― ― 

四⽅ 結花 2021/1/18 2021/2/10 ― ― ― ― 

岩原 ⽂彦 2020/9/23 2020/11/3 2021/1/16 2021/2/22 ― ― 

⼤関 ⾹織 2021/1/9 2021/2/7 ― ― ― ― 

伊藤 雅充 2020/9/16 2020/11/11 2021/1/28 2021/3/18 ― ― 

中野 敬⼦ 2021/1/6 2021/1/29 ― ― ― 

⿊岩 純 2020/9/25 2020/11/10 2021/1/22 2021/2/22 ― ― 

宮本 桃⼦ 2020/12/18 2021/1/12 ― ― ― ― 

浅⾒ 敬⼦ 2020/9/16 2020/11/10 2021/1/19 2021/1/28 2021/2/15 2021/2/27

荻原 直保⼦ 2020/12/23 2021/2/16 ― ― ― ― 

根本 研 2020/9/25 2020/10/26 2020/12/11 2021/1/18 2021/2/25 ― 

⻑⽥ 正美 2021/1/14 2021/2/4 ― ― ― ― 

岩﨑 眞美 2020/9/14 2020/10/8 2020/12/28 2021/2/22 ― ― 

⻄部 沙緒⾥ 2021/1/20 2021/2/24 ― ― ― ― 

萩原 美樹⼦ 2020/12/17 2021/1/26 ― ― ― ― 

⻄部 沙緒⾥ 2020/10/9 2020/11/9 2020/12/11 2021/1/18 2021/2/20 ― 

浅⾒ 敬⼦ 2020/12/21 2021/2/8 ― ― ― ― 

櫻⽊ 友紀 2020/9/7 2020/10/12 2020/12/7 2021/1/25 2021/2/7 2021/2/21

岩﨑 眞美 2020/12/22 2021/2/5 ― ― ― ― 

中野 敬⼦ 2020/9/24 2020/10/27 2021/1/5 2021/1/25 2021/2/8 2021/2/19

⿊岩 純 2021/1/5 2021/2/9 ― ― ― ― 

安藤 知⼦ 2020/9/11 2020/10/26 2020/12/1 2021/1/7 2021/1/29 2021/2/15

メンティ 
開催⽇ 

武友 綾⺒ 

⽩⿃ 歩 

藤岡 ⿇菜美 

岡⽥ 真祐⼦ 

奈良 梨央 

前野 ⾹苗 

冨部 柚三⼦ 

栄徳 美沙季 

清澤恵美⼦(薗⽥) 

原⼝ 聖羅 

⼭下 昭⼦ 

⼩林 可奈⼦ 
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セッション内容 
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メンタリング結果 
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実践コミュニティ（Community of Practice：CoP）の形成と活用 
 

コーチとしての学びは講義やセミナーなど媒介学習（他者が学びを主導する学習）でも起こるが、OJT を含む

各種非媒介学習（自分が学びを主導する学習）での学びがコーチたちの実践力向上に対してより有効であること

が多数の研究から報告されている。非媒介学習の中でも近年特に効果が期待されているのが CoPによる学びで

ある。CoP とはさまざまなスキルレベルの同業者が集まり、お互いの実践力を、相互作用を通して高め合っていく

コミュニティーのことを指す。本件では対象コーチの実践コミュニティの形成と活用に向けた方法論の涵養を目的

に、各研修会に CoPに基づいた内容を組み込み、実施した。 

実践コミュニティの形成と活用において研修会内で中核を担っていたのは各回 OJT 報告の方法論として実施

したケースクリニックであった。ケースクリニックとはグループワークを通じて特定のトピックに対する解決策を導出

する方法論である。ケースクリニックは 1人のコーチから自身が直面しているコーチング実践上の課題を提示する

ことから始まる。グループメンバーは話題提供者が置かれる状況や課題の理解を深める質問を行い、解決策を導

くための情報を収集した上でそれぞれの経験や知識をもとに解決策の提案を行う。その後はグループメンバーか

らの提案された解決策から話題提供者が採用する内容を宣言するとともに具体的なアクションプランも提示する。

以上が具体的な流れであった。解決策を模索する段階では解決に向けた選択肢をより多く、かつ多角的に提案

することに留意することで話題提供者の課題に対する視野の拡大や視点を変えることを狙いとした。実際の感想

として「色々な視点での意見も聞けてとても有意義な時間だった」、「当事者では気づけない視点に気づくことが

できた」などの声を聞くことができた。また、「自分の意見と他の方の意見の共通点を見つけ、共感しながら話すこ

とが出来た」とのコメントから読み取れるように、互いに課題を提示し合うことが相互理解と関係性の構築にも繋が

っていた。 

ケースクリニックの方法論を令和 2年度内を通じて複数回実施したことにより、対象コーチたちは方法論への理

解を深めるだけでなく、より議論を活性化するためのファシリテーションスキルや、他者に投げかける質問の内容

なども吟味しており、回を重ねるごとにコミュニティを通じた学びの質の向上も見られた。ケースクリニックによる

OJT 報告をはじめ、研修会プログラムの多くはディスカッションベースのセッションで展開された。その中で対象コ

ーチたちは様々なテーマに対し、意見交換を行い、共通の目的に向けて思考を共にする時間を過ごしてきた。

研修会すべての時間が実践コミュニティ形成の場だったと言える。 

研修会を核とした実践コミュニティ形成と活用に向けた成果は研修会以外の場でも確認することができた。対

象コーチは自主的に互いに交流する機会やコーチング現場を観察し合う機会を創出していたとともに、12 名のメ

ンバーの中でさらに小さなコミュニティを作り、日常的にコーチングに関する議論を行う者たちもいた。プログラム

の各所で行われた振り返りの場面では多くの対象コーチが本プログラムでの重要な学びとして、同僚となるコー

チとの学び合いを挙げており、本プログラム対象コーチたちにおいても CoPがコーチの成長にとって重要な役割

を果たすことが確認できた。 
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令和 2年度プログラムの振り返りと成果 
 

本プログラムコンピテンシーの獲得度合い 
 

本プログラムでは、各種ナショナルチームクラスのコーチングスタッフとして、所属する組織においてリーダーシ

ップを発揮し、当該競技の国際的競技力向上に貢献できるだけでなく、競技横断的に女性アスリートや女性コー

チのロールモデルとなれる人材の育成を目指す。これらが達成できたかについては、本プログラムが定めるコンピ

テンシー獲得度合いの評価によって確認する。なお、コンピテンシーは女性エリートコーチとして歩み始める土台

形成を想定して、修得すべき資質能力を 6 項目から構成（ビジョンと戦略の設定、環境の整備、人間関係の構築、

練習の実施と試合への準備、現場の理解と対応、学習と内省）するとともに、プログラム修了後も継続的成長を目

指す指標として 4 つの発達段階を設定している。それぞれの発達段階、及び獲得を目指す時期は次の通りであ

る。 

1. スタンダード： プログラム 1年目で達成するレベル 

2. アドバンス：2年間のプログラム終了時点で確実に獲得を目指すレベル 

3. エリート：2年間のプログラム終了時点でこのレベルのスタートラインに立つ 

4. イノベーター：生涯を通じて目指すコーチ像 

対象コーチそれぞれのコンピテンシー獲得度合いを様々な角度から確認するため、実際の評価は、対象コー

チの自己評価、コーチング学を専門とする事業スタッフ、及び各対象コーチ推薦者の客観的評価、3 つの側面か

ら行なった。 
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対象コーチの自己評価 
 

各対象コーチのプログラムを通じたコンピテンシー獲得度合いを主観的に評価してもらうため、プログラム開始

前（令和 2年 8月）、および第 4 回 OJT実践を除く令和 2年内プログラム終了後（令和 3年 3月上旬）にコンピ

テンシー獲得度合いに関するアンケート調査を実施し、10 段階評価にて自己評価をしてもらった。実際にアンケ

ート調査に用いたコンピテンシー自己評価シートの内容は以下の通りであった。 

 

スタンダード アドバンス エリート イノベーター

プログラム1年目で達成するレベル 2年間のプログラム修了時点で
確実に到達を目指すレベル

2年間のプログラム修了時点で
このレベルのスタートラインに立つ 生涯を通して目指すコーチ像

ビジョンと
戦略の設定

ビジョン設定に他者の意見を取り入れることが
でき、他者の支援やツールを用いることで年間
の戦略を可視化した形で示すことができる。

アスリート個人、チーム、ステークホルダー、
コーチ自身、それぞれのニーズを反映したビ
ジョンを設定し、ビジョン達成に向けた年間の
戦略を立案することができる。また、ビジョン
と戦略を簡潔かつ説得力のある方法で示し、
チーム内の賛同を得ることができる。

自身の指導現場を取り巻く全体像を把握し、
個々のニーズを満たした包括的なビジョンを設
定するとともに、実現に向けた戦略を中長期的
視点から論理的かつ先見性をもって策定でき
る。また、ビジョンと戦略をチーム、ステーク
ホルダーに浸透させ、共通の信念を醸成するこ
とができる。

動的かつ複雑で絶対解を見いだすことが困難な
現代社会において、現在の社会的通念を打ち破
る挑戦的で明確なビジョンを持ち、そのビジョ
ンを実現に結びつけるための明確かつ柔軟、本
質的な課題にアプローチする戦略の設定ができ
る。また、他者がそのビジョンと戦略へ賛同し
たくなってしまう影響力を有し、社会における
スポーツの意義や組織の存在価値を高めていく
ことができる。その結果として、日本の国際競
技力向上を牽引することができる。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10

環境の整備

競技力向上に必要な人的資源、物的資源、経済
的資源やシステム、または文化的背景を分析
し、現場とのギャップを説明することができ
る。基本的な救急処置を実施することができ、
事故に対処する準備ができている。

ビジョンと戦略に必要な人的資源、物的資源、
経済的資源を明確にすることができる。安全に
スポーツ活動を実施するための環境を整備でき
るとともに、チームスタッフの役割と責任を明
確化し、成長し続ける組織文化や環境の構築に
向け、協力的な姿勢を示すことができる。

ビジョンと戦略に応じた、人的資源、物的資
源、経済的資源、システムを整備するととも
に、一貫してアスリートとスタッフの安全を確
保している。また、組織として継続的に成長し
ていくため、アスリートとスタッフが互いに学
びを支援しあえる文化や環境を構築することが
できる。

ビジョンと戦略に基づき、得られる人的資源、
物的資源、経済的資源、およびシステム資源を
最大限に活用しつつも、新しい資源開発に惜し
みなく取り組み、組織として学習しながら、よ
りよい環境整備に向けて挑戦し続けることがで
きる。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10

人間関係の
構築

チーム内の関係者へ理解を深める努力をしてい
る。自分の考えを整理して伝えることができ、
他者の意見を引き出すため意識的に発問するこ
とができる。

他者との関わりの中で相手の文脈を読み取るた
めの視点や具体的なアプローチを挙げることが
でき、意識して振る舞いを変えることができ
る。結果としてアスリートやチーム内の関係者
と良好な人間関係を構築することができる。

他者の文脈を読み取る高い能力を有し、状況に
合わせて行動を調整することができる。アス
リート、チーム関係者及びアスリートやチーム
を支援する関係者と互いに信頼、尊重できる関
係性を構築しており、自身の振る舞いが他者へ
与える影響を理解するとともに倫理的配慮や法
的基準を遵守する規範として立ち振る舞うこと
ができる。また、ビジョン達成に向け協力を仰
ぐべきステークホルダーや専門家を分析し、協
力を取り付けるとともに互いに支援し合える関
係性を築くことができる。

感情知性や文化的知性に裏付けられた、親密
性、コミットメント、相補性、共志向を基盤と
した質の高いコーチ-アスリート関係を構築す
る能力が秀でており、ロールモデルとしてアス
リートの信頼と尊敬を得ている。コーチ-アス
リート関係以外にも、様々なステークホルダー
との良好な関係性を築きつつも、常に関係性の
質を高めると同時に、新しい関係性を探し求
め、自身のコーチングに対する支援者を開拓し
続けている。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10

練習の実施
と

試合への準
備

自身の競技経験または指導経験、他者の支援を
得ることで年間計画や具体的な目標を設定する
ことができる。アウトカムベースの練習を立案
することができ、アスリートやスタッフに運営
方法や意図を説明できる。

ビジョン達成に向けた年間計画を短期・中期・
長期目標から細分化して立案することができ、
計画の進行を情報に基づいて評価することがで
きる。また、練習ではスポーツ医・科学の知見
を活用し、アスリートの思考や主体性を刺激す
る具体的なアプローチを意識してとることがで
きる。

達成すべきビジョンに基づき、アウトカムベー
スで中長期計画やセッションを計画・運営・評
価し、状況に応じて柔軟に修正することができ
る。練習やコンディショニングはスポーツ医・
科学分野の専門家と連携し、科学的根拠に基づ
く実践を行うとともに、アスリートの学習を最
適化するため個々の文脈に合わせた練習方法や
教授方法を選択することができる。

複数スタッフが関わる各種ナショナルチームで
指揮をとることができる。スポーツ医・科学の
最先端知識を有する科学者らと協力して、新し
い戦術の開発や練習方法の開発ができ、その競
技の発展に向けた取り組みをリードしている。
また、コーチング現場からスポーツ医・科学ス
タッフに対して新たな研究のインスピレーショ
ンを与えられる対話を行うことができる。練習
の過程においては、その場の文脈に合わせて、
アスリート自身が主体的にパフォーマンス向上
の課題解決に取り組んでいくのに適切な方法論
を選択できるように、多くのアプローチを身に
つけている。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10

現場の理解
と対応

いかなる状況においてもアスリートの権利や尊
厳、人格を損なう行為が許されないことを認識
し、相手の感情や考えを尊重する姿勢を意識し
ている。アスリートのパフォーマンスを自身の
競技経験や指導経験を活かして観察・分析・評
価することができる。

全アスリートへ平等な対応を意識するとともに
アスリート個人が持つ文脈を理解する努力を
し、自身の言動が倫理規範に反するものでない
か、常に振り返ることができる。安全なスポー
ツ環境を整える具体策と基本的な救急処置能力
を有している。また、アスリートのパフォーマ
ンス把握にはスポーツ医・科学の視点を活用す
ることができ、科学的根拠をもって判断するこ
とができる。

チームを取り巻く関係者の権利や尊厳、人格を
尊重した行動ができ、有事に備えた安全管理の
体制を整えている。アスリート育成強化に関わ
る専門家と連携することで、多角的にパフォー
マンスの観察・分析・評価を可能にしており、
根拠に基づいて競技力向上へアプローチするこ
とができる。また、意思決定は一貫してビジョ
ンと戦略に基づいており、常に説明責任を果た
す準備ができている。

他のロールモデルとなる倫理観や規範意識を有
している。適切な安全管理と救急処置能力を有
し、アスリートの安心・安全なスポーツ活動を
可能にしている。その時々の文脈の変化を敏感
に読み取る力を有し、設定したビジョンと戦略
に基づいた適切な一貫した言動を選択すること
ができる。優れた感情知性や文化的知性を発揮
し、アスリートを始め、全ての関係者と平等な
立場に立ち、常に謙虚な態度をとることができ
る。柔軟な思考法によって、複眼的な視点から
事象を見つめ、自らが学びながら意思決定し、
行動していく力を有している。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10

学習と内省

アスリートの競技力向上に貢献するため、コー
チ自身が学び続ける重要性を認識し、自身の課
題を特定できる。成長のため他者の意見や新た
な知識を取り入れることができる。

コーチとして常に学び続ける必要性を認識し、
自身のコーチングを振り返っている。成長のた
め課題を分析し、変化を恐れず挑戦することが
できる。客観的にパフォーマンスを評価する重
要性を認識し、積極的に他者から学ぶ機会を設
けている。

客観的な視点で自身のコーチングを振り返るこ
とができ、根拠に基づいて評価し、解決策を選
択する。コーチングに関連する最新の情報を常
に収集するとともに実践コミュニティに参加
し、自ら情報を発信するとともに他者から学ぶ
姿勢を示している。常に変化を受け入れる柔軟
な思考を持ち、挑戦的に実践を変化させること
ができる。

常に内省的で自身を客観的な視点から評価する
ことができる。困難や挑戦を歓迎し、全ての経
験を学びの機会として捉えることができる。ま
た、自分の成長に責任を持つだけで無く、実践
コミュニティの中心として他者の学びをリード
しつつ自分の学びに繋げられる。

1 2　　　　　3　　　　　4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9　　　　　　10セルフ
チェック

セルフ
チェック

セルフ
チェック

セルフ
チェック

コーチの
発達段階

セルフ
チェック

セルフ
チェック

全く不⼗分 ⾮常に⼗分

全く不⼗分 ⾮常に⼗分

全く不⼗分 ⾮常に⼗分

全く不⼗分 ⾮常に⼗分

全く不⼗分 ⾮常に⼗分

全く不⼗分 ⾮常に⼗分
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コンピテンシーに対する自己評価のプログラム開始前及び終了後比較結果 
 

コンピテンシー獲得度合いに対する自己評価結果の 12 名全員の平均値を算出し、プログラム開始前（令和 2

年 8月）と令和 2年内プログラム終了後（令和 3年 3月上旬）で比較した結果、全ての項目において自己評価が

高まっていた。令和 2 年内プログラム終了時点では 6 項目全ての平均値が「アドバンス」のレベルに差し掛かり、

「現場の理解と対応」、「人間関係の構築」、「学習と内省」の 3 項目については「エリート」のレベルに到達すると

いう結果であった。 
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各事業スタッフおよび各対象コーチ推薦者の評価に基づくコンピテンシー獲得度合い 
 

各対象コーチのプログラムを通じたコンピテンシー獲得度合いを客観的に評価するため、第 4 回 OJT 実践を

除く令和 2年度内プログラム終了後（令和 3年 3月上旬）、コーチング学を専門とする事業スタッフ（伊藤、岩原、

古川）、及び各対象コーチ推薦者による各対象コーチのコンピテンシー獲得度合い評価を行なった。 

実際の評価は、各プログラムの記録として事業スタッフが収集した映像やログ、各提出物、OJT 観察結果、及

び各対象コーチ推薦者が年度内を通じた観察結果をもとに作成したコンピテンシー獲得度に関する評価コメント

を根拠資料とし、事業スタッフの精査を経て、12 名の対象コーチ個別のコンピテンシーチェックシートを作成する

という手続きをとった。なお、コンピテンシーの評価尺度は P（とてもよくできている ）、C（できている）、NYC（まだ

できていない）、NA（確認できない）の 4段階であった。以下、実際のシートを示す。 

 

コンピテンシーチェックシート（1/2） 

 
 

  

対象コーチ： 更新日：2021年3月11日

評価尺度：P（とてもよくできている ）、C（できている）、NYC（まだできていない）、NA（確認できない）

領域 キーワード 発達段階 コンピテンシー 評価 エビデンス

他者の意見を取り入れることができる。

他者の支援やツールを用いることで年間の戦略を可視化した形で示すことができる。

アスリート個人、チーム、ステークホルダー、コーチ自身、それぞれのニーズを反映したビジョ

ンを設定し、ビジョン達成に向けた年間の戦略を立案することができる。

ビジョンと戦略を簡潔かつ説得力のある方法で示し、チーム内の賛同を得ることができる。

自身の指導現場を取り巻く全体像を把握し、個々のニーズを満たした包括的なビジョンを設

定するとともに、実現に向けた戦略を中長期的視点から論理的かつ先見性をもって策定でき

る。

ビジョンと戦略をチーム、ステークホルダーに浸透させ、共通の信念を醸成することができる。

動的かつ複雑で絶対解を見いだすことが困難な現代社会において、現在の社会的通念を打

ち破る挑戦的で明確なビジョンを持ち、そのビジョンを実現に結びつけるための明確かつ柔

軟、本質的な課題にアプローチする戦略の設定ができる。

他者がそのビジョンと戦略へ賛同したくなってしまう影響力を有し、社会におけるスポーツの意

義や組織の存在価値を高めていくことができる。その結果として、日本の国際競技力向上を

牽引することができる。

競技力向上に必要な人的資源、物的資源、経済的資源やシステム、または文化的背景を分

析し、現場とのギャップを説明することができる。

基本的な救急処置を実施することができ、事故に対処する準備ができている。

ビジョンと戦略に必要な人的資源、物的資源、経済的資源を明確にすることができる。

安全にスポーツ活動を実施するための環境を整備できるとともに、チームスタッフの役割と責

任を明確化し、成長し続ける組織文化や環境の構築に向け、協力的な姿勢を示すことができ

る。

ビジョンと戦略に応じた、人的資源、物的資源、経済的資源、システムを整備するとともに、一

貫してアスリートとスタッフの安全を確保している。

組織として継続的に成長していくため、アスリートとスタッフが互いに学びを支援しあえる文化

や環境を構築することができる。

イノベーター

ビジョンと戦略に基づき、得られる人的資源、物的資源、経済的資源、およびシステム資源を

最大限に活用しつつも、新しい資源開発に惜しみなく取り組み、組織として学習しながら、より

よい環境整備に向けて挑戦し続けることができる。

チーム内の関係者へ理解を深める努力をしている。

自分の考えを整理して伝えることができ、他者の意見を引き出すために意識的に発問するこ

とができる。

アドバンス

他者との関わりの中で相手の文脈を読み取るための視点や具体的なアプローチを挙げること

ができ、意識して振る舞いを変えることができ、結果としてアスリートやチーム内の関係者と良

好な人間関係を構築することができる。

他者の文脈を読み取る高い能力を有し、状況に合わせて行動を調整することができる。

アスリート、チーム関係者及びアスリートやチームを支援する関係者と互いに信頼、尊重でき

る関係性を構築しており、自身の振る舞いが他者へ与える影響を理解するとともに倫理的配

慮や法的基準を遵守する規範として立ち振る舞うことができる。

ビジョン達成に向け協力を仰ぐべきステークホルダーや専門家を分析し、協力を取り付けると

ともに互いに支援し合える関係性を築くことができる。

感情知性や文化的知性に裏付けられた、親密性、コミットメント、相補性、共志向を基盤とし

た質の高いコーチ-アスリート関係を構築する能力が秀でており、ロールモデルとしてアスリー

トの信頼と尊敬を得ている。

コーチ-アスリート関係以外にも、様々なステークホルダーとの良好な関係性を築きつつも、常

に信頼性の質を高めると同時に、新しい関係性を探し求め、自身のコーチングに対する支援

者を開拓し続けている。

環境の整備

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

スタンダード

アドバンス

エリート

ビジョンと戦略の

設定

エリート

イノベーター

人間関係の構築

スタンダード

女性エリートコーチ育成プログラム　コンピテンシーチェックシート

システム思考ス

キル、情報収集

力、情報分析

力、情報発信

力、ニーズ分

析、SWOT分

析、本質看取、

プランニング、

KPI、コミュニ

ケーションスキ

ル、アジャイル

開発スキル、リー

ダーシップ、組

織マネジメント、

経営、コーチン

グ哲学、倫理等

特性要因分析、

ステークホル

ダー分析、アント

ラージュマネジメ

ント、選手育成

システム、ITリテ

ラシー、危機管

理システム等

観察・傾聴・承

認・質問スキル、

共感力、感情知

性、文化的知

性、コミュニケー

ションスキル、プ

レゼンテーション

スキル、ファシリ

テーションスキ

ル、リーダーシッ

プスキル等
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コンピテンシーチェックシート（2/2） 

 
  
 
  

自身の競技経験または指導経験、他者の支援を得ることで年間計画や具体的な目標を設定

することができる。

アウトカムベースの練習を立案することができ、アスリートやスタッフに運営方法や意図を説明

できる。

ビジョン達成に向けた年間計画を短期・中期・長期目標から細分化して立案することができ、

計画の進行を情報に基づいて評価することができる。

練習ではスポーツ医・科学の知見を活用し、アスリートの思考や主体性を刺激する具体的な

アプローチを意識してとることができる。

達成すべきビジョンに基づき、アウトカムベースで中長期計画やセッションを計画・運営・評価

し、状況に応じて柔軟に修正することができる。

練習やコンディショニングはスポーツ医・科学分野の専門家と連携し、科学的根拠に基づく実

践を行うとともに、アスリートの学習を最適化するため個々の文脈に合わせた練習方法や教授

方法を選択することができる。

複数スタッフが関わる各種ナショナルチームで指揮をとることができる。

スポーツ医・科学の最先端知識を有する科学者らと協力して、新しい戦術の開発や練習方法

の開発ができ、その競技の発展に向けた取り組みをリードしている。

コーチング現場からスポーツ医・科学スタッフに対して新たな研究のインスピレーションを与え

られる対話を行うことができる。

練習の過程において、その場の文脈に合わせて、アスリート自身が主体的にパフォーマンス

向上の課題解決に取り組んでいくのに最適な方法論を選択できるように、多くのアプローチを

身につけている。

いかなる状況においてもアスリートの権利や尊厳、人格を損なう行為が許されないことを認識

し、相手の感情や考えを尊重する姿勢を意識している。

アスリートのパフォーマンスを自身の競技経験や指導経験を活かして観察・分析・評価するこ

とができる。

全アスリートへ平等な対応を意識するとともにアスリート個人が持つ文脈を理解する努力を

し、自身の言動が倫理規範に反するものでないか、常に振り返ることができる。

安全なスポーツ環境を整える具体策と基本的な救急処置能力を有している。

アスリートのパフォーマンスを把握するためにスポーツ医・科学の視点を活用することができ、

科学的根拠をもって判断することができる。

チームを取り巻く関係者の権利や尊厳、人格を尊重した行動ができ、有事に備えた安全管理

の体制を整えている。

アスリート育成強化に関わる専門家と連携することで、多角的にパフォーマンスの観察・分析・

評価を可能にしており、根拠に基づいて競技力向上へアプローチすることができる。

意思決定は一貫してビジョンと戦略に基づいており、常に説明責任を果たす準備ができてい

る。

他のロールモデルとなる倫理観や規範意識を有している。

適切な安全管理と救急処置能力を有し、アスリートの安心・安全なスポーツ活動を可能にして

いる。

その時々の文脈の変化を敏感に読み取る力を有し、設定したビジョンと戦略に基づいた適切

な一貫した言動を選択することができる。

優れた感情知性や文化的知性を発揮し、アスリートを始め、全ての関係者と平等な立場に立

ち、常に謙虚な態度をとることができる。

柔軟な思考法によって、複眼的な視点から事象を見つめ、自らが学びながら意思決定し行動

していく力を有している。

アスリートの競技力向上に貢献するため、コーチ自身が学び続ける重要性を認識し、自身の

課題を特定できる。

成長のため他者の意見や新たな知識を取り入れることができる。

コーチとして常に学び続ける必要性を認識し、自身のコーチングを振り返っている。

成長のため課題を分析し、変化を恐れず挑戦することができる。

客観的にパフォーマンスを評価する重要性を認識し、積極的に他者から学ぶ機会を設けて

いる。

客観的な視点で自身のコーチングを振り返ることができ、根拠に基づいて評価し、解決策を

選択できる。

コーチングに関連する最新の情報を常に収集するとともに実践コミュニティに参加し、自ら情

報を発信するとともに他者から学ぶ姿勢を示している。

常に変化を受け入れる柔軟な思考を持ち、挑戦的に実践を変化させることができる。

常に内省的で自身を客観的な視点から評価することができる。

困難や挑戦を歓迎し、全ての経験を学びの機会として捉えることができる。

自分の成長に責任を持つだけでなく、実践コミュニティの中心として他者の学びをリードしつ

つ自分の学びに繋げられる。

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

練習の実施と試

合への準備

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

学習と内省

スポーツ医・科学

活用スキル、運

動学習理論に基

づいた練習構

築、ピリオダイ

ゼーション、コン

ディショニング、

チームビルディ

ング、アスリート・

センタード・コー

チング等

倫理観、コーチ

ング哲学、安全

管理、救急処

置、観察・傾聴・

承認・質問スキ

ル、形成的評

価、フィードバッ

ク、コミュニケー

ション、プレゼン

テーション、ファ

シリテーション、

コンフリクトマネ

ジメント等

自己認識、省察

的実践者、アク

ションラーニン

グ、成長的マイ

ンドセット、リジリ

エンス、向上心、

実践コミュニティ

等

アドバンス

エリート

イノベーター

現場の理解と対

応

スタンダード
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令和 2年度プログラム時点でのコンピテンシーチェック結果 
 
令和 2年度内プログラム終了時点（令和 3年 3月上旬）で評価を行なった結果、各項目全体の獲得度合いは

スタンダートレベルが 84.0%、アドバンスレベルが 46.8%、エリートレベルが 13.9%、イノベーターレベルが 7.4%で

あった。 

 

 

※6項目：ビジョンと戦略の設定、環境の整備、人間関係の構築、練習の実施と試合への準備、現場の理解と対応、学習と内省 

 

各項目の評価を個別で見ていくと、「学習と内省」、「ビジョンと戦略の設定」、「現場の理解と対応」、「練習の実

施と試合への準備」の 4 項目がスタンダードレベルにおいて 90％を超える獲得度を示していた。特に「学習と内

省」の項目はスタンダードレベルの獲得を 100%達成し、アドバンスレベルの獲得度は 83.3%、エリートレベルは

38.9%、イノベーターレベルは 13.9%と他の項目に比べ、特に高い結果となった。この項目には、コーチとして常に

省察を行い、学び続ける姿勢を示すことや積極的に他者からの学びを得る姿勢を持つと言った内容が含まれて

おり、これらについては研修会、OJT をはじめとした各プログラムで継続して取り扱ってきており、その成果が高い

獲得度に繋がっていると推察される。次にスタンダードレベルの獲得度が高かったのは「練習の実施と試合への

準備」95.8%、「現場の理解と対応」95.8%、「ビジョンと戦略の設定」91.7%であった。「練習の実施と試合への準備」

に含まれる、「自身の競技経験または指導経験、他者の支援を得ることで年間計画や具体的な目標を設定するこ

とができる」、及び「人間関係の構築」に含まれる「チーム内の関係者へ理解を深める努力をしている」の項目はい

ずれも 100％の達成度となった。 

一方、6項目中最も低い値となったのは、「環境の整備」であり、スタンダードレベルの獲得度は 41.7%に留まっ

ている。この項目に含まれる「基本的な救急処置を実施することができ、事故に対する準備ができている」内容は

実技や現場でのコーチングを観察して評価できるものであり、令和 2 年度については、新型コロナウィルス感染

防止の観点から、直接各対象コーチの OJT 現場を観察することを十分に実施できなかったため、多くの評価が

「NA：確認できない（12 名中 10 名）」となり、全体の獲得度が低い評価となった。なお、この項目に限らず、他の

項目においても同様の状況が起きていることを付記しておく。 

 
  

7.4%

13.9%

46.8%

84.0%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

各項目全体の獲得度合
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各項目レベルごとの獲得度 

   

   

   
 
  

0.0%

0.0%

37.5%

91.7%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

ビジョンと戦略の設定

0.0%

12.5%

25.0%

41.7%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

環境の整備

0.0%

11.1%

20.8%

79.2%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

人間関係の構築

0.0%

4.2%

41.7%

95.8%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

練習の実施と試合への準備

16.7%

8.3%

36.1%

95.8%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

現場の理解と対応

13.9%

38.9%

83.3%

100.0%

0.0% 50.0% 100.0%

イノベーター

エリート

アドバンス

スタンダード

学習と内省
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全チェック項目の獲得度合い（1/2） 
 

 
  

評価尺度：P（とてもよくできている ）、C（できている）、NYC（まだできていない）、NA（確認できない）

件数 割合（%） 件数 割合（%）
他者の意見を取り入れることができる。 12 100.0% 0 0.0%
他者の支援やツールを用いることで年間の戦略を可視化した形で示すことができる。 10 83.3% 2 16.7%
アスリート個人、チーム、ステークホルダー、コーチ自身、それぞれのニーズを反映したビジョン

を設定し、ビジョン達成に向けた年間の戦略を立案することができる。
7 58.3% 5 41.7%

ビジョンと戦略を簡潔かつ説得力のある方法で示し、チーム内の賛同を得ることができる。 2 16.7% 10 83.3%
自身の指導現場を取り巻く全体像を把握し、個々のニーズを満たした包括的なビジョンを設定

するとともに、実現に向けた戦略を中長期的視点から論理的かつ先見性をもって策定できる。
0 0.0% 12 100.0%

ビジョンと戦略をチーム、ステークホルダーに浸透させ、共通の信念を醸成することができる。 0 0.0% 12 100.0%
動的かつ複雑で絶対解を見いだすことが困難な現代社会において、現在の社会的通念を打ち

破る挑戦的で明確なビジョンを持ち、そのビジョンを実現に結びつけるための明確かつ柔軟、本

質的な課題にアプローチする戦略の設定ができる。

0 0.0% 12 100.0%

他者がそのビジョンと戦略へ賛同したくなってしまう影響力を有し、社会におけるスポーツの意義

や組織の存在価値を高めていくことができる。その結果として、日本の国際競技力向上を牽引

することができる。

0 0.0% 12 100.0%

競技力向上に必要な人的資源、物的資源、経済的資源やシステム、または文化的背景を分析

し、現場とのギャップを説明することができる。
8 66.7% 4 33.3%

基本的な救急処置を実施することができ、事故に対処する準備ができている。 2 16.7% 10 83.3%
ビジョンと戦略に必要な人的資源、物的資源、経済的資源を明確にすることができる。 4 33.3% 8 66.7%
安全にスポーツ活動を実施するための環境を整備できるとともに、チームスタッフの役割と責任

を明確化し、成長し続ける組織文化や環境の構築に向け、協力的な姿勢を示すことができる。
2 16.7% 10 83.3%

ビジョンと戦略に応じた、人的資源、物的資源、経済的資源、システムを整備するとともに、一貫

してアスリートとスタッフの安全を確保している。
2 16.7% 10 83.3%

組織として継続的に成長していくため、アスリートとスタッフが互いに学びを支援しあえる文化や

環境を構築することができる。
1 8.3% 11 91.7%

イノベーター

ビジョンと戦略に基づき、得られる人的資源、物的資源、経済的資源、およびシステム資源を最

大限に活用しつつも、新しい資源開発に惜しみなく取り組み、組織として学習しながら、よりよい

環境整備に向けて挑戦し続けることができる。

0 0.0% 12 100.0%

チーム内の関係者へ理解を深める努力をしている。 12 100.0% 0 0.0%
自分の考えを整理して伝えることができ、他者の意見を引き出すために意識的に発問することが

できる。
7 58.3% 5 41.7%

アドバンス

他者との関わりの中で相手の文脈を読み取るための視点や具体的なアプローチを挙げることが

でき、意識して振る舞いを変えることができ、結果としてアスリートやチーム内の関係者と良好な

人間関係を構築することができる。

5 41.7% 7 58.3%

他者の文脈を読み取る高い能力を有し、状況に合わせて行動を調整することができる。 2 16.7% 10 83.3%
アスリート、チーム関係者及びアスリートやチームを支援する関係者と互いに信頼、尊重できる

関係性を構築しており、自身の振る舞いが他者へ与える影響を理解するとともに倫理的配慮や

法的基準を遵守する規範として立ち振る舞うことができる。

2 16.7% 10 83.3%

ビジョン達成に向け協力を仰ぐべきステークホルダーや専門家を分析し、協力を取り付けるとと

もに互いに支援し合える関係性を築くことができる。
0 0.0% 12 100.0%

感情知性や文化的知性に裏付けられた、親密性、コミットメント、相補性、共志向を基盤とした質

の高いコーチ-アスリート関係を構築する能力が秀でており、ロールモデルとしてアスリートの信

頼と尊敬を得ている。

0 0.0% 12 100.0%

コーチ-アスリート関係以外にも、様々なステークホルダーとの良好な関係性を築きつつも、常に

信頼性の質を高めると同時に、新しい関係性を探し求め、自身のコーチングに対する支援者を

開拓し続けている。

0 0.0% 12 100.0%

自身の競技経験または指導経験、他者の支援を得ることで年間計画や具体的な目標を設定す

ることができる。
12 100.0% 0 0.0%

アウトカムベースの練習を立案することができ、アスリートやスタッフに運営方法や意図を説明で

きる。
11 91.7% 1 8.3%

ビジョン達成に向けた年間計画を短期・中期・長期目標から細分化して立案することができ、計

画の進行を情報に基づいて評価することができる。
4 33.3% 8 66.7%

練習ではスポーツ医・科学の知見を活用し、アスリートの思考や主体性を刺激する具体的なアプ

ローチを意識してとることができる。
6 50.0% 6 50.0%

達成すべきビジョンに基づき、アウトカムベースで中長期計画やセッションを計画・運営・評価

し、状況に応じて柔軟に修正することができる。
1 8.3% 11 91.7%

練習やコンディショニングはスポーツ医・科学分野の専門家と連携し、科学的根拠に基づく実践

を行うとともに、アスリートの学習を最適化するため個々の文脈に合わせた練習方法や教授方法

を選択することができる。

0 0.0% 12 100.0%

複数スタッフが関わる各種ナショナルチームで指揮をとることができる。 0 0.0% 12 100.0%
スポーツ医・科学の最先端知識を有する科学者らと協力して、新しい戦術の開発や練習方法の

開発ができ、その競技の発展に向けた取り組みをリードしている。
0 0.0% 12 100.0%

コーチング現場からスポーツ医・科学スタッフに対して新たな研究のインスピレーションを与えら

れる対話を行うことができる。
0 0.0% 12 100.0%

練習の過程において、その場の文脈に合わせて、アスリート自身が主体的にパフォーマンス向上

の課題解決に取り組んでいくのに最適な方法論を選択できるように、多くのアプローチを身につ

けている。

0 0.0% 12 100.0%

P/C NYC/NA
コンピテンシー発達段階

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

練習の実施と

試合への準備

スポーツ医・科学

活用スキル、運動

学習理論に基づ

いた練習構築、ピ

リオダイゼーショ

ン、コンディショニ

ング、チームビル

ディング、アスリー

ト・センタード・

コーチング等

キーワード領域

人間関係の構築

観察・傾聴・承認・

質問スキル、共感

力、感情知性、文

化的知性、コミュ

ニケーションスキ

ル、プレゼンテー

ションスキル、ファ

シリテーションスキ

ル、リーダーシッ

プスキル等

スタンダード

エリート

イノベーター

環境の整備

特性要因分析、ス

テークホルダー分

析、アントラー

ジュマネジメント、

選手育成システ

ム、ITリテラシー、

危機管理システム

等

スタンダード

アドバンス

エリート

ビジョンと戦略の

設定

システム思考スキ

ル、情報収集力、

情報分析力、情

報発信力、ニーズ

分析、SWOT分

析、本質看取、プ

ランニング、KPI、

コミュニケーション

スキル、アジャイ

ル開発スキル、

リーダーシップ、

組織マネジメン

ト、経営、コーチ

ング哲学、倫理等

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター
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令和 2年度プログラム時点でのコンピテンシーチェック結果（2/2） 
 

 
 
本プログラムコンピテンシーの獲得度合いまとめ 
対象コーチの自己評価結果からも読み取れるように、本プログラムはコンピテンシーで定める資質能力の獲得

に確実に寄与しているといえる。しかし、プログラム 1 年目（令和 2 年度）の目標は、コンピテンシー全項目のスタ

ンダードレベル 100％獲得であり、この目標は達成できていない。対象コーチの自己評価では全ての項目の獲

得度合いがスタンダードレベルを達成し、アドバンスレベルにも到達していたが、各事業スタッフおよび各対象コ

ーチ推薦者の評価では全 6 項目全体のスタンダードレベル獲得度は 84.0%であった。達成に至らなかった原因

の一つには前述の通り、コロナ禍の影響で、直接各対象コーチの OJT 現場を観察する機会を十分に確保でき

ず、評価にあたり実際のコーチング実践観察を必要とする項目の評価が満足にできなかったことが挙げられる。

令和 3年度については全ての評価項目を確実に観察するため、積極的に対象コーチの OJT現場を観察してい

く必要がある。また、各対象コーチ個別、またはコンピテンシー項目間の獲得度合いの差が出ていることも見過ご

すことはできない。2年間のプログラムを経て、確実に 12 名の対象コーチがアドバンスレベルのコンピテンシーへ

と到達できるよう、獲得度合いが低い項目に対する学習機会を重点的に確保していくとともに、個別の成長課題

を対象コーチ・事業スタッフ・推薦母体推薦者間で共有し、個の課題に応じた適切な成長支援を行えるよう進め

ていく。 

  

評価尺度：P（とてもよくできている ）、C（できている）、NYC（まだできていない）、NA（確認できない）

件数 割合（%） 件数 割合（%）
いかなる状況においてもアスリートの権利や尊厳、人格を損なう行為が許されないことを認識

し、相手の感情や考えを尊重する姿勢を意識している。
12 100.0% 0 0.0%

アスリートのパフォーマンスを自身の競技経験や指導経験を活かして観察・分析・評価することが

できる。
11 91.7% 1 8.3%

全アスリートへ平等な対応を意識するとともにアスリート個人が持つ文脈を理解する努力をし、自

身の言動が倫理規範に反するものでないか、常に振り返ることができる。
7 58.3% 5 41.7%

安全なスポーツ環境を整える具体策と基本的な救急処置能力を有している。 2 16.7% 10 83.3%
アスリートのパフォーマンスを把握するためにスポーツ医・科学の視点を活用することができ、科

学的根拠をもって判断することができる。
4 33.3% 8 66.7%

チームを取り巻く関係者の権利や尊厳、人格を尊重した行動ができ、有事に備えた安全管理の

体制を整えている。
1 8.3% 11 91.7%

アスリート育成強化に関わる専門家と連携することで、多角的にパフォーマンスの観察・分析・評

価を可能にしており、根拠に基づいて競技力向上へアプローチすることができる。
1 8.3% 11 91.7%

意思決定は一貫してビジョンと戦略に基づいており、常に説明責任を果たす準備ができている。 1 8.3% 11 91.7%
他のロールモデルとなる倫理観や規範意識を有している。 6 50.0% 6 50.0%
適切な安全管理と救急処置能力を有し、アスリートの安心・安全なスポーツ活動を可能にしてい

る。
2 16.7% 10 83.3%

その時々の文脈の変化を敏感に読み取る力を有し、設定したビジョンと戦略に基づいた適切な

一貫した言動を選択することができる。
0 0.0% 12 100.0%

優れた感情知性や文化的知性を発揮し、アスリートを始め、全ての関係者と平等な立場に立

ち、常に謙虚な態度をとることができる。
1 8.3% 11 91.7%

柔軟な思考法によって、複眼的な視点から事象を見つめ、自らが学びながら意思決定し行動し

ていく力を有している。
1 8.3% 11 91.7%

アスリートの競技力向上に貢献するため、コーチ自身が学び続ける重要性を認識し、自身の課

題を特定できる。
12 100.0% 0 0.0%

成長のため他者の意見や新たな知識を取り入れることができる。 12 100.0% 0 0.0%
コーチとして常に学び続ける必要性を認識し、自身のコーチングを振り返っている。 11 91.7% 1 8.3%
成長のため課題を分析し、変化を恐れず挑戦することができる。 10 83.3% 2 16.7%
客観的にパフォーマンスを評価する重要性を認識し、積極的に他者から学ぶ機会を設けてい

る。
9 75.0% 3 25.0%

客観的な視点で自身のコーチングを振り返ることができ、根拠に基づいて評価し、解決策を選

択できる。
5 41.7% 7 58.3%

コーチングに関連する最新の情報を常に収集するとともに実践コミュニティに参加し、自ら情報

を発信するとともに他者から学ぶ姿勢を示している。
4 33.3% 8 66.7%

常に変化を受け入れる柔軟な思考を持ち、挑戦的に実践を変化させることができる。 5 41.7% 7 58.3%
常に内省的で自身を客観的な視点から評価することができる。 1 8.3% 11 91.7%
困難や挑戦を歓迎し、全ての経験を学びの機会として捉えることができる。 4 33.3% 8 66.7%
自分の成長に責任を持つだけでなく、実践コミュニティの中心として他者の学びをリードしつつ自

分の学びに繋げられる。
0 0.0% 12 100.0%

コンピテンシー
P/C NYC/NA

発達段階

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

領域 キーワード

学習と内省

自己認識、省察

的実践者、アク

ションラーニン

グ、成長的マイン

ドセット、リジリエン

ス、向上心、実践

コミュニティ等

スタンダード

アドバンス

エリート

イノベーター

現場の理解と

対応

倫理観、コーチン

グ哲学、安全管

理、救急処置、観

察・傾聴・承認・質

問スキル、形成的

評価、フィード

バック、コミュニ

ケーション、プレ

ゼンテーション、

ファシリテーショ

ン、コンフリクトマ

ネジメント等
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外部有識者による本プログラム評価 
 

本プログラムの評価・検証は、国際的に女性コーチ普及活動をリードしているポーリ

ーン・ハリソン氏（国際コーチングエクセレンス評議会Women in Coachingプロジェ

クトリーダー）に協力を依頼した。ハリソン氏は本プログラムの前身となる、日本スポー

ツ振興センターが展開していた女性エリートコーチ育成プログラム（平成 30年度から

令和元年度にかけ実施）からプログラムの実施、評価・検証に至るまで多岐に渡って

支援をいただいており、本プログラムにおいても研修会、国際ショーケース・カンファレ

ンス、海外研修代替イベントにて講師を務めていただいた。プログラムの評価と検証を得るため、講師として招聘

した各プログラムの打ち合わせを兼ねて、本プログラム内容について説明を行うとともに（令和 3年 2月 1日、2

月 5日、2月 15日）、実際に講師として参加した各プログラムにおいて、対象コーチとの学びを共にして頂いた

上で書面による評価を提出してもらった。 

ポーリーン氏からは、オンラインの研修会においてもテクノロジーを活用し、受講者の主体的な学びを促すとと

もに様々な学習のテクニックやプラットホームに慣れ親しむ機会を提供している点、柔軟で利用しやすい学習機

会を提供している点、メンターの提供や海外研修等を用いて様々なネットワークへアクセスできる機会を創出し、

「ソーシャル・キャピタル」を構築する努力をしている点について、高い評価を得た。また、各種プログラムを通じて、

女性コーチたちが自身の強みや課題、目指すビジョンや自分の役割について認識を高める機会を確保できるよ

うデザインされており、女性コーチのエンパワーメントと自己啓発に特化したプログラムであるとともに、女性コーチ

が学び、成長するための安全で協力的な環境を提供する優れた女性専用のプログラムであるとの評価を得た。

一方、海外研修代替イベント等を通じて、コーチたちに英語でのコミュニケーションを奨励するという目標は評価

できるが、慣れない言語によるワークショップの展開はコーチ自身やファシリテーターにとってあまりに挑戦的すぎ

る傾向にあり、英語の学習については別の機会が必要となるのではないかという意見を得た。 

  



 112 

対象コーチの振り返り 
 

 

栄徳 美沙季（えいとく みさき） 

ボッチャ 
 

 

研修会 
今年度は内的自己認識・外的自己認識・コミュニケーションを重点的に取り組むことができました。研修の中では、

さまざまな価値観や考えを持った仲間と情報を共有することができ、助言を頂きながら、課題解決に向け多角的

な視点をもつことができるようになりました。またコロナ渦の中、現場での活動ができない状況が続きましたが、オ

ンラインや動画撮影などを活用し、監督や同僚メンバーとの振り返りをおこなえたことも自身の中での学びとなりま

した。 

メンタリング 
メンタリングをとおして、ＯＪＴの実施状況を報告する中で、タイムリーに課題の解決に向けての相談ができ、パフォ

ーマンス目標の達成に繋がったと感じます。またキャリアメンターとのメンタリングでは競技・仕事・家庭の両立を

する上での不安や考え方を相談できたことで、新たな目標も設定でき、自身の更なるステップアップに向けて前を

向くことができました。 

 
 

 

 

岡田 真佑子（おかだ まゆこ） 

水泳（競泳） 
 

 
研修会 
第 1 回⽬の研修会は本当に緊張をしており、軽いパニック状態でした。しかし、いろいろな競技のコー
チの皆さんと話をする上で研修会が学びの場でもあり、⾃⼰表現をする練習ができる場所であることを
認識しました。他のコーチの皆様からの情報で新しい知識や考えが⽣まれたり、⾃分⾃⾝が抱えていた
問題が予想とは違う形で解決したりすることでコーチングというカテゴリーの幅・視野が広がりました。
しかし、ディスカッション⼜は作業後のプレゼンの時は、何度も同じミスを繰り返してしまったりして
まだまだ緊張しながらの発⾔しかできておりません。しかし、その苦⼿なプレゼンの中でも課題を⾒つ
け、それが⾃⾝のコーチングに繋がっていると気がつけたので今後も積極的に取り組みたいと思います。 
 
メンタリング 
私は、メンタリング自体が今回このプログラムで受けるのが初めてでした。さらに自分の課題や悩みを共有。相談
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するということが元々苦手でした。自分の弱みを周りに出せなかったのです。そのため最初はかなり構えてメンタリ

ングを受けましたが、キャリアメンターで自己防衛・自己コントロールについて話を聞いていただき少し落ち着きを

取り戻しました。まずは自分の安心安全である環境を作ることについて話の重点を置き、そこから自身のコーチン

グの視野を広げることへつなげることができました。コーチングメンターでは、まず他競技での女性コーチは現場

でどのような立場なのかを知り、いかに自分の環境が恵まれているかを感じました。更に、そこから女性コーチが

前線で活躍するために必要なことなどを考え、最終的には自学の仕方について話を繋げ学ぶことができました。 

 ここまで自分自身のことを第三者の方に話をしましたが、弱みを見せないことが強いのではなく、弱みを自分から

出せる人が成長すると感じました。メンターのお二人には深く感謝しております。 

 
国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
「伝えようとする力」と「海外で活躍されている女性コーチのビジョンの確立の強さ」についてとても刺激を受けまし

た。まずは、自分から相手とコミュニケーションを取ろうとする姿勢はコーチングにおいてもとても必要不可欠なス

キルで、さらに得意としない英語を使用する上ではとても勇気がいることです。そこに関しては、他のコーチの皆

様の積極性を見させていただき、自分にも失敗を恐れない姿勢がもっと必要だと感じました。 

 又、海外研修代替プログラムで話していただいた皆さんは女性コーチとしてもですが、まず人としてやりたいこ

と・目標へのビジョンがとても明確で強い人物像を感じました。自分の人生・やりたいことのビジョンの明確さや、互

いへの思いやり・尊重の姿勢にとても刺激を受けました。 

 
実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
もともと自分の得意だと思っていたコミュニケーション能力ですが、プログラムを受ける上でもっと幅を広げることが

でき自分の現場にも取り入れることができると思い、研修会で学んだスキルを現場のコミュニケーションで積極的

に取り入れるようにしております。実践していく上で、他のコーチ陣から学んだスキルを自分なりに活用して自分の

スキルへとしていけるように継続して取り組みたいと思います。 

 

 

清澤 恵美子（きよさわ えみこ） 

アルペンスキー 
 

 
研修会 
研修会では様々な気づき、勉強の機会を得ることができた。過去にアスリートだった方のコーチング、そうではな

い方のコーチングでは視点や言い方に違いがあり、私が求めるソフトで柔軟性が高い女性コーチに近づくために

はどうしたら良いかのヒントをもらえたり、たくさんの女性コーチの考えを聞くことで非常に良い勉強が出来てきた。 

プレゼン方法での勉強ではすぐに効果を得られた。人を惹きつける言葉選びやわかりやすい言葉選びをすること

は得意としてきたが、自分の質問力、疑問点への発想の力が乏しいことは明確に成長が必要であると感じた。コミ

ュニケーション向上という意味でも最も大切になる部分だと思うので、こちらは引き続き成長するための努力が必

要だと感じている。 

 
メンタリング 
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自分よりも経験値が高い方からのお話は本当に貴重でこのような機会を与えていただけることにとても感謝してい

る。自分の将来のビジョンが揺れていることが明確になったことでメンタリング内容も「相談」というよりも「経験を聞

く」というベースに自分の中でシフトをして自らの知識向上に努めた時間となった。スキーという小さな世界で生き

てきたため、他の選択肢を知らない私は選手に対して自らの経験をもとに指導することが多くなっているが、コー

チが知識や視野が多くあることで、指導する選手たちも視野が広がりスキーという１つの競技を超えて人間力の向

上にもつながると感じている。コーチングメンター、キャリアメンター、の方々に共通する点は「話し方」である。私

は前のめりな話し方が多く、相手にとって威圧的な振る舞いになってしまうことが時々あり、自己反省の日々でし

たが、2 名のメンターの方々のソフトで柔軟性がある話し方はとても勉強になった。その結果、選手の保護者から

は「コーチとしてのレベルが上がっている」と声をかけてもらってとても嬉しかった。 

このメンタリングの時間は自分を振り返り自己分析の時間時もなっているのでとてもありがたい。 

 
国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
海外では出産後にコーチングを行っている女性コーチがこんなにもいるのだと気づくことができた。海外研修のイ

ベント中に私が参加したグループでは、私を含め、子供がいる女性コーチ全員が「家庭と仕事のバランスが難し

い」と言ったことも驚きとともに勇気をもらった。女性には柔軟性が必要だということ、ある程度逆境は受け入れて

活動するということも理解できた。語学という「コミュニケーション」はまだまだ勉強が必要だと感じたが、どんな英語

でもどんな言葉でも伝えたいという思いが大切だということもこの機会を通して感じた。私は海外のコーチに負け

ないくらいポジティブであるということも感じたので、引き続き世界一のポジティブ子連れコーチを目指したいと心

強く思った。 

 
実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
様々なジャンルのスポーツコーチと話し合うことはたくさんの気づきと勉強になっている。チームスポーツ、対戦型、

点数型、個人スポーツ、３種目合計など試合の方法やスポーツの魅力が様々あることで、発想の転換や考え方の

違いなど、全てを含めて人としての知識が向上していることで今後のコーチングにとても役に立つことばかりと感じ

ている。また自分の成長スピードの遅さに対し、同僚コーチたちの成長を感じることでモチベーションにもつなが

っている。 

 

 

小林 可奈子（こばやし かなこ） 

自転車（マウンテンバイク） 
 

 
研修会 
何気なくしてきたことも「言語化」され「理解」することで、それが「スキル」となって身に着くのを感じています。物事

の答えを出すだけではなく、そこへ行く着くためのプロセス、具体的なアプローチ、そうすることで時系列の中に、

物事が収まってくる。少人数のディスカッションは常に緊張感があり、人の意見を聴くことから、意見を聞き出し、さ

らに効果的な意見をどう引き出すか、まで考えられるようになりました。選手のちょっとした言動に気を配るようにな

り、研修会の効果を実感しています。 

メンタリング 
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新しい 1 歩を踏み出すことは誰にとっても容易なことでありません。それを理解し、励まし、さらに解決方法を導い

てくださる、私が安心して自分を取り戻せる時間がメンタリングでした。コーチングメンターはコーチングの現場で

の新しい出会いや考え方を、キャリアメンターは「仕事（コーチ）」「家族」「自分」の 3 つの輪の大切さを教えてくだ

さいました。大きな壁にぶつかりながら、きっと大丈夫、そう思えるのはここでのお導きだと思えます。 

国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
自分自身のことを発表するために、初めて自分自身と向き合いました。選手としてコーチとして、資料を作りながら、

これでいい、私はこの道を進むのだ、と。 

そして海外研修では、Courrage⇔Vulnerability 誰もがこの両面を持っていると教わり、それまでの何かを壊して

新しいものを築かなければ、という考えはなくなり、変わるためにはどうするか、ということを考えるようになりました。

Sportsは単なる Doではなく、Sportsを通して人生を学ぶ、早速選手、コーチを目指す後輩に伝えています。 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
競技性や世代の差から、見えているものが異なり、彼女たちとの出会いで、私は 360℃の視野を手に入れたよう

な気がしています。「正しいか、正しくないかではなく、物事が動く方法を考える」仲間に教えていただいた大切な

価値観。コーチングスキルの交換も有益ですが、何より、共に今抱えている問題を共有して、思いを打ち明けるこ

とで、未来への希望が生まれ、さらに夢が輝き始めます。 

 

 

 

白鳥 歩（しらとり あゆみ） 

ビーチバレーボール 
 

 
研修会 
研修会ではコミュニティオブプラクティス（COP）と、心理的に安全な環境での学びの重要性の二つを経験するこ

とができました。コーチ育成の知識として、この二つが重要だということは理解していましたが、実際に経験してわ

かることがとても多くありました。まず、女性エリートコーチになるために、このプログラムで設定されている目標が

共通していることで、お互いに助け合う部分や協力するべきところがわかりやすいと感じました。ただ話しを聞くだ

けではなく、お互いに向上させたいスキルを共有してアドバイスし合うという経験をしたことで、相互に高め合える

ことがわかりました。ただし、心理的に安全であるということが必要なことも同時に理解したので、実際の現場でも

心理的に安全な環境設定が作れるようにという行動に変化したと感じています。 

 これまで、スポーツに関することは対面で実施することの大切さを優先していましたが、オンラインでコーチング

を行えることや、学び合える環境が作れることがわかったので、実際の現場でもオンラインを活用したミーティング

などをたくさん活用しました。研修会で学ぶだけではなく、オンラインのミーティングの練習がたくさんできたと感じ

ています。 

メンタリング 
メンタリングを受けたことによって考え方が大きく変化しました。特にキャリアメンターのメンタリングでは、毎回新し

い取り組みを持ち帰ることができました。１日の時間を今自分が最もやり遂げたいと思っているものに時間を使うと

いう考え方や、毎日のタスクに対する整理術を教わったことで、日々の生活の整理ができるようになりました。これ

まで、「やらなくてはいけないもの」という認識で全てのことに取り組んでいましたが、メンタリングで何回も「今自分
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が取り組みたいもの、挑戦したいものは何か？」と問いかけられることで、やりたいことに優先した生活を送ることの

大切さに気づくことができました。そうすることで、自然と他のことも無理ない範囲で取り組むことができるようになっ

て、とてもバランスの良い生活が送れるようになったと感じます。また、選手引退後の社会での働き方に対する不

安を聞いてもらいながら、メンターの経験をシェアして説明してもらえたことで、「不安」だったものが「楽しみ」に変

化しました。私自身、これから女性リーダーとして成長し、挑戦していく課程にキャリアメンターの存在は必要だと

いう考えになり、継続してメンタリングを受けたいという考えにも変化しました。今はメンターに出会えて本当に良か

ったと思っています。 

国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
海外研修代替イベントでは、女性コーチ育成の立場で活動をしている方々の話しを聞けて、世界はどこも同じ課

題と壁にぶつかっており、日本人の私たちだけではないのだということを知ることができました。そして、支援する

人たちの思いを直接聞けたことで、私はとても貴重な経験ができる場所にいること、チャンスを掴めていることにも

気づき、今後女性リーダーのロールモデルになるという使命感を持ち始めました。そしてそれは、プレッシャーで

はなくとても楽しみでもあり、挑戦的な目標となりました。 

 Nadine の言葉で、「スポーツをやるということより、生きること」、「コーチとしてアスリートに人生の教訓を教える」

という所が、とても心に響きました。これまで自分が受けてきたコーチング、目指そうと思っていたコーチングに、答

えが見つけられない物があり、もやもやした部分があって、うまく説明できないでいました。でもこの言葉を聞いて、

私は自分のやりたいことを発見できたような気がします。それが自分らしく、自分の心を信じるという部分にも繋が

ることで、自分らしいコーチングを構築していく勇気が湧きました。 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
他競技のコーチたちと学びあえる時間は、シンプルにコーチとしてのスキル向上を目指して取り組むことができま

した。競技特性は違うけど、抱える悩みや課題は同じだということが多く、不思議でもあり面白い経験だと思ってい

ます。また、一緒に交流することで男性社会で挑戦しようと頑張る女性たちの強さを肌で感じることができて、とて

も勇気が沸きました。同じ目標を持って学び合う環境は、刺激的でもあり、困ったらいつでも相談できる安心でき

る場所だと感じています。 

 

 

武友 綾巳（たけとも あやみ） 

トライアスロン 
 

 
研修会 
まず、コーチングそのものに対する理解を深めることができました。自分自身のコーチング哲学、現場を取り巻く

環境の背景への理解を深め、自己分析の手法も学びました。研修会で行ったＳＷＯＴ分析は、自分自身の内的・

外的要因を整理することができ、成長のためにとるべき行動を選択することに役立っています。 

メンタリング 
始まった当初、この時間をどのように使っていけばいいのか？理解できていなかったのですが、今では必要不可

欠な時間となっています。メンターの先生とお話しすることで思考の整理ができ、一緒に振り返ってもらえることで、

違った視点からのアプローチに気づくことが出来ました。ＯＪＴで参加したナショナル合宿での気づきから、目標実

現に近づくための具体的なアクションプランを定めることが出来ています。 
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国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
世界で活躍されている女性ハイパフォーマンスコーチと交流し、自分もロールモデルになって世界を変えるキッカ

ケを作りたいと、より強く思うようになりました。英語の聞き取りできる力は伸びてきているのですが、2 年間でスポ

ーツの話題をディスカッションできる英会話力を身に着けたいと思っています。 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
それぞれのコーチング現場で見つかった課題解決を模索したり、コーチング実践の練習を行うことができる、心理

的に安心して学習に取り組めています。種目を越えてたくさんの女性コーチと学び合うことで、様々な事象に触れ

合う機会があり、自分の強み・弱みを知ることが出来ています。何より、新しいことにチャレンジする恐怖感が薄れ、

たくさんの勇気をいただいています。 

 

 

冨部 柚三子（とんべ ゆみこ） 

セーリング 
 

 
このプログラムに参加したことで、自分のコーチングスキルをトレーニングできる機会に恵まれました。「コーチのよ

うに振る舞うこと」を成長の評価のポイントとするのではなく、具体的にコーチに必要なスキルが何か、自分がコー

チになった時の強みをどう伸ばすか、ということを意識して取り組むことができるようになりました。これは研修会か

ら得られた気づきであり、更に成長計画を作成することで進捗を見ることができています。 

また、メンタリングでは選手であることのメリットを生かして、対象選手に一番近い存在としてコーチできることの価

値や、自分がデュアルキャリアに挑戦しているということ気づくことができました。さらに国際ショーケース・カンファ

レンス、海外研修を経て、何かの困難を達成するには一人では難しく、精神的な支えや、認め合いが必要になる

ことに気付かされ、その場を実践コミュニティとして持つことができました。 

今年度、メンタリングや国際ショーケース・カンファレンス、海外研修を経て、世界にも困難に立ち向かっている女

性コーチがいることを知り、その人たちと繋がることで実践コミュニティを形成できることを理解しました。私は今ま

では周囲に用意された環境でのコーチングしか行ってきませんでしたが、これからエリートコーチとして指導して

いく際には自分で事業を考えて実践していく必要があり、毎回が大きな挑戦になります。困難な課題に挑戦する

ときには一人では厳しさがありますが、悩みを相談できるコミュニティがあれば、それが精神的な支えや励ましとな

り、これからの難題に立ち向かう勇気になります。しかし人に相談するときには誰に、どんな内容を相談するか精

査しなければならない時もあります。今度の次年度のOJTでは、そのようなトレーニングをこのプログラムの守られ

た環境である実践コミュニティで行い、相談のスキル向上を目標にしたいと思います。 

 

 

 

奈良 梨央（なら りお） 

水泳（競泳） 
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研修会 
まずは、このようなプログラムに参加が出来たことで「共感」が出来る仲間が増えたことだ。これまでにも、相談でき

る仲間や上司がいたが、このプログラムの研修会を通して、他種目や同種目の女性コーチと知り合えたことで、こ

れまでの経験や悩んでいることに共感できる仲間が増え、より言葉に出して、今取り組んでいるコーチングを理解

し合えるようになった。研修会では、学ぶだけでなく、自分の意見や他者の意見を出し合う場が設けられ、伝える

能力を身につけるだけでなく、相手の意見を引き出す力も身についたと感じている。また、その場に事業スタッフ

の皆さんが加わることで多くのヒントが貰え、より活発なディスカッションをすることができたことも実感している。 

メンタリング 
メンタリングでは、現場の相談をできる岩﨑さん、未来を一緒に想像することのできる西部さんがメンターとしてつ

いてくださり、多くのきっかけを与えてくれた。迷ったところでは、明確なアドバイスをくれ、将来女性リーダーとして

活躍するための多くの気づきを与えてくれた。メンタリングを行うことで、今後のコーチとして活動するためのモチ

ベーションをより高めてもらえたと思っている。 

国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
国際ショーケース・カンファレンス、海外研修では思うような参加が出来なかったが、突然指名を受けてもひるまず

に、英語でコメントすることへチャレンジ出来たことが自信となった。ここ最近、英会話を始めたことが、力になって

いるのかなと実感できる瞬間でもあった。しかし、まだまだ伸ばせる能力であり、伸ばしていかなければならない能

力であることも感じた。 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
今年度の実践を通して、自分のビジョンが少しずつ明確になってきたように思う。さらに、多くの同僚となる仲間と

学び合うことで、自然にコミュニケーション能力も高まったように感じた。将来のビジョンを想像しながら、研修会な

どの発表の場でそれらをより明確にできるよう取り組みたい。そして、そのビジョンに向かっていく中で、コーチング

現場においては、理論と実践を大切にし、自身の成長とともに、他者（選手や学生コーチなど）に対しても実践し

てもらえるような良い影響力を与えられるようにしていきたいと考えている。 

 

次年度では、コーチングスキルを学ぶだけでなく、自分自身が女性リーダーになった時の未来像を想像しながら

行動をしていきたい。具体的には、女性リーダーに求められることは何かをオリジナルで考え、言語化および文章

化できるようにしたいと考えている。そのためには、自身の目指すリーダーシップスタイルに取り入れたいことや他

者から盗みたいこと(学びたいこと)を考えていく必要がある。しかし、その中で全てを取り入れることが難しいことも

予想されるため、恐れずに取捨選択をしていくことも必要だと感じている。このような行動をする中で、自分と向き

合う時間である自己との対話を大切にしていこうと思う。 

 

 

 

原口 聖羅（はらぐち せいら） 

ボート 
 

 
研修会 
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特に、グループディスカッションプレゼンにおいての成長を感じた。最初は、グループディスカッションでは忘れら

れるくらい影を消し、一言も発言しないこともあった。また、プレゼンでは、端的にポイントを伝えることができなかっ

た。そこが、少しずつ改善できてきたとは感じるが、まだまだ課題は残る。 

メンタリング 
コーチングメンター：結果を出している・成功している水泳界のトレーニングやコーチ育成に関する情報を聞くこと

ができ、自分自身、そして、ボート界のいいところ・課題とするところを見つけることができた。また、現状で課題解

決にはつながっていないが、今後様々な意見を聞きながら現状の改善につなげていきたい。 

キャリアメンター：自身の考えを引き出してくださり、整理することができた。 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
様々な考えを聞くことができ、共感できる場面があったり、新しい視点を手に入れたり、と非常に多くを学ぶ機会で

あった。その中でも、私自身印象に残っていることが、奈良さんの「共助：男女で共存したい」の考え方である。女

性が蔑視される、逆に腫れ物を扱うかのように優遇されるのではなく、一人の人間としての能力を認め、適材適所

で役割を担い、チームでお互い助け合いながら目標を達成していくことこそ大切ではないかという考えになった。 

 

 

 

藤岡 麻菜美（ふじおか まなみ） 

バスケットボール 
 

 
研修会 
研修会に参加するたび、新しい発見と気づきを得ています。ディスカッションはとても緊張しますが、全てが新しい

チャレンジなのでワクワクしています。これまでは、独自の方法だと思っていたものが、コーチングスキルとしてある

ことや、言語化して理解することで、初めて明確にアウトプットができるのだと実感しています。ディスカッションで

は話す、聴く、ファシリテートすると全ての役割を行うので、一つのテーマの中でも頭をフル回転させ、様々な視点

からの見方も学べています。また、話を聞き、意見を引き出すことの大切さや難しさも学びました。実際に選手全

員と１on１meetingを行う中で、選手の話を聞き、意見や考えを引き出そうと思っていても、自分の発言量が多くな

っていました。選手の思考の間を我慢して、選手からの言葉を大切にしていきたいです。 

 

メンタリング 
これまで弱みや悩みを話すことができず、一人で抱え込んできました。そんな自分がなんでも話せてありのままの

自分をさらけ出せる場所でした。寄り添い、傾聴し、解決方法を導いてくれました。コーチングメンターは、知らな

いことが強みになる！と自信がないことに対し自信を持たせてくれ、常にポジティブな方向へ思考を向けてくれま

した。キャリアメンターは、白か黒！グレーはあり得ない！という考え方の癖に気づかせてくれて、さらにはグレー

を受け入れることで、新しい自分に出会えることを教えてくれました。今まさにグレーゾーンを受け入れることで、

新しい道を開拓できる可能性が出てきています。第三者の意見と言うのは自分の成長には欠かせないものだと実

感しました 

 

国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
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海外研修では、リーダーとしての強さとは勇気と脆弱性の両方を兼ね備えている人だと学ぶことが出来ました。ど

ちらの自分も自分自身が受け入れ、そこから課題解決へと進んでいくことでポジティブな影響を与えることができ

る！真の自分に嘘をつかず、心からの自分で生きることが大切だと知りました。これまで選手の前では見栄を張っ

てしまう自分がいました。自分は完璧ではないと曝け出したところ、コーチでもそんなことがあるんですね！と、生

徒たちは満面の笑みでした。その効果もあったのか、誰にも相談できなかったことを話してくれたり、失敗するの

が怖く無くなりました！と報告してくれた選手もいました。 

 

実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
競技の垣根を超えて交流することで競技技特有の問題点など自分の知らない世界が広がっていました。また当

該競技ではあり得ないことが他競技では当たり前であることにも衝撃を受けました。自分では考えもつかないよう

な発想であったり考え方、様々な経験談を聴くことで知識の幅やこういう考え方もあるのか！と充実した学びの場

です。それと同時に、悩みも共有することができ、自分だけではなかったと知れたことは、ものすごく安心出来まし

た。 

 

 

前野 香苗（まえの かなえ） 

ボッチャ 
 

 
研修会 
自身の強み弱みを知ること、自ら積極的に発言すること、プレゼンテーション・ファシリテーション能力を高めること

を課題としていました。研修会の中で、自分の弱みをさらけ出せる、安心してチャレンジできる環境・仲間がいるこ

とに気づけたことが何より大きな成果だと思います。他競技の今まで知らない世界のお話をたくさん聞くことができ、

そこから自身の所属するボッチャとの共通点と相違点を見つけることができたり、コーチングの基礎を学ぶ中で、

これまで自分が実施してきたコーチングや選手・スタッフとの関わり方などが大きく間違ってはいなかったのだと確

認することができ、少しずつ自信につながっていき、チャレンジする勇気が持てるようになったと実感しています。 

メンタリング 
競技だけでなく、プライベートも含めたバランスの良いキャリアアップについて、メンターの方とお話させて頂きな

がら自身の考えをまとめていくということが課題と考えていました。コーチングメンターとキャリアメンターと異なるタ

イプのお二方とお話できることで、考え方の幅が広がったことと、自身に対しても周囲に対しても許せることが増え

たこと、こうでなければならない！ではなく良い意味で自由度の高い思考ができるようになってきたことが、大きな

成果だと思います。コーチングや家庭のことなど、これでいいのかな？と悩んだときに、ご相談させてもらい安心

できる場を頂けていることに感謝しています。 

国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベント 
日本国内だけでなく、海外での女性コーチやアスリートの現状、どのような活動が実施されているかを知ることで、

知見を広げ、固定概念にとらわれず、より多角的な思考ができるようになることを課題としていました。また、コーチ

活動で必要ながらもずっと苦手意識のあった英会話を克服するためにオンライン英会話を始め、そこで学んだス

キルを実際に研修で試してみるということも課題としました。まだまだ、理解・表現共に未熟なスキルではあります

が、知ろうとする・伝えようとする姿勢は以前よりも向上したのではないかと思います。 
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実践コミュニティ（コミュニティ・オブ・プラクティス） 
今年度はリモートでの活動がほとんどでしたが、現在週 1 回のナショナルチームヘッドコーチ・榮徳コーチとのデ

ィスカッションの場では、選手の状況報告や、選手との関わり方について、研修で学んだことの振り返りやそれを

踏まえた実践、また、コーチ自身の課題を共有することを課題としていました。ヘッドコーチから助言を頂くことで

新たな発見があったり、自身の方向性の確認ができました。また、競技団体のスタッフに向けてそれを発信してい

くことも、組織として良い方向に変化していくきっかけとなっていくことを感じました。 

 

 

 

山下 昭子（やました あきこ） 

テコンドー 
 

 
このプログラム参加させていただき私が学んだ事や成果は数え切れないくらいあります。 

一つは全日本テコンドー協会で女性のための研修会が初めて行うわれたことです。このプログラムで勉強し、また

OJT でナショナルチームの合宿に参加して選手の声を聞きタイミングよく理事の女性の方に相談することができ

すぐに実現することができました。また、実践コミュニティでは横のつながりの大切さを学びました。同じ競技でな

いからわからないのでは？と始めの頃は正直思っていました。しかしお話をしている中で沢山の共通点がありまし

た。そして一緒になって相談や悩み・痛みを共感し合える仲間ができました。 

この1年で吸収することが沢山ありましたが、頭やパソコンを使うことがなかった私にはとても苦しい1年でした。

パソコンの使い方・今まで使っていなかった石頭をスポンジに変えることはまだまだできていませんが皆さんのサ

ポートのお陰でここまでできることができ感謝しています。来年の目標は本を書く事です。本を読むことも苦手な

のに書けるのかと思っていましたが沢山の人のアドバイスによりチャレンジする気持ちへと変わりました。来年 1年

成長できるよう楽しく無理せず頑張りたいと思います。 
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令和2年度プログラムの成果と今後の展望 
本学は令和 2年度の女性エリートコーチ育成プログラム事業を受諾し、12 名の女性コーチを対象に、ハイパフ

ォーマンス領域で強みとなるコーチングスキル向上に向けたプログラムを提供してきた。本報告書の結びとして各

プログラムにおいて今年度得られた成果と今後の展望について以下の通り示す。 

 

各種プログラムの成果と今後の展望 
 

研修会 
各回研修会プログラムはディプロマ・ポリシーに基づき、コーチに必要な 6 つの職務（ビジョンと戦略の設定、環

境整備、人間関係の構築、練習の実施と試合の準備、現場の理解と対応、学習と内省）に関する資質能力向上

を目的に展開した。令和 2年度末に実施したコンピテンシー獲得度合いに対する評価では、プログラム開始前に

比べ 6 項目全ての獲得度合いが高まっており、各対象コーチは本プログラムが設定するエリートコーチとして必

要な資質能力を着実に向上させている。 

令和 3 年度も引き続き、知識やスキル獲得機会として研修会を実施していく。なお、学び手の学習を最適化し

ていくためには対象コーチそれぞれの知識やスキル獲得度合いやニーズに合わせて内容を提供していく必要が

ある。研修会で扱った内容のうち、対象コーチの理解度が低いと判断できる場合は適宜フォローアップを行うとと

もに、各対象コーチが直面する課題の対処に必要な知識やスキルのうち、研修会では扱いきれない内容につい

ては別途、専門的知識獲得の場を創出する。 

 

国際ショーケース・カンファレンス 
女性エリートコーチ育成事業の広報、対象コーチのプレゼンテーションスキルのトレーニング、女性エリートコー

チ活躍を妨げている各種障壁をなくしていくためのムーブメント推進、社会の意識改革、および女性エリートコー

チ予備軍の養成を目的とした。参加者からはアンケート調査通じて、 

 

「このような事業があるということをほとんどの人は知らないので、こんな素晴らしい取り組みがあるということを知っ

てもらう必要がある」 

「女性がスポーツに携われる環境が当たり前になるように、自分で道を閉ざさないようにしたい」 

「女性コーチとして果たせる役割をより深く考えていきたいし、その必要性についても周りに伝えていけるようになり

たい」 

「子育ては母親だけがするものという感じがして少し残念な気持ちになりました。これから先の子育てを考えていき

たいと思いました」 

「子育てを中央競技団体で行う発想が芽生えた。男・女ではなく大人が行えばよい」 

「実際にプログラムに参加してみたいです」 

 

など、設定した目的に沿った多くのコメントをいただくことができた。次年度においても同様のプログラムを実施

し、本プログラムの成果を発信していくとともに、女性コーチ普及と活躍を後押しするムーブメントを推進していく。 

 

海外研修 
本件は対象コーチそれぞれの国際的なネットワーク作りと国際人としての意識を醸成することを目的に開催し

た。新型コロナウィルス感染症の影響により、直接海外に渡ることを諦めざるを得なかったが、オンラインによる代

替イベント実施に切り替えたことで、直接対面式では困難であった複数の国の女性エリートコーチのロールモデ
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ルとなる人物、女性コーチ普及活動の最前線で活躍する人物、及び他国の女性コーチ育成プログラム受講者に

出会う機会を創出することができた。4 日間に渡る代替イベントを終えた対象コーチたちからは、「世界はどこも同

じ課題と壁にぶつかっており、日本人の私たちだけではない」など、世界中に自分たちと似た境遇でコーチとして

の成長に取り組む女性がいることを認識するとともに、女性エリートコーチとして先を歩んでいる人物の例や、キャ

リアを築くための具体的な取り組みを知ることで「女性リーダーのロールモデルになるという使命感を持ち始めまし

た」、「自分もロールモデルになって世界を変えるキッカケを作りたいと、より強く思うようになった」などエリートコー

チを目指す意識をより高めるきっかけを得ていた。また、「英会話は伸ばしていかなければならない能力であるこ

とも感じた」、「2 年間でスポーツの話題をディスカッションできる英会話力を身に着けたい」などのように世界を舞

台に活躍を目指す者として英会話スキルを伸ばす必要性も課題として提示された。これらの成果から本件の目的

は達成できたといえる。 

エリートコーチとして世界を舞台に活躍を目指すためには、コーチは常にグローバルな視点を持ち、当該競技

種目におけるコーチとしての学びや情報収集は国内に留まらず、グローバルな視点から行われるべきである。そ

のため、エリートコーチとしてのキャリアを歩き始める準備として、世界中のコーチたちとネットワークを結んでいく

ことが重要な側面となる。次年度も引き続き、一層の国際的なネットワーク作りとエリートコーチを目指す者として

の意識醸成を目指し、諸外国における女性エリートコーチのロールモデルとなる人物に出会う機会を創出してい

く。 

 

オン・ザ・ジョブ・トレーニング 
対象コーチは、各種プログラムで学んだ内容等を自分自身のコーチングスキルとして転換していくことを目的に

OJT を実施した。それぞれの対象コーチたちは各種プログラムから得た学びをもとに自身の成長課題を特定し、

改善に向けた計画の立案と実行を計 4 サイクル繰り返し、自身の課題を継続的に改善してきた。結果として、全

ての対象コーチのコンピテンシーに対する自己評価はプログラム前に比べ、令和 2年度プログラム終了時点の結

果が高くなっていた。 

一方、課題として挙げられたのは、OJT 機会の確保である。本プログラムの目的はエリートコーチの育成であり、

エリートコーチの主な活動場所は各競技種目におけるハイパフォーマンス領域でのコーチング現場となる。本プ

ログラムが目指す育成像として掲げるコンピテンシー内容が獲得できたかについては、ハイパフォーマンス領域

でのコーチング実践から評価することが望ましい。コロナ禍においてもそれぞれが所属する中央競技団体等の支

援により、12 名全ての対象コーチが OJT 機会を確保できていたが、制限があったのも事実である。実際に各対

象コーチがOJT先として予定していた中央競技団体強化事業、各種合宿や大会の実施が中止され、多くのOJT

機会が失われた。次年度においても新型コロナウィルス感染症の影響が続くことが予想されることから、コロナ禍

においてもエリートコーチを目指すため適切な OJT 機会を確保していけるよう、各競技団体から一層の支援を受

けられるよう折衝していくこととする。 

 

メンタリング 
対象コーチがエリートコーチへとキャリアを歩むにあたり、直面する課題（例えば、コーチングスキル、結婚や出

産・育児、介護等のライフイベントとの両立等）を整理し、OJT 実践の円滑化を図ることを目的に「コーチングメン

ター」と「キャリアメンター」2種のメンターを配置し、メンタリングプログラムを実施した。 

実際に展開されたメンタリング内容は、2種類のメンターを配置したことにより、エリートコーチとしてのキャリアに

関する課題、コーチとライフスタイルの両立に関する課題、コーチングの専門的なスキルに関する課題など、幅広

いメンタリング内容を網羅することができており、結果として、視野の拡大、思考の整理と課題の明確化、キャリア

プランの形成など、OJT実践の円滑化に貢献することができていた。一方では、コーチング、ビジネスの分野にお
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いて、女性としてリーダーシップを発揮し、キャリアを形成してきたメンターたちとの関わりを通じて、それぞれのメ

ンターがロールモデルの役割を果たし、女性特有の課題（例えば男性優位社会における、女性リーダーとしての

リーダーシップスキルやチームマネジメント方法、子育てやワークライフバランスの取り方など）解決に繋がる視座

を得ていたとともに、これから女性エリートコーチとしてのキャリアを歩んでいく意志の醸成にも繋がっていた。 

メンタリングプログラム終了後に実施したアンケート調査からは、今後キャリア形成を目指していく者に対するメ

ンタリングの有効性が確認でき、当初設定していたメンタリングプログラムの目的達成についても読み取ることが

できた。令和 3 年度についても引き続き、同様のプログラム内容によるメンタリングを実施し、対象コーチたちのコ

ーチングスキル向上やキャリア形成を支援していく。 

 

実践コミュニティの形成と活用 
本件では対象コーチの実践コミュニティの形成と活用に向けた方法論の涵養を目的とした。各研修会に CoP

に基づいた内容を組み込み、実施した結果、対象コーチたちは CoP の活用方法論への理解を深めるだけでな

く、より議論を活性化するためのファシリテーションスキルや、他者に投げかける質問の内容なども吟味しており、

回を重ねるごとにコミュニティを通じた学びの質の向上も見られた。また、令和 2年度は対象コーチそれぞれが本

プログラムのコミュニティに十分な帰属意識をもち、互いのコーチングスキル向上に対して支援的かつ機能的な

CoP を形成できるよう、メンバー間の関係性構築を重要視してきた。その結果、対象コーチは自主的に互いに交

流する機会やコーチング実践に関する意見交換をする機会を創出するようになった。これらの成果からも CoPの

形成が順調に進んでいるといえる。令和 3年度については本プログラムで形成した CoPが本事業終了後も継続

的な発展を可能にするとともに、継続的な女性エリートコーチの育成に向け、より強固かつ大きな CoP を形成で

きるよう進めていく。 

 

 

プログラム全体を通じた成果と今後の展望 
 

対象コーチのニーズに合わせた学習支援 
エリートコーチとしてのキャリアを歩み始めるためには、ハイパフォーマンス領域のコーチングにて強みとなる高

度な専門的知識、及びコーチングスキルの獲得は欠くことのできない要素となる。しかし、コーチングとは混沌と

表現されるように、コーチが果たすべき職務は多岐に渡り、コーチとしての日常は多忙を極める。実際に対象コー

チたちには、コーチとしての活動に加え、所属先においてコーチ業以外の業務に従事する者、アスリートとして活

動を行う者、大学院で学びを得ている者、子育てを行っている者などが含まれ、それぞれ多忙な日常を送ってい

る。このような状況の中でも着実にコーチとしての成長を歩み進めるため、個々の状況に応じた柔軟なスキルアッ

プ機会の提供や支援を行うことが重要であった。令和 2 年度内に実施した個々のニーズに合わせた学習支援は

主に、「子育てサポート」と「各種プログラム欠席者へのフォローアップ」であった。 

l 子育てサポート 
コーチ業と子育てを両立している対象コーチが、子育てを理由に研修会をはじめとした各種プログラムへの参

加や OJT実践を断念することがないよう、必要に応じて託児サービスの利用費や OJT先への同行に伴う旅費を

支援した。母親としての全ての役割をサポートすることは困難であるが、支援対象となった対象コーチが各プログ

ラムへ参加できていたことから、本プログラムの支援内容が子育てを行う中でもコーチとしての学びを得る機会確

保の一助となっていたといえる。 

l 各種プログラム欠席者へのフォローアップ 
OJT の実施や、その他の事情により研修会、国際ショーケース・カンファレンス、海外研修代替イベントを欠席
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した者についても、当日のプログラムに参加した対象コーチと同程度の学びを確保するためのフォローアップを

実施した。フォローアップ方法は、記録したプログラム映像を視聴したり、活動ログを閲覧して内容を把握するとと

もに、必要に応じて事業スタッフがオンラインによる補講を行うという内容であった。令和 3年度についても各対象

コーチが確実にコーチとしてのスキルアップ機会を得られるよう、個々のニーズに応じた柔軟な学習支援を行って

いく必要がある。 

 

令和 2年度時点のコンピテンシー評価結果から、個々の資質能力獲得度合いや成長課題は十人十色であり、

それぞれの学びを最適化していくため、プログラム内容を一様にまとめることはできない。確実に全員のスキルア

ップを図るためにはプログラムとして提供する学習内容や支援も一層の個別化を測っていく必要がある。 

 

各種プログラムのオンライン実施によるメリットとデメリット 
新型コロナウィルスの影響により、当初対面式で実施を予定していたプログラムの全てがオンラインにより開催

された（研修会、海外研修、国際ショーケース・カンファレンス、メンタリング）。ここではコーチ育成プログラムのオ

ンライン実施によるメリットとデメリット、2 つの側面を考察する。メリットとしてはプログラム参加への負担軽減が挙

げられる。コーチングとは混沌と表現されるように、コーチが果たすべき職務は多岐に渡り、実に多忙を極める。プ

ログラムの対象コーチの活動拠点は九州、関西、東海、北陸、関東と全国各所に及び、それぞれは対面式のプロ

グラム開催場所であった本学東京・世田谷キャンパス（メンタリングについてはその限りではない）までの移動時間

を削減できたことになる。また、海外研修は当初、カナダ、ニュージーランド、イギリス、オーストラリアいずれか1つ

の国に 1 週間程度研修に出かける予定であったが、オンライン実施に切り替えたことにより直接対面式では困難

であった複数の国と連携することができ、ネットワーク構築の点で得た成果は大きい。なお、オンラインでのプログ

ラム実施に伴い、対象コーチたちにパソコンの操作など一定の IT スキルが必要となったことはここに付記してお

く。 

デメリットとして挙げられる内容の一つは対象コーチたちが一同に同じ場所に会し、共に過ごす時間を確保で

きない点であった。実際に本プログラムの前身となる日本スポーツ振興センターが展開してきた女性エリートコー

チ育成プログラム（平成 30年度から令和元年度にかけ実施）のでは、海外研修を経て、受講者らの共同体として

の意識の高まりを感じることができていたことが報告されている。令和 3 年度については新型コロナウィルス感染

が緩和することを見越し、令和 3年 6月より対面形式の研修会を行う予定である。対象コーチには東京オリンピッ

クやパラリンピックに関わる者も含まれていることから万全の感染防止対策を準備する必要がある。また、新型コロ

ナウィルス感染防止の観点から令和 2年度は各対象コーチたちの OJT実践現場を直接訪問する機会を十分に

取ることができなかった。本プログラムの成果はそれぞれのコーチング実践現場で現れることから、それぞれの対

象コーチの成長を正確に評価するとともに現場での学びを促進するためにも、令和 3 年度については積極的に

OJT現場の観察を行うこととする。 

 

おわりに 
本プログラムでの学びを通じて、着実にコーチたちのスキルアップが進んでいると言える。引き続き、対象コー

チのコーチングスキルを確実に高め、エリートコーチとしてのキャリアを歩み始める支援ができれば、後に続く女

性アスリートやコーチのロールモデルになることが期待できる。ロールモデルとなる人物を増やすことが今後の女

性コーチ普及の鍵になり、女性アスリートが安心して競技に打ち込むことができる環境の整備に繋がると考えられ

る。また、本プログラムを通して得られる効果的なコーチ育成方法論に関する知見を、各スポーツ団体へ積極的

に提供していくことで、次世代の女性エリートコーチ育成や、男女問わず様々な領域におけるコーチ育成への貢

献が期待できる。  
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別紙 1 女性エリートコーチ育成プログラムが設定するコンピテンシー 
 

コーチの 

発達段階 

スタンダード アドバンス エリート イノベーター 
ターゲットとする 

スキルおよび 

キーワード 
プログラム 1 年目で達成するレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

確実に到達を目指すレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

このレベルのスタートラインに立つ 
生涯を通して目指すコーチ像 

ビジョンと 

戦略の設定 

ビジョン設定に他者の意見を取り入れることがで

き、他者の支援やツールを用いることで年間の

戦略を可視化した形で示すことができる。 

アスリート個人、チーム、ステークホルダー、コー

チ自身、それぞれのニーズを反映したビジョンを

設定し、ビジョン達成に向けた年間の戦略を立

案することができる。また、ビジョンと戦略を簡潔

かつ説得力のある方法で示し、チーム内の賛同

を得ることができる。 

自身の指導現場を取り巻く全体像を把握し、

個々のニーズを満たした包括的なビジョンを設

定するとともに、実現に向けた戦略を中長期的

視点から論理的かつ先見性をもって策定でき

る。また、ビジョンと戦略をチーム、ステークホル

ダーに浸透させ、共通の信念を醸成することが

できる。 

動的かつ複雑で絶対解を見いだすことが困難な

現代社会において、現在の社会的通念を打ち破

る挑戦的で明確なビジョンを持ち、そのビジョン

を実現に結びつけるための明確かつ柔軟、本質

的な課題にアプローチする戦略の設定ができ

る。また、他者がそのビジョンと戦略へ賛同したく

なってしまう影響力を有し、社会におけるスポー

ツの意義や組織の存在価値を高めていくことが

できる。その結果として、日本の国際競技力向上

を牽引することができる。 

システム思考スキル、情

報収集力、情報発信力、

ニーズ分析、本質看取、

プランニング、KPI、コミ

ュニケーションスキル、

アジャイル開発スキル、

リーダーシップスキル等 

環境の整備 

競技力向上に必要な人的資源、物的資源、経済

的資源やシステム、または文化的背景を分析

し、現場とのギャップを説明することができる。基

本的な救急処置を実施することができ、事故に

対処する準備ができている。 

ビジョンと戦略に必要な人的資源、物的資源、経

済的資源を明確にすることができる。安全にスポ

ーツ活動を実施するための環境を整備できると

ともに、チームスタッフの役割と責任を明確化し、

成長し続ける組織文化や環境の構築に向け、協

力的な姿勢を示すことができる。 

ビジョンと戦略に応じた、人的資源、物的資源、

経済的資源、システムを整備するとともに、一貫

してアスリートとスタッフの安全を確保している。

また、組織として継続的に成長していくため、ア

スリートとスタッフが互いに学びを支援しあえる

文化や環境を構築することができる。 

ビジョンと戦略に基づき、得られる人的資源、物

的資源、経済的資源、およびシステム資源を最

大限に活用しつつも、新しい資源開発に惜しみ

なく取り組み、組織として学習しながら、よりよい

環境整備に向けて挑戦し続けることができる。 

特性要因分析、ステーク

ホルダー分析、アントラ

ージュマネジメント、選手

育成システム、IT リテラ

シー、危機管理システム

等 
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コーチの 

発達段階 

スタンダード アドバンス エリート イノベーター 
ターゲットとする 

スキルおよび 

キーワード 
プログラム 1 年目で達成するレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

確実に到達を目指すレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

このレベルのスタートラインに立つ 
生涯を通して目指すコーチ像 

人間関係の 

構築 

チーム内の関係者へ理解を深める努力をして

いる。自分の考えを整理して伝えることができ、

他者の意見を引き出すため意識的に発問する

ことができる。 

他者との関わりの中で相手の文脈を読み取るた

めの視点や具体的なアプローチを挙げることが

でき、意識して振る舞いを変えることができる。

結果としてアスリートやチーム内の関係者と良好

な人間関係を構築することができる。 

他者の文脈を読み取る高い能力を有し、状況に

合わせて行動を調整することができる。アスリー

ト、チーム関係者及びアスリートやチームを支援

する関係者と互いに信頼、尊重できる関係性を

構築しており、自身の振る舞いが他者へ与える

影響を理解するとともに倫理的配慮や法的基準

を遵守する規範として立ち振る舞うことができ

る。また、ビジョン達成に向け協力を仰ぐべきス

テークホルダーや専門家を分析し、協力を取り

付けるとともに互いに支援し合える関係性を築く

ことができる。 

感情知性や文化的知性に裏付けられた、親密

性、コミットメント、相補性、共志向を基盤とした

質の高いコーチ-アスリート関係を構築する能力

が秀でており、ロールモデルとしてアスリートの

信頼と尊敬を得ている。コーチ−アスリート関係

以外にも、様々なステークホルダーとの良好な

関係性を築きつつも、常に関係性の質を高める

と同時に、新しい関係性を探し求め、自身のコー

チングに対する支援者を開拓し続けている。 

観察・傾聴・承認・質問

スキル、共感力、感情知

性、文化的知性、コミュ

ニケーションスキル、プ

レゼン テ ー シ ョ ン ス キ

ル、ファシリテーションス

キル、リーダーシップス

キル等 

練習の実施と 

試合への準備 

自身の競技経験または指導経験、他者の支援

を得ることで年間計画や具体的な目標を設定

することができる。アウトカムベースの練習を立

案することができ、アスリートやスタッフに運営

方法や意図を説明できる。 

ビジョン達成に向けた年間計画を短期・中期・長

期目標から細分化して立案することができ、計画

の進行を情報に基づいて評価することができる。

また、練習ではスポーツ医・科学の知見を活用

し、アスリートの思考や主体性を刺激する具体的

なアプローチを意識してとることができる。 

達成すべきビジョンに基づき、アウトカムベース

で中長期計画やセッションを計画・運営・評価し、

状況に応じて柔軟に修正することができる。練習

やコンディショニングはスポーツ医・科学分野の

専門家と連携し、科学的根拠に基づく実践を行う

とともに、アスリートの学習を最適化するため

個々の文脈に合わせた練習方法や教授方法を

選択することができる。 

複数スタッフが関わる各種ナショナルチームで指

揮をとることができる。スポーツ医・科学の最先

端知識を有する科学者らと協力して、新しい戦術

の開発や練習方法の開発ができ、その競技の

発展に向けた取り組みをリードしている。また、コ

ーチング現場からスポーツ医・科学スタッフに対

して新たな研究のインスピレーションを与えられ

る対話を行うことができる。練習の過程において

は、その場の文脈に合わせて、アスリート自身が

主体的にパフォーマンス向上の課題解決に取り

組んでいくのに適切な方法論を選択できるよう

に、多くのアプローチを身につけている。 

スポーツ医・科学活用ス

キル、運動学習理論に

基づいた練習構築、ピリ

オダイゼーション、コンデ

ィショニング、チームビル

ディング、アスリート・セ

ンタード・コーチング等 
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コーチの 

発達段階 

スタンダード アドバンス エリート イノベーター 
ターゲットとする 

スキルおよび 

キーワード 
プログラム 1 年目で達成するレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

確実に到達を目指すレベル 

2 年間のプログラム修了時点で 

このレベルのスタートラインに立つ 
生涯を通して目指すコーチ像 

現場の理解 

と対応 

いかなる状況においてもアスリートの権利や尊

厳、人格を損なう行為が許されないことを認識

し、相手の感情や考えを尊重する姿勢を意識し

ている。アスリートのパフォーマンスを自身の競

技経験や指導経験を活かして観察・分析・評価

することができる。 

全アスリートへ平等な対応を意識するとともにア

スリート個人が持つ文脈を理解する努力をし、自

身の言動が倫理規範に反するものでないか、常

に振り返ることができる。安全なスポーツ環境を

整える具体策と基本的な救急処置能力を有して

いる。また、アスリートのパフォーマンス把握には

スポーツ医・科学の視点を活用することができ、

科学的根拠をもって判断することができる。 

チームを取り巻く関係者の権利や尊厳、人格を

尊重した行動ができ、有事に備えた安全管理の

体制を整えている。アスリート育成強化に関わる

専門家と連携することで、多角的にパフォーマン

スの観察・分析・評価を可能にしており、根拠に

基づいて競技力向上へアプローチすることがで

きる。また、意思決定は一貫してビジョンと戦略

に基づいており、常に説明責任を果たす準備が

できている。 

他のロールモデルとなる倫理観や規範意識を有

している。適切な安全管理と救急処置能力を有

し、アスリートの安心・安全なスポーツ活動を可

能にしている。その時々の文脈の変化を敏感に

読み取る力を有し、設定したビジョンと戦略に基

づいた適切な一貫した言動を選択することがで

きる。優れた感情知性や文化的知性を発揮し、

アスリートを始め、全ての関係者と平等な立場に

立ち、常に謙虚な態度をとることができる。柔軟

な思考法によって、複眼的な視点から事象を見

つめ、自らが学びながら意思決定し、行動してい

く力を有している。 

倫理観、コーチング哲

学、安全管理、救急処

置、観察・傾聴・承認・質

問、形成的評価、フィー

ドバック、コミュニケーシ

ョン、プレゼンテーショ

ン、ファシリテーション、

コンフリクトマネジメント

等 

学習と内省 

アスリートの競技力向上に貢献するため、コー

チ自身が学び続ける重要性を認識し、自身の

課題を特定できる。成長のため他者の意見や

新たな知識を取り入れることができる。 

コーチとして常に学び続ける必要性を認識し、自

身のコーチングを振り返っている。成長のため課

題を分析し、変化を恐れず挑戦することができ

る。客観的にパフォーマンスを評価する重要性を

認識し、積極的に他者から学ぶ機会を設けてい

る。 

客観的な視点で自身のコーチングを振り返るこ

とができ、根拠に基づいて評価し、解決策を選択

する。コーチングに関連する最新の情報を常に

収集するとともに実践コミュニティに参加し、自ら

情報を発信するとともに他者から学ぶ姿勢を示

している。常に変化を受け入れる柔軟な思考を

持ち、挑戦的に実践を変化させることができる。 

常に内省的で自身を客観的な視点から評価する

ことができる。困難や挑戦を歓迎し、全ての経験

を学びの機会として捉えることができる。また、

自分の成長に責任を持つだけで無く、実践コミュ

ニティの中心として他者の学びをリードしつつ自

分の学びに繋げられる。 

自己認識、省察的実践

者、アクションラーニン

グ、成長的マインドセッ

ト、リジリエンス、向上

心、実践コミュニティ等 
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別紙2 
国際ショーケース・カンファレンス文字データ 

 
※発言者名、敬称略 

 

＜第 1部＞ 

 

Pauline-san, are you ready? 

Arigato gozaimasu, Hiraki. 

And ohayo in Tokyo, mina-sama, konnichi wa in New Zealand. 

Masa, firstly, congratulations on organizing this amazing event. You are truly an exceptional male champion for gender equality, and 

we wish there were many more like you around the world. So, many thanks. 

This session will explore what is needed to create an environment that supports, encourages and values female coaches. And before we 

start, I would just like to talk to you a little bit about the ICCE program.  

Can you move it forward, Masa? Thank you. 

So, the International Council for Coaching Excellence started a Call to Action about 10 years ago, to create a step change in diversity 

in elite coaching. 

The global vision of the ICCE is to close the gender gap in coaching, and create diverse and inclusive coaching teams. 

And over the last 10 years, many national and international initiatives have been working towards this goal, including your very own 

elite female coach development program in Tokyo, that Masa has just explained. And I've had the privilege of working with Masa on this 

really exciting program.  

But there's still a long way to go. We do know the problems, and we've talked about them long and hard, and now we need to find and 

share the solutions. We need to face the facts that women coaches exist in a sporting landscape that's dominated by men in every position, 

every sport, and every organization, around the globe. 

And within this system, many women coaches do not feel supported or valued. There's been plenty of research on this topic, but what 

has not been clearly articulated is what creates that environment, that culture, that truly supports and encourages female coaches. And 

that's exactly what we are going to talk about today, in this session. 

I'd like to introduce my two partners in crime, Katie Sadleir and Helene Wilson. And before we start, just so the audience gets to know 

a little bit about us, I'd like to start by asking, I'll ask you, Katie, how you started on your journey. You're a very successful female 

administrator in sport, and now you are the general manager for World Rugby, working on women's rugby. You've had a journey from 

being an Olympic athlete in synchronized swimming, and worked your way through the administration channels to where you are now. 

Perhaps you'd just like to share with us any little breakthrough moments that you've had in your career. 

  

Katie 

Arigato gozaimasu. Thank you so much for inviting me to participate in what is truly a world-class seminar for women in coaching. I 

would like to congratulate the Nippon University for having this initiative. It's fantastic. 

My background: I kind of transitioned out of being an athlete into an administrator at a very young age. I think I was 23, so as soon as 

I finished my Olympic and Commonwealth Games journey, I transferred on to boards. And I think, and then I have had the privilege of 
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working for 30 years now, plus, in setting up the New Zealand high performance system, and now I work in Ireland, working on women's 

rugby. The biggest thing that has helped me along that way is identifying really good people that can work alongside you, whether that's 

you as a coach, or me as an administrator, creating that kind of network of people that support you, that make sure they tell you when 

you're doing things right or when you're off key, but that they're there to check and challenge you and help you along the way, and that's 

why having a great network of support is really important for young coaches and elite coaches.  

  

Pauline 

Thank you, Katie. The point you make is really important, because we know that women lag behind men in their ability to network and 

find support networks, so that's a really important factor. 

And Helene, Helene Wilson, is head coach of a top netball team here in New Zealand, and she'll talk a little bit about the sport of netball 

a bit later on. But Helene has been working in this area of supporting other female coaches for a number of years, and has huge 

experience to bring to this debate. 

Helene, tell us a little bit about your background and how you've managed to break through in your career. 

  

Helene  

Yes, thanks, firstly thanks for having me here, I'm very humbled to be speaking to our audience today. I'm very excited to share my 

passion about coaching with you all. 

My journey, my coaching journey, began when I was in school. I was a premier netball player in my school, and my coach at the time 

made all of us coach a school team. So I felt very lucky that I was introduced to coaching when I was 15 years old, and I've never stopped 

since. So that's how I got into coaching, and my love of sports took me on a journey into Phys Ed teaching, or physical education, as a 

teacher. And I continued coaching and experientially learning about coaching as I got older. I think the breakthrough moment for me, 

and how I ended up in the high-performance space, was when I met a person who would later become a mentor to me that supported 

my growth and development into high performance.  

At the time when I met her, she was a former Silver Fern coach of New Zealand, our international team. She had a conversation with 

me about my coaching and where I was at. And it was really honest and real, and it gave me, it opened up my eyes to a whole new world 

of self-awareness about the skills that are required to be a high-performance coach. So I really am grateful to her, that about 10 or 15 

years ago I had someone who could support me and help me on my journey of learning and self-awareness as a coach, and that opens 

up networks. 

  

Pauline  

Fantastic. Thank you, Helene. And it's really interesting that both of you independently have identified the need to have support networks, 

and actual mentors in your careers, because we know that's one of the key ways that women gain confidence and feel supported, and 

are able to see a role model in their own development. So thank you very much, both of you. 

So now, Katie, I'm going to ask you to spend 10 minutes or so just presenting what World Rugby are doing to achieve gender diversity 

in coaching. 

And if I could just remind the audience that if you want to make any comments or questions, to place them in the Q and A box on your 

screens. And then we can perhaps ask some of those questions a bit later on. So over to you, Katie. 
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Katie  

Thank you. If I could get Masa to put my slides up, my first slide? 

Our diversity in coaching journey has been reasonably recent. I started at World Rugby in 2017, and we had a big vision to transform 

World Rugby to normalize women's involvement in rugby on and off the field. And at that time, we were very much a male-dominated 

organization. We had a council that oversaw everything that we did that was made up of only men, so 30 men. But when we made the 

commitment to move towards gender diversity, we added 17 women directors onto the board of World Rugby, and that was the impetus 

to look at leadership development around the globe. 

In 2017, we had a look at what was going on in coaching. And at that stage, we were heading into a World Cup in Ireland, Japan was 

there, and this was the women's World Cup, and there was only one country in the world at that stage in the 15s game or the sevens 

game, that had a woman in a head coach situation. 

So we knew, you know, when I look at your statistics that Masa presented, we were in a far worse situation for the sport of rugby. 

So we did a review, and we said (I might move to the next slide, Masa), so we did a review, and we decided that diversity in coaching, if 

diversity was important in the board, and in senior leadership, we needed to drive diversity in coaching.  

And we set some targets about where we wanted to be by 2025, so not the next rugby World Cup, which is in New Zealand this year, but 

by the World Cup after that, we wanted coaches, women who are coaching at a high-performance coach level, to just be called high-

performance coaches, not women high-performance coaches, so, dropping the gender was important. But to do that, we needed to go 

through cultural change. And most importantly, we were stressing that we want to see diversity in coaching teams. So we are driving a 

pool of women to be involved in coaching at the highest level, not just coaching women's teams, but coaching men's teams, and being 

critical as part of that diversity. 

So we'll move to the next slide, thank you. So, in looking, there are a lot of people that have written about the challenges that exist for 

women in coaching. So the list that is before you on this slide hopefully won't create lots of surprises. But maybe what I'm going to talk 

about is just a few of them, rather than all of them, but you may have other questions about some. 

So, one of the key things was lack of role models. We only had one country in the world that had a woman who was a head coach. So 

what could we do, working with all the rugby unions around the world, to start profiling women in coaching, and lifting the profile, so 

that, if you see it, you can be it? So young girls, athletes, saw that women were involved in coaching. So that was important: developing 

coaching role models. 

The recruitment process that appointed people into coaching positions, at times, across the world has not been good. A woman coach 

may have to put herself forward to a panel of three men, so the diversity in the recruitment process, and the culture that goes on inside 

the organization to make it a welcoming environment that women want to be part of and don't think it's not any point in putting their 

name forward. So the recruitment process is a problem. 

Players' perception, and I know many of you in this room may very well still be involved in playing. This was one of, and is one of, the 

biggest challenges. Given that most young women are coached by men, there was a perception, and is a perception, that women coaches 

aren't as good. And that's because people haven't experienced them. So there's a real piece of work on working with players to actually 

say that women are great coaches, so it's kind of all linked together.  

And then the networks. Women don't have the networks. It is a fantastic initiative, and it's something that we are really pushing for 

globally, is to get women, and men, supporting each other within your country, within your club, because everyone needs that support, 

whether it's a one-on-one mentoring situation. But quite often women are in isolated situations, and they just don't have that support. 

So I will move to the next slide, just to show some of the things that we put in place. I'd like to say this is Leslie Mackenzie, who is the 
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Japanese women's team national coach, and she has a variety of coaching experience from Canada and New Zealand, and is working 

very, very closely with Kiku Asami in the Japanese rugby union to help develop the next generation of coaches as well. But what we 

decided was, that there's not one solution to fix the problem. We needed to look at all of the challenges and barriers that exist, and try 

to address them in a holistic nature with interventions. 

So one of the things that we did, which was really important, was that we established a global database of women in high-performance 

coaching. We worked with the unions, like the Japanese Rugby Football Union, to identify who those coaches are that are on a pathway, 

and there are seven women Japanese coaches that are part of a database of about 130 coaches now. 

All our interventions that we put in place, like training opportunities, or deployment opportunities, go towards those women that the 

unions identify. We've done a lot to lift the profile, I think we've done about 50 profile cases in our women in rugby newsletters, and on 

social media channels, of women who are coaching. And that has really got people to start seeing it and believing it, and it is really 

vitally important. 

One of the really good initiatives that we talk about is making sure that there are opportunities for women to coach. And so whilst we 

said in 2017 there was only one team that had a woman in a head coach capacity, at this World Cup in New Zealand, in September and 

October, we've created an internship program, so it's CIP, Coaching Internship Program, so that every team that qualifies for that World 

Cup will have an extra accreditation for a female, an additional female coach to go on the basis that they're integrated into the coaching 

teams. So that is another initiative: by the end of this World Cup, we will have a minimum of 12 additional coaches who have been 

coaching at a World Cup level. 

So there's a whole range of initiatives that we've put in place there. I think one of the most important things, though, is that you need to 

measure what you do. There's a lot of things that we could do, but we need to see the change that happens, in terms of more women 

getting the opportunities to actually coach. 

And so it's a long-term change, but we are very encouraged by how active the countries around the world have got in terms of putting 

women forward for positions. 

So hopefully that provides you with a bit of an insight into what we are trying to achieve globally. 

 

Pauline  

Thank you, Katie, for that really clear and comprehensive summary of the great work that you are doing. 

It is really groundbreaking by an international federation, and you really are leading the way. I particularly love your holistic approach. 

Could you talk to us a little more about how you came to that approach? 

  

Helene  

I guess one of the things when we started our program was to look around the world and to look at what countries and unions were 

doing to develop coaches. And it became quite clear that there were thousands and thousands of women who had gone through training 

opportunities. So quite often, what people assume is that the issue is the woman. It's the woman coach who has no confidence, and who 

won't apply. And all the interventions were being focused around training women. So what we had was thousands and thousands of 

women who were trained and we needed to shift the focus from the individual woman to say, what is going on inside the organizations 

in terms of the culture and the processes that are put in place and in wider society that is preventing these women getting through? 

So it's not a woman's issue. It's a society's issue in terms of the perception of women in leadership, and it is an organization’s issue 

because of how they recruit and how they support. So the holistic nature is to do just that. 
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One thing you may want to look at on our www.women.rugby is, we have a coaching tool kit, where we have picked best practice from 

right around the world, and not just in rugby, in other sports, to look at, how do you go about changing the culture inside, whether it be 

a club, or a union, or a country, to change the environment to encourage more women. 

  

  

So that's what we mean by holistic. It's not just training, it's a combination of solutions. 

 

Pauline  

Yes, absolutely, I love it. So you talk about, on your website, that you have some examples of good practice about creating a welcoming 

environment and culture. What do you think are the absolute key components of a welcoming environment in a club, or a union, or a 

federation? Because I think this is absolutely the crux of it. 

 

Katie  

I think it does depend on what level you are working in, so you know, there are some fundamental things that are the same, in clubs, and 

if you're talking about the coaching environment for an Olympic team. 

But it does come down, to me, in terms of trust and respect, I think that that is absolutely fundamental in any environment. If you do not 

have a situation where people trust and respect each other, you go into that blame, play below the line, type of environment. So I think 

the base is getting to know and creating a support environment, where people feel that they are safe, from a psychological perspective, 

to ask questions, that all questions are OK, that you create an environment where everyone really understands what it is that you are 

trying to achieve, so there's no hidden agendas, and that they also really understand and talk about what everyone's role is in terms of 

developing what it is they are trying to achieve. 

So getting those fundamental things, but to me, it starts with trust and confidence and respect. 

 

Pauline  

That's fantastic, Katie. I think it's really beginning to spell out what an effective, welcoming environment actually looks like, because we 

talk about it, but we have very little evidence to say, well, what would we see, and what would we hear, what would be happening in that 

kind of environment? And you're largely talking about people's behavior, the way that they express interest by questioning and listening, 

and valuing individuals, is absolutely critical. Have you seen a really effective environment anywhere in the world in rugby, and would 

you like to describe it if you think there is one? 

 

Katie  

I think things are changing, I mean, we all have our challenges, all our sports. I recently did a series of seminars for the women who are 

on our database on how do you build a high-performing culture inside a team, and I guess one of the welcoming environments I would 

put is, right now I use as a case study, is the US Olympic sevens team. And the way that they have created an environment which respects 

everyone's differences, that they developed a really interesting charter under the words of Brave. But it is all about how they work and 

respect each other, it is about how they, I mean, some of the women coaches are mothers, and are at different stages in terms of their 

careers, so what might be right for one might not be right for all, so having things that are working in a way that caters to individual 

motivations. But there's a saying that I use often, it's a little saying which is P = M x S x E, which is performance equals motivation 
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times skills times environment. And if you look at that, and you look at that in terms of what you’re trying to achieve, to get great 

performance and support individuals, you know, what motivates that woman to be involved in coaching, how do you actually make sure 

that she has been given the right opportunity to learn the right skills to perform her role, and what is the culture, what's the environment 

that is supporting her in terms of resources to make sure that she can excel. 

 

Pauline  

P = M x S x E. I like that. I have a feeling, if I could see the audience, that they would be making a note of that. You touched briefly about 

female coaches, mother coaches, which is really an important area, and when we talk to Helene in a minute, I know she's got some 

insights around this area, herself being a successful elite coach and a mother. Is there anything that we can do in clubs and organizations, 

perhaps around policy, that would really help support mother coaches? 

  

Katie  

I think the thing is, you know, quite often some of these issues become issues because people don't feel comfortable to talk about them. 

So, rather than say there are great women out there who want to get involved in coaching but they are also mums, so they can't do it, 

you don't sit down and say, what can the club or the national organization put in place to enable you to do both? Thinking about policies 

in regards to child care and support as part of the offer, you know, to allow it to be a child-friendly environment, I know that we have 

several of our international teams in rugby who allow now their players and their coaches to bring their young children with them, 

recognizing that they are a part of their lives. 

So I think that the policy issue is about actually understanding, does it really detract from the performance of the coach? Or does you 

providing an environment where you feel that the coach has got that support network, to wrap around the other things that impact on 

their ability to focus, is really important? 

 

Pauline  

Excellent, Katie. Thank you. I am just going to ask Masa at this moment, I wonder if there are any questions, Masa, that have come in 

from the audience that you might want to ask Katie. 

 

伊藤 

今まだクエスチョンのほうは来ていないので、ぜひ皆さん、今までの話も含めて、Q&Aセクションのほうに質問をいただ

ければどんどん聞いていきたいと思いますので、ぜひ質問をお願いします。 

そのままPauline、今は 続けてください。 

  

Pauline  

We'll take that they are listening and believing and understanding every word that Katie is saying. So that's a fantastic story, Katie, and 

the work you're doing should be absolutely congratulated. You are making some great inroads into this whole area. And you made some 

real key points about the actual practical steps we can take to help women feel more valued and supported. And I'm sure that the audience 

has a number of ideas that they will want to talk about later on during the morning. 

So at this point, may I then move over to Helene, and we can have a little chat. Helene, you've been sitting there very patiently. 

Now, Helene, for the benefit of the audience, I think perhaps we should explain a little bit about the sport of netball. I know it's not a 
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major sport in Japan (although) there may be some areas that do take part. Could you give a brief explanation of the sport? 

 

Helene  

Yes, no problem. So, netball, I think in terms of understanding the sport, is very much like basketball. What we try to achieve in the sport 

is scoring a goal through a basket at the end of the court. And the only difference there is that we don't have a backboard, so the hoop 

sits in mid-air. And the only other difference to basketball is we cannot run with the ball or dribble the ball. So every player on the court 

has a position and a role to play, but when we catch the ball, you must stop immediately and pass the ball on. So it becomes a very 

athletic game of speed, agility, and it's really exciting. 

 

Pauline  

I think you sold it. Netball may take off in Japan now. 

And maybe, just explain how important netball is to New Zealand, because it really is the leading sport for women. 

 

Helene  

Netball is the largest participation sport in New Zealand for women, and most girls in New Zealand have played netball at some time 

during their life. It is a sport that is led by women, coached by women, played by women, and internationally across the world it is 

recognized first as a female sport, which is really exciting. And it also plays an important role for females around many countries, as it's 

a sport that females are encouraged to be a part of.  

In terms of netball in New Zealand, our international team is called the Silver Fern, and we are currently the world champions of our 

sport. We have a fierce rivalry with Australia, England, Jamaica, and we enjoy international competition all year round. But I think the 

most important thing for netball is that we all are ambassadors for achievement in sport for women in our country, and our athletes are 

often recognized worldwide as international athletes, and so are our coaches. And our brand is really, part of what we do is ensuring 

that we are role models for female coaches and female athletes to know what it's like to be successful in sport, and we take that 

responsibility very seriously. 

 

Pauline   

Thank you, Helene. I know you are one of those exceptional role models yourself, so well done. 

So, you mentioned that obviously netball is predominantly a female sport, and I think you heard what Katie was talking about in terms 

of creating this environment. What difference do you think it makes, having an all-female sport, with support staff and coaches being 

female as well? 

  

Helene  

I think one thing I know and have experienced in my career in netball is that when it's all female, it's a real collaborative environment, 

so when females are together working well, amazing things can happen. 

We don't have the resources of some other sports such as rugby, so our sport is built on a history of volunteering, and women working 

together. So I think the mentality of our sport is, we just get things done, it doesn't matter what obstacles are in the way; if we do it 

together, we can make amazing things happen. 

And I really feel that with my role as a professional coach in our national competition, elite competition, we support the Silver Fern, 
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coaching, and the Silver Fern coaching supports us. And we grow together and collaborate together. So I think the opportunity to work 

together and really make great things happen because of the people, is one of the things I love about being in that all-female environment. 

 

Pauline   

That's really helpful. We were talking just now about mother coaches and how difficult it is for women in a lot of sports who have children 

to make a career, particularly in high-performance sports, in coaching. You've done that very successfully, Helene, and you know many 

others in your position. What have been your personal challenges in that regard, and how have you overcome them? 

 

Helene   

Yes, I think the most challenging thing was how I balanced my own aspirations to be a high-performance coach and be a really great 

mother at the same time, because learning to balance the responsibilities across both roles is challenging. So, patience that you can step 

in and out of roles, and learn from being a mother and learn while you get opportunities in your coaching role, was a really good 

learning for me early on. But being in netball, I guess, being a mother is celebrated. Many of my staff are mothers, including myself, 

and there is an understanding that to be a high-performance coach, being a good mother is a part of being a good high-performance 

coach. So children are welcome in our environment at appropriate times. We don't discriminate against women who are mothers, or who 

are in positions where they are pregnant. Young babies of my manager or my physio will be in my environment at appropriate times, and 

what I've found is by being open to motherhood and balancing motherhood and bringing the family into the high-performance 

environment, it’s really supported both myself and the people around me to be themselves and succeed. 

But I also want to say I think we are very lucky to be able to be mothers and high-performance coaches, because some of my greatest 

learning has come from my son, who is a special needs child, because he has Aspergers. And through the learning of working with my 

son, I have learned to communicate and be a better coach, and I think we underestimate the role of being a mother and the skills that 

you learn as being a mother to be successful as a high-performance coach as well. So it should be celebrated. 

 

Pauline   

Indeed. So what you're saying is if you walked into a netball arena where you’re training athletes, or coaching athletes, you would see 

young children of either you or your managers in that environment. Is there any childcare provided for those youngsters? 

  

Katie  

There's childcare provided within our environment for athletes that have children, and when we travel (I have some mothers in my team), 

when we travel, there's support for the athletes to bring their children with them, it’s provided, and we have a pregnancy clause in 

support within the contracts. Support for coaches and the staff comes from philosophy and the culture of our support and our 

organizations, so obviously there are times where having children isn’t appropriate within the training environment, and then there are 

times when they are. So often we will work out a plan of support for staff before they come back into their environment, to ensure that 

the mothers are happy and healthy mothers and the children are healthy and happy children, and we can still be successful in our own 

jobs with our own aspirations. 

 

Pauline  

I just want to burst into applause right now, to be honest, Helene, because I do a lot of these sessions around the world, and have been 
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doing a number of them, and these examples are very few and far between. 

What are you talking about here is what Katie touched on, and it's not about fixing the woman, it's about changing the system. And you 

mentioned the word policy, clauses in contracts, changing the system, and it's just a joy to listen to. And they’re really practical examples 

for the audience. They don't require a huge resource to make those changes. It's about the understanding of the individual needs of 

coaches, so that's fantastic. 

So, can we just explore a little bit more about the factors that you think help create this environment for women to flourish, because you 

currently are a mentor on a New Zealand program for high-performance coaches. What are you seeing there that could really be put in 

place to help those women? 

 

Helene  

I feel very humbled and privileged to be part of the mentoring program here in New Zealand for aspiring high-performance coaches, 

and I think it's again really unique to bring a network of aspiring coaches together across a number of sports where it's uniquely female. 

The growth and the learning and the development that happen in that program are what females need, which is really, really exciting. 

We do have males in that course as well, in terms of mentors, and so I think it's fantastic that they can see what a unique female 

environment looks like for developing coaches. 

But what I think I've loved, and I really cherish in that program, is the connection that you make and the discussion that happens that's 

uniquely female. We have a perspective in sport, I think, that is one of our strengths. It brings diversity of viewpoint, vision, understanding, 

questioning, and I think it's celebrated within the program, and it makes it a really safe space to share stories. Coaching stories are 

really powerful to learn, and women love sharing stories, and you can make connections. Knowing that you're not isolated, and that 

what you experience as a high-performance coach happens to other coaches, and that you're not alone, is very, very powerful. So I think 

that is one of the most powerful things I've experienced within the group. Even though I'm a mentor, I feel that same belonging to the 

other young, aspiring coaches that I've met, and I learn as much of them as they do of me. 

The other thing I've noticed is that the sharing of stories normalizes some of the challenging experiences you have as a high-performance 

coach. And if you’re a female coach in a male-dominated environment, you might feel isolated if the stories aren't shared. So I think the 

normalizing of experiences that all coaches feel in terms of the challenges and the resilience that you need to survive in a high-

performance space. When you can normalize those experiences with other people, it gives you more confidence that you're doing really 

well, and that the journey is challenging for everybody. So that's been really fantastic. 

  

Pauline  

That's a really interesting topic, and that discussion is happening globally, about an all-female learning environment. There are always 

questions saying, should we run a mixed program, should we create a program just for women? You've identified a number of the benefits 

of the program. 

  

Katie, can I just bring you in at this point? Because coming from a male-dominated sport, and then creating programs and support for 

women, you must have gone through that debate yourself, about whether we should provide those all-female learning environments. 

Where did you get to on that?  

 

Katie  
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Where we are at is that you need to do both. We ran, two years ago, our first dedicated women's high performance coaching academy 

in Stellenbosch, and there were actually two Japanese women who were in that. But we did the evaluation of that with the women, 

thinking that we would maybe only do a dedicated only-women coach once, and it became quite clear that they wanted that to continue. 

But in this Covid environment, we've moved into…and so we will, we will continue to have a dedicated women's (program). But we also 

do know that what we're trying to actually do is to create diversity in coaching teams. So it's not just about women coaching women, 

and part of that is creating that absolutely necessary respect that needs to exist, that women coaches have as much to offer, in terms of 

the table. So we also run a virtual high-performance academy, which is aimed for women and men, and they come together, and they 

talk and they learn about the different challenges. So I think it's not, back to my holistic solutions, it's not just one opportunity, we need 

to be able to provide both, and not say that one is more important than the other, that they both have value. But I think you need to be 

able to offer both if you are moving into an environment where, like with our sport, which maybe is a bit different from netball, where 

we want women coaching men's teams as well. 

  

 

Pauline  

That's a great answer, and evidence of what's happening in other sports around the world. What we've found in the work we've been 

doing in ICCE is, it often depends on the objectives of what you're trying to achieve, which is what you mentioned. So if you're looking 

at trying to change the culture, or the system, it's often really good to have a mixed group, because clearly we want a lot of masses 

around the world who are helping to change the system and be male champions. On the other hand, if you're looking to provide that safe 

space that you're talking about, Helene, for personal development, then it's really key to give women the option of having an all-female 

environment. Great points, you two. Thank you for that. 

Helene, I'm just going to come back to you, just to squeeze out a little bit more about the difference with a female sport, and just put you 

on the spot for a little here, and ask you what lessons can we learn from netball for other male-dominated sports? I mean, I know it's 

not all smooth and easy in your environment, and you might identify some challenges that you've had to overcome. But what might you 

take out as lessons for others? 

 

Helene  

I think it's really important to recognize the difference females and males bring to the table, and celebrate the uniqueness of both 

viewpoints. So, you know, I've heard comments over the years in my coaching journey that females are too emotional, and things, but I 

don't agree with that, because I think our EQ actually adds a unique perspective. And I think we women can pick up on the nuances 

sometimes going on in the relational space, very quickly, and a number of people that I've met over the years that have been coached by 

female coaches really celebrate the fact that they feel like the person is seen first, and the athlete is being supported. So I think that that's 

a unique skill that we should celebrate and bring to the table. But when you're in a mostly male environment, your ability to communicate 

skillfully is where we need to keep practicing. It's not what we've got to say, we've got to be skillful in the way that we say it, so the 

response isn't that we are being too emotional, if that makes sense. 

That would be the challenge I think as a high-performance female coach, where you're having high-performance conversations, driven, 

that are factual and have information related to it that allows you to achieve where are you trying to get to, that you need to use your 

intuition and the skills that we bring with the EQ we have as females, and also, just be skillful in the way that you communicate that. 

  



 11 

Pauline  

Absolutely. I totally agree with you. There's been a lot of research done in the world of business, not so much in sport, that talks about 

the balance that you're expressing in terms of bringing the different strengths between males and females. In particular, those “softer” 

skills that you mentioned around emotional intelligence and the ability to listen and understand are vital to the whole (pieces of the) 

jigsaw. 

OK, so let's see, let's come back to Masa and see, have we stimulated any questioning in the audience at this point that we could answer 

any questions? 

Are there a number of questions? 

  

伊藤 

少し質問させていただきたいと思っています。今大変貴重な話をありがとうございますということで、日本ではなかなか

そのサポートに関して積極的でない部分があるということで、特に資金の面で、この資金が確保されていなくて、なかな

か女性のコーチが活動していくところでそのバックアップがなかなか難しいところがあるのではないかということがあり

ました。 

ニュージーランドの場合には、どのくらいの金銭的な支援、これはおそらくチームに対して言っているというよりも、社

会に対してということなのかもしれませんが、子育てとか家庭の両立のためのマーケットとしてとか、そういうところで

金銭的な支援がどういう形でサポートが整っているのかということについてお聞きしたいというそうです。二つの質問を

ミックスしてきまして、そういう質問が２個、金銭的なことの話が来ておりますのでこれについて少しお話をいただけれ

ばと思います。 

  

Pauline  

Yes, thank you for that question. It's a critical one. I'd like to start on this, and then Helene and Katie, if you want to come in... 

Like many countries in the world, there has been considerable lobbying of the government to make gender equality a priority in sports. 

And we are very fortunate here in New Zealand, in that both the Ministry of Sport and the Prime Minister have prioritized this particular 

area of women and girls in sport. And over the last two years, we have been able to make significant changes because there was some 

funding and policy behind what we are trying to do. 

There's still a long way to go, and there's never enough funding for these types of things, but at least we we've been able to identify some 

initiatives like the one that Helene was talking about, a high-performance coach program for female coaches. And I wonder, Helene, if 

you want to speak any more about the funding aspect? 

  

Helene  

Yes. The Te Hapaitanga program is a program that supports aspiring high-performance coaches to be able to have the time to learn and 

grow as a coach. So they have a small amount of support, financial support, to be a part of that program, and that financial support 

gives them the opportunity to maybe put more time into their growth and learning. So I think that's really, really important. 

In terms of my journey, I don't think I've had what I would call financial support to learn about coaching as such, until I got into a space 

of high performance. But one thing that I think is really important when I reflect on my journey is, I always volunteered or interned, or 

took up opportunities where I could observe coaching, support coaching, in other roles, and been able to balance my family and children 

with that, which was really important at the time, hence why I believe in that now. I could take part-time work while I was learning to 
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be a coach. 

 

Pauline  

Katie, would you like to add something? 

  

Katie  

Sure. I guess the one thing that I would add is, I don't live in New Zealand anymore, I live in Ireland, working for World Rugby, but I did 

live here for a long time. But in a rugby perspective, one of the things that we are challenging unions to do is to look at creating diversified 

income streams, and the IOC provides funding and support through its Olympic solidarity, which is targeted at programs to get more 

women involved in coaching. So that's another avenue for tapping into. 

And given the fact that they are driving the gender equality change program, it certainly is an area that has been prioritized for assistance. 

So I would be working to see what you could get by working with the Olympic Committee. 

  

Pauline  

Thank you, Helene, Katie. Masa, any more questions? 

  

伊藤 

はい、たくさんきているのですが、いくつかに限定して、時間のこともありますので少し限定しながらお話をさせていた

だきたいと思っているのですけれども、面白い質問がありました。 

皆さんのその環境では、女性コーチを育成する事業を立ち上げたりしたときに、女性コーチの環境を整えると女性がここ

にいた場合の、例えば男性の一般的な反応はどのようなものだったのか、最初にやろうとしたときのその社会の反応です

ね、そういうものについてちょっとお聞かせていただければと思います。 

  

Pauline  

Thank you for that question, great question. Katie, I'm going to direct that to you initially. 

  

Katie  

Coaching and the development of women coaching is part of our commitment for leadership. So at a World Rugby level, we have made 

a very firm stance that we are into developing inspirational leadership in women on and off the field. And that we specifically have an 

agenda to talk about women in rugby, as opposed to just women's rugby, so the committee that I work with has got the chairman of 

World Rugby, Bill Beaumont, the Vice Chair, the Chief Executive of World Rugby, and also the male , who is the chair of the Women's 

Advisory Committee and is very high up in France, and then absolutely amazing inspirational women leaders from around the world. 

But the men are totally embraced in terms of what we're trying to achieve in coaching, and have been really good at providing that 

support to ensure that we can do some really amazing things. 

 

Pauline 

Yes, thank you for that question. I think my response is often that we are not, when we’re providing these programs for females, we are 

not discriminating against men. It’s just a question of temporarily favoring a group who have historically been discriminated against. 
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It’s an attempt to restore equal opportunities between the sexes. I think it’s a great question, and one that needs to be debated. 

Masa, I think we’ve got time for one more. 

 

伊藤  

はい、そうですね。もうそろそろ１つ、最後の質問になるかと思いますが、今の 

質問に関係してなんですけれども、あの、先ほど男性についての事を伺いましたが、女性の中にも、例えば、女性が特別

な施策をしていくこと自体に、拒否感とかそういうことを示す人がいるのではないかというようなことがあるのではない

かと、抵抗を示す女性の中にもですね、そのようなことについて何かお考えがありましたらお聞かせていただければと思

います。 

 

Pauline  

Helene, have you seen any responses like that in your work that you’re doing? 

 

Helene  

I haven’t personally seen any female resistance to the support around female coaches in my experience here in New Zealand. I think that 

the language and the topic and the talk going on is just supporting female coaches to be skillful high-performance coaches, and we want 

to be recognized as high-performance coaches, not regulated female high-performance coaches who have got there because of programs 

and systems. So that’s the talk going on with females, we are high-performance coaches who want to do a good job. We want to bring 

our skill set to the table, and that’s really exciting. 

 

Pauline  

And I think from my experience running female leadership programs in sports, that although there may be some women initially who 

think it might be a bit strange to go onto female-only programs, I think once they are exposed to those they understand that it is a different 

environment, and it does help them grow in their competence and ability to put their hands up for roles in the future. 

 

So, thank you so much for all your questions. I know there’s a number of others who are waiting and I’m sure, as the morning goes on, 

you will get the opportunity to discuss these. Just one final thing before I leave, Masa, I’d just like to share one opportunity to the 

audience. Some of you may have heard that there is an international working group on women in sport, and every four years there is a 

world conference. This will be held in New Zealand next year, the days are running down very quickly. And it will be both a physical and 

a virtual conference for the first time. It’s going to be a huge number of people who will be coming together to discuss the very topics 

that we are discussing here today. So please look out for this conference, and if you are able to come to Auckland, either yourself, or 

register online, and be part of this global community of action towards gender equality in sport.  

Finally, I’d just like to thank both Helene and Katie for giving up their time, and really outlining both their experiences from World 

Rugby’s point of view and the marvelous work, Katie, that you’re doing, and Helene for your insights and explanation of your very 

personal approach to this topic, and your own journey. It’s really helped highlight a number of issues. 

So thank you very much. And good luck to everybody, today, in your conference  and sayonara. 

 

伊藤 
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ありがとうございました、皆様。ここではなかなか直接聞こえないですけれども皆様画面の向こう側で拍手を 3人の皆様

にお願いしたいと思います。どうもありがとうございました。 

それではですね、これから 4 分、4-5 分の休憩を挟みまして、15 分から次のセッションを始めたいと思いますので、しば

しご休憩ください。 

 

Thank you very much, Pauline, Helene, Katie. It was a great conversation. Thank you very much. It was a great talk. And there were 

many questions that were unanswered, so maybe I can send those questions to you, and then maybe we can discuss those issues, and we 

could just post the answers on Facebook or somewhere, or maybe directly sending a message to that person. 

 

Pauline  

Yes, I’ll be really happy to do that, Masa, if you send some of those through. 

Thank you to Yoriko and Cate, that was amazing, it made it really much easier to understand.  

 

伊藤  

Sometimes I was seeing that Pauline’s hands were appearing in Katie’s box. 

 

Katie  

She was telling me, “I’m going to talk to you now”.  

 

伊藤  

Anyway, thank you very much. We need to prepare for the next session, so thank you very much for your participation, and stay safe and 

healthy. And have a good day. Thank you very much. Good-bye.  

 

＜第 2部＞ 

 

伊藤：皆さん、お戻りでしょうか。ちょっと休憩をしていただけたかと思います。先程ですね、ニュージーランドそして世界がどういう風

にいっているのか、特にニュージーランドはかなり進んでいる国ではないかと思いますけども、とても参考になるところがあったのでは

ないかと思います。それでは我々の国、日本の中でどのような取り組みが行われようとしているのかについて、今回このセッション 45

分という時間ですけれども、皆さんと一緒にちょっと考えていきたいと思っております。今回、公益財団法人日本自転車競技連盟理

事であります三宮さん。三宮さんは女性育成部会というところの部会長をされておりまして、まさに自転車競技連盟の中で女性がどう

いう風に活躍をして行くのか、活躍というとなんか言葉が仰々しく感じるかもしれませんけども、もっともっと女性が輝ける場をどうつく

っていくのか、ということを一生懸命やられておりますので、そのことも含めてお話いただければと思います。もう一方、パラの領域か

ら、一般社団法人日本ボッチャ協会強化指導部長の村上さんにもお越し頂きまして、ボッチャ協会そしてチームの中で、ナショナル

チームの中でどのようなことを考えて…今回、実はですね、村上さんのところはお 2 人のコーチを我々のプログラムに推薦してくださ

いまして、今お 2人がパラの中でのエリートコーチとしての学びを我々と一緒にして頂いているわけですけれども、その思いですとか

その辺りもお話ししていただけるのではないかと思っております。それではお 2 人をお呼びして、このあと 11 時までですね、少し話

をしていただきたいと思っております。それでは三宮さん、村上さん、ビデオの方をオンにしていただけますでしょうか。お願いします。

行けますでしょうか。村上さんの方が先に来るかな？またビデオが付いて無いですね。三宮さんもいけますか？ 
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村上：ホストが今ビデオ停止・・・ 

三宮：ホストの方が・・・ 

 

伊藤：あらら。はい、すいません。チェンジ。なんでだろう。すみません。ここでビデオビデオ…すみません、ここのところが・・・これで

いいですね。はい、今、オッケーなったかなと思います。すみません。1 回消すとなかなかこれ出て来れないんですね、これね。はい、

すみません。それではお 2人をお迎えして行きたいと思っております。ではですね、まずお話として今、三宮さんの方からまず、その

自転車競技連盟の方の状況を話していただきまして、その後村上さんからもお話いただきまして、今度また 3人で、質問等をいただ

いたものも含めてディスカッションして行きたいと思っておりますので、まずは三宮さんの方にお願いしたいと思います。それでは宜

しくお願いします。 

 

三宮さん：おはようございます。公益財団法人日本自転車協会の理事を、もうこれで 4 年目になります、三宮恵利子です。今回、こ

のプログラムに自転車競技連盟からは 1名女性のスタッフ、学びたいということで推薦させて頂いて、プログラムを学ばせていただい

ているんですが、自転車連盟としてはとにかく、理事の人数もそうですけれども、指導者としても非常に女性の活躍が少ないっていう

現実があります。どうしても競技自体の人口がやはり男性の方が多いっていうこともありますし、なかなか女性の活躍する場面がない

っていうのが現状にありまして、そこで何かできないかっていうことの中で、一応部会として、女性部会、女性を育成する部会として、

そこを少し活躍をしてスタッフ・・・まあ、女性を入れて、男性もいるんですけれども、そこで何かできないかということで活動して 4 年

目になって、やっとこの 4 年目で少し形になってきたかなというのがあります。私の思いとしては、どうしてもやはり、前半戦でお話し

頂いた通りにロールモデルというのが少ないというか、全く自転車連盟には女性のロールモデルという人がいないということで、じゃ

あやはりロールモデルを作っていこう、と。誰かが何かをやらなければなかなか、やはり環境という部分でもやりにくい部分もあったの

で、じゃあそこで委員会ではないけれども女性部会として活躍をしてみて、その部会から何か発信できないかという思いがあって、部

会員と、そこには部会だけではできないのでやはり連盟の事務局の人も巻き込んで、もういろんなことを、それこそディスカッション…

言いたいことを言い合って何ができるか、これを実現するにはどうしたらいいのか、っていうのを話し合って来ています。特に東京オ

リンピックも近いですし、いろんな部分でやはり女性の活躍っていうのを考えた上では、やはり、情報発信をして行く場所というのが

非常に大事だなというのを感じました。そういう部分では本当に今、女性部会として、育成部会としてはそこの情報発信源として、環

境という中の 1 つが出来ているのかなあという風に思っています。このプログラムを学ばせていただいている人も部会員から 1 人出

させて頂いて、今の状況とかをすべて、やはり共有をしてもらって、今こんな感じでプログラムを受けました、こういうことがありました、

こういうところではこういう人がっていうのを報告をしてもらって、みんなに共有してもらうっていう部分で、やはり学べる場所とかってい

う部分では、非常に環境っていうのが大事だなと思います。とにかく誰かが何かをやらなければスタートはしないというのがよくわかっ

たので、やはり最初の人ってすごく大変だったと思うんですよね。このプログラムもそうですし、ニュージーのケイティとかもそうですし、

何か最初にやる時っていうのは非常に大変だったと思うんですけれども、やはり周りの人をたくさん巻き込むことによって、理解も得

て、もちろん反発とかも中にはたくさんあるとは思うんですけれども、その反発は、じゃあなんでその人はそうなるのかというのをやっ

ぱり話す、ディスカッションするというのは本当に大事なんだなという風に今感じています。女性部会でも、本当に、じゃあ今回は1時

間ぐらいで話をまとめようねっていうのが、意見がどんどんどんどん出てくるので 2 時間になったりとか、じゃ次の議題はこうしようとか、

本当にもういろんな意見を出して今活動しています。そういった部分ではやはり、周りの理解というのは非常にありがたく・・・そうです

ね、理解をしてもらって、1 歩ずつですけれども進んでいくという感じになっています。どうしてもやはり誰かがやると、こういうことがで

きるんだ、こういうことが私にもできるんだ、っていうのが、やはりロールモデルがあることによって、その人の自信になったり、きっかけ

になったりっていうのがすごくいいんじゃないかなという風に思っています。そしてプログラムを受けている人、受けた人が、やはりこう
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いうことが良かったよ、とか、こういう人とのつながりがあったよ、とか、あとは、そうですね、自分の競技だけじゃなくて、いろんなところ

の競技の垣根を超えて情報の交換だとか、例えば悩みだとか、そういう部分を相談できる相手ができるっていうのも非常にいいなと

いう風に感じています。今まで 1 人で悩んでたこと、誰に相談していいのかわからないこと、そういうことが、例えばこういうプログラム

を受けたりとか部会ができたりとか、そういう部分で横のつながりっていうのができることによって、どんどんどんどんそういう情報発信

源が増えていくし、悩み・相談が増えていっても解決できる場所があるっていうところを作れる、持っている強みというのが、非常にス

キルアップにもなるし、今まで一人で悩んでて、こんなこと悩んでたんだけど、こっちの競技の人にもこういう事が、こういう人がいたん

だ、とか、自分だけじゃなかったんだ、ということを知るということもできるし。そういった部分ではやはりこういったプログラムもそうです

し、学んでいる人がどんどんどんどん情報を発信できる、やっぱり場所とか環境というのが、さっきも非常に大きなキーワードとして出

てきましたけれども、大切なんじゃないかなという風に感じていて、自分たちの連盟では今、女子育成部会がその発信源になったら

いいなと思って活動しています。 

 

伊藤：女子育成部会のところについてもう少しお伺いしたいんですけれども、何人ぐらいのサイズ感でやってらっしゃるんですか。 

 

三宮：事務局には 1人女性のスタッフがいまして、女性理事が 2名、部会員が 3名という形でやっていて、部会員の中には、まあ私

はスピードスケートのオリンピアンですけれども、自転車でオリンピックを 3 回経験している人、あとは他で大学で女性のことを学んだ

人が 1人、あと競技経験者が一人という形。あとは男性が 2人。 

 

伊藤：なるほど。男性もいるんですね。 

 

三宮：はい。おじさんですけども(笑)。 

 

伊藤：そこに男性が入っているというのも面白いですね。 

 

三宮：はい。やはり先ほどの指導者の中でもあったんですけど、女性が女性を教えるだけじゃなくて、やっぱり女性の選手でも男性

のコーチに悩みとかそういうのを受け止めてもらいたいっていう願いがあって。女性だけのコーチの育成はもちろんなんですけど、そ

こがついていかなくて女子の選手を育てていくとか女子の選手の悩みを言える場所ってどこかなって。周りにじゃあ女性がいなかっ

たらどうするって考えたら、やっぱり自分の指導者とかスタッフに言う。それが男性だった場合、言いづらいよねという話があがったん

ですよね。部会の中で。言いづらいよねって、じゃぁ、男性の指導者に女性のことをよく知ってもらって言いやすい環境にしてあげな

いとだめだよねって。これは男性の方が目を背けちゃいけないことってたくさんあるよねっていう話から、入ってもらったっていうのと、

もうそこでいろんなことを言います、女性のスタッフとか。 

 

伊藤：なるほど。まさに今日のあれですね。今日の午後のここのセッション、つまりコーチもアスリートも両方とも知らなきゃいけない、

これ男女にかかわらず、しっかりと女性のコンディショニングとか体調のこととかすごく事実としていろんなこと知っておくことっていう

のは必要だっていうところが、今、今日の午後のセッションとすごく繋がる部分が僕の中でも出てきたのがすごく印象的でしたね。 

 

三宮：やっぱり話を始めると、ちょっとこう目を背けたり、その場からいなくなったりするんですけど、そこを「いなくなっちゃダメですよ」

「これ聞いてくださいよ」「そもそも居なくなっちゃダメですよ」っていうことを言って「ああ怒られちゃった」なんて言いながらも、やっぱ

りだんだんそういう風に話をしていると理解が、わかってもらえると言うところがあって。まあもちろん女性スタッフが育っていくことはも
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ちろんなんですけれども、育成部会としては女子の選手のことを男性の指導者にわかってもらいたいっていう活動も少しずつやって

います。 

 

伊藤：なるほど。はい。女性のアスリートだけを扱っているわけでももちろんないし、女性のコーチということも考えるし、ただ、女性の

アスリートが幸せになっていくためにも男性コーチにもそこに関わってもらって…っていう、何かこうものすごく広いことをそこで抱え込

んでいる、っていうか、なんかすごく仕事が増えそうな気がしますけど、けっこう大変じゃないですか。いろんなテーマがありすぎちゃ

って。 

 

三宮：そうですね。みんながいろんな事を言うので。なので「じゃあ今回はこっちに絞ろう」、で、それをやってみて反応がどうだった

か、「じゃあ今度はこうやってみよう」ということで…本当にいろんなことを話して、じゃあどこでできるか、とか、「（高校の）高体連に話

を持って行ってみよう」と言って高体連の理事の方に話を持ってって、「じゃあ、やってみようか」とか、そういうことを「失敗を恐れない

でとりあえずやってみようよ」というのが半分合言葉みたいな感じで。 

 

伊藤：なるほど。 

 

三宮；はい。 

 

伊藤：まあチャレンジしないと何も変わりませんもんね。本当に。 

 

三宮：そうですね。誰かが何かをやらないと、本当にロールモデルもできないし、やり方もわかんないし。で、やってみて、「ここもうち

ょっとこうしたらいいよね」とかそういったディスカッションもできて、また新しいことにもチャレンジできるし、というのを今やっています。 

 

伊藤：わかりました。 

 

三宮：あとこれからですね、今、1 つの目標として自転車女子の自転車の大会をやりたいというのを部会の目標として、それは選手も

スタッフも審判もみんな女性でやりたいっていうのを、今 1つのテーマとして動き出そうとしています。 

 

伊藤：なかなか面白そうですねえ。役員なんかも含めて運営するとなると、やっぱり男性の役員が多くてっていうのがすごくあります。

チャンスがないと、機会がないと、能力わかりませんしね。色々そういうところでやって行くのもけっこう面白そうですね。いつ頃？ 

 

三宮：目途としては 2023年度。 

 

伊藤：2023年 

 

三宮：はい。そのためにやはり女性審判のスキルを上げていかないといけないということで、女性審判の講習会を来年度、早ければ

今年度の後半ぐらいからちょっと女性の審判の免許を持ってる人とか新たに免許を取ってもらおうとか、審判の講習を受けてもらおう

とか、そういう働きをかけてやって見たい。そして、願わくば、お子さんを現場に連れて来てもらって、誰かが見るとか、なんかそんな

ような先ほどの女性のコーチの方のように、 
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伊藤：そうですね。ヘレナが話していましたね。 

 

三宮：はい。現場で子どもを見れるとかっていう環境作りっていうのを目指していけたらなっていう風に思っています。 

 

伊藤：そういう意味からすると今日の話とかでも、例えば海外でもそういうことをどういう風にやってるかとか、色々参考になる部分がも

しかしたらこれから色々情報も…それこそネットワークで自分の中だけでは解決しないことを、それぞれの競技団体とかの枠とか、海

外とか、こうやって色々情報交換するっていうことが、色々発展につながっていく気がしますね。 

 

三宮：はい。 

 

伊藤：ありがとうございます。一応ですね、まずはこのあたりで一旦止めさせていただいて、今度村上さんの方に色々話を伺っていき

たいと思うんですけれども。はい。村上さんの方に入って頂いていたと思います。では村上さんの方から、今回のプログラムに 2名送

り込んでいただいたその気持ちだとか、村上さん自身がどのようなことで女性コーチを引き上げようとしているのかとかですね、そこで

活躍してもらいたいと思っているとか、その想いも含めて、協会としてでもけっこうですので、少しお話しいただければと思います。よ

ろしくお願いします。 

 

村上：はい、よろしくお願いします。日本ボッチャ協会の村上と申します。よろしくお願いします。まず最初にボッチャってまず馴染み

のないスポーツだと思いますので、簡単に説明すると、パラリンピックの正式種目で、イメージできないのってたぶんボッチャとゴール

ボールだと思うんです。オリンピックにない種目ですので。ゴールボールって、今日と明日、ジャパンパラやっててライブ配信やって

るので、ゴールボールとかネットで調べてもらうと、実際映像で見られるんじゃないかなと思います。で、私がやっているのはボッチャ

という競技で、だいたいバドミントンコートぐらいで、こういうちっちゃい、柔らかいんですけど、こういう柔らかいボールで…このくらい

柔らかかったり、ま、硬いボールも使う人もいるんですけど、これでカーリングと同じようなルールでやるスポーツです。パラリンピック

の種目の中でも障害がけっこう最重度で、例えば生活介助が必ずあります。種目は全部ミックスですので、男女別れてなくてミックス

ですので、女性選手も男性選手もいますし、その中で着替えとかトイレとか入浴介助とかが必ずありますので、そこは同性介助です

ので、必ず男性だけでは出来ない。男性も女性も必ず男性コーチ、女性コーチ、男性トレーナー、女性トレーナーって、普通に男女

が当たり前にあるような団体というか、選手もコーチングスタッフもそういう構成になっています。あと強化スタッフって言いますけれど

もコーチ、トレーナー、あとアシスタントってあって。アシスタントは選手と一緒に競技会場出るのでドーピング検査もあるような健常者

になりますけれども、あと看護師も医療的なケアもある選手もいるので看護師もいるっていう、そういうコーチングスタッフで構成され

てますので、そこはもう男女色々居るのが当たり前のような競技なので、そういったところは他の洲ポートとまた違うのかなと思うんで

すが、そういう風に当たり前にいる・・・私は今ナショナルチームのヘッドコーチやってますけど、当たり前にいる中で、今ボッチャって

割と、金メダルも東京パラで期待されているぐらい、けっこう日本は世界の強豪国として今ずっと勝ち続けているところなんですけれ

ども、じゃあだんだん強くなってきたのってどこからかってなると、ロンドンちょっと過ぎたくらいから強くなってきてるんですけど、男女

のコーチが当たり前にいるっていうのはもう普通だったんですが、じゃあどうやって強くなってきたんだろうっていうところを考えていく

と、その当たり前のコーチング構成というか、強化スタッフ構成というのを、普通に今回女子が多いから女性コーチが多いということで

はなくて、このコーチが欲しいとかこういう人材が欲しいと言う。それは年齢も経験もなんでが、そういったのを意図的に組織したかし

ないかというのがすごく大きくて。ベテランのコーチがいっぱいいるだけでもダメで、男性のコーチが多いから、女性のコーチが多い

からというのもダメで。その構成を組織的に考えていくということをし始めてから、ボッチャはすごく競技力が高くなったということで、い
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かにコーチングスタッフの中で組織的にやるかっていうことと、あと、私は強化指導部なんですけれども、その上に競技局ってあって、

その競技局から理事会に色々、議題を提案するんですけれども、そういう協会の組織を含めて、どういう風に取り組んでいくのかって

いうのがすごく必要なのかなと思っています。あともう 1 つ、コーチングスタッフの特徴は、コーチングスタッフ障害を持っている人い

ないですよね。選手は障害があるんですけれども、障害者ではないっていうところと、あと、誰もボッチャの現役選手だった人いない

んですね。私もサッカーですし、今回この研修に参加している前野はバレーでしたし、栄徳はバスケットだったんですけど、みんなバ

ックグラウンドが違うっていう。あと年齢も違うっていう。そういったいろんなコーチ陣がいるっていうことは、やっぱり選手にとってすご

くプラスであって、「このコーチに相談したい」「このトレーナーに相談したい」。いろんな立場で、またコーチの経験もありますし。「経

験のないコーチに相談したい」っていう、相談する選手の場合もありますし。そういったどういう風に組織をやってくかというところと、

その中でコーチが育っていくので 、今回 2人応募させて頂いたという理由は、やっぱり、今回 OJT とか実践コミュニティとか、そうい

ったとこの実践の内容で、そこですごく学んでいくことが多いと思うんですね。あと他競技から学んでくることがたくさん多いと思うんで

すけど、それを一人だけではもったいないなと思って。その中でまた自分たちの団体で 2 人いて、見たいなぁ。で、私の思いとして

は、今回前野と永徳と 2 人出してるんですけれども、2 人ともトレーナーなんですけど、トレーナーとしてスキルの高い 2 人なんです

が、前野はすごいトレーナーとしてもトップのトレーナーなんですけれども、その中でコーチをコーチングできるような女性コーチにな

って欲しいなっていうのと、あと永徳はまだ経験の浅いトレーナーなんですけど、永徳はもう女性として意見のできるコーチっていうと

ころで、いろんな話題をこの研修で掴んで協会の中で、ボッチャ協会の中でいろんな事を発揮して欲しいなあ、なんてすごく思って

ます。あとはパラリンピックよくありますけど、その中でも、パラリンピックって競技人口が少ないので、競技始めて 1 年 2 年で日の丸

つけれる、JAPAN になれるという選手もいて、まだアスリートとして気持ちの成長がない中で競技に向き合っていかなきゃいけないと

いうところでも、いろんなコーチとかが必要だっていうところで、いろんな人、男性女性とかじゃなくていろんな人材が欲しいというとこ

ろで、今回も、よく、例えばコーチ支援という形で色々議題は組織には提出してますけど、女性コーチの育児支援とか子どもを合宿

に連れて来てっていうのは、女性に限らずコーチの家族は合宿に、要望があれば帯同させて欲しいという意見も出してますし、男

性・女性と分けず、コーチの支援といったところの要望を組織として作ってあげていくというのが、今、協会で取り組んでいる内容で

す。私からの説明は以上です。 

 

伊藤：はい、ありがとうございます。聞いている皆さん、是非 Q&A の方に色々、もちろん村上さんにもですしこの後三宮さんにもまた

入って頂いてお話をしていきたいと思っていますので、聞いてみたいこと等を Q&A の方に入れていただければと思います。村上さ

ん、なかなかコーチ支援って面白いですね。今聞いてて。子どももやっぱり連れて来たりとかっていうところを認めてくれって言ったと

きの周りの反応ってどんな感じでしたか。 

 

村上：「まあそれは必要ですね」って。今三宮さんの話聞いてて思ったんですけど 、ボッチャ審判はほとんど女性なんですね。国際

審判持っているのほとんど女性で、考えてみたら男性の国際審判いないなって。たぶん、何も上がってきてないですけど、女性審判

ってかなり苦労してると思うんですよね。大会の時にお子さんどうしているのかとかっていうのもありますし、そうなると若い審判育たな

くなってきてしまいますし、というところもあると、そういったとこも必要ですし、もしかしたらそのコーチ支援のところでも、私も子どもい

ますけど、妻と喧嘩になることもありますし、どっちが見るんだっていう話とかもありますし。そういったところでは、いいコーチ育ててい

くという環境は、そういった家族支援というのも充分必要になってくるところがあるのかな、なんて思ってます。 

 

伊藤：とても家族の支援というのも・・・僕もかなり前なんですけれども、10 年ぐらい前じゃないですかね、オーストラリアにいろんなコ

ーチングの調査に行ったときに、やはりオーストラリアが家族をもう既に支援をするシステムを始めていたというのを聞いて、「あ、やっ

ぱりそういうことあるんですね」と。日本の場合だと、遠征とかに行ったりしても何も、行くのが当たり前、家族は我慢して当たり前、とい
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うところがどっかにあったかもしれないですけれども、そこで残された人たちを協会が面倒見て行くとか、そこに対して何かフォローア

ップを国としてやっているという話を聞いたので、「ああ、そういう風に考えているんだ」と。「やはり普通そうじゃないと、誰かが不幸せ

になって、ナショナルチームが勝つために誰かが不幸せになってるっていうのはこれ、正常なスポーツじゃないですよね」と思ったり

する部分もあったので、今伺って、そういうのを今考えていかなきゃいけない。当たり前じゃないですよね、たぶん。三宮さんのところ

だと、そこら辺のコーチ支援というところを考えていくと、どんな感じですかね。実際協会の方では。 

 

三宮：いっとき、ちょっとチャイルドルームというか、そういう託児所みたいなのを、と思ったんですけれども、やっぱりそこには資金っ

ていうものが付いてきて。例えば、競技をするところのワンルームを借りるのにはいくらとか、やっぱり小さいお子さんを見るんだった

ら保育士の免許を持っていた方がいいよねとか、そんな部分がちょっと出たんですよね。そうするとそういう免許を持っている人を例

えばどっかから派遣してもらうには 1日いくらだとか、お金かかるねっていう部分で、一回あの・・・井村さんの話を聞いたときに、誰か

多分保護者の中でそういう免許を持っている人がいて、そういう人に声をかけてやってるとか、あとは、どうしても、別に免許がなくて

も私子ども好きとか、私見ますよって言ってくれる人が保護者の中とかスタッフの中でいたらそれでいいんじゃないかなって感じたり

して。別に保育士の免許にこだわる必要はないのかなっていうのを今思っています。そうなるとまあ私でもいいですし、子どもをみる

のは。私も子どもが居るので、自分達の子どもも連れてってという部分があるのかなっていうのと、あと私もずっと上の子が 3 才くらい

の時から仕事復帰をして、下なんかはまだオムツをつけている時だったんですけれども、だんだん成長するとともに子どもがやっぱり

理解をしてくれて、今上の子が 11歳になったんですけど、今日も 2人で別の部屋で留守番してるんですけど、まあ子どもの成長とと

もにそういう部分で楽になってくるんですよね。だから、いっときちょっと頑張れば、やっぱり楽になれるのかなっていう部分で、その

いっときをサポートできる体制を少し考えた方が良いのかな。やっぱり小さい時ってどうしても母親が必要で手がかかるときのサポー

ト。やっぱり、子どもがもう中学生とか高校生とかになって大きくなってしまえば、留守番ができたりとか、話しても分かる年齢になって

くれば、もっともっとやりやすくなってくるかなっていうのは感じています。 

 

伊藤：何か今の伺っていると、ずっとそういうわけではないけど、いっときのその大変さによって「コーチやっぱできないかな」って思っ

てしまう場合なんかもある。そういうところで必要なサポートが社会的に得られるというところが・・・すべてをサポートしろ、ということで

はたぶんないし、みんなそれぞれ努力する、お互いサポートし合うところがあるのかもしれない。そういうところがけっこう重要になって

くるかもしれないですよね。どういう時にどういうサポートが必要なのかってことを知ることも、今後の重要なポイントになってくるのかな

という風に思ったりもしました。今ね、三宮さんがやろうとしている…なんでしたっけ、あの女性だけの試合のところなんかも、きっと何

か集まってきたらいっぱいいそうですよね。子どもの面倒見てくれる人とか。子どもたちも集まって一緒に色々できそうですね。次の

自転車の競技とかに入ってみたいっていう子どもたちもたくさん出てきそうな気がしますけど。そうやってると。 

 

三宮：そうですね。できるんだったら、ちょっとした、ちっちゃな自転車とか用意してみんなで自転車乗ったりとか。私は外部理事なん

ですよね。自転車の・・・あの、スケートではトレーニングの経験はあるんですけど、競技の経験が全くないので、逆にそういうところは

専門の人に任せて、私とかそういうあの中で活躍しなくてもいいような方で子どもたちを見て、自転車を乗ったりとか、まあ自転車だけ

じゃないですよね、何かスポーツをやってみたりとか。そういう部分がこれからできていければいいかな、なんてちょっと感じています。 

 

伊藤：そうですね。本当に先ほどのニュージーランド等の例でも、やはり金銭的なところっていうもの・・・質問にもあったように、やはり

すごい気にされているところが、この中でも、聞いてらっしゃる方の中でもいらっしゃるし、三宮さんの所でも、先ほどお話が出てきた

通りに、やはりこのお金というものはものすごく先立つものとしてどうにかして集めてくるというのもあるでしょうが、そこに対してお金を

出してくれるようにするためにも、社会の認識がどうなっているのか、そこが必要だっていうことを、どういう風に全体が理解するのか
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っていうのは、すごく重要な問題になってきそうだなという風に思って聞いてました。今のところで、村上さんの方にちょっとお伺いし

たいんですけれども、意図的に組織を作っていくというところがありましたけれども、意図的というところの何かコツというか、村上さん

が思っている「意図」ってどういうものなのかについて少しお話しいただいてもよろしいでしょうか。特に、いわゆる女性・・・今日の話

が「女性を」と言うところもあるので、そことの関わりで、例えばクオータ制だとかを含めて、それをどう考えるのかとか、組織の中でどう

いう風な役割を女性に果たして欲しい、もしかしたら男性女性という、そこの区別がそもそもないのかもしれませんけども、その辺の意

図について少し説明して頂けると助かります。 

 

村上：はい。質問もちょっとチャットで見たので、そこも絡むところではあるんですけれども、意図的にというのは、男性も女性も必ず

必要ですっていうところであったり、あとコーチングスタッフ、そのトレーナーとコーチがいるんですけど、トレーナーとコーチの役割は

分けないといけないんですね。兼務になってしまうと選手もどういった相談をしていいのかとかもわからないですけど、コーチはコー

チで、トレーナーの役割って知ってないといけないし、その分業になる所もあると思うんですね。トレーナーはトレーナーでコーチン

グを学んでいるとコーチの立場が分かるので、お互いがお互いの立場をわかって、それで協働して行くとすごくいいチームが実は作

れていくんだなというのがあるので、そういったところの組織的というところで、選手が悩んだ時に、そのチームの中でできるだけ解決

できるような感じでやって行く。それ・・・まあ、一番のところはシーズンコーチ制をとっているんですが、それがコロコロ変わってしまう

といけないので、このシーズン・・・だいたいボッチャは、パラリンピック終わって 1年間は試用期間みたいな感じがあって、その中で、

ヘッドコーチ、私がだいたい決めてたんですけど、このスタッフでこの 3年間であとパラリンピックまで行こう。パラリンピックスポーツっ

てやっぱりパラリンピックが最高峰の大会ですので、3 年間はシーズンコーチでやってくっていう形で、意図的にそういうチームを作

っていくというところなのかな、なんて思っています。 

 

伊藤：なるほど。その中にあって、よくビジネスの世界とかでも言われているのが、女性の方が、先程もちょっと言葉が出てきたと思う

んですけれども EQ というか emotional intelligence 、感情知性、相手の感情をよく見ることができる、自分の感情を分かって相手と

の関係性を良くして行くような能力とかが優れていると言う場合が結構あるというのが統計的に言われていると思うんですが、その女

性コーチが男性コーチ等と違って、こういう部分が、現時点で感じてらっしゃる何か違う部分とかっていうのは、こういうところに特に

力を発揮できるんじゃないかというのがあれば、もし気づいているものがあれば、期待しているものとか。 

 

村上：いや、すごい具体的ではないんですけど、女性コーチの方が話しやすい部分は多々あると思って。聞き役に徹しやすいんじ

ゃないかな。男性女性って分けるわけじゃないですけど、私はそこはあまり垣根ないと思い込んでたのかもしれないんですけれども、

実際今、色んな人としゃべる時に、まあこれ結構スポンサーさんであったり、1 つのこれ、企業のスポンサーで、取締役というのがほと

んど女性という会社があって、その方と話す時に、男性のスポンサーと話すときと女性の方と話す時と私の話したい感情がやっぱり

変わるんですよね。変わるのがあって、私はなんか男性女性って関係ないと思うようにしようと思ってたんじゃないかなって、思うんで

すけど。そういうのが自然な形ができるっていうところは、そういった違いはやっぱり「私」かもしれないですけど、選手はまた違うかも

しれないので、そういったところでいろんな準備をしておくということはすごく大事なのかな。決めつけないでっていうところでの、男性

女性の違いというのは、ちょっとあるのかなとは思います。 

 

伊藤：もちろんステレオタイプという形で、いわゆるレッテルを貼るみたいな、「男性はこう」「女性はこう」という風に考えすぎるというの

は間違いなく良くなくて、基本的に個人で違っているということだけだとは思うんですけれども、なんかその特性が平均値としてやっ

ぱり生物学的には違ったものということもあると思うので、その中で関係、心理とかに関係するというのは少しあるのかもしれない。で

も個人を見て行くと言うのが大切にはなってくるんでしょうけどね。三宮さん、その辺で、今この女性部会をやられていて、何かこう同
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じような観点で、何か、もしかして女性のコーチがもしかしたらここは優れている部分というか、力を、自分たち自身を持っていいんじ

ゃないかっていうようなところがもしありましたら。 

 

三宮：はい、そうですね。経験というか。先ほど村上さんの言った通りに話しやすさっていうのはやっぱりあるんじゃないかなと。やっ

ぱり私も 20名の選手競技連盟の 20名の理事で構成されていて、2名の女性の理事なんですけれども、あと 18名は男性なんです

けども、ちょっと構えちゃう部分があったりとか、私の中でもどうしてもあって、何て言うんですかね、同じ女性の人がいっぱい居るとす

ごく心強いと言うか、そういう部分があったり、何かこう相談するにも、女性の方がいた方が話しやすいというのは、もちろんそれは性

格とかその人の持っているものっていうのもあるとは思うんですけれども、やはり、特に母親を経験している人なんかは非常に相談し

やすいのかなという部分があります。 

 

伊藤：うん、なかなか、そういうなんというか、受け入れるというか、受容するというか。そういうものが結構出ているということかもしれな

いですね。 

 

三宮：そうですね。村上さんもおっしゃった通りに聞き役になってくれるっていう部分では女性の方がそういうものを持っている人が多

いのかなっていうのは感じています。理事会見てても、やっぱり男性の方が活発的に意見を言う方っていうのが多くて。男性の中に

入るとそういうのがより感じることがありますね。 

 

伊藤：ふと今思ったんですけれども、それがいわゆる性別として本当に生物学的にそういう風なのか、それとも社会的にそうなってい

るのかというところの違いというのは、今後考えていかないといけないかなって思ったりも、今してたんですね。例えば今、女性が聞く

力が強いっていうか、あるのであれば、それが聞く能力なんかもスキルとしてトレーニングできるというふうに言われている部分だと思

うので、それがいいと思ったら、あとは男性コーチがそれをしっかりそこから学び取って自分も話が聞けるようにすればいいだけの話

かなと思ったりとか。例えば男性コーチの方が何かをバシッと言うとことか、なんかわからないですけど、なんかあるとしたら、それは

いいなと思ったら取り入れるとか。結局は個人個人で他の人から色々取り入れてくるってところなのかな、と思ったりもして。もしかし

たら、そういう傾向が生まれつきでないんであれば、僕たちの生まれ育ってきた社会背景とか環境とか文化とかっていうものが「女性

は人の話を聞くもの。男性は逆に何か発信しなきゃいけない」っていうのをちっちゃい頃からそういう文化の中で通って来たんだとし

たら、たぶんそういうスキルを身に付けちゃってる可能性はあるのかな、という風に今、ちょっと思って。どっちなんだろう、というのが、

この辺が結構いろいろ男女の問題というのは、考えていると、生物学的なものなのか社会的に後天的に後から身につけたものなの

か、というところで、結構、「男性は」「女性は」っていう場合、後から身につけたものを文化的にそうなって、そういう風に学んでいった

ものを、自然に、無意識のうちに出しているものが、生得的なもののように言われているけれども、実はそうじゃないものって結構多い

んじゃないかな、という風に思うので、これからその辺もどんどん研究が進んでいったりとか、コーチの・・・僕らもトレーニングの中でも

そういうのを入れていこうとしているので、そういうの色々やっていきたいですよね。強みはもちろん伸ばしたいし。 

 

三宮：昔は本当に、戦争があってとかそういう時代っていうのは、私のイメージとして、男性が前にいて女性はちょっと何歩か後ろをさ

がってっていうイメージ、それはもう本当に昔ですよ。でもその時代から世の中がどんどんどんどん進化してってますよね。今はもうこ

うやって講義とかこういうのもオンラインでできたりとか、それこそ携帯電話があって、昔は電話のない時代から今は携帯電話がある

時代。それに伴ってそういうところもどんどんどんどん進化をして行かないといけないと思うので、昔はそうだったかもしれないけれど

も、今の時代は違うよね、っていう風に、そういうところもどんどんどんどんやはり変えて行く発信源っていうのも必要なんじゃないかな

っていう風には感じています。 
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伊藤：うん。村上さん、そのあたりどうですか。まあ個人の能力・・・村上さんが信じた「いや男でも女でもないでしょう」という考えと今話

しているところって結構共通っていうか、すごい近いところを議論してるのかなっていう風に思うんですけれども。 

 

村上：そうですね。いろいろ考えてみると、社会的にコーチって男性が多いんじゃないかというところで、話しやすいとか関わりやす

いとかっていうところの方があるのかなというのがあると思うんですけど、結局、今じゃあ、さっき意図的にってなったんですけども、こ

ういうことができるコーチが欲しいなあってなってくると、こういうスタッフが欲しいなって。だいたいボッチャだと 10 人から 15 人の強

化スタッフっているんですけど、そうなったときに結構男女比って割と一緒ぐらいになっちゃったりするんですよね。それが自然なとこ

ろで、「いや、ここにはこれが欲しい」「いや、ここには男性が欲しい」ってやらないんですけど、結局・・・パーソナルコーチで男性の

選手が、今日本でトップの選手はパーソナルコーチ女性なんですね。男性の選手なのに。っていう例もあったりすると、結局、あんま

り実は関係ないのかなって思って。結局、その個に応じていろんなスキルを伸ばして行った時に、それがどういう風にその競技団体

の中で生かせるかっていうのがあるのかなって思うんですけれども。じゃあうまく・・・そういうのって、パッと見、外から見たときすごくか

っこよくできてるなあって思うんですけど、じゃあ自分の育ってきたサッカーだったらどうなのかと思ったら、そんなでもないんですよね。

今、たまたまなんですけど女子サッカーの監督の高倉さんって私の小中の先輩なんです。これもたまたまで、姉の幼馴染で。「高倉

さん、すごい頑張ってるなー」って思うんですけど、他のバレーとかバスケとかって・・・バスケは違うかもしれないですけど、女性の監

督って結構女性だったりすることも・・・ 

 

伊藤：今増えてきてますね。 

 

村上：そういうふうになっている中で、サッカーって結構違かったなって実は思っていて。自分でそういう女性のコーチってあまり居な

い中で、いたな、でもなんか今違うなあって思ったりもするんですけど。そういうのって徐々にそのスポーツの中身というか、指導論と

かが、ずいぶん昔と今では変わってきてると思うので、そのコーチング理論というか、コーチング技術とかどんどんどんどん解明され

ていくっていうか、新しくなっていくと、いろんな人との関わりが実は増えていくのかな。男性がスキルを付けるとか女性がスキルを付

けるとかじゃなくて、そういう新しいコーチング技術が出てくると、男性女性って実は関係ないんじゃないかなって今は思うようになっ

てきています。 

 

伊藤：うん、なるほど。はい、ありがとうございます。えっとですね、もっともっと議論をして行くと面白いところではあるんですけども、時

間になりましたので、最後にですね、質問も踏まえながら一言ずついただきたいと思っているんです。「貴重なお話ありがとうござい

ます。お二方の所属する組織の中で今後ダイバーシティの実現という意味で女性コーチや役員を増やしていくための方策とか、そう

いう戦略などがあれば」ということで、今のこの女性エリートコーチプログラムに推薦をしてくださっている、そのプログラムに対する期

待とかも含めて、どういう風に組織といったものが今後発展して行くと良いのか。そのお考えなどをちょっと簡単にまとめとしてそれぞ

れお聞かせいただければと思います。どちらからでも結構ですので。はい、どうしましょう。今マイクついてるの…あ、行きますか？じ

ゃあ三宮さん、行きましょう。お願いします。 

 

三宮：はい。私はですね、やはり自分でどんどんどんどん女性の人に声をかけていって、こういうことやらない？やってみない？って

いうのをどんどん発信していって、もう引き込んでいく、巻き込んでいく。とりあえずやってみようよって、私もそうだったから、っていう

経験を踏まえながらどんどんどんどん女性の方を引き込めるような活動できたらなという風に思っています。まあ小林さんも今回プロ

グラムに参加しているんですけれども、どう？やってみる？って言ったら「いやどうなるか分かんないけどやってみたいです」っていう。
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やっぱりそういう後押しができるような、背中をぽんと押してあげたり引っ張ってあげたり。いろんな方向からアプローチできるようなこ

とをしていけたらいいなという風に思っています。 

 

伊藤：はい。ありがとうございます。村上さん、お願いします。 

 

村上：ダイバーシティとか組織ってなった時に、先ほどちょっと触れたんですけど、その関わっていく人というか、女性を登用しようと

いう考えで行くと、「女性だから」って言うのはちょっと出てきちゃうのかなって思うんですよね。意図的に「ここには女性を当てよう」と

いうことではなくて、いろんなことを考えて、例えばここの役職にこの人が適切だったというところがたまたま女性だったっていう方が

実はいいのかなと思っていて。実際ボッチャ協会って、女性理事が今 1人しかいなかったりとか、というところがあるんですけれども、

そういうところは、組織的にもやはりいろんな人が入っていかなくてはいけないんですけど、そういうところも考えながらやって行く。組

織から固めていくっていうことではなくて、取り組みから色々生かしていって、色んな活躍できる人材を登用していくというのが大事だ

と思うんですけれども、その活躍できる人材の育成というのがやっぱり細かいところではすごく必要なんだなというのを今感じていま

す。 

 

伊藤：なるほど。ありがとうございます。その一翼を私たちのプログラムがコーチの能力を高めていくというところで少しでもお手伝い

出来れば、我々幸いだと思っておりますので、今後とも是非ご協力のほどよろしくお願い致します。本日は、村上さん、三宮さん、お

忙しい中こちらの方にお越し頂きありがとうございました。これでこのセッションおしまいにさせていただきたいと思います。どうもあり

がとうございます。 

 

三宮：ありがとうございました。 

村上：ありがとうございました。 

 

伊藤：はい、それでは皆さん、今 11時 3分くらいですので、今度時間ちょっと短いんですけども 11時 5分、予定通り 5分から今度

はこのプログラムに参加しているコーチの方々からいろいろプレゼンテーションをしていただこうと思っておりますので、あと 1 分ほど

ですね、ちょっとお休みください。それではこちら、これでおしまいにさせて頂きます。お疲れ様でした。 

 

＜第 3部＞ 

 

古川：はい。それでは時間となりましたので次のプログラムに移らせていただきたいと思います。コーチの皆さん、どうですか。準備は

OK ですか。ここからの司会を務めさせていただきます日本体育大学の古川と申します。どうぞよろしくお願い致します。この時間に

は「女性エリートコーチを目指す私たちの挑戦」というテーマに対して本プログラムを受講している女性コーチの皆様から、このプロ

グラムでの学びだったり、日々繰り広げているチャレンジ内容について発表をして頂きたいと思っています。発表していただくのは、

ボッチャ競技の栄徳美沙季さん、テコンドー競技の山下昭子さん、ビーチバレーボール競技の白鳥歩さん、自転車競技の小林可奈

子さん、セーリング競技の冨部柚三子さん、ボッチャ競技の前野香苗さん、以上の6名となっております。なおこの時間の最後には、

各コーチに対する質疑応答の時間も設けたいと思っておりますので、このウェビナーをお聞きのみなさんにおかれましてはぜひ、ズ

ームのQ&Aから質問をお寄せいただければと思っております。それでは早速コーチの皆さんの発表に移らせていただきたいと思い

ます。まず一番最初は栄徳さんになります。ビデオをオンにしますね。はい。栄徳さん、準備はいかがでしょうか。 
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栄徳：はい。画面の共有させてください。 

 

古川：はい。それでは準備ができましたら開始してください。 

 

栄徳：はい。見えてますでしょうか。 

 

古川：はい。見えてます。 

 

栄徳：はい。では発表を始めさせて頂きます。「女性エリートコーチを目指す私たちの挑戦」。はじめまして。栄徳美沙季です。よろし

くお願いします。私はボッチャというパラリンピックスポーツに関わっています。現在、一般社団法人日本ボッチャ協会に所属し、トレ

ーナー兼アシスタントとして活動しています。普段は理学療法士として常勤で勤務をし、休みをうまく活用しながら両立をし、ボッチャ

競技に関わっています。私が今回エリートコーチを目指す理由は大きく 2 つあります。1 つ目はマンパワーの改善という点です。海

外遠征においては、少ないスタッフでチームに帯同を行うため、場面場面で様々な役割が求められます。現在担っているトレーナ

ー・アシスタント・生活介助に加えてコーチとしての知識を獲得することで、チームにも還元できると考えております。2 年間のプログ

ラムを終了した際には、コーチとして対象選手に合わせたコーチングができる、相手の意見を受け止めたりアイデアを引き出す力を

身に付けることができる、想いが伝わる伝え方を獲得することができること－この 3 つの課題が達成できるようになりたいと思います。

2 つ目の理由として、女性アスリートや女性コーチが継続してボッチャに関われる環境を作りたいという点です。競技を行っていく中

で、出産や育児、仕事や学業、余暇などライフイベントによって自分の競技に対するウェイトが変わってくると思います。その中で不

安や罪悪感などマイナスな気持ちにならないように、チーム内で支え合い、尊重し合える環境を作っていきたいと思っています。私

のコーチとしての成長課題は、「その人らしく」。その人の人生を尊重し、サポートすることを目標とかかげています。選手やアスリート

である前に 1人の人間として尊重、応援し、その人の個性を大切にする関わり方を行っていきたいなと思っています。課題解決に向

けたチャレンジ内容として、SWOT 分析を用いて多面的な分析を研修で行いました。自己に関する強み弱みの内部因子の分析に

加えて、周囲環境に関するプラス要因マイナス要因を挙げることで、課題を明確にすることができました。また現在、コロナの中でな

かなか活動できない今だからこそ、オンラインを活用した指導やミーティングを実践しています。例えばオンラインを繋いでその場に

行けなくても指導ができる環境を整えたり、実際の指導現場を動画に残し、ナショナルチームの監督やコーチ、そして一緒にプログ

ラムを受けているスタッフと振り返りを行う機会を設けています。また週に1回ミーティングを行ない、OJTがどこまで進んでいるのか、

課題解決に向けての助言を頂いたり、様々なケースから学びを得ることができています。プログラムで私自身役に立っていることは、

心理的安全性の場の中で、様々な価値観、考え方を持った仲間とディスカッションができ、失敗を恐れずチャレンジできる場がある

ということ。そして課題解決に向けてプログラム内でケースクリニックを行ない、情報を共有しながら改善するきっかけを見つけること

ができているということです。コーチがスキルアップやキャリア形成を目指していく上でロールモデルとなる人材育成、学びの場の提

供、経営資源の確保・活用、チャレンジできる環境が必要であると考えます。トレーナーとして活動していた私が、コーチとしてのキャ

リア形成をしていく中で、現在エリートコーチ研修で学んできたことや、学ぶことを支えてくれているチームのスタッフがいることで、わ

からないことにもたくさんぶつかりますが、やりたいことを形にするための支援や環境があるということを、私自身がロールモデルとな

って発信できるように今後も学び、挑戦し続けたいと思っています。ご清聴ありがとうございました。 

 

古川：はい、ありがとうございました。トップバッターありがとうございます。それでは続々と発表をして行きたいと思います。続いてはテ

コンドーの山下さん、準備はよろしいでしょうか。 

 



 26 

山下：はい。画面共有させてください。 

 

古川：はい、どうぞ。 

 

山下：はい、よろしくお願いします。「女性エリートコーチを目指す私の挑戦、テコンドー競技 山下昭子」。はじめまして。テコンドー

の山下昭子と申します。このようなプレゼンテーション、そしてパワーポイントを使って皆様の前でお話することが初心者で、聞き苦し

いところがあるかもしれませんが、挑戦させていただきます。まず初めに自己紹介からさせていただきます。日本代表として高校 2年

生から社会人 5 年目まで選手として活動しつつ、 日本のテコンドー人口が少ないことをどうにかしたいなと思い、大学を卒業したと

同時に当時はボランティアで道場を設立しました。とは言え、私は練習拠点を韓国に置き、私が指導している時間は3 ヶ月に一度帰

国した時に指導を行っていました。選手には申し訳なかったのですが、私のコーチングのスタートでした。私はオリンピック出場という

夢が選手では叶うことができず、不完全燃焼のまま選手引退をしました。その後は結婚・出産をし、主人の看病に追われ、すごく忙し

く、ただただ時間だけが過ぎてしまいました。このような素晴らしいプログラムに出会え、参加させて頂き、コーチとしての意識が変わ

りました。そしてコーチとしてオリンピック選手を育てたい気持ちが高まりました。普段指導している場では、3 歳からお年寄りの方ま

でを対象としており、選手を目指す生徒さんから礼儀・礼節を学びに来る生徒さんまでが在籍し、目標の違う中での指導の仕方に悩

んでいました。そしてこのプログラムで目標設定について学び、所属のシステムの見直しをすることができ、指導しやすい環境を作る

ことができました。こちらは息子が作成してくれました。（動画再生）テコンドーとは韓国の国技であります。多彩で華麗な蹴り技が特

徴です。柔道が、世界で試合をしている時に日本語を使っているのと同様に、テコンドーは蹴りの名前、ルールについても韓国語で

行われます。またテコンドーは「キョルギ」「プムセ」「デモンストレーション」の 3 つのジャンルに分かれています。パラ競技のテコンド

ーもあります。またテコンドーは武道スポーツでもあります。挨拶や礼儀を学び、社会で必要なルールやマナーを身につける、肉体

の鍛錬のみではなく、心身ともに鍛錬を目的とし、相手を傷つけたり倒すだけのものではなく、ルールの下で技を競う合うことを理念

としています。オリンピックスポーツとしてのテコンドーは、基礎体力、柔軟性、瞬発力、バランス能力を養うことで、しなやかでたくまし

い体を作ることができます。またオリンピックには、1988 年ソウルオリンピック、1992 年バルセロナオリンピックの 2 度の公開競技を

経て、2000 年シドニーオリンピックより正式種目となりました。世界 211 カ国の国と地域が世界連盟に加盟し、競技人口は 7000 万

人を超えています。オリンピック種目のキョルギについてご説明させて頂きます。日本ではマイナースポーツのため、オリンピック以

外にテレビでテコンドーの試合を放送しているのが少ないので、テコンドーがどのようなスポーツなのか、簡単にルール説明をさせて

いただきます。普段、テコンドーの試合は 2分 3 ラウンドで行われます。勝敗につきましてはボクシング同様、テンカウントによる KO

勝ちやポイントによる判定勝ちとなります。中段位へのパンチ 1 ポイント、中段位への蹴り 2 ポイント、中段位への回転蹴り 4 ポイン

ト、上段位への蹴り 3ポイント、上段位への回転蹴り 5ポイントとなります。攻撃が許されている部位は肩よりも上で、上段位へのパン

チは認められておらず反則となります。他の主な反則としては、足の裏以外が床につく行為、ローキック、相手を掴んで投げることな

どがあります。リオオリンピックからは電子化され、安全で安心できるルールへと改善されてきております。今の私の課題として 2つ挙

げます。まず 1 つ目は人がしていないことに挑戦することです。私は日本のテコンドー界で初めて女性で道場を構えました。そして

日本でオープン大会も毎年 1年に 1度開催しています。2020年は、コロナで試合開催をすることができませんでした。私の今年の

課題は、2021 年にコロナ禍という環境の中で、選手のために安全で安心できる試合を開催することです。そして 1 番の目標は、代

表コーチになることです。代表コーチになるには子育てとの両立が重要であると考えます。女性にとって切っても切り離せない問題

であります。私にたくさんの収入があれば主人に主夫をして頂くことが可能でありますが、しかし現実はそうではありません。今のこの

環境で自分自身が満足のできる指導方法を探している途中であります。今までであれば息子もテコンドーをしているので所属の試

合や合宿遠征にはいつも行動を共にしていました。しかし NF の代表合宿・試合となると、現在試合に同行させる環境にはありませ

ん。家族の協力で息子を見てもらっていますが、まだ甘えん坊の小学 3 年生です。離れているときは、今は LINE を利用していつも
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そばに居るような感じではありますが、心の中では寂しいし、我慢してくれている息子がいます。先日の OJT 出発時に息子にこう私

は言いました。「あなたがテコンドー強くなるためにコーチングの勉強をしに行ってくるね」。そして帰宅後に息子に一言言われました。

「お母さん、何を学んできたの？」私はいつも息子に成長させて頂いています。指導し始めの頃は否定することばかりを選手に言っ

ていました。しかし今は子育てをして教わり、褒めるようになりました。これからも息子と寄り添いながらより良い環境で指導できるよう

に努力し続けたいです。ご静聴ありがとうございました。 

 

古川：はい、ありがとうございました。では続きましてはビーチバレーボールの白鳥さんになります。 

 

白鳥：はい、お願いします。 

 

古川：はい、では白鳥さんお願いします。 

 

白鳥：はい。日本バレーボール協会、株式会社パソナグループ、日本体育大学大学院所属の白鳥歩です。本日は私がこのプログ

ラム内で挑戦していることを紹介させて頂きます。よろしくお願いいたします。私は今ビーチバレーボールの競技者として東京オリン

ピック出場を目指して活動しています。それと同時に日本体育大学の大学院で勉強する大学院生でもあり、大学内の部活動でコー

チングもしています。そんな私がなぜこのエリートコーチを目指そうと思ったのかという理由なんですが、そもそも私は誰もしたことが

ない、誰も挑戦したことがないことがとても大好きです。また今は選手でいるんですが、選手でなくなった時の自分の可能性というも

のに挑戦したいという、この 2 つの思いがものすごく強くて、目指そうという風に思いました。具体的には選手時代からコーチの専門

的な知識を学ぶことだったり、女性アスリートのロールモデル、女性アスリートの引退後の選択肢が広がればいいなあっていう風に思

っているのと、次世代のトップ選手の育成や、選手で今までは競技を頑張ってきたんですけれども、選手以外の役割で競技に貢献

して行きたいなという思いがあります。私の成長課題です。コーチの 6 つの職務の中からこの 3 つを選びました。「ビジョンと戦略の

設定」と「環境の整備」「学習と内省」です。なぜこの 3つを選んだかというと、ビジョンと戦略の設定に関しては、私、大学の部活動の

リーダーであるというのが一番の理由です。明確なビジョンと計画が、今一緒に活動している選手たちに必要なことでもあり、私がま

ず身につけるべきスキルだと考えました。次に「環境の整備」です。自己紹介でも説明させてもらいましたが、私は日頃 3つの役割を

生活の中でバランスを取りながら取り組んでいます。なのでコーチング現場にいられないことも多いことから、自分のライフスタイルと

現場のニーズに合わせた環境の整備を身につける必要がありました。「学習と内省」は、いつも自分次第で行えることが可能なので、

課題から習慣にできるようになるのが目標でもあります。この課題に対して具体的な取り組みを説明させて頂きます。「ビジョンと戦略

の設定」では、プログラムの中で自分の成長計画を立てています。そこでまず、自分の大切にしている価値観を考え、コーチングの

哲学を導き出しました。この過程を経たことで、自分の関わるチームのビジョンを設定するのにとても役に立ちました。これはコーチン

グの現場だけではなく、自分のアスリート人生の中でも支えになっていると感じています。またコロナ禍という状況に、コロナ禍という

さまざまな状況があるので、そこに対応しなければいけないという現場に直面しています。特にオンラインの回数が増えたので、チー

ムミーティングなど多くの場面で活用することができています。オンラインの活用した教育なども試すことができています。次に環境の

整備です。研修では自分の分析をはじめ多分野にわたる分析をみんなで協力して取り組むことをしています。ここに挙げた 3 つのリ

ストの作成は、私自身出来なかったもので、ステークホルダー分析では、自分が試合や練習で不在の時でも誰に何をサポートしても

らえばいいのかということを、チームを取り巻く環境や自分を取り巻く環境を整理することで適切な判断ができるようになってきました。

パフォーマンス特性要因や効果的な練習のチェックリストの作成は、コーチングの現場だけでなくて自分の競技にもとてもよく役に立

つことがあったり、困ったときはリストを見て色々な側面から考えるようにもしています。最後に「学習と内省」です。現場でのコーチン

グをこのようにコーチディベロッパーに観察をしてもらいながら改善して行くような取り組みをしています。この写真でも見えるように、



 28 

この胸につけているのはゴーグルです。このゴーグルをつけて自分の見ている方向や声というのを録画録音し、自分を振り返ること

をしています。これで自分でも気づけていない癖などを発見することができてとても刺激的です。たまに心が痛くなるようなことを振り

返らなきゃならないこともあるんですが、コーチングスキル向上には大切なことだとも感じています。その他にも自分の現場での悩み

や相談ができる仲間がいることは、このプログラムの最大の強みだと感じています。この一番下に書いてある、すごく特徴的なところ

なんですが、このプログラムでは現役のアスリートの学びを支援してくれるというところがあります。コーチの学びを始めたら選手引退

なの？とかっていうような言葉をよく私も言われましたが、そんなことはありません。このプログラムでも、この後発表する冨部さんと私

の 2人は自分の競技のこともコーチの学びも 2人とも全力で出来ているので、こういうモデルがあるということを多くの人にも知っても

らいたいなという風に思っています。最後になりますが、私がこのプログラムを受けてきてエリートコーチを目指すチャレンジに必要な

支援だなという風に感じていることがあります。それはこのようなコミュニティの形成です。同じ目標に向かってチャレンジする仲間が

常にいると思えることは、大変なことや何かがあっても、立ち向かおうという姿勢を後押ししてくれています。今まで私の場合は、大学

院でもたくさん勉強してきてはいるんですけども、またこういうコミュニティのある環境ということは、コーチの学びの支援という部分でも

のすごく必要なことだと実際に感じています。なのでこれからもこの仲間を信頼して、支え合いながら女性のエリートコーチを目指し

て頑張っていきたいと思います。以上です。ありがとうございました。 

 

古川：はい。ありがとうございました。続きましては自転車競技の小林さんになります。小林さん準備のほうお願いします。 

 

小林：はい。よろしいですか。 

 

古川：はい、お願いします。 

 

小林：はい、それでは始めさせていただきます。「女性リートコーチを目指す私たちの挑戦 －マウンテンバイク競技の先に見えるも

の」。まず自己紹介をさせていただきます。はじめまして。小林可奈子と申します。1970年 5 月 24日生まれ。大学生でマウンテンバ

イクをはじめ、会社員になったんですけれども、アスリートへの道が諦めきれず、転身致しました。1996 年アトランタオリンピック出場、

その後 2001 年、2004 年に娘たちを出産し、娘たちの子育てのために、2007 年、自転車クラブを設立致しました。そんな中で子ど

もたちが競技をやりたい、可奈子さんがもう一度走る姿を見たい、そのように背中を押されて、2017 年、全日本選手権クロスカントリ

ーオリンピック優勝致しました。その後指導者としてのスキルを上げるために、2019年、国際自転車競技連合コーチレベル 2を取得

致しました。現在日本自転車競技連盟女子部会に所属しております。私には大きな夢があります。それは、子どもたちが全力で楽し

めるフィールドをマウンテンバイクで作っていきたい。しかしながら、日本の現状は厳しいものがあります。まず 1つ、マウンテンバイク

は危ない。フィールドがない。友達がいない。一緒に遊んでくれる仲間がいない。さらに 2020 年、日本自転車競技連盟マウンテン

バイク競技者の登録数、569 名しかおりません。私が今までに積み重ねてきたことは、子どもと大人のためのマウンテンバイククラブ

を運営すること。安曇野市自転車活用推進事業マウンテンバイクコースを設営すること。日本自転車競技連盟女子育成部会で女子

アスリートを支えること。これを 10年から 15年積み重ねてきましたが、なかなか社会を変えることはできません。そこで 2019年、自

費で世界選手権にコーチとして参加してまいりました。その時の画像です。これはオランダの選手たちです。なぜオランダに注目し

たかというと、オランダは九州とほぼ同じ国土で、人口も 17,384,000 人。そしてマウンテンバイクに限らず自転車では強豪国です。

そのオランダのチームがどのような活動をしているか、そこに注目して選手たちを見てみました。すると、先ほどの動画のシーンはア

ンダー23（19 歳から 23 歳まで）の男子のチームなんですけれども、みんな大勢で一緒になって練習していました。そしてこの写真

は女子選手たちの練習風景です。少し分かりづらいんですが、奥にいるオレンジの選手。この選手についているのはスキルコーチ

です。そしてたくさんのスタッフが彼女たちを支え、彼らたちを支え、そしてそのスタッフの動き、その有能さに大変驚かされました。
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それではオランダという国がオリンピックではどんな活動をしているのか少し調べてみました。2016 年リオオリンピック国別ランキング、

オランダは 11 位です。そして 2018 年、やはりスケートも強豪国ですので５位に入っています。人口の割合からみるメダルの数は、

オランダが群を抜いています。それはなぜか。オランダのハイパフォーマンススポーツの推進を担うチーム NL。その言葉には可能な

限り多くの競技がオリンピックパラリンピックなどにおいてメダルを獲得すること、そしてそれを通して社会に良い影響を与えること。ま

さに、ここに私がやらなければいけないことがあると思いました。私は 2008 年 5 月、世界大会を日本で開催したい、その夢のもとに

伊豆修善寺にあるサイクルスポーツセンターにマウンテンバイクのコースを設営させていただきました。そして 2010 年から、みんな

が楽しめる大会を開催し、その名前も「24 時間耐久レース」。10 年ずっと開催しておりました。そしてその夢が 2019 年 10

月、”READY STEADY TOKYO”オリンピックプレ大会として開催されました。先程の工事で・・・2008年 5 月に世界大会を目指して

夢を見てコースを造り上げたときの工事現場にいる、この左側の、片足を土に乗り上げているこの娘が、ここまで育つことができまし

た。しかし私の夢はまだ終わったわけではありません。この子どもたちが全力で遊べるフィールドをマウンテンバイク競技から作って

いきたい。そう願っています。ご清聴ありがとうございました。日本自転車競技連盟女子育成部会小林可奈子でした。ありがとうござ

いました。  

 

古川：はい、小林さん、ありがとうございました。続きましては、セーリング競技の冨部さん、お願いいたします。はい、よろしくお願い

いたします。 

 

冨部：画面共有をさせていただいています。見えますでしょうか。 

 

古川：はい、大丈夫です。 

 

冨部：それでは発表を始めさせて頂きます。はじめまして。セーリング競技の冨部柚三子です。私はイギリス生まれ、東京育ちで、小

学校から大学まで 14年間女子校に通っていました。10歳の時に父の影響でジュニアのヨットに乗り始め、レースに出たりしているう

ちに、勝つことが楽しくなり、国体やユース世界選手権など、本格的な競技の道へと進みました。 大学進学時には、将来スポーツに

関わる資格を取得したいという気持ちで、日本女子大学家政学部食物学科へと進学し、卒業と同時に管理栄養士の資格を取得し

ました。今は福井県スポーツ協会特別強化コーチの職に就き、県内の選手育成に関わりながら、オリンピック出場を目指してナショ

ナルチームとして活動しています。また昨年 4 月より、スポーツを多角的な視点から学ぶため、大阪体育大学スポーツ科学研究科

博士前期課程に進学しました。私の専門とするセーリング競技は、海や湖でヨットの帆に風をあて、船を走らせてレースをして競う競

技です。ヨットレースはスタートからフィニッシュするまで約 1 時間のコースを回り、その間に変化する風の傾向を読み、周囲の船に

対して有利なポジションを探して、そこまで他の船とスピードを競います。風を読むためには、周辺を観察する能力が求められますが、

それはコーチも同じです。海の上で選手と同じ景色を見て、選手が優位となる情報をレースが始まる直前まで共有します。レースが

始まったら、コーチは選手を見守り、選手がフィニッシュした後に的確なフィードバックを行ない、次のレースに備えます。このように、

セーリング競技はコーチも選手も、常に状況の観察と判断が求められる競技です。私がこのプログラムを受講している目的は 3 つあ

ります。1 つ目はセルフコーチングからキャリア形成を行うためです。先ほども述べたように、セーリング競技はレースが始まったら自

分で戦略を組み立て実行しなければなりません。コーチに必要な役割とコーチングのスキルを学ぶことで、広い視野を獲得し、それ

がセルフコーチングに生きてくると確信しています。 今学んでおくことで、選手として競技力向上に寄与するとともに、キャリアを終え

た時、その最先端の技術とコーチングスキルを持ってすぐに現場に立つことができると考えております。2 つ目は女性アスリートのロ

ールモデルになることです。セーリング連盟のオリンピック強化委員会には女性コーチがいません。多くの女性アスリートは競技引退

後、それまでのノウハウを後輩に引き継ぐことなくキャリアを終えてしまっている現状があります。今後私が女性コーチとして活躍する
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ことで、他にも女性コーチが増えることを期待しています。3 つ目はデュアルキャリアのロールモデルになることです。国内のセーリン

グ界にはコーチはコーチ、選手は選手、といった風潮が強くあります。海外ではシニアの選手がユースの世界大会を引率したりコー

チング行うということはよくあります。より世代の近い選手がコーチする事のメリットはあると考え、デュアルキャリアとして活躍する人が

増えると良いと思っております。研修会では実践的な知識や内容をスキルトレーニングを行ないながら学んでいきます。例えば、競

技におけるパフォーマンスの構成要素についてグループごとに決められた時間で自分たちで話し合いの場を作りながら様々な競技

の意見を出し合います。そしてそれをまとめ、他のグループに要点を簡潔に説明します。この一連の流れによって相手から意見を引

き出す能力や質問のスキル、プレゼンテーションのスキルがトレーニングされていきます。今の時点で私が思い描いているようなコー

チとしての活躍の場はまだありません。そして現役として活動しながらもコーチングを行うということについて多くの人に理解をしても

らえてるわけではなく、私も白鳥さんと同じように、今でも、コーチングの勉強をしているというと「ああもう現役を引退してその道に進

むんだね」と言われます。他者に理解してもらうためには説明が必要になります。私がこのように言われるということは、私の説明がま

だまだ足りていないという証拠だと思います。理解をしてもらえればそこから協力を得られる可能性が出てきます。計画を推し進める

ために自分の思いを共有し、他者を納得させられる話術が必要だとこのプログラムに参加して気づき、課題だと思った点です。コー

チは選手の技術練習をサポートするだけでなく、志を共にして強化計画の作成から練習環境の整備、スタッフ配置、選手のコンディ

ショニング管理などたくさんの仕事をしなければなりません。これらの仕事は 1 人では到底できません。スタッフや専門家、周囲の人

と協力しみんなが同じ方向に向かって進む必要があります。そのためにビジョンを説明して理解をしてもらい、選手と一緒に理想を

目指せるチーム作りができるようになりたいです。私はこの 2年間のプログラムでお互いを認め、高め合える仲間と共に、研修会での

学びと OJT での実践と言うトレーニング環境を使って、女性エリートコーチになるためのスキルを獲得して行きます。そして女性コー

チ、デュアルキャリアのロールモデルとして活動の場を広げていき、選手としてもコーチとしても活躍して、キャリア引退後にエリートコ

ーチの道に進むことが私の挑戦です。以上で私の発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。 

 

古川：はい、冨部さん、ありがとうございました。続いてはこの発表の最後の発表者になります。ボッチャ競技の前野さん、ご準備のほ

どよろしくお願いします。 

 

前野：はい、画面共有させていただきます。はい、では最後の発表になります。日本ボッチャ協会の前野香苗と申します。緊張して

いますが、最後までよろしくお願いします。まず私について自己紹介させていただきます。私はボッチャというパラリンピック競技で、

現在はトレーナーとして活動をしています。ボッチャと出会ったのは、2010 年日本選手権大会のサポートに参加したことがきっかけ

です。ボッチャの、誰でも楽しめるという魅力や競技として繊細な技術や戦術という部分に惹かれ、選手たちのサポートをしたいと思

い、トレーナー活動を始めました。今はナショナルチームの火の玉ジャパンの専任トレーナーをさせていただいています。私がこの

エリートコーチを目指した理由は 3つあります。1つ目に、選手の要望に応えたいということ。チームの中ではトレーナーという立場で

これまで選手と関わってきたんですけど、キャリアが長くなってくると、選手から技術や戦術の指導を依頼される事もだんだんと増え

てきます。一昨年に、とても重要な国際大会があったんですけれども、体調不良のコーチに変わってピンチヒッターで選手対応を任

された事があって、その時にトレーナーとはまた違う選手との関わりに興味・面白さを感じ、もっと学びたいなという気持ちが芽生えま

した。そして 2つ目にダブルスキルの必要性です。これは前の発表で同じボッチャ競技の村上さんや栄徳さんもお話しされていたん

ですが、海外遠征ではもちろん、帯同できるスタッフ人数も少なくて、選手の生活介助はスタッフの大きな役割になります。競技アシ

スタントや医療的なケアのできる看護師、トレーナー、コーチなどの役割を兼務できる人材というのが重要になってきます。そんな状

況の中で、私自身もダブルスキルを備えることで、選手サポートに貢献したいな、と思うようになりました。3 つ目に女性選手のサポー

ト育成です。現在、ボッチャの競技人口はまだ決して多いとは言えません。特に女性選手の数は少ないのが現状です。女性選手の

発達育成はとても急務で、そのためにはやはり生活介助要員である女性スタッフのキャリア形成というのは重要だと考えます。このよ
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うな 3 つの理由で私はエリートコーチを目指そうという思いに至りました。そしてそれを目指していく中で、今私が成長課題のテーマ

としてあげていることがあります。コーチとして基本となる信念や人間性という部分です。1 つ目に固定概念を崩す。これは女性コー

チとして私は男性に対する劣等感がすごくあったんですね。男性に負けたくないという気持ちだけでこれまで突っ走ってきた部分が

ありました。しかしその固定概念こそが自分の成長とか周囲への発信を妨げてきたんだなということに気づき、まずは自分自身が変

わることを意識しました。そして強み弱みを知る。自分自身の女性としての強みやなかなか向き合えてこれなかった弱みを知ること。

同じように周りの人のことを知り選手やスタッフのチームサポート、チームビルディングに生かすことを課題としました。そして最後に

挑戦を楽しむこと。失敗を恐れず常に挑戦する姿勢であること。どんな状況でも楽しむ心を忘れないことを課題として挙げました。こ

れらの課題解決に向けたチャレンジについて少しお話します。まず固定概念を崩す、強み弱みを知るという課題に対しては、まず自

分の知らないこと、気づいていないことを知るということからチャレンジを始めました。例えば SWOT 分析をしてみて自分を客観視し

たり、チームメンバーの、今私が知っていることをプロフィールシートに書き出してみたり、またミーティングの後、他者とのコミュニケ

ーションの中からその人の背景を知ることを意識するようになりました。また自分自身の弱さを勇気を出して周りにさらけ出すことで、

周りの人たちと自然と支え合える関係性が出来てきて、どんどん仲間の輪が広がっていくということを今学んでいます。次のチャレン

ジは挑戦を楽しむということです。ずっと私自身、苦手意識があった英会話学習というものを始めて、今失敗を重ねながらもその学

びの楽しさを感じています。また競技サポートの部分ではコロナ禍の中でも、前向きに今できることを、と言うことで、写真にもあるん

ですけど、リモートを活用して遠く離れた選手とも一緒に練習やトレーニングを実践しています。このようなチャレンジを継続できてい

るのも、この研修プログラムに参加して得たものが、力がとても大きいなと感じています。具体的にどのようなものを得たかというと、ま

ず同士である素晴らしい仲間たちと出会えたこと。そして安心して挑戦できる環境を頂いていること。それから仲間たちからさまざま

な視点での考えを聞かせて頂くんですけれども、その中で広い視野や柔軟な思考が身についてきたこと。最後に、最初はまだ曖昧

だったんですけど、研修終了時に向けたビジョンが次第に鮮明になってきたことが挙げられます。最後にこの研修後も私自身が学

びを続け、キャリアを形成して行くために目指していきたい環境というものを考えてみました。まず 1 つ目に、互いの個性を認め支え

合える環境。私自身の課題でも挙げましたが、自分も相手も強み弱みを互いに認め合った上で、足りない部分は補いあえるような、

強みの部分はその能力を生かせるような環境を構築して行きたいなと考えます。そして次に、生活やプライベートを大切にできる環

境。これはアスリート強化も同じだと思うんですけど、生活面が安定していること、必要な休息が取れてこそ、選手もスタッフもパフォ

ーマンス向上を図ることができると思います。これは個々のマンパワーだけでは難しい部分もあると思うので、サポート体制のシステ

ム化が必要と考えます。そして自身のサポーターを増やす、競技を普及させること。家族や地域のサポートはとても心強いと思いま

す。サポートを得るには自分から周囲に発信することや、競技自体を普及させること。また自分自身が周りを支えられる人間になるこ

とが大切だと考えます。このような環境構築と合わせて、個々のライフスタイルに合った学び方の選択肢を増やせるようなロールモデ

ルの役割を担えるように、私自身が担えるよう、大切な仲間たちと助け合いながら、これからも頑張っていきたいなと思っています。

以上です。ご清聴ありがとうございました。 

 

古川：はい、６名のコーチの皆さん、発表ありがとうございました。とてもそれぞれの個性的なチャレンジ内容を出していただいて、素

晴らしい発表だったと思います。今一度、発表していただいた 6 名の皆さん、ビデオを ON にしていただけますか。時間も限られて

おりますので質疑応答 1点だけ答えたいと思います。既に個別で回答はさせて頂いてるんですけれども、1つ面白い質問が来てい

ましたので取り扱いたいと思います。「男女関係なく指導者として思いが伝わる伝え方、とても興味があります」ということで、「このプロ

グラムを通じてどのような形で伝え方を学んでいますか」ということで、回答してくださってる栄徳さん、実際にこのフロア全体の見て

いる方々全体にも、回答内容を共有していただければと思いますが。栄徳さん、いかがでしょうか。あっ、そうですね、栄徳さん、お

仕事の関係で退席されていましたね。その他にも、今いるコーチの皆さんでも、同じように研修会等で伝え方について学んで、そし

て現場でもチャレンジしてると思うんですが、どなたか、こんなことをしてきました、どんなことを気をつけて実践しています、というよう



 32 

なことがあれば 1つ例を紹介していただければなと思います。はい、前野さん、お願いします。 

 

前野：プレゼンテーション能力に関わると思うんですけど、思いを伝えるというので、自分自身の思いをどうしても押し付けがちになっ

てしまうんですけれども、やはり基本としては相手の気持ちに寄り添いながら、それに合う形で自分自身の思いも伝えていくことが大

事なんだなということを、研修のプレゼンテーションの機会を通じて感じています。 

 

古川：はい。ありがとうございました。それでは時間になってしまったので質疑応答についてはここまでにしたいと思いますが、引き続

きみなさんの方から疑問に思ったこと、このプログラムについて質問等ありましたらご連絡をいただければなと思います。最後に私の

方から補足の説明になるんですけれども、このプログラム、本日は 6 名の方々が発表してくださいましたが、残り 6 名、計 12 名のメ

ンバーとなっていますので、この場を借りて簡単に他のメンバーについても紹介させて頂ければなと思います。はい。スライドが映し

ている通り、本日の６名に加えて、水泳の岡田真祐子さん、スキーの清澤恵美子さん、トライアスロンの武友綾巳さん、水泳の奈良梨

央さん、ボートの原口聖羅さん、バスケットボールの藤岡麻菜美さん、以上 6 名も、本日登壇されている 6 名に加えて、このプログラ

ムのメンバーとして一緒に学び合っているというような状況です。今のプログラムの発表の方も多く扱っていたんですけれども、この

プログラムの同僚となる、メンバー同士の学びが重要であると言うように仰っていました。この 12 名、そして周りのスタッフ全員が、お

互いに高め合って学び合って全員で成長し合えるようなチームとして、今後も活動を続けたいと思います。はい、ありがとうございま

した。ではこの時間はここまでにさせていただきまして次の内容に入って行きたいと思います。メインの司会の矢野さんにお渡しして

よろしかったでしょうか。 

 

矢野：はい、大丈夫です。それでは第 1部第 2部のパネリストの皆様、そして第 3部ではプログラム受講中のコーチの皆様、本当に

貴重なお話をありがとうございました。また聴講者の皆様におかれましても、多くのコメントや質問をたくさんいただきまして、誠にあり

がとうございます。なかなか時間の都合上すべての質問等にお答えできなかったのが残念ですが、今後もこういったところで参加い

ただければと思います。それでは最後に、午前中の総括を伊藤より述べさせていただきまして、午前の部を終了したいと思います。

伊藤先生、よろしくお願いいたします。 

 

伊藤：はい。皆さん、午前中、ご参加頂きましてありがとうございました。そして今もう退席されていますけれども、ポーリン、ヘレナそし

てケイティ、本当にインスパイアリングというか、我々にこうモチベートしてくれるようなお話を頂きました。僕たち一人じゃないっていう

ことをすごく感じられた時間だったと思います。本当に刺激的なお話でモチベーションが上がったということを感じました。そして三宮

さん、そして村上さん、お話を伺って、日本の中でも、もちろん様々な動きがそれぞれのところで起きているということがよくわかりまし

た。それぞれ努力していることがあるわけですけれども、今後それらをどう繋げて、もっと大きな流れを作っていくのか、ということが重

要ではないかという風に感じましたし、私たちのできることはあそこにもあるなというのを感じた次第です。どうもありがとうございました。

そして最後にプレゼンテーションをしていただいたコーチの皆さん、また今日の映像を見直しながら、次にもっと良いプレゼンできる

ように、また一緒に考えていただければと思います。みなさんのプレゼンから、その明るい未来というか、本当に皆さんからもこういう

風にしたいんだという思いがすごく伝わってくるものがあって、明るい未来がイメージできてワクワクする時間だったという風に感じて

おります。ありがとうございました。そして国内外からアクセスしてくださいました聴衆、オーディエンスの皆さん、このカンファレンスの

ために時間を割いて下さり本当にありがとうございました。少しでも皆さんにとって役立つ情報が提供できれば幸いだと思っておりま

す。我々が展開する女性エリートコーチ育成プログラム、12 名の対象コーチに提供するだけに終わらずに、もっと大きなうねりを起こ

したいと言うふうに考えております。例えばですけども、この今の 12 名の次の世代というか、そういう人たちに対してどうやってこのプ

ログラムを提供、展開して行くのかというのも今後考えていきたいと思っております。そういうことを実現していくためには、皆さんの支
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援が間違いなく必要だと考えておりますので、スポーツを通してよりよい社会をつくっていくために、ぜひ一緒に進んでいきましょう。

午前中本当にありがとうございました。この後ですね、一旦午前のウェビナーは終了するんですけれども、12時 50分頃に同じアドレ

スから午後のウェビナールームを開く予定ですので、午後も「コーチとアスリートが知っておきたい女性アスリートのコンディショニング」

というテーマでまだまだ話は、暑いディスカッションが続きますので、午後も是非ご参加くださいますようよろしくお願いします。午前

だけというふうに言ってた人も、午後時間空いたという方は、是非もう一度アクセスしていただければと思います。改めまして、今日、

午前中、ありがとうございました。それではランチブレークに入らせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。お疲れ

様でした。 

 


